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　　　　　プロローグ











　あれはいつの世のことでございましたでしょうか。

　今は昔と申しますれども、幾いく星せい霜そうを経へてもなお変わらぬものが男女の仲。悲ひ劇げき喜き劇げきに心中物、お笑わらい種ぐさに至いたるまで、とかく世間の関心は色いろ恋こい沙ざ汰たで巡めぐっているのでございます。憎ぞう悪おと愛欲が交こう錯さくし、激げき情じように身を任まかせるその姿すがたは滑こつ稽けいでありながらも不変。人間とはかくありなむと言わしめる真理なのでございましょう。遠く歴史を翻ひもとけば、それらは燃もえ盛さかる炎ほのおの如ごとく、ときに静せい謐ひつなる水面みなもの如く、見聞き致いたしました情事の数こそ多かれど、苦く悩のう皆かい無むの恋愛など存そん在ざいせぬのが常つねなのです。

　色恋沙汰に例外はございませぬ。いわんや、神様であっても恋に身を焦こがすのが道理というものでございます。些さ末まつ事ごとに一いつ喜き一いち憂ゆうし、意中の相手の前では素す直なおになれぬ初うい々ういしさ。中学生か、あんたらは。

　そう。これより語る小こ噺ばなしは、縁えん結むすびを司つかさどる神が起こした珍ちん騒そう動どう──。









　帯おび岸きし町まちにやって来た人じん永えいは、件くだんの神様が鎮ちん座ざするという森林公園を訪おとずれていた。

　やおよろず神議会所長・高たか峰みね小こ町まちから命じられたのは、「縁結びの神様」を現げん界かいさせることだった。面めん倒どう臭くさいと思いつつも仕事なのだから断ことわるわけにもいかず、小町に褒ほめてもらえるかもしれないという期待だけを胸むねに、さっさと片かた付づけようと歩を速める。

　園内には人ひと気けがなく、小鳥のさえずる声だけが響ひびく。清せい閑かんであり、俗ぞく世せから切きり離はなされた神しん聖せいさがそこにはあった。ふと作り物の世界に踏ふみ込こんだ感覚に囚とらわれそうになるが、木こ漏もれ日びの揺ゆらめきと、中央に陣じん取どる大池の水面に踊おどる波は紋もんに、現実リアルの空間であることを意い識しきさせられる。デートスポットとしてのポイントは高いな、と人永はそんなことを考える。

　大池を囲む木々の中に一ひと際きわ大きな常じよう緑りよく樹じゆが姿を現した。この大木こそ御ご神しん木ぼくとされ、この地を訪れた男女を恋仲にする神が宿っていると囁ささやかれている。帯岸町の観光地としても有名らしく、神しん徳とくを授さずかろうと全国からカップルが押おし寄よせて来るらしい。

「恋愛成じよう就じゆか。小町さんとの仲を取り持ってもらいてえなあ」

「ダメ！」

　ペシペシと額ひたいを叩たたかれる。人永の頭上に鎮座するヘッポコがヤキモチ全開で抗こう議ぎする。思わず溜ため息いき。神かみ頼だのみくらい大目に見てほしい。

　何はともあれ、神様が雲くも隠がくれしたままではご利り益やくもクソもない。さっさと現界して頂いただこう。

「ヘッポコ、どこにいるかわかるか？」

「そこ」

　ヘッポコが指差す先──御ご神しん木ぼくに向かっていつものように膝ひざをついた。

「菊クク理リ媛ヒメノ大オオ神カミ様！　品しな部べ人じん永えい、参さん上じよう仕つかまつりました！　何なに卒とぞお姿すがたを現してくださいませ！」

　頭こうべを垂たれて彼かの神の真ま名なを口にする。

　媛ひめと言うくらいなのだから女神に違ちがいなく、どんな美女が現れるのかと内心ワクワクしながら神の顕けん現げんを待つ。一いち陣じんの風が通とおり抜ぬけた瞬しゆん間かん、眩まばゆい光を放って一ひと柱はしらの神が降こう臨りんした。

　目を瞠みはる。光の中に浮うかび上あがったその影かげは、丸っこいシルエットをしていた。でん、と膨ふくれ上あがったお腹なか。黒色に縁ふち取どられた両目。憎にくたらしいマヌケな顔。胴どう長なが短足に太い尾おを有したその姿は、──見み紛まがうことなく狸たぬきであった。

「……どうせこんなことだろうと思ったよ」

「ぬいぐるみ！」

　タヌキのヌイグルミだった。ヘッポコが嬉うれしそうに声を上げ、人永は深く項うな垂だれる。いや、もう慣なれた。人永の前に登場する神様は大体こんなもんだ。そして、ヘッポコよ。おまえも人のこと言えないからな。

「ククリ様でいらっしゃいますか？」

　努めて平静を装よそおうものの落らく胆たんが声に滲にじみ出でた。姿を現した神様──ククリは眠ねむりから覚めたような覚おぼ束つかない表情で人永を見据えた。

「……なんじゃい、おまえさんは？」

　どうやら完全に寝ね起おきだったらしい。不ふ機き嫌げんな顔で人永とヘッポコを見比べて、

「ぶっさいくな人形を乗せておるのう。変質者か？」

　例の如ごとくヘッポコにペシペシと額ひたいを叩たたかれて八つ当たりされる。二重にむかついた人永であるが、一ひと先まず気を落ち着かせて現げん界かいしてもらうために説得に取りかかる。

「わたくし、名を品部人永と申します。本日伺うかがいましたのは、ククリ様にぜひとも現界して頂いただきたいと思いまして」

「現界じゃと？　──ああ、神々に現界を頼たのみ込こんで回っている人間がいると聞いておったが、それはおまえさんのことか。ということは、その頭の上のちっこいのも神なのか」

　納なつ得とくがいったとばかりに頷うなずくククリ。どうやら人永は神々の間では有名らしい。

「ご存ぞん知じなら話は早い。どうか、このまま現界して頂けないでしょうか？」

「人間のために働けと申すか？」

　現界とは、神が顕現し人間にご利り益やくを与あたえることを言う。姿を現すだけでは駄だ目めなのだ。

「ククリ様の神しん徳とくを待ち望んでいる人間は無数におります。それに信しん仰こうがなくなってしまうとククリ様の存そん在ざい自体が消しよう滅めつする恐おそれもありますし」

　ククリは、ふん、と鼻息を荒あらげて、険けわしい表情で虚こ空くうを見つめる。

「知ったふうな口を利ききおって。わしは他の神と違ちがって能のう天てん気きではいられんのじゃ。胸むね張はり裂さけんばかりに悩なやみ苦しんでおる。人間、きさまにそれが分かるものか」

　人じん永えいは思わず溜ため息いきを漏もらした。これまで多くの神々を現げん界かいさせてきたが、どの神様も似にたようなことを口にする。やれ供く物もつが虫の死し骸がいだっただの、ご利り益やくを与あたえた人間が努力もしないで文もん句くばかりを言うだの。一々真しん剣けんに悩みを聞いていても埒らちが明あかないので、ここは当あたり障さわりのない言葉で適てき当とうに流すことにした。

「雲くも隠がくれしたままでは何も解かい決けつしませんよ。塞ふさぎ込こんでいても物事は善よい方向には転ばないものです。どうです。ここは一つ現界なさって、気を紛まぎらわしてみるのも良いと思いますよ？」

　雲隠れした神様は現界するきっかけが欲しいだけなので、この程てい度どの説せつ得とくでも応おうじてくれることがある。案あんの定じよう、ククリも「そういうものか」と乗り気になってくれた。必然的に身についたノウハウに人永は嬉うれしいやら悲しいやら。

「よかろう。そのちっこい奴やつに免めんじてしばらくはおまえさんの言うことを聞いてやるかの。じゃが、わしの悩みが解決せなんだらまた雲隠れするぞ」

　脅おどしなのか構かまってほしいだけなのかよくわからないが、とにかく現界してくれればそれでいい。

　御ご神しん木ぼくである杉すぎの木が微かすかな光を放つ。ククリが神しん徳とくを生み出した証しよう拠こである。

　ここに菊クク理リ媛ヒメノ大オオ神カミは現界した。

　人永がほっと胸むねを撫なで下おろしていると、そこへ人が近づいてくる気配を感じた。

「あの」

　顔を上げると、二十代半ばの細身の男性が一人物もの珍めずらしげに人永とククリを見つめていた。人永は立ち上がり、咳せき払ばらいして男性と向き合った。

「こんにちは。私はククリ様に願かけしに来たんです。あなたも？」

　誤ご魔ま化かそうとして吐はいた言葉に、男性の表情がパッと輝かがやいた。

「あ、はい！　そうですか。よかった。何度かここには参さん拝ぱいしに来たのですが、ククリ様も雲隠れしていて困こまっていたんです。出て来てくださったなら通った甲か斐いがありました！」

　どうやら参拝者のようだ。邪じや魔まにならないように早く引き上げよう。

「それではククリ様、お願いしますね」

　現界し続けろよ、というニュアンスで釘くぎを刺さす。ククリが何やら反はん論ろんしかけたが、人永は男性に場を譲ゆずると急ぎ足で立ち去る。

「ククリ様。お願いがあるんです。僕はこの春に結婚するんですが、その相手と一生を添そい遂とげられるようにしてもらえないでしょうか？」

「はあ。まったく。……しゃあないのう。言っておくがのう、そりゃおまえさんの努力次し第だいじゃぞ。わしの神徳は万ばん能のうではない。そこら辺、勘かん違ちがいするでないぞ」

「はい！　ありがとうございます！」

　背せ中なかで聞いたその声に、男性の喜びようがはっきりと窺うかがえた。なんとなく良いことをした気がして頬ほおが緩ゆるんでしまう。

「じんえい」

「なんだ？」

「酢すコンブ！」

「ほらよ」

　ポケットから酢コンブを取り出し頭上に放り投げると、コロコロと笑い声が降ふってきた。仕事が片かた付づいた後の儀ぎ式しきである。ヘッポコに好物の酢コンブを与あたえることでようやく肩かたの荷が下りるのだった。

　せっかくなのでナンパにでも繰くり出だそうかなどと考えながら、公園の出口に差しかかったときである。

「お、っとわ!?」

「！」

「きゃあッッッ！」

　茂みから飛び出してきた女の子とぶつかり、そのままひっくり返ってしまう。咄とつ嗟さに庇かばったのはフェミニストの為なせる業わざか、下した敷じきにされつつも人じん永えいは彼女を正面から抱かかえ込こんでいた。痛いたみよりも先に密みつ着ちやくする体の柔やわらかさに頬を緩め、香こう水すいであろうか甘あまい花の香りが鼻び腔こうをくすぐった。下げた視し線せんの先にはミニスカートから溢こぼれるフトモモがまぶしく、押おし倒たおされた体たい勢せいなだけにイケナイ妄もう想そうを駆かり立たててしまう。人永は顔を持ち上げ、彼女も驚おどろいたように上じよう体たいを起こすと、至し近きん距きよ離りで目が合った。

　綺き麗れいな顔立ちをした少女である。長い黒くろ髪かみは作り物みたいに光こう沢たくを放ち、その印いん象しようからか全身が輝かがやいて見えた。和服をモチーフにしたような風変わりな服ふく装そうに目を惹ひかれたが、雪みたいに白い肌はだと相まって出来の良い人形を連想させた。モデルか何かだろうか。

「はわっ!?」

　少女は奇き声せいを上げて飛び起きると、人永を見下ろして顔を青くした。

「と、殿との方がたに触ふれてしまった……っ!?　人様にご迷めい惑わくをおかけしたとあってはもう、……死ぬしか」

　不ふ穏おんな科白せりふを口にした。唖あ然ぜんとする人永の目の前で、少女はおもむろに両手を首くび筋すじに宛あてがって力を加えた。

「きゃう……っ!?」

「うわあっ!?」

　あまりにも突とつ飛ぴすぎて悪戯いたずらの類たぐいかと勘かん繰ぐったが、少女の思い切りの良さに本気であると気づき、慌あわてて止めに入る。首を絞しめる両手を掴つかんで無理やり引ひき離はなすと、少女はぷはあと間かん一いつ髪ぱつといった息を吐つく。なんなんだ、この娘こは。

　テレビ番組のドッキリか何かか。そう思い周囲に隠かくされたカメラを探さがす。少女はそんな人じん永えいを見上げて、顔をくしゃっと歪ゆがめて目に涙なみだを溜ためた。

「ごめんなさいぃぃぃぃ！」

　人永を突つき飛とばして走り出す。引き止めようとして伸のばした手が所しよ在ざいをなくして宙を彷徨さまよう。少女はあっという間に姿すがたを消した。

　呆ぼう然ぜんとしながらも頭を掻かいていると、ヘッポコがいないことに気づいた。ぶつかった衝しよう撃げきでいまだ地面に倒たおれ伏ふしている。よく見ると、酢すコンブを落として泣いていた。

「ちくしょう！」

　ダンダンと悔くやしそうに両手で地面を打ちつける。可か哀わい相そうに。けれど、酢コンブはさっきので最後だ。もう予よ備びはないし、買ってやるつもりもない。

「諦あきらめろ」

「うーっ」

　つまみ上げて頭に乗せるとジタバタと暴あばれ始はじめた。相当気が立っているようで、少女が走り去った方を向いて「がーっ！」と吠ほえた。……だんだん野や性せい味みを帯びてきたな。
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「それにしても、なんだったんだろうな、あの娘こ」

「かみ！」

「え？　神って？　──あの娘、神様だったのか!?」

　神様ということはあの娘こも雲くも隠がくれしていたのだろうか。姿すがたを現しているのですでに現げん界かいしているのかもしれない。せっかくならククリではなく、彼女のような美少女を現界させたかった。

　しかし、神様ってのはどうしてこう一ひと癖くせも二ふた癖くせもあるのか。美少女なだけにもったいない。

「ま、ともかく一いつ件けん落らく着ちやくだな」

　抵てい抗こうするヘッポコを無む視しして公園内を振ふり返かえり、締しめくくりとばかりに高々と拍かしわ手でを打ち鳴らすのであった。

　めでたしめでたし。








　──と、思いきや。

　此こ度たびの一件は物語の序じよ章しようにすぎなかったのでございます。この後、またもや惨さん憺たんたる事件に発はつ展てんしてしまい、俺の人生呪のろわれているんじゃなかろうかと疑うたがった次し第だいでございます。

　かくしてわたくし品しな部べ人じん永えいは、天アマ照テラス大オオ御ミ神カミ様の御分身で在あらせられるヘッポコ様をお供ともに連れて、神々の恋物語を語り紡つむぐ運びに相あい成なり申もうした。正直、バックレたい気持ちでいっぱいです。他人の恋路ほど興きよう味みのないものはございませぬ。

　頼たのむから俺を巻まき込こむなっての。（『神しん怒ど記き　愛ノ章』より抜ばつ粋すい）
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　都会の喧けん噪そうから僅わずかに離はなれた、海に浮うかぶ煌きらびやかな夜景と皓こう々こうとライトアップされた吊つり橋ばしを俯ふ瞰かんできることで有名な一流ホテル。

　その上じよう層そう階かいに位置する高級レストランの一席に若い男女が向かい合って座すわっていた。食事も終わり、予あらかじめ注文しておいた年代物のワインを味わいつつ、恋人同士の語らいに酔よいしれる。

　女はその日一日の締しめとも取れる社交的な挨あい拶さつを口にした。

「とても楽しかったわ。また、誘さそっていただけるかしら？」

「もちろん。迷めい惑わくでなければ、何度でも」

「あら。そんなこと言って、その他大おお勢ぜいの『お友達』と鉢はち合あわせでもなさったらどうするつもりかしら」

　くすくすとからかうように笑う。艶つやっぽく、それでいて上品に。ワインの芳ほう香こうに当てられてほのかに上じよう気きした顔に期待の色を窺うかがえたのは気のせいではないはずだ。

「なんのことです？　僕がお誘いするのは貴女あなた以外にありえませんよ」

「冗じよう談だんもそのくらいにしておかないと、わたしが恨うらみを買いそうね。そのセリフ、今回で何回目なのかしら」

「きっと、一生に一度だけでしょうね」

「………」

　じっと見つめ合う。言葉はなく、沈ちん黙もくの中にこそ誠せい意いは宿り相手に伝わるものと信じて。

　店内に流れる上品なピアノの旋せん律りつは気分を高めるのに一役買っており、一望できる街の夜景が日常を遠い場所へと置き去りにし、一夜の夢を演えん出しゆつする。

　頃ころ合あいと見て、椅い子すの背せもたれにかけていたジャケットのポケットからホテルの一室の鍵かぎを取り出し女にかざす。女がよほど無知でなければ、それが何を意味するか一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。食事をするためだけに一流ホテルに宿しゆく泊はくするはずがない。今回の逢おう瀬せは、この後の展てん開かいを見み越こして計画されたものだ。今夜を境さかいに二人の関係を一線越えたものにするために。なおも二人の間に言葉はなかった。

　誠せい実じつを面おもてに表し、ついに口を開く。

「来てください。僕は、貴女のことが、」

「ごめんなさい」

　そう言って女は席を立ち、上着を肩かたにかけバッグを拾った。

「っ、どうして───」

　慌あわてて立ち上がって女を引ひき留とめようと手を伸のばしかけたが、それがこの上なく無ぶ様ざまであると自覚し、落らく胆たんした溜ため息いきを吐はき出だした。

「どうして、ですか」

　理由くらいは聞いておかなければならない。自分にいたらぬ点があったのならば反省すべきだし、この後のことに未み練れんがあったのは確たしかだからだ。女は申もうし訳わけなさそうに顔を伏ふせた。

「わたし、貴方あなたのこと好きよ。傍そばにいると落ち着くし、いつだって楽しませてくれるわ」

「な、なら」

「！」

　女は静かにかぶりを振ふった。周囲の好こう奇きの視し線せんもゆったりと流れるクラシック音楽もすでに気になるものではない。ただ、女の言葉を待った。

「どうしても、耐たえられそうにないのよ……っ」

　静かに、けれど吐はき出だすように呟つぶやかれた言葉には失望があった。

「そんな……っ。僕の何が耐えられないと、……言うんだ……っ？」

「…」

　とても平静にしていられないが、僅わずかに残った理性が場を弁わきまえろと助言する。ここで声を荒あらげては彼女を悪役に、自身を道化に貶おとしめかねない。

　女はゆっくりと顔を上げ、

「わたしは貴方のことが好き」

　視線をさらに上げ、

「僕も貴女あなたが好きだ……」

「っ」

　男の頭上を睨にらみつける。肩かたは小こ刻きざみに震ふるえ、両りよう掌てのひらは拳こぶしの形を作って。

「はっきり言ってくれ!?　僕の何が不満なんだ!?」

　女はその目に涙なみだを溜ためて、ついに感情を爆ばく発はつさせた。

「ん、く、もうだめっ！　ぷーっくっくっくっくあはははははっ！」

「………」

「？」

　体をくの字に折り曲げて噴ふき出だし、人じん永えいとその頭上を交こう互ごに見比べて笑いを加速させる。

「も、もう無理っ！　そんな真ま面じ目めな顔して人形頭に乗せてるんだもの！　何そのギャグ!?んくく、や、やだ、止まらない！　あははははは！」

　周囲の雰ふん囲い気きも、ムードもクラシック音楽も何もあったものではない。女の笑い声が店内に響ひびき渡わたり、深くツボに入りすぎたためかその声がやむ気配はない。

「ご、ごめんなさい！　わたし、ずっと我が慢まんしてたけど、もうだめ！　きょ、今日は楽しかったわ。また誘さそって、───あはははははっ！」

　これ以上は保もたないと判はん断だんした女は、逃にげるように店から飛び出して行った。取り残された男は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくし、見るに見かねたウェイターも、近くまで寄ったところでなんと声をかけてよいのかわからず途と方ほうに暮くれる。他の客もいたたまれないのかそわそわしながらわざとらしく咳せき払ばらいなどをして場の空気を変えようと努めるが、すべての人間の目は余あまさず男のある部分に集中していた。

　男の頭上。日本人形を模もして作られたようなヌイグルミがうつ伏ぶせに張はりついていた。

「じんえい」

　舌した足たらずな幼よう女じよの声こわ音ねでヌイグルミが喋しやべった。

「……………………………………………なんだよ？」

　男は脱だつ力りよくしたまま椅い子すに座すわり、グラスに残っていたワインを一気に飲のみ干ほして、近くにいたウェイターに追加のワインを注文し、だらしなく背せもたれに寄りかかる。先ほどまでの好青年然としていた風ふう格かくはどこにもない。忌いま々いましげに己おのれの頭上を見上げた。

「なんだよヘッポコ。言いたいことあんならさっさと言えってんだよっ！」

　男の悪あく態たいにも動じず、ヌイグルミは思し案あんするように真ん丸な眼まなこを右う往おう左さ往おうさせて、小さい真ん丸な掌てのひらで男の額ひたいをペシペシ叩たたく。

　こう言った。

「どんまい」

　男の顔が般若はんにやの如ごとく怒いかりの形ぎよう相そうになり変わり、椅子を蹴けってテーブルを引ひっ繰くり返かえし、ヌイグルミを掴つかんで思い切り振ふりかぶって、

「テメェのせいでフラれたんだよチクショウがあああああぁぁぁぁぁぁっ！」

　星になれ、と言わんばかりに放り投げた。

　ヌイグルミは宙をくるくると回転し、床ゆかに見事着地する。トテトテと男の元へと駆かけ寄よって、足をよじ登り、背せ中なかを這はって、定位置の頭上にしがみついて、はう、と一息吐つく。

「つかれた」

　ヌイグルミの呟つぶやきがこの日の出来事を総そう括かつし、男──品しな部べ人じん永えいは膝ひざをついてさめざめと泣くのであった。







　三月中ちゆう旬じゆん。早朝。季き節せつは冬から春に変わり、心なしか空を覆おおう雲も薄うすらいで見える。窓まどから差し込む陽ひの光も柔やわらかく暖あたたかなものだが、部へ屋やに横たわる乾かん燥そうした空気はまだまだ寒い。寝ねぼけ眼で周囲を見み渡わたして、ここがホテルの一室であることを思い出した人永は深く長い溜ため息いきを吐いて布ふ団とんを被かぶり直なおした。身も心も寒かった。

　せっかく取ったスイートルームも、広々としたダブルベッドも、一人きりでは虚むなしいものだ。チェックアウトまでまだだいぶ時間があり、二度寝しても余よ裕ゆうはあったが眠ねむれそうになかった。昨夜ゆうべのヤケ酒が尾を引いたのか、体は気だるく頭ず痛つうも酷ひどい。いっそのこと全てが夢であってくれたなら、と人永はそっと枕まくらを濡ぬらした。聞こえてくる「すぴー、すぴー」というリズミカルな寝息が腹立たしい。

「じんえい」

　むにゃむにゃと寝言が聞こえた。相変わらず鼻につく舌足らずな声。

「いいきみ」

　がばり、と起きる。次いで枕まくらを投げつける。ワインボトルが転がるテーブルの上、同じように転がっているヘッポコには届とどかなかった。どんな夢を見ているのか、コロコロと笑い声を上げる様は枕が当たらなかったことに対して笑っているようにも見えた。

　気けだるさが怒いかりまでも奪うばい去さる。ヘッポコに当たったところで気は晴れないし、何をしたって現実は変わらない。半ば強引に体を動かし、ベッドから出てバスルームに向かう。頭から熱い湯を被かぶればいくらか気も紛まぎれるだろう。

　シャワーを浴びながら昨夜ゆうべの顛てん末まつを思い出す。せっかく忙いそがしい中なんとか休きゆう暇かをもぎ取り、長らく狙ねらっていた女性とデートにまで漕こぎ着つけたというのに。

　バスルームの壁かべに額ひたいを、ごん、と打ちつける。ははははは。あのヌイグルミのせいで全部台無しだ。ちくしょう。

　記き憶おくにないほど遠い昔。幼おさない人じん永えいが外から遊んで帰ってくると、頭の上に変な物がくっ憑ついていた。それがヘッポコである。以来二十年近くもの間、彼はこの珍ちん妙みような「神様」とともに暮くらしてきた。ことあるごとに女の子との交こう際さいを邪じや魔まする大飯喰ぐらいの居い候そうろう。利点と言えば、ヘッポコの可か愛わいらしい外見に魅ひかれて女の子の方から近づいて来てくれることだが、結局ヘッポコのせいで本気にされない。過去、女の子にフラれてきたのもすべてヘッポコが原げん因いんだ。

　恋愛だけじゃない。ヘッポコのせいで職しよく場ばも変わった。人永の人生はヘッポコで回っていると言っても過言ではないのだ。勘かん弁べんしてほしい。

　身み支じ度たくを整えてリビングルームに戻もどると、ヘッポコがベッドの上で天てん井じようをぼーっと眺ながめながら横たわっていた。焦しよう点てんの合っていない目、半開きの口、魂たましいの抜ぬけたような顔。飲みすぎだ。

「子供も欲しがらねえだろうな、こんな人形」

「もうむり」

「当たり前だ。朝っぱらから飲むつもりか」

　何がツボに入ったのか、ヘッポコがキャッキャッと声を上げて笑う。まだ酔ってんのか？

「おやすみ」

　一変して静かに寝ね息いきを立て始める。人永は乱らん暴ぼうにつまみ上げた。

「寝るんじゃねえ。すぐにここから出るぞ」

　ヘッポコはむっとした顔で「なんで？」と訊きいてくる。スイートルームをもっと堪たん能のうしたいらしい。酒飲むか寝るかしかしていないくせに。

「ここにいたって仕方ないだろう。朝飯食いに行くんだよ」

　男一人でスイートルームは広すぎる。そして悲しくなってくる。さっさとチェックアウトしたいのだ。人目も気になるし。

　朝飯という単語に食いついてくるかと思いきや、ヘッポコは目を線にしてだらんと力を抜いたまま。

「きもちわるい」

　今にも吐はきそうな顔である。

「二日ふつか酔よいかよ。ちょっと待ってろ」

　面めん倒どう臭くさいが、頭の上で嘔おう吐とされても堪たまらないので、鞄かばんの中から液えき体たい胃い腸ちよう薬やくを取り出す。飲のん兵べ衛えのヘッポコ専用に常じよう備びしているのだ。

　胃腸薬のビンを両手で抱かかえてぐびぐびと飲のみ干ほす。パハァと口を離はなす仕草までもが親父臭くさい。てか、口の端はしから溢こぼしてる。顔中ベトベトじゃねえか。それで俺の頭に乗る気かよ？

　ヘッポコの顔をタオルで乱らん暴ぼうに拭ぬぐってやると、コロコロとくすぐったそうに笑った。何が楽しいんだか知らないが、むかついたので最後に一発頭を叩たたいてやった。

　ヘッポコ教のヘッポコ神。人じん永えいが勝手に名づけてそう呼よんでいたが、その真ま名なこそ記き紀き神話において最高神を冠かんした太陽の女神『天アマ照テラス大オオ御ミ神カミ』だというのだから驚おどろきである。数日前まで関わっていた河童かつぱ騒そう動どうの最中に本来の姿すがたに戻もどり、その美び貌ぼうと後ご光こう（ついでに性格の悪さ）で案あん件けんを『済さい世せい』へと導みちびいてくれたのである。……美貌はあまり関係ないが。

　誤ご解かいがないように言えば、ヘッポコは『天照大御神』の『分身』であって本体ではない。本体は伊い勢せに祀まつられており、ヘッポコは本体を一万八千体に細分化されたうちの一つにすぎず、どういうわけか独どく立りつして存そん在ざいし、何を思ったか人永の頭に居い憑ついている。本体から分わけ与あたえられた霊れい力りよくにより一時的にアマテラスの姿になりはしたものの、霊力に制せい限げんがあるらしく、普ふ段だんはこれこの通り憎にくたらしいヌイグルミでしかないのだ。河童騒動以来アマテラスの姿を拝おがんだことはなく、ヘッポコがアマテラス、という事実ももしかしたら夢であったのかもしれないと今でも疑うたがっている。

　こういう時こそ思うのだ。アマテラスのような絶ぜつ世せいの美女と一夜を過ごせたならば、と。

　それはそれで後が怖こわいので口にはしないが。

「はらへった！」

　早くも復活したヘッポコをまじまじと見つめた。

　うん。絶ぜつ対たい口にしねえ。事実はどうあれ、そんなことを言えば変に調子づかせるだけだ。勝かち誇ほこるヘッポコの顔なんて死んでも見たくねえ。




　ロビーでチェックアウトの手続きをし、追加料金の精せい算さん額がくを聞いて戦せん慄りつする。ヘッポコの酒代がとんでもないことになっていた。コロコロ笑いながらペシペシ額ひたいを叩くヘッポコの勝ち誇った顔。

　死にたくなった。




　　　　＊




　日本国中の八や百お万よろずの神々が一いつ斉せい現げん界かいを果たしたのが二十三年前のことである。

　神々がまず人間に対して要求したものは『侵おかすべからず』をまとめた法ほう律りつの制定であった。──神社仏ぶつ閣かく等の神の住じゆう居きよへの無む断だん侵しん入にゆう。供く物もつや祈き祷とうの断だん絶ぜつ。神しん界かいの調ちよう査さ、又は神個人のプライバシーへの干かん渉しよう、等々。文面に記しるされると規き制せいされた印いん象しようを受けるが、その実、神々が現界する以前となんら変わるものではなかった。

　この、神の領りよう域いきに踏ふみ込こむことを禁じた『神じん権けん』なる憲けん法ぽうが施し行こうされ、神様は人間社会へと溶とけ込こんでいった。ただ実体を持ち、現界する以前と変わることなく鎮ちん座ざする神々。宗しゆう教きよう家かたちの論ろん争そうを激げき化かさせる以外では社会にそれほどの影えい響きようは与あたえなかった。

　神々は高みから世を見み渡わたし人間たちに神しん徳とくを授さずける。信しん仰こうは衰おとろえず、敬けい虔けんな者にはさらなる加か護ごが身についた。神は冒ぼう涜とくする人間を誅ちゆうすることもせず、かと言って縋すがり来くる者に対して手を差さし伸のべることもしない。その在あり方かたは神かみ代よの頃ころより変わらず、現世、延ひいては人間との繋つながりが深まることはなかった。手を伸ばしても届とどかない領域が神世であり、人じん智ちを超え、偉い力りよくを放って神しん格かくを成してこそ神である。実体を持ったからと言って覆くつがえるものではない。人間はただ跪ひざまずき崇あがめ奉たてまつることでしか神と精せい神しん的てきな繋がりを得ることができないのだ。

　要するに、現界したことで変わったのは憲法だけで、人間が神様に振ふり回まわされることはなかったのである。例外を除のぞいて。

　しかし、二十三年が経たったいま、ここに来て初めて神々が問題を起こした。一斉現界を果たした神々は、ある日を境さかいに一斉雲くも隠がくれをしたのだ。その理由は「疲つかれた」から。人間に雑に扱あつかわれ、敬うやまわれている感じがしないのでやる気をなくしてしまったのである。勝手にどこからともなくやって来て、勝手にどっかへ行ってしまった神々に、人々は不安がることもなく愛あい想そを尽つかしていた。

　人間は気づかない。少なくとも二十三年間は神が現界していることが普ふ通つうだった。そうして根付いた信仰と霊れい脈みやくと様々な御ご加か護ごは、神が現界していることで意味を成す。すなわち、神の雲隠れはそれらを形けい骸がい化かさせ、土地から活力を奪うばい去さってしまったのである。危あやうし日本経けい済ざい。頑がん固こな神様は完全に人間を見放してしまったのだ。

　そこで政府は緊きん急きゆう対たい策さく本部を秘ひ密みつ裏りに設せつ置ちし、現在、銀行のＡＴＭの前で預よ金きん残高の少なさに顔が青ざめている青年──品しな部べ人じん永えいに白しら羽はの矢を立てた。ヘッポコという名の神に愛された希き少しような人間。彼ならば姿すがたを隠かくした神々を再ふたたび現界させることができるかもしれないのだ。

「……生活費を切きり詰つめればなんとか、……いや、それでもギリギリか。くっそー、どうやって生活しろって言うんだ!?」

　日本の未来は今のところ人永に委ゆだねられている。

　ところ変わって都内某ぼう所しよ。なんの変へん哲てつもない雑ざつ居きよビルの案内板に異い質しつな団体組そ織しきの名が連ねてある。エレベーターを八階で降おりるとすぐ正面に木製のドアが現れ、ドアに貼はりついた銀色のプレートには『特とく殊しゆ法人事業所・やおよろず神議会』の文字が輝かがやく。ワンフロアを占しめるその事務所から人の気配は感じられない。無人というわけではなく、今も所内では職員が働いているのだが、人員はたったの一人だけ。全職員合わせても二名しかいないという、一体何の仕事をしているのか疑ぎ問もん視しすらされるこの事務所こそ、品しな部べ人じん永えいの雇やとい口ぐちである。

　所内には使われていないパソコンデスクが立たち並ならび、まるで一企き業ぎようを彷ほう彿ふつとさせるのだが、所長席の近辺には事務所としては相応ふさわしくない健康器具がいくつも転がっており、また所長席で黙もく々もくと事務をこなす年若い女性もどこか浮うき立たって見えた。高たか峰みね小こ町まち──やおよろず神議会の所長にして人永の唯ゆい一いつの上じよう司しだ。小町は山と積まれた書類を片かたっ端ぱしから処しよ理りし続け、ある報ほう告こく書しよの文面に目を通して眉まゆを顰ひそめた。すかさず電話の受話器を持ち上げて、そらで覚えている番号を押おして耳に当てる。

　コール音が物語の開かい幕まくを告げていた。

「じんえい君？　少し確かく認にんしたいことがあるのだけど、来てもらえるかしら？」







　人永が事務所に到とう着ちやくしたのは、小町が電話を入れた十分後のことだった。あまりの早さにさすがの小町もちょっと唖あ然ぜんとしたようだった。

「……随ずい分ぶん早かったですね」

「小町さんに会いたくて飛んできました」

「何かあったの？」

　さらっと流される。小町も人永とのやり取りには慣なれっこである。

「久しぶりの休きゆう暇かだったじゃない。じんえい君のことだからてっきりどこかに遊びに行っていると思っていたのだけど」

　事務所までは人永の自宅からでも三十分はかかる距きよ離りだ。初めから近くにいなければこんなに早く到着しない。小町が訝いぶかしく思うのも当然だった。

「……十分休ませて頂いただきましたからね。小町さんが一人で働いているのにこれ以上休んでいては罰ばちが当たります」

「恋人さんとうまくいかなかったようですね」

「ちちちちち違ちがいますよっ」

「せいかい！」

「おまえは黙だまってろ！」

　ヘッポコのセリフに小町が「やっぱりね」と苦笑を漏もらした。一日プラス半日の休暇を要よう請せいしたのは人永である。人永の人となりを知っている者ならば、それがお泊とまりコースのデートに使われるであろうことは容よう易いに想そう像ぞうがつく。そして仕事嫌ぎらいの人永が休暇を完全に消化する前に出勤してきたことが、デートがうまくいかなかったことを暗に示していた。人永は一人でゆっくり休むということができないらしい。

「じんえい君の休きゆう暇かはあなただけのものじゃないわ。ポコさんにだって休みは必要でしょ？」

　コロコロ笑っていたヘッポコも「そうだ！」と言わんばかりにジタバタ暴あばれ出だす。頭の上で胡坐あぐらを掻かくだけの奴やつに文もん句くを言われたくはない。

「いいんすよ。ヘッポコはともかく、僕は仕事に情熱を持っていますから。小こ町まちさんのためにも死に物もの狂ぐるいで働かせて頂いただきます」

　そこにはのっぴきならぬ事じ情じようがあったのだ。それを言ったら格かつ好こう悪いので黙だまっておくが。

　小町は頬ほおに手を添そえて感心したように、

「まあ。そう言ってくれると本当に助かります。これから一月近く休みはないと思うし」

「………」

　所長、労働基き準じゆん法ほうって知ってます？　あと、僕は公務員ではなかったでしょうか？　と言って納なつ得とくしてくれる相手ならこれまで苦労していない。ええい、望むところだこんちくしょう。今は無心に働かなければならない状じよう況きようにあるのだ。

「やりましょう。お望みとあらば炎ほのおの中にだって飛び込んでもいいです」

「殊しゆ勝しような心がけね。じんえい君のそういうところ好きよ」

「ぅ」

　これである。小町ほどの美人にそのようなことを言われて喜ばない男がいるだろうか。計算して言っているのならとんだ悪女だぜ、小町さん。

　小町にとっては何気ない一言も、人じん永えいをその気にさせるには十分だった。

「午後からしっかり働きます。それまで外でお茶でも飲みに行きませんか？」

　ちゃっかり手も握にぎる。ヘッポコは人永の頭にかぶりつき、小町はにこりと微ほほ笑えんだ。
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「それには及ばないわ。美お味いしい茶葉を頂いたの。じんえい君、そういうのにも詳くわしいでしょ。淹いれてくださらない？」

「事務所で飲むんですか？」

　小町はおもむろに席を立ち、応おう接せつ用ように設もうけられたソファへと移い動どうした。見せつけるかのように足を組み、鼻の下を伸のばす人永にウィンクを一つ。

「じんえい君の淹れてくれる紅茶が好きなの。────あと、紅茶を淹れるじんえい君も」

　取ってつけたようなお世せ辞じであっても人永は舞まい上あがる。給きゆう湯とう室しつに駆かけ込こんでティーセットを用意し、茶葉に合わせて最も美味しいとされる方法で紅茶を淹れる。ついでに買い置きしてあったとっておきの洋よう菓が子しもお皿に盛もり付つける。一部始終付き合わされたヘッポコは呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

　テーブルの上で紅茶が湯気を立てている。

　小町はカップを手に取ってゆっくりと口に含ふくむ。

「どうでしょうか？　味も香りも上々の出で来き栄ばえだと思いますが」

「うめぇ！」

「そうかそうか。おまえは黙だまってなー、ヘッポコ」

　ヘッポコは聞こえなかったのか「うめぇ」を連発しながら紅茶をぐいぐい飲のみ干ほし、お茶ちや請うけに酢すコンブを頬ほお張ばる。味も香りもあったもんではない。

「とっても美お味いしいわ。ありがとう、じんえい君。──では、お茶請け代わりに仕事の話でもしましょうか」

　小こ町まちは洋よう菓が子しのお皿をヘッポコの前にずらし、ヘッポコは突とつ如じよ現れた洋菓子に目を輝かがやかせて喰くらいつく。どうしてだろう、ヘッポコの食いっぷりを見て人じん永えいは切なくなる。

　小町が差し出したのは一冊のファイルだった。表紙に貼はられたラベルには年月日が記き載さいされており、過去に人永が『済さい世せい』してきた案あん件けんの資し料りようが纏まとめられている。隣となりに並ならんで置かれた白い用紙はＦＡＸで送られてきたもののようだ。

　小町が用紙の文面を読むように促うながした。

「これを見て。『上』経由で送られてきたものよ」

　小町の言う『上』がどこの組そ織しきのことなのかいまだによくわからないが、行政の中ちゆう枢すうであることは間ま違ちがいないので目を通すのにも慎しん重ちようになる。一体どんな内容が書かれているのか。

「え？　帯おび岸きし町まちって」

　聞き覚えのある町名を最初に見つけた。

「この前出向した町ね。憶おぼえてる？」

「ええっと、────ああ、おかしな美少女神様がいる町か」

　公園の入り口でぶつかった女神様のことである。彼女の密みつ着ちやくしたときの体の柔やわらかさだとか甘い香かおりが思い出され、一ひと時ときの恍こう惚こつに酔よいしれる。だが、目の前の白い視し線せんに刺さされて我に返った。

「……どなたかしら？」

「なんでもないです。続きを読みます」

　危あぶねえ危ねえ。行く先々でナンパを繰くり返かえす人じん永えいは仕事内容も女の子と関連づけて憶おぼえているのだ。あの女神様にも連れん絡らく先さきを訊きいておけばよかった、と若じやつ干かん後こう悔かいする。

「何々、……森緑公園？　縁えん結むすびの神様って、ああ、あのタヌキのことか」

　美少女の印いん象しようが強すぎてメインの神様をすっかり忘わすれていた。

「菊クク理リ媛ヒメノ大オオ神カミ様が祀まつられているという話ですね。じんえい君の報ほう告こく書しよによると」

　小町はファイルを開いて中身を確かく認にんする。中の報告書は人永が作成したものだ。

「実体はただの小こ汚ぎたねぇタヌキです。媛ひめって言うぐらいだから女神を想そう像ぞうしてたんですけどね」

「それは残念でしたね」

　数秒の間、ヘッポコのお菓か子しを咀そ嚼しやくする音だけが響ひびいた。

「あの、決して残念だとか、そういうことはあまり考えてないというかですね、」

「仕事をきちんとこなしてくれれば言うことはありません。いつどこで女性を口く説どいたとしてもわたしには関係ありませんから。ですが、それで仕事の効こう率りつが下がるようなことがあれば、じんえい君の待たい遇ぐうも見直さなければなりません。それだけは頭に入れておいてください」

「誤ご解かいです！　僕は小町さん一ひと筋すじです！」

「早く続きを読みなさい。先へ進めないわ」

　小町は目も合わせてくれない。嫉しつ妬としてくれているのかな、と淡あわい期待を抱いだいたが、単純に上じよう司しとして呆あきれられているようだ。人永は身を竦すくめて文面を読み進める。

　帯おび岸きし町まちの森緑公園内に坐ざす菊理媛大神様──ククリ神様が現げん界かいを果たした後に問題を起こしており、町役場に苦情が殺さつ到とうしているので、人永を再さい度ど出向させ事じ態たいを解かい決けつせよという内容であった。

　書類によると菊理媛大神は有名な縁結びの神様である。白シラ山ヤマ比ヒ咩メノ神カミという別名を持ち、全国の白はく山さん神社に祀られている。説話によれば、夫婦めおと神がみの仲を取り持ったとされる記き録ろくがあり、縁結びの由来はそこから来ているようだ。

　そんなたいそうな神様が帯岸町という片かた田舎いなかの公園の杉すぎの木を御ご神しん木ぼくにしているというのも眉まゆ唾つばもので、実じつ際さいに会ってみるとその正体は『菊理媛大神』の名を借りて神しん格かくを得た動物霊れいにすぎなかった。たまたま祀られたのがタヌキの霊で、たまたま与あたえられた神しん名めいが菊理媛大神だったという話である。

　しかし、祀られたからには神格が宿る。どれほどの年月をかけたのか知らないが、ククリ神は人々の信しん仰こうに沿そう形で公園内に鎮ちん座ざした。以来、噂うわさを聞きつけたカップルたちのデートスポットとして人気を集めている。男女の仲をどうこうするなら縁えん結むすびの神様が一番なのだ。

　しかし厄やつ介かいなことに、縁結びの神は『縁切り』の呪じゆ力りよくも併あわせ持もつ。現在、現げん界かいしたククリ神は何が不満なのか訪おとずれる男女に『縁切り』の言こと霊だまを投げつけているというのだ。

「あのくそタヌキめ。何考えてんだ？」

「じんえい君、心当たりある？」

「神様の乱らん心しんにですか？　ないですよ。最後まで文もん句く言ってましたけど、結局現界してくれましたしね。今までの神様も似にたような反はん応のうしてましたよ」

「ポコさんは？」

「あい？」

　突とつ然ぜん話を振ふられてお菓か子しを食べる手を止めるヘッポコ。あー、口から溢こぼしてる溢してる！

「ククリ神様が人々を困こまらせているみたいなんです。ポコさんはどう思われますか？」

　ヘッポコは真ん丸眼まなこを見開き人じん永えいと小こ町まちを順に眺ながめて、ぼーっと虚こ空くうに目を向ける。長い長い時間をかけるヘッポコに二人の緊きん張ちようも高まった。

　ぽつりと、

「しらん」

　そうしてまたお菓子に集中し始める。

　脱だつ力りよくした。今の間まはなんだったのか。

「こいつに訊きいても無む駄だですよ。なんにも考えてないんですから」

　そうですか、と小町は顎あごに指を添そえた。

「じんえい君がどのような説得をしたのかまではわかりません。しかし、もしじんえい君が原げん因いんなら早急に手を打たなければならないでしょうね。『上』も色々とごたついているみたいですから」

　その表情にどこか翳かげりが見えた気がした。

「？　その『上』ってのがなんなのか知りませんけど、仮かりに、この件けんに関して僕に責せき任にんがあるのでしたら一体どうなるんですか？」

「わたしたちが路頭に迷まようかもしれません」

　苦笑交まじりに返された。人永は首を傾かしげた。政府公こう認にんで設せつ置ちされた組そ織しきを、なぜ、そんな簡かん単たんに切きり離はなすことができるのか。疑問が顔に出たのか、小町が自じ嘲ちよう気ぎ味みに付け加えた。

「やおよろず神議会を潰つぶしたい派は閥ばつもあるってことよ。まだ少数ですけど。少しでも隙すきを見せたら執しつ拗ように攻こう撃げきされるでしょう。足の引ひっ張ぱり合あいにかけては有ゆう能のうな人たちばかりですから」

「腑ふに落ちないっすね。神様がいなくて困るのは政治家でしょう。経けい済ざいが破は綻たんしたら間ま違ちがいなく責任を取らされるのに」

　神々の雲くも隠がくれにより土地から活力が失われている。それはあらゆる分野における今後の生産性を落ち込ませる要よう因いんになり得る。それを回かい避ひするために『やおよろず神議会』が設せつ置ちされたのだし、人じん永えいも『神かみ探さがし』を行っているのだ。邪じや魔まをする理由が見当たらない。

「……少し脱だつ線せんしたみたいね。話を戻もどします」

　この話題はタブーであるらしかった。

　まあいいさ。政治のことになんて興きよう味みない。

「じんえい君はこれから帯おび岸きし町まちに向かってください。ククリ神様に事じ情じようを伺うかがって、今後このようなことが起こらないように処しよ置ちをお願いします」

　素す直なおに頷うなずく。面めん倒どう臭くさいが仕方がない。人永は仕事にやり甲が斐いを感じていないが、命令されたことはきちんとこなす。案あん件けんが半はん端ぱに片かた付づいていない状じよう態たいにあるのも気持ちが悪いし。

　それに、今やおよろず神議会を潰されるわけにいかない。いつか辞やめてやる、という思いは継けい続ぞく中ちゆうだが、それ以上に立ち行かない事情があるのだ。

「ついでと言ってはなんですが、もう二件別の仕事を頼たのまれてもらえませんか？」

　小こ町まちに書類の入った封ふう筒とうを渡わたされる。これには渋しぶい顔を見せた。仕事が増ふえるのはやっぱり嫌いやだ。

「出向先から近いんですか、それ？」

「同じ町内です。本当はククリ様の一件と併あわせてやってもらいたかったのだけれど、前は日につ程ていの都合もあったのでこの二件は後回しにしたのよ」

「優ゆう先せん順位なんてもんがあったんですか」

　驚おどろきつつも、そりゃそうかと納なつ得とくした。人永はすべての神々を現げん界かいさせるのが仕事だと聞いている。ならば、北から南まで順番にこなしていった方が効こう率りつは良い。それをしないのは優先順位があるからに他ならない。まさかランダムに決めているわけではないだろう。

「これも『上』の裁さい量りようで決定されています。別に考えなしに決めているわけじゃないから安心してね」

『上』ってのが不ふ透とう明めいすぎていまいち信用できない。が、言っても小町を困こまらせるだけなので黙だまって頷いておく。

　ふと思う。この仕事に関して致ち命めい的てきな問題。

「今すごく不安に思ったんですけど、すべての神様を現界させるなんて物理的に不ふ可か能のうじゃないでしょうか。ほら、神様って物にも宿っていたりするでしょ？　八や百お万よろずって無む限げんの数を表していますし。僕一人で全部やるんですか？」

　それは恐おそろしい。道みち端ばたの小石一つにも神様が宿っているかもしれないのだ。それでは一いつ生しよう涯がいかけても実現不可能だろう。そこまでお国に従じゆう属ぞくする気はねえぞ。

　意外にも、小町はくすりと笑った。

「聡そう明めいなじんえい君でも気づかないんですね。それとも現場で働いていると見み逃のがしてしまうのかしら」

　そう言って、人差し指をピンと立てた。

「いい？　これまでじんえい君が現げん界かいさせてきた神様はその土地で強い影えい響きよう力りよくを持っていました。それは経けい済ざい的てきなものと神かみ懸がかり的てきなものの二つに大別されます。経済的というのは人間の都合です。生産性の低下を防ふせぐことと、地ち域いきの特性を守るために神様に現界して頂いただいています。一方、神懸り的というのは、こちらは他の神様に対してのものです。前に河童かつぱを現界させましたね。あのとき、山神様を現界させることでその土地に霊れい脈みやくを生み出し、そこに鎮ちん座ざする他の神々にも現界させるきっかけを与あたえました」

　神が現界することで、人間のためになるのはもちろん、他の神々にも影響を及およぼす。大別される二つの影響とは、経済効こう果かと、霊脈といった神しん霊れい的てきなものの復活を表す。

「高位の神の現界は小さな神々にとって意味あるものだと思うのです。自分よりも偉えらい人が先に席を立ったら慌あわてて席を立つでしょ？　その心理を利用しているの。土地神や産ウブ土スナ神カミはその地域の神々を統とう括かつする存そん在ざいでもあるわけですし、高位の神が現界すれば連れん鎖さして他の神々も現界するというわけです」

　なるほど。神様にも上下関係があるってわけだ。確たしかに、ヘッポコとオモイカネのオッサンの関係を考えてみれば納なつ得とくできる。高位の神であるアマテラスが現界しているのに、下げ僕ぼくであるオモイカネが雲くも隠がくれしていては問題だ。

「オッサンも苦労してんだな」

「あい？」

　しみじみと思ってみる。人じん永えいに見つめられたヘッポコは何を勘かん違ちがいしたのか、嬉うれしそうにピースサインを送ってくる。

「ククリ神様は地域の特性ですから経済的な理由ね。他の二件の神様も経済的理由で現界して頂くわけですけど、高位の神ではないようなので優ゆう先せん順位では下になります」

　一息に喋しやべって、小こ町まちは紅茶で喉のどを潤うるおした。

「じゃあ、ククリ神の場合も同じように、さらに上の神様を現界させたら解かい決けつできたんじゃないですか？　他の二件も同様に。そっちの方が簡かん単たんですよ」

　当然行き着く答えだ。しかし、小町の顔は晴れない。

「……そう単たん純じゆんにはいかないようです。神様も色々といらっしゃるようですし。何より、出向命令を出しているのは『上』ですから、わたしからはなんとも言えないわ」

　また『上』である。小町もいろんなしがらみに縛しばられているようだ。

　とりあえずこれからやることは、ククリ神の暴ぼう走そうを止めることと、別べつ件けんの二ふた柱はしらの神を現界させること。

「ごめんなさい。これからすぐに行ってもらえるかしら？　終わらせなければならない案あん件けんがたくさんあって、わたしも急かされているのよ。今月は忙いそがしくなりそうよ」

「うげ」

　これまでも十分忙いそがしかったのに。給料分は働くつもりだが、過か重じゆう労働は勘かん弁べんしてほしい。タイミングを見計らっていたのか、ヘッポコがお菓か子しの「おかわり」を叫さけぶ。おまえもいちいち面めん倒どう臭くせぇなあ！

　やるしかないのだ。少なくとも二ヶ月！　二ヶ月間はここを辞やめるわけにはいかない。何度も言うが、今の人じん永えいにはのっぴきならぬ事じ情じようがあるわけで。

「うっし！　じゃあ早さつ速そく、帯おび岸きし町まちに行って来ますね！」

　拳こぶしを掌てのひらに打ちつけていると、ヘッポコは「むー」と顔をしかめ、小こ町まちは不思議そうに人永を見つめた。

「珍めずらしいですね。いつもなら、辞めてやる、って言うところなのに」

　人永の口くち癖ぐせである。常つねにヘッポコに纏まとわり憑つかれている上に全国の神様まで相手にしなければならないのだから辞めたくなるのも当然だ。しかし、人永は笑って誤ご魔ま化かした。

「はっはっはっ。僕も大人になったんですよ。しばらくは辞めるつもりありません」

　て言うか、辞めたら生活できなくなりそうです。どっかのバカ神のせいで家計はまさに火の車。何がなんでもこの事業所だけは潰つぶさせてはならないのだ。

　人永は立ち上がり、ネクタイをきつく締しめてコートを羽は織おる。嫌いやがるヘッポコを頭に乗せて出発の準じゆん備びを整える。

「小町さんと作り上げてきた職場ですから。ずっと残しておかないと」

「じんえい君」

　感かん激げきしたのか、見上げる小町の瞳ひとみが潤うるんで揺ゆれた。おお、なんかいい雰ふん囲い気きだ。行きたくないと騒さわぐヘッポコがいなけりゃ最高なのだが。

「行って来ます」

　格かつ好こうつけて歩き出す。小町の縋すがるような声を背せ中なかで聞いた。

「頑がん張ばってね。お給料に少し色をつけてもらえるよう『上』とかけ合ってあげますから」

　人永の事情などバレバレだった。




　　　　＊




　電車を乗のり継ついで約二時間半。目的地に着いた頃ころ、ヘッポコが「酢すコンブ！」と高らかに催さい促そくした。おやつの時間である。

　帯岸町は昔ながらの商業町で、都会のような高こう層そうビル群ぐんはどこにもなく、駅前の繁はん華か街がいは老舗しにせを謳うたい文もん句くにする商店がいくつも並ならんでおり、まるで小京都と言った風ふ情ぜいである。しかし観光客よりも地元の人間で活気づいているようで、道行く人は老人や主婦がほとんどだ。若者と言えば商店で働いているアルバイトくらいしか目につかない。店内に入らずとも店先で買い物ができるのがなんとも温かみを感じさせる。

　特に目に付くのが呉ご服ふく屋やと酒さけ処どころである。和服に限かぎらず全国展てん開かいしているショップや仕立屋が数多く見られ、酒処では地酒を売りに幟のぼりを立てている。余よ談だんだが、繁はん華か街がいを少し離はなれた場所には縫ほう製せい工場や酒しゆ造ぞう蔵ぐらがたくさんあって、帯おび岸きし町まちの象徴カラーにもなっている。お酒は嫌きらいではないとは言え最近痛いたい目に遭あっているので遠えん慮りよしたいところだが、着物には若じやつ干かん興きよう味みを惹ひかれる。自分が着るのではない。振ふり袖そで姿すがたの小こ町まちを妄もう想そうするだけでテンションは否いや応おうなく上がってくれる。ククリ神の件けんを解かい決けつさせた暁あかつきには町長に着物を一枚催さい促そくしてやろうかしら。

　着物はともかく酒に目がないヘッポコはと言うと、そんな気分ではないのか、どら焼きや饅頭まんじゆうを作っているお店から漂ただよってくる和わ菓が子しの甘い匂においに惹かれていた。ペシペシ俺の額ひたいを叩たたきながら「くいたい！」を連発する。酢すコンブはどうした？

　ヘッポコのおねだりを右から左に流して繁華街を通とおり抜ぬけ、目的地である公園までまっすぐ向かう。

　森緑公園は、その名の示す通り木々の緑に囲まれた自然公園である。総面積約二十万平方メートル、公園の中心部に大池を擁ようしており、デートスポットとしてだけでなくジョギングコースとしても親しまれている。──普ふ段だんであれば。

「わたしたち、別れるしかないのねっ！　釣つり合あいが取れてない不ふ揃ぞろいカップル、とまで言われたのよ！　もう終わりなんだわっ！」

「そ、そんなことないさ。僕たちの愛はそんな簡かん単たんに引ひき裂さかれはしないよ。……たぶん」

　嘆なげき悲かなしむ女性と弱々しく説得する男性が、人永の脇わきを通り過ぎる。人永は眉み間けんに皺しわを寄せた。何があったのか考えるまでもない。ククリに『縁えん切きり』の言こと霊だまを与あたえられたのだろう。

　実のところ、人永はこれまで軽い気持ちで仕事に当たっていた。今まで見てきた神様の神しん徳とくは、なくても特に困こまるものではなかった。以前出向した温おん泉せん街がいでも温泉の温度が微び妙みように温ぬるくなった程てい度どで経けい済ざいに痛つう打だ撃げきを与えるほど大おお袈げ裟さではなかったし、ご利り益やくというのは気休めみたいなもので実生活に必要というわけではない。徐じよ々じよに経済が破は綻たんすると言われているが、それもあくまで予よ測そくにすぎず、世間は神が雲くも隠がくれしても取り立てて騒さわいでいる様子がない。

　現げん界かいした神様が迷めい惑わくをかけている。初めてのケースだ。

　少なからず責せき任にんを感じていた。仕事とは言え人々に迷惑をかける神様を現界させてしまったのだから。終わった仕事にクレームが付くときほど嫌いやなものはない。

　大池の周りを歩いていると見えてくる御ご神しん木ぼくとされる杉すぎの木。見つけた。デフォルメされたタヌキのヌイグルミみたいな物体──ククリ神が木に寄りかかって足を投げ出していた。人永はククリの前まで歩み寄ると、腰こしを屈かがめた。

「ククリ様、お久しぶりです」

「くかー、すぴー」

　眠ねむってやがる。一仕事終えたという態たい度どに怒いかりを覚えた。

「起きろテメェ！」

「ふがっ」

　つまみ上げると、ククリは変な声を上げて目を覚ました。

「ククリ様、お久しぶりです」

　空から振ぶりしたままだと気持ち悪いので、もう一度同じセリフを口にした。

「人間に『縁えん切きり』の言こと霊だまを投げているってのは本当らしいな。縁結びの神様がそんなんじゃ誰だれも崇あがめてくれませんよ？　悩なやみ事ごとがあるんなら聞いてあげますからもうこんなことはやめてください」

　ククリは目をパチクリさせた。状じよう況きようが把は握あくできないのか周囲に視し線せんを踊おどらせて、人じん永えいとヘッポコを確かく認にんすると「おまえさんかい」と脱だつ力りよくしたように呟つぶやいた。

「遅おそかったのう。待たせすぎじゃわい」

「あん？」

　ククリを地面に下ろしてやると、ふんぞり返って人永を睨にらみつけた。

「もっと丁てい重ちように扱あつかわんかい！　わしゃこんな形ナリでも神なのじゃぞ？」

　威い厳げんのなさに自覚はあるようだ。丸い瞳ひとみにぽっこり膨ふくらんだお腹なか、出ベソは外せない特とく徴ちようだ。どこからどう見ても教育番組なんかに出てくるようなアニメ絵っぽいタヌキにしか見えない。子供にさぞ好かれることだろう。

「女子高生にもいっぱい写メられるぞい」

　それはちょっと羨うらやましい。

　こんなんでも神様なのだ。世も末だと思うのは間ま違ちがっているだろうか。

「で、何か不満でもあるんですか？　その姿は今に始まったもんでもないでしょう。女子供に可か愛わいがられるなら別にいいじゃねえか」

「誰がこの姿にコンプレックス抱かかえていると言ったか！」

「違ちがうのか？　つーか、神様のくせに横文字好きだな、おまえ」

「ハイカラじゃろ？」

　話が進まない。人永は咳せき払ばらいを一つ。

「なあ、ククリ様。俺はあんたが人間に迷めい惑わくをかけているって噂うわさを聞いて、真相を確たしかめに来たんだ。実じつ際さいに被ひ害がいに遭あったカップルともさっきすれ違ったよ。どうしてそんなことしているんだ？」

　ククリはしばし考える素そ振ぶりを見せた後、ぽん、と手を打ち鳴らして思い出したように口にした。

「おまえさんを待っとったんじゃ」

「……はい？」

「騒さわぎを大きくすれば必ず来ると思っておった。しかし、ちと遅すぎじゃ。どこで油を売っておったのか知らんが、わしの異い変へんに気づいたのなら真っ先に駆かけつけねばならんのと違うか」

「……ちょっと待ってくれ。話が見えない。俺を呼よび出だすためだけに『縁えん切きり』の言こと霊だまをばら撒まいていたってことか？　嘘うそだろ、おい」

　理由が意外すぎて何から驚おどろいていいのかわからない。そして、騒さわぎの原げん因いんが自分であったことに罪ざい悪あく感かんを覚えて、胃がキリキリと痛いたみ始はじめる。

　人じん永えいの頭から飛とび降おりたヘッポコはククリの横に立って興きよう味み津しん々しんに場を見み据すえている。普ふ段だんとは違ちがう空気に好こう奇き心しんが顔を出したのだろう。

「どうしてそんなことをしたんだ！　俺に用があるんなら電話なりすればいいだろう！」

「人間の道具を使えと申すか！　わしは神じゃぞ！　使い方がわかれば苦労せんわ！」

「いばんな！　偉えらそうに！」

　ヘッポコがふんふんとわかった顔で頷うなずいている。

「俺のクビがかかってんだ！　つまんねえ理由だったらはっ倒たおすぞ！」

「神に向かってなんたる口の利きき方かたじゃ！　わしの悩なやみはきさまの想そう像ぞうを遥はるかに飛び越えるわい！　そこに直れ！　聞かせてやるわ！」

　並ならんで話を聞いているヘッポコがコロコロ笑いながらククリの肩かたを叩たたく。こうして見ると人形劇みたいだ。

「おまえさんを呼ぶのもそうじゃが、憂うさ晴ばらしでもあったんじゃ。現界して以来、幸せそうなカップルがひっきりなしにわしを訪たずねて来よる。これまで数多くの人間に神しん徳とくを授さずけたが、わしゃ一度として報むくわれたことがなかった！　そう思ったらのう、なんじゃ、我が慢まんできなくなってのう」

「わかる」

　嘘吐つけ。

「幸せそうな人間を見てたら、こう、苛いら々いらしてきてのう！　引ひき離はなしてやりたくなるんじゃ！　わしが悩み苦しんでいるうちは誰だれの恋も実らせたくないんじゃ！」

「ぐっじょぶ」

　煽あおるな。

　人永は軽く眩暈めまいを覚えながら溜ため息いきを吐はき出だした。神様の身勝手さもここに極まれりである。

「で、一体何が原因なんだよ？　その悩みってやつをさっさと聞かせろ」

　人間を不幸にしてまで人永を呼びつけた理由。それも、ストレスが溜まるくらいに深い悩みらしい。仮かりにも神であるククリが想像を絶ぜつするとまで言うのだから、今さらになって緊きん張ちようが走った。身を引ひき締しめてククリの言葉を待つが、ククリはどういうわけか照れくさそうに視し線せんを泳がせた。

「……笑わぬと約束するか？」

「場合によるな」

「わしの力になりたいと、そう申すのじゃな」

「ど、っ、……そういうことにしといてやる」

　いちいち反はん論ろんしていたら切りがない。素す直なおに頷うなずいてやる。

　ククリはしばらく逡しゆん巡じゆんし、誰にも言うなよ、と前置きしてから恥はずかしそうに告白した。

「わしゃ、恋、してるんじゃー」

　地面に「の」の字を書いて体を捩よじらせる。頬ほおを染そめるな。気持ち悪ぃ。

「そっか。恋かぁ。ありゃ確たしかにしんどいよなあ。…………」

　てか、恋!?　なんだその俗ぞくな悩みは！　霊れい脈みやくがどうとか神じん通つう力りきの暴ぼう走そうとか、らしい悩みじゃねえのかよ!?「マジで誰にも言うなよ！」としつこいくらいに突つっかかってくる。小学生かおまえは！

　ヘッポコが腹を抱かかえてケタケタ笑うが、人永はまったく笑えなかった。
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「お疲つかれ様さまでした」

「待てぃ！　おまえさんを呼んだのは他でもないんじゃ！　我が愛いとしの姫ひめ君ぎみが雲くも隠がくれするのを止めてほしいんじゃーっ！」

　その単語に足が止まった。──雲隠れ？　ってことは、そいつ神様か。

「神を現界させるのがおまえさんの仕事じゃろう？　ならば、わしの頼たのみを聞くのもやぶさかではあるまい」

「やぶさかだよ。俺は与あたえられた仕事しかする気ねえし。神様の恋れん愛あいになんて興きよう味みない」

　と言うか、他人の恋れん愛あいに興きよう味みがない。神様の恋こい煩わずらいなんてどう解かい決けつしろと言うのか。

「わしに協力してくれんか!?　姫ひめが雲くも隠がくれしてしまったらこの想いを伝えることができんままじゃ！　それだけは嫌いやなんじゃ！　協力してくれるなら縁えん結むすびの神として一生働いてもよい！　頼たのむ！」

　人間風ふ情ぜいに頭を下げる。神にあるまじき行こう為いである。人じん永えいは溜ため息いきを一つ。

「……よくわかんねえけど、その姫君ってのを現げん界かいさせ続ければ文もん句くはないんだな？」

　ククリの表情がぱあっと華はなやいだ。

　やれやれと頭を掻かく。面めん倒どうだが、それでこの騒そう動どうにケリがつくならやるしかない。それに、必死に訴うつたえるククリを冷たくあしらえるほど鬼おにではなかった。

「ちなみに、そのお姫さんとやらはどこのお姫さんだ？」

　相手が雌めすタヌキだったらどうしよう。ククリはこれまた恥はずかしそうに身を捩よじり、誰だれにも言うなとしつこく釘くぎを刺さして言った。

「御お山やまに鎮ちん座ざしておられる女神様、咲さき姫ひめ様じゃ」







　公道でタクシーを拾い、移い動どう中ちゆうの車内で書類に目を通しながら、目的地を目指す。

　ククリ神の恋愛相談は一いつ旦たん保ほ留りゆうだ。協力する代わりに『縁切り』の言こと霊だまを使わないことを約束してくれたので、しばらくは被ひ害がいが出ることはないだろう。

　追加で与あたえられた二つの案あん件けんを先に片かた付づけた方がよさそうだ。人永はそう判はん断だんして、ククリのことを後回しにしたのだ。しかし、時間をかければいつククリが八つ当たりを始めるかわからないので急ぐ必要がある。

　まず初めに向かったのは帯おび岸きし町まちで一番大きな酒しゆ造ぞう蔵ぐらだ。敷しき地ち内ないには工場が立たち並ならび、その中には木造の酒造蔵もあった。酒造メーカーとしては日本だけでなく海外でもその名を轟とどろかせるほどに有名で、そんな大だい企き業ぎようが抱かかえる蔵くらである。手作りをモットーとしているらしく、蔵人くろうどの数も半はん端ぱじゃない。

　その酒造蔵に鎮座していた神様を現界させるのが、別べつ件けんで与えられた一つ目の仕事である。

　蔵では酒の神を祀まつる慣ならわしが連れん綿めんと続いていた。有名なところで『松まつ尾お様』がある。酒造の女神で、女によ人にん禁きん制せいである蔵に女性が入るとヤキモチを焼いて酒を腐くさらせてしまう困こまった神様である。酒造りには欠かせないマスコットガールが不ふ在ざいでは中で働く男たちの士気も落ちるというもの。即そつ刻こく現界させなければならないというのだ。

　政府の考えそうなことだ。酒の供きよう給きゆう量りようが下がれば売り上げも当然落ちる。つまり搾さく取しゆする税ぜい金きんの額がくも下がるのだ。労働者のためと言いつつ、結局お金のことしか考えていない。大企業に狙ねらいを絞しぼっているのが何よりの証しよう拠こ。

　釈しやく然ぜんとしないが、これも仕事である。別に誰かが困るわけでもないので、酒の神様には元の姿すがたで鎮ちん座ざして頂いただこう。

　杜とう氏じに来意を告げると、すでに連れん絡らくを受けていたのかあっさりと蔵くらの中に通された。

　ここからはヘッポコの出番である。雲くも隠がくれした神様を見つけ出すにはヘッポコレーダーに頼たよるしかない。蔵の中を隅すみ々ずみまで探たん索さくする。しかし、

「いない」

「いない、って、……本当か？　しっかり探さがしたのか？」

「さがした！」

　丹たん念ねんに探したようで、ヘッポコが怒おこって返事をする。

「いないわけないよなあ。どこいるんだろ？　麗うるわしの『松まつ尾お様』は今いずこ」

　女神に会えるのだけが楽しみなのだ。これ以上焦じらされたくない。と、そこへ杜氏さんが遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「あんの、今『松尾様』って言いました？」

「え？　ええ。そう言いましたが」

「うちで祀まつってる神様は『松尾様』じゃないですよ。女の蔵人くろうどもいますしね。ほら、あそこ」

　杜氏さんが指差す先には白はく衣いを着た年配の女性が歩いていた。白衣を着ているのは機械管かん理りが仕事だからだろう。隣となりの工場で働いているという話だ。

「女によ人にん禁きん制せいってのはもう古いからねえ。『松尾様』を祀っているとこはたくさんあるが、うちは祟たたりが怖こわいんで別の神様祀ってるんですよ」

「どんな神様です？　見たことあるんですよね？」

「半年くらい前にいなくなっちまったけどね、よく敷しき地ち内ないをうろうろしてましたな。見た目は人間と変わらんのですが、なんと言いますか、遊び人のような風ふう体ていでして」

　杜氏さんは苦笑いを浮うかべて、神様の名前を口にした。

「蛇へび神がみの巳ミ岐キ様って言うんですわ」

　杜氏さんと別れて外に出る。この広大な敷地内のどこかに神様は隠かくれているらしい。『松尾様』でなくても酒の神様なのだから女神に違ちがいない。それも遊び人って！　どんなエロいお姉ちゃんだろうかと、期待に目をギラつかせて隅々にまで視し線せんを飛ばす。

　適てき当とうにその辺をぶらぶらしていると、ヘッポコがペシペシ額ひたいを叩たたいた。

「いた！」

「お？　どこだ!?」

「あっち」

　ヘッポコの指示通りに歩く。いくつか建物の角を曲がる。直ちよく接せつ目で見たわけじゃなく、霊れい力りよくを感じ取ったのだろう。ヘッポコは迷まようことなく敷地の奥おくの方へと誘ゆう導どうする。

　工場の裏うら手てには廃はい棄き物ぶつ置き場があった。ヘッポコはその隅っこの方を指差して「あそこ！」と狙ねらいを定める。罅ひびが入って使われていない瓶かめが積み重なっているその隙すき間まに蛇神様はいるらしい。一いち応おう用意しておいた缶かんビールを供く物もつとして捧ささげ、いつもの如ごとく膝ひざをつき、ワクワクしながら頭こうべを垂たれる。

「酒造りの女神様、何なに卒とぞお姿すがたをお見せくださいませ！」

　その声に応おうじるように、何もない空間にうっすらと輪りん郭かくが浮うかび上あがってくる。ブン、と機械が低く唸うなるような音とともに、セミロングの人型をした神様が現れた。

　よっしゃ！　と拳こぶしを握にぎったのも束つかの間ま、人じん永えいは蛇へび神がみの姿を認みとめてガックリと肩かたを落とした。

「……男お神がみかよ。しかもチャラ男だし」

　現れたのは体格の良い男神であった。

　サーファーばりに浅黒く焼けた肌はだ。パサパサに傷いたんだロン毛げは金きん髪ぱつと茶ちや髪ぱつの中間の色に染そまっていて根元だけは黒かった。耳にはピアス、シルバーアクセサリーをこれでもかと身に付けた、タンクトップにダボパン姿はまさに遊び人といった感じだが、肌にうっすらと張はり巡めぐらされた鱗うろこのような文もん様ようが人間でないことを表していた。

　チャラ男、もとい蛇神様は人永に気づいているのかいないのか、一いつ升しよう瓶びんを抱かかえて考え事をしている。

「室むろの湿しつ度どを変えるか。いや、調節するなら時間のほうか」

　ぶつぶつと独ひとり言ごとを唱となえていた。どうやら人永には気づいていないようだ。無む意い識しきのうちに姿を現してしまったらしい。

　が、そんなことはどうでもいい。女神でない時点でやる気も失せた。さっさと説得して終わらせよう。人永は蛇神様の肩かたをチョイチョイと突つつく。

「あのう、巳ミ岐キ様でいらっしゃいますか？」

　そこでようやく人永を認め、「あぁん？」と喧けん嘩か調子で返事する。

「んだよ!?　誰だれだテメェ!?」

　おおっ。こんな高こう圧あつ的てきな神様は初めてかもしれん。思わず腰こしが引けた状じよう態たいで問い直す。

「わたくし、品しな部べ人永と申す者ですが、ここの守り神様でいらっしゃる？」

「巳岐ってのはオレのことだ！　なんの用だよ!?」

　今にも飛びからん威い勢せいに言葉が詰つまる。見た目が不良っぽいのでなお恐こわい。人永はこの手の人種はあまり好きではないのだ。なぜか触しよく発はつされたヘッポコが「がるるるる」と威い嚇かくする。犬かおまえは。

「えっとですね、巳岐様に雲くも隠がくれをやめて頂いただけないかとお願いに上がったのですが。どうですか？　このまま現げん界かいして頂けません？」

「オラあ忙いそがしいんだ！　他を当たりな！」

「いやいや！　ここの神様はあんたでしょうに！」

　ギロリと睨ねめつける。爬は虫ちゆう類るい独特のその目は背せ筋すじをぞっとさせた。

「蔵くらのもんに頼たのまれたのか？　へっ、オレがいなくてもどうなるもんでもねえだろう。オレは究きゆう極きよくの酒を生み出すために研究を重ねてんだ。邪じや魔ますんじゃねえ！」

「そ、それは現げん界かいしててもできるだろう？　蔵くらの人と一いつ緒しよにやればいいじゃないですか」

「バッカじゃねえの！　んな悠ゆう長ちようなこと言ってらんねんだよ！　時間がねえんだ！　あの人が雲くも隠がくれする前に最高の一品を作り上げなきゃならねえんだよ！」

「あの人？　雲隠れ？」

　最近どこかで聞いたセリフだなと思った。人じん永えいの思考が一いつ瞬しゆん止まったその隙すきに、ミキはその場から立ち去ろうと腰こしを上げて、

「ああ!?」

　それまで座すわっていた床ゆかに手を這はわせて悲鳴を上げた。

「ない!?　オレが造った酒がねぇ!?」

　ミキが抱かかえていた一いつ升しよう瓶びんが消えていた。必死になって視し線せんを彷徨さまよわせ、「ああ!?」とまたもや悲鳴を上げた。ミキの視線を辿たどってみると、一升瓶を抱えてがぶ飲みするヘッポコが。

「うめぇ」

　ぷはぁ、と至し福ふくに目を細めていた。ミキは飼かい主ぬしである人永をギロリと射い竦すくめる。

「どう落とし前つけてくれんだ？　あぁん!?」

「いやぁ、僕ぁ関係ないですよ？　あいつが勝手にしたことなんで、文もん句くならあいつに。煮にるなり焼くなり好きにしていいですから」

　胸むな倉ぐらを掴つかまれる。ミキは顔を近づけ、長い舌したを突つき出だしてチロチロと動かした。

「喰くうぞ、テメェ」

　ひい。なんで俺がこんな目に。ヘッポコはと言えば、どうして人永が襲おそわれているのかわからずに首を傾かしげている。ほんと、疫やく病びよう神がみだなこいつは！

「こんなへんてこな神に取とり憑つかれてるたぁ、テメェ、何者だ？」

「や、やおよろず神議会から派は遣けんされた者です……。ちょ、苦しい……」

「やおよろず神議会？　──ああ!?」

　振ふり返かえったミキがヘッポコを見み据すえて動きを止める。

「そう言や聞いたことがあるな。へんてこな神を頭に乗せた人間が、雲隠れした神々を説得して回ってるってな。テメエがそうなんか」

　こくこくと頷うなずくと、ミキは盛せい大だいに噴ふき出だした。

「はっ、こりゃいいや。だったらちょうどいい。おい、ちょっと頼たのまれてくんね？　ある人の雲隠れを止めてほしいんだ。テメエの仕事だろ？」

　ぎゃははは、と下品に笑い、人永に頭ず突つきするように額ひたいをくっつけた。

「タダとは言わねえ。オレに協力してくれたらテメエの言う通りに現界してやるよ。どうだ？」

「またか……」

「断ことわるなんて言うんじゃねえぞ？　あいつが飲んだ酒代もチャラにしてやろうってんだ。悪い話じゃねえだろ」

　厄やつ介かい事ごとはククリだけで十分だと言うのに。行く先々で仕事を増ふやしていたらいつまで経たっても終わらない。けれど、断るという選せん択たく肢しは人じん永えいには存そん在ざいしなかった。

「わかりました。やりましょう。で？　どこの神様を現げん界かいさせるんですか？」

「現界はしてるんだがな。これから雲くも隠がくれするっつーから難なん儀ぎしてんだよ。ったく、ワガママな姫ひめ様だぜ。そこがまた可か愛わいいんだけどよ！」

　姫という単語に嫌いやな予感がした。ミキは誇ほこらしげにその神様の名前を告げる。

「常とこ堀ほり山やまの女神だ。咲さき姫ひめっつー名前のな」







　帯おび岸きし町まち一番の縫ほう製せい工場は、酒しゆ造ぞう蔵ぐらのすぐ近くにあった。元々、コンビナート都市として発はつ展てんしてきたため、あらゆる業種の工場が一地ち域いきに集約している。町の半分以上は工場と関わって暮くらしている世せ帯たいで占しめられており、工場生産の盛せい衰すいが地方行政の資し金きん繰ぐりの要かなめとなっている。

　これから向かう先はヌイグルミの縫製工場である。ヌイグルミに限かぎらず、繊せん維い工業系が集中した区域なので衣類や布製品、歴史ある織おり物ものを作る工場まで存在する。しかし、祀まつられた神様──機はた織おりの神様は一ひと柱はしらのみで、ヌイグルミ工場に鎮ちん座ざしており、繊維工業に従じゆう事じする人々は皆其その神様の神しん徳とくに頼たよっていた。

　神不ふ在ざいで何が変わるでもないが、年比ひ率りつで見た全体の生産量は前年度から若じやつ干かん落ち込んでおり、そこで働く、主に主婦層そうのパートタイマーの士気を下げる要よう因いんにはなったらしい。職場の雰ふん囲い気きというものは成果に如によ実じつに語られる。機織の神が雲隠れしたことが全ての原げん因いんだと言い切れないが、一いつ端たんであることまでは否ひ定ていしきれなかった。内部アンケートでも「ハトリ様がいなくてやる気が出ない」という回答が四割にも上ったというのは異い常じようである。

　機織の神──ハトリ。人永が請うけ負おった二つの案あん件けんのもう一つは、この神様を現界させることである。ちなみに、人永は移い動どう中ちゆうからすでに胸むね躍おどらせていた。

　機織の神様と言えば女神に決まっているのだ。ヘッポコの真の姿すがたであるアマテラスも機織の神徳を持ち、機はた織おり女めという侍じ女じよまで付けていたほどだ。アマテラスを引き合いに出すのは複雑だが、機織の女神は美人であるはずだ。いやもう、こうなったらそうであってほしい。ククリ、ミキとハズレを引いているので今度こそ三度目の正直だ！　可愛い女神よ、出てきておくれ！

　工場を訪おとずれ、責せき任にん者しやである工場長に作業場を案内される。縫製工場というだけあって働く人のほとんどがパートのおばちゃんだ。ヌイグルミは立体な上に曲線まであるので全自動フルオートメーシヨンで製作できない。その大半は人間の手で作られているのだ。裁縫に長たけたおばちゃんが戦力になるのも頷うなずける。若い女性が少ないのが悲しいところだが。

　さて。

「ヘッポコ、どうだ？　霊れい力りよくとか感じるか？」

「いた」

　早っ。これまで扱あつかってきた案あん件けんの中では最速じゃなかろうか。

「そこ」と指差された場所は、埃ほこりを被かぶったミシンが並ならべられている工場の隅すみ。工場長によれば、古くなって修しゆう理り・廃はい棄き待ちしているミシンらしい。

「たまにカタカタと音がするからおかしいと思ってたんだが、こんなところにいらっしゃったんですかい」

　心当たりがあるのか、工場長もしきりに頷うなずいていた。過去に職員総出で神様を探さがして回ったらしい。その信しん仰こう心しんは買うが、おそらく逆ぎやく効こう果かだ。わざわざ雲くも隠がくれした神様は人間に追いかけられることを極きよく端たんに嫌きらう。結局見つからなかったのだが、諦あきらめた後でこの場所から音がしたので工場長も不思議に思っていたという。

　人じん永えいのような若者が物もの珍めずらしいのか、パートのおばちゃんたちもわらわらと集まってきた。

「何かあったんですか、工場長？」「修理の人？　んまあ、随ずい分ぶん若いんだね」「スーツ着てるし、畏かしこまっちゃってまあ」「あれま、この人頭に人形乗せてるよ！」「あーあー、紛まぎれちゃったんかねえ。ほら、ライン入れといて」「見たことない人形だねえ。これ、本当にうちの？」「縫ぬい目めないけどどうなってんだい、これ」「とりあえず針はりないか調べとこうかね」

　人永が何かを口にする前に勝手に話が進んでいく。恐おそるべし、おばちゃんパワー。ヘッポコはどういうわけかベルトコンベアーに乗せられていた。金きん属ぞく探たん知ち機きらしい。他のヌイグルミに混まじって流されていく。呆ぼう然ぜんと人永を見つめるその目は哀あい愁しゆうに満ちていた。元気でな。

「い、いいんですかい？」

　申もうし訳わけなさそうに工場長が訊たずねてきたので、「問題ありません！」親指を立てた。

　図らずも、一番の邪じや魔ま者ものであるヘッポコが排はい除じよされた。女神といざご対面という段だんに入ってからでは遅おそいのだ。ナンパは常つねに先手を打たなければ。

　工場長に頼たのんでおばちゃんたちを仕事に戻もどらせた。これでこの場には人永一人だ。恭うやうやしく膝ひざをつき、想いを込めて床ゆかに頭をつけた。

「ハトリ様、どうか現げん界かいしてくださいませ。貴女あなたの人永が参さん上じよう仕つかまつりました！」

　その呼よびかけは天にも届とどく。降ふり注そそぐ光は天てん井じようの照明であるにも関わらず、神こう々ごうしく輝かがやいて見えた。光の中、浮うかび上あがる姿すがたは細くしなやかで、ちゃんと人型をしている。間ま違ちがいない。天女の降こう臨りんである。人永は見えない角度で「よっしゃ！」とガッツポーズを一つ。

　現れた神様は、人永の期待を裏うら切ぎって、年とし端はのいかない少女の姿をしていた。ショートカットの髪かみは栗くり色いろで艶つやめいており、藍あい色いろの甚じん兵べ衛え羽ば織おりがいかにも童わらべらしい。しかしその美び貌ぼうたるや人永の心を鷲わし掴づかみにする。神様が歳としを取るのか知らないが、この子は成長すればきっと絶ぜつ世せいの美女になるに違ちがいない。そう思わしめるに足る美しさだった。

　ハトリはゆっくりと地に降おり立たち、瞼まぶたを開いた。目の前の人永に手を握にぎられる。

「十年後に迎えにきます」

「え、えっと」

　普ふ通つうに現れたつもりでいたハトリは突とつ然ぜんのことに目を白黒させた。忠ちゆう誠せいを誓ちかう騎き士しの如ごとく跪ひざまずく人じん永えいをおっかなびっくり観察してからキョロキョロと辺りを見み渡わたす。

　端はたから見たら少女を口説いている変質者の構こう図ずだ。ハトリは状じよう況きようが理り解かいできずに今にも泣き出しそうな声で問う。

「僕に何か御用ですか？」

　聞き間ま違ちがいだろうか。今、「僕」と言ったかこの娘こ？

「ええっと、ハトリ様ですよね？」

「あ、はい。そうです、けど……」

「機はた織おりの女神様？」

「あの、僕は、その、」

　目め尻じりにうっすら涙なみだを浮うかべて、何かに縋すがるように視し線せんを泳がせた。こうまで恐こわがられるとさすがにむかつく。少ロ女リ趣コ味ンではない人永は、煩わずらわしい子供が大だい嫌きらいなのだった。しかし待て。ここで甘い顔をしておけば、後々成長したハトリに求愛されるかもしれないのだ。ここは我が慢まんが必要だ。光源氏だって辿たどった道に違ちがいない。

「恐がらないで。僕は君の味かたッ!?」

「きゃー、ハトリくーんっ！」

　背せ中なかに壁かべが押おし寄よせてきたような圧あつ迫ぱく感かんを感じ、振ふり向むく間もなく人永は吹っ飛ばされていた。起き上がって見ると、先ほどのおばちゃん軍団がハトリを囲んで騒さわいでいる。あー、吃驚びつくりした。レスラーにタックルされたかと思った。

　どういうわけか胴どう上あげされているハトリ。その顔は怯おびえまくっている。胴上げからあぶれて悔くやしがっているおばちゃんを一匹捕つかまえた。

「おい。なんだこりゃ？」

「何ってあんた！　ハトリ君が姿すがた見せたんだよ！　こんなに嬉うれしいこたぁないよ！」

「その、ハトリ君ってのはなんだ？」

　君づけで、しかも一いち人にん称しようが「僕」なのだ。そこから至いたる答えは一つだけ。

「ハトリ君はハトリ君だよ！　あの子はわたしたちの息子みたいなもんさね！」

「………ということは、あいつ、男？」

　おばさんは「何わけわかんないことを……」と呆あきれたように呟つぶやく。人永はもう一度ハトリを見た。確たしかに、甚じん兵べ衛え羽ば織おりは男子の着物だし、髪かみ型がたも男として見れば普ふ通つうだ。つまり、

「また男お神がみかよ！」

　ぞわぞわと身の毛がよだつ。俺は男を口く説どいていたのか。ハトリがどっからどう見ても女にしか見えなくても、この勘かん違ちがいは人永の誇ほこりを傷きずつけた。光源氏のつもりでいた数分前の自分を殺してやりたい。

「ハトリ君」コールでお祭まつり騒さわぎのおばちゃんたちを遠目に眺ながめつつ、帰かえり支じ度たくを始める人じん永えい。姿すがたを現したことだし、もう何も未み練れんはない。

「ご、ごめんなさい！」

　そのとき、ハトリが逃にげるようにスッと姿を消した。胴どう上あげしていたおばちゃんたちは、瞬しゆん間かん、身を凍こおらせたように動きを止めた。

「ハ、ハトリ君？　ハトリ君っ!?」

　いやーっ、と悲鳴があちこちから上がる。手分けしてハトリを探さがし始はじめるおばちゃんたち。アイドルの追っかけみたいでえらい騒ぎだ。一番辛つらそうにしているのは、おばちゃんたちに仕事を放っぽり出された工場長である。

　人永は溜ため息いきを吐ついてその場から離はなれた。

　いつの間にかダンボールに詰つめられ、他のヌイグルミと一いつ緒しよに出荷されそうになっているヘッポコを回かい収しゆうし、頭に乗せる。すると、ヘッポコは人永に縋すがりついて「くすん」と泣いた。本気で出荷されると思ったらしい。泣きたいのは俺の方だよ、こんちくしょう。

「仕事の時間だ。ハトリがどこ行ったかわかるか？」

「…」

　無言で指をさすヘッポコ。仕方ねえなあ。その方向に進んで歩く間中、人永はヘッポコの頭を撫なでてやった。ちょいと悪ふざけが過ぎたようだ。

　表に出て、駐ちゆう車しや場じようまでやって来る。そこに遠く山を望むようにして立たち尽つくすハトリがいた。あの山は確たしか、『常とこ堀ほり山やま』。

　人永はハトリの隣となりに並ならんで常堀山を眺めた。

「気持ちはわからんでもない。おばさんたちに追いかけ回されたんじゃ逃げたくもなるわな」

　フォローするつもりでかけた言葉をハトリは強く否ひ定ていした。

「違ちがうんです！　僕はあの人たちが嫌きらいなわけじゃない！　雲くも隠がくれしたのだって、本当はやらなくちゃいけないことがあるからで、……その、……時間がないから」

　事じ情じようは知らないが、人間を嫌って雲隠れしたわけではないようだ。消え入りそうな声は後ろめたさも手伝っているのかもしれない。

「ところで、あなたは？」

　思い出したように急に怯おびえ出だす。その態たい度どは男と知ってからはなおさら鼻についた。男ならもっと堂どう々どうとしろい。

「品しな部べ人永だ。おまえを現げん界かいさせるために派は遣けんされた公務員だよ。それで？　このまま現界してくれるんだろ？」

　少し間を置いて、申もうし訳わけなさそうに口にした。

「僕にはやらなくちゃいけないことがあるんです」

「なんだよ、そのやらなくちゃいけないことって。雲くも隠がくれしてないとできないのか？」

「そういうわけじゃないけど。誰だれにも邪じや魔まされたくないから」

　ハトリは常とこ堀ほり山やまから視し線せんを外さない。力強い意思がその瞳ひとみには宿っていた。

「お願いします。もう少しだけ時間をください。いつか必ず現げん界かいしますから」

「いつかじゃ困こまるんだが。……理由くらいは聞かせろ」

　なんだか立場が逆ぎやくになっている気がしないでもないが、ハトリは人間である人じん永えいと向かい合い、真しん摯しに対たい応おうする。

「僕、ある人のために機はたを織おっているんです。織り上げるまでは、ううん、それを受け取ってもらうまでは現界するつもりありません」

　人永はとっても嫌いやな予感がしていた。先を尋たずねるのに少しばかり躊ちゆう躇ちよする。

「あ、あのな？　つかぬことを訊きくけど、……その相手って、誰？」

　ハトリは顔を赤らめてはにかむようにその名を口にした。

「咲さき姫ひめ様です。僕、その人に憧あこがれているんです」




　　　　＊




　花はな降ふり神社は常堀山の中腹に建こん立りゆうされた神社である。

　バスの運行区間内にある『花降神社前』で下車し、鳥とり居いが目印の石いし段だんを上ると直ちよく接せつ境けい内だいに繋つながる。しかし、石段の数は三百もあるため、石段を使わずにタクシーでさらに山道を上り、その先にある正面門から入るのが一いつ般ぱん的てきなようだ。金も時間もあまり使えないから徒と歩ほで行くしかないので、必然的に『花降神社前』で下車する人間は人永一人だけである。

　花降神社に祀まつられている神様こそ『咲姫様』と呼よばれる女神だ。元は桜の精せい霊れいらしいが、詳くわしいことはわからない。ククリ、ミキ、ハトリの三神に想いを寄せられ、迷めい惑わくなことに三神を現界させるためのキーパーソンにもなっている。

　ミキとハトリはそれぞれ贈おくり物ものをしたいと懸けん命めいだが、ククリと同様に恋心を告白するつもりでいるようだ。フラれたらどうなるんだろう。ともかく、三神は咲姫に想いを伝えるまでは現界する気がないらしい。ククリに至いたっては人間に八つ当たりまでするのだから始末が悪い。

　なので、三神を現界させるために、理由はよくわからないがこれから雲隠れをするという咲姫に猶ゆう予よをもらえるよう説得するのが、目下人永の役目である。

「──というわけなんです。これから咲姫様に会って、対たい策さくを考えてみます」

『……どうしていつも面めん倒どうな事ばかり背せ負おってくるのかしらね、じんえい君は』

　携けい帯たい電話越しに深い溜ため息いきが聞こえた。小こ町まちの声が耳じ朶だを震ふるわす。ああ、なんて色っぽいんだ。思わず恍こう惚こつとなる。

　進しん捗ちよく状じよう況きよう報ほう告こくである。定期的にしないと怒おこられるのだ。

『困こまったわね』

　困った声も素す敵てきだった。反はん比ぴ例れいするように人じん永えいの声が高くなる。

「そんなに悲観するもんでもないですよ？　全員の目的が一いつ致ちしてるんでわかりやすいです。三神がそれぞれ別の注文をつけてくるよりかはマシですし、うまくやれば一気に解かい決けつできますから。問題は咲さき姫ひめ様ですね。現げん界かいしている神様の説得なんて初めてですよ」

『前向きね。……いいわ。じんえい君はそっちに専せん念ねんして。わたしは「上」にこのことを報ほう告こくして滞たい在ざい期間を延のばしてもらえるよう頼たのんでみます』

「まあた『上』ですか？」

『色々と急かされているのよ。出てきてもらいたい神様がいっぱいいるみたいなの。彼らにとっての優ゆう先せん順位は覆くつがえらないわ』

「咲姫様はそのリストには？」

『載のってないわね。残念だけど。利り益えきに直結しない神様はぞんざいな扱あつかいのようね』

　人永は以前出向した河童かつぱの里さとのことを思い出す。

　なぜ政府はあの一いつ件けんを優先的に回してきたのだろうか。当時、町民に親しまれている袴こ子こ里り山やまという河童の住すみ処かを取とり崩こわしてレジャー施し設せつを建けん設せつしようという動きがあった。人永の機転により回かい避ひされたのだが、腑ふに落ちない点が残っている。

　時期についてだ。人永が派は遣けんされたときに都合よく山を崩くずす気運が高まった。まるで人永が事の起き爆ばく剤ざいの役割として送り込まれたかのように。こう言ってはあれだが、あの温おん泉せん街がいに活気があるからと言って日本経けい済ざいが潤うるおうとは到とう底てい思えないのだ。推すい測そくだが、『上』の連中が描えがいた絵はレジャー施設を建設できて初めて完成したのではないだろうか。それで潤う部分はもちろん裏うらで手を引いた一部政治家や官かん僚りようたちの懐ふところだ。

　考えすぎかもしれない。ミキやハトリは商業系の神様なので利益に直結しやすいが、ククリは違ちがう。縁えん結むすびの神様を現界させたところでお金が発生するとは思えない。

　現界を優先させる基き準じゆんがなんなのか。さっぱりわからない人永は、あっさり考えることをやめた。下したっ端ぱの下っ端が悩なやむことじゃない。

「リストに載っていなくても資し料りようくらいはあるんですよね？」

『一いち応おうね。現界しているかどうかさえ調べていないのだから、あまり当てにはできないけれど。いいわ、今夜中にまとめて、宿泊先のホテルに速達で送るわね。こうなってしまった以上、「上」も文もん句くは言わないでしょう。優先すべきは三さん柱はしらの神様の現界なのだから』

「了りよう解かいです。んじゃ、今から咲姫様に会いに行ってきます」

『あ、じんえい君。くれぐれも神様に粗そ相そうしないように。あなた、そういうことにはだらしないんだから』

　それは咲姫が女神だからだろう。神であってもナンパをするのが人永なのである。カグツチの前例もあるのだ。そこのところよくわかっていらっしゃる。

『じんえい君、返事は？』

　子供の頃ころ、近所のお姉さんに叱しかられたときの記き憶おくが蘇よみがえる。咎とがめられているのに胸むね高鳴っている自分がすげえやだ。

「お、俺は変へん態たいじゃありません！」

『ど、どうしたの？　急に』

「……こほん。何でもありません。心配しないで下さい。僕が好きなのは小こ町まちさんだけです」

『頑がん張ばってね。──プツッ』

　切られた。あはは、小町さんめ、相変わらず照れ屋なんだから。

　陽ひもすっかり沈しずみ、外灯の明かりも寂さびしい山やま奥おくで眼がん前ぜんに聳そびえる石いし段だんを見上げる。まっすぐに伸のびた石段の先に僅わずかな光が見えるものの、そこに到とう達たつするまでの道みち程のりが暗すぎてうす気き味み悪わるい。足場も悪そうだし、足を踏ふみ外はずしたらどうなるだろう。三百段を転がり落ちるイメージは身を強こわ張ばらせた。行きたくねえなあ。

「じんえい」

「ん？　──あ」

　人が石段を下りてきていた。外灯の下に現れたその姿すがたは、二十代半ばの細身の男性だった。石段を下り切って立つと、思っていた以上に背せが高いことに気づく。男性と目が合い、どちらからともなく会え釈しやくを交わした。

「花はな降ふり神社へは参さん拝ぱいしに来たんですか？」

　挨あい拶さつ代わりにそんなことを訊たずねてきた。

「はい。あなたも？」

「いえ、僕は……」

　男性は少し寂しそうな笑みを浮うかべるだけだった。どうしてだろう。この顔、どこかで見たことあるような気がする。

「ここに参拝しに来る人は珍めずらしいですね。地元の方じゃありませんよね？」

「ええ。よくわかりますね」

「わかりますよ。誰だれもここには来たがりませんから。──咲さき姫ひめ様でしたらいませんよ。せっかく参拝しにいらしたのに申もうし訳わけないんですけど」

「まさかっ。雲くも隠がくれしちゃったんですか!?」

　突とつ然ぜん声を荒あらげた人じん永えいに男性は驚おどろいたようだった。

「神様は去年の暮くれ頃ごろに一いつ斉せい雲隠れしてしまったんですよ。ご存ぞん知じありませんでしたか？」

「あ、……」

　そういうことか。世間的に神様はすべて雲隠れしたことになっているのだ。花降神社の神様も例外ではない。しかし、それではククリたちが言っていたことと辻つじ褄つまが合わない。彼は咲姫様に会えなかったのだろうか。

　それに、いないとわかっているのにどうして神社に来たのだろうか。

「ここの境けい内だいからの見晴らしは格別なんです」

　人じん永えいの心を見み透すかしたようにそう説明した。そういうものか、と思いつつも釈しやく然ぜんとしない答えである。男性の纏まとう雰ふん囲い気きは景色を堪たん能のうしてきたようには見えなかった。

　それから二、三言葉を交わし、男性はバス停ていに停車したバスに乗り込んで行ってしまった。

「……やっぱりどこかで会った気がする」

「きのせい」

　ヘッポコの、どうでもいい、と言うような口調で目が覚める。呆ほうけている場合ではない。咲さき姫ひめ様が現げん界かいしているかどうか確かく認にんしなければ。もし雲くも隠がくれしているのならばさっさと見つけ出さないと。

「ごー」

　吸い込まれそうな闇やみを見上げて、人永は最初の一いち段だんに足をかけた。




　息を切らして最後の一段を上り切る。人永はそのまま境内の入り口に腰こしを下ろした。元々体力のない男である。気力でここまで上っただけでも大したものだが、一いつ般ぱん成人男子と比べれば情なさけないレベルだ。

　ヘッポコがペシペシ額ひたいを叩たたき「はやく！」と急かす。仕事が片かた付づくまで晩ばん飯めしは御お預あずけにしているのだ。「はらへった！」

「もう少し休ませてくれ。おまえは頭の上に乗ってりゃいいけどな、俺はこのくそ長い石段を上ったんだぞ。もう足が棒ぼうだよ」

　こりゃ筋きん肉にく痛つう確かく定ていである。せめて体の熱を冷ましたい人永は、座すわったまま境内を眺ながめた。

　境内に人ひと影かげはない。女神を祀まつる本ほん殿でんと拝はい殿でんが中央に位置し、辺りは深い森だ。石段のすぐ傍そばに生える桜木には注し連め縄なわが巻まかれていた。おそらく御ご神しん木ぼくだろう。目につくものはまだ花をつけていないその大木だけで、広々とした境内を一いつ層そう寂さびしい空間に変えていた。

　乱雑に茂る雑草を見るにつけ、手入れが行いき届とどいているとは思えなかった。社しや務む所しよは別の場所にあるのだろうが、神かん主ぬしが詰つめているとは思えない。神主だけではない。ここを訪おとずれる人間がいるのかさえ疑わしい。廃はい墟きよを連想させた。

「……なんか寂しい場所だな」

　さっきの男性が言っていたように、確たしかにこの神社なら訪れる人は珍めずらしいだろう。こんなところに三神の心を奪うばうほどの絶ぜつ世せいの美女がいるとは信じがたい。

「じんえい」

　ペシペシと額を叩き、本殿の方を指差した。

「あっち」

「何かあるのか？　──もしかして、咲姫様が？」

「たぶん」

　早くもヘッポコレーダーにかかった。ならばさっさと終わらせよう。腹が減へっているのはヘッポコだけではない。

　ヘッポコの誘ゆう導どうで向かう先は拝はい殿でんでも本ほん殿でんの中でもなかった。本殿を迂う回かいして裏うら手てに回ると雑ぞう木き林ばやしが背はい後ごに広がっていた。外灯の明かりも星の光も届とどかないその場所には冷気だけが漂ただよっており、たとえ神様が出てきたところで幽ゆう霊れいだと勘かん違ちがいしそうな雰ふん囲い気きである。こんな場所に絶ぜつ世せいの美女がいるとは思えず、期待に膨ふくらんでいた胸むねもしぼみ始める。

「そこ」

「……どこ？」

「そこ！」

　ヘッポコが苛いら立だたしげに指す。指差された場所は雑木林の中に群むれる竹の隙すき間まである。なぜかそこだけ墨すみで塗ぬり潰つぶされたかのような黒に覆おおわれており、まるで外から中が見えないよう処しよ置ちが施ほどこされているみたいだった。一いつ層そう不ぶ気き味みな雰囲気で、何が出て来ても驚おどろく自信があった。

「やだなあ。こういうの苦手なんだけど」

「ごー」

　恐おそる恐おそる中を覗のぞき込こむ。吸い込まれそうな黒の中、蠢うごめくモノを両目が捉とらえ。

　そして、そこにいる何かと目が合った。

「ぎゃあ──、」

「いやあああああああっ！」

　人じん永えいの悲鳴はさらに大きな悲鳴に掻かき消けされた。驚く間も与あたえずに、闇やみの中から飛び出してきた何かが逃にげるようにして境けい内だいへと走っていく。人永はしばらく立たち尽つくしていたが、

「おえ！」

　ペシ、とヘッポコに鞭むち打うたれて我に返る。慌あわててその影かげを追いかけた。

　その風変わりな服ふく装そうには見覚えがあった。膝ひざ上うえ丈たけの紫むらさきのミニスカート。すらりと伸のびる足はオーバーニーソックスと黒くろ革かわのブーツに包まれている。反して、踊おどるように靡なびいているのは着物特有の袂たもとであり、和洋折せつ衷ちゆうをバランス良く着こなしている。そして、あの可か愛わいい顔を忘わすれるはずがない。来た道を戻もどり、外灯が灯る境内を駆かける少女の後うしろ姿すがたを見つめて確かく信しんする。

　──あれは。あの娘こは以前公園でぶつかった神様だ！

　そうとわかれば怖こわいものなどない。むしろ可愛い娘を追いかけるのは得意である。人永は石いし段だんで体力を消しよう費ひしたのも忘れてアスリート並なみの脚きやく力りよくでもって少女を追い回す。

「お待ちください！　貴女あなたはもしかして咲さき姫ひめ様では、」

「ぎやっ！」

　こけた。豪ごう快かいに砂すな埃ぼこりを巻まき上あげたヘッドスライディングである。ギリギリの高さにまで捲めくれたスカートにドギマギしつつ駆け寄ると、少女は俯うつむいたまま、ぐす、と鼻を啜すすっている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　手を差さし伸のべて優やさしく言葉をかけると、少女はその手を振ふり払はらって頭を振った。

「どうしてここに来るのですか!?　あれほど言ったではありませぬか！　一いつ平ぺいは妾わらわの言うことなど聞くつもりがないのでしょう!?　もうよいです！　妾の気持ちも知らないで！　妾は、──妾はッ！」

　涙なみだを溜ためた両目が人じん永えいを捉とらえた瞬しゆん間かん、少女は石のように固かたまった。

「………」

「ど、どうも」

「い、いやああああああっ!?」

　今度は顔を真っ赤にして、尻しり餅もちをついた姿し勢せいで器用に後ずさった。十分な距きよ離りを取って声を荒あらげる。
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「どどど、どなたでしょう!?　妾に何か御用でしょうか!?」

　きっと誤ご魔ま化かしているのだろうが、動どう揺ようがだだ漏もれである。

「わわわ、妾、何かとんでもないことを口にしてしまったような、────はぅ！　いや、恥はずかしい！　死にたい！」

　顔を覆おおって上半身をくねらせる。ともすれば、自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮うかべて、

「死のう」

　怖こわいことを口にした。

「待て待て待て！　驚おどろかせたのは謝あやまるから、早まるな！」

　以前の公園での焼き直しである。少女は首に手をかけて真っ青な顔で自じ嘲ちようする。

「妾わらわの秘ひ密みつを聞かれてしまってはもう後あと戻もどりできませぬ。生きていても詮せん無なきこと」

「秘密って、いやよくわかんなかったし！　そんなことで命を無む駄だにすんな！」

「短い人生でございました」

「つーか、あなた神様でしょうが！」

　少女が逃にげれば人じん永えいが追う。追いかけっこはさらにエスカレートし、ヘッポコだけがつまらなそうに欠伸あくびをするのだった。




「取とり乱みだしてしまいました。申もうし訳わけございませぬ」

　まったくだ、と人永は肩かたで息しながら思う。

　少女──咲さき姫ひめはいたたまれない表情で顔を俯うつむかせている。一体誰だれと間ま違ちがったのか知らないが、あの取り乱しようは普ふ通つうではない。宥なだめるのに苦労した。

　改めて咲姫を上から下まで観察する。容よう貌ぼうは十四、五歳くらいのはずなのに、纏まとう雰ふん囲い気きにはらしからぬ色気すら含ふくまれており、額ひたいで切きり揃そろえられた前まえ髪がみが幼おさなさを感じさせつつも、憂うれいを帯びた瞳ひとみに少女を脱だつ却きやくさせる艶つやめいた気配を滲にじませていた。

　原石がここにいた。

「やおよろず神議会の方でしたか。聞きき及およんでおります。なんでも神々を現げん界かいさせるべく方々を巡めぐっているとか。そのような方が妾に何用でございましょう？」

　無む意い識しきのうちに咲姫の手を握にぎっていた。

「貴女あなたに会いにきました」

　何事かと目を白黒させる咲姫にお構かまいなく、その小さな肩に手を置いて正面から見つめた。

「貴女のような美しい女神様がこのような寂さびしい場所に一人きりでいらっしゃるなんて、私には耐たえられない……ッ！　ともに行きましょう！　私が幸せにしますからっ！」

「あ、あの、………」

「ガジガジ」

　ヘッポコがかぶりついてくるが問題ない。咲姫は必ず連れ帰る。五年もすればとんでもない美女に成長することだろう。いやあ、今から楽しみだ。

　肩に置いた手を払はらいのけられる。驚おどろいたのは咲姫も同じで、怯おびえるように顔を背そむけた。

「わ、妾に触ふれてはなりませぬ。ごめんなさい。ご冗じよう談だんはおよしくださいませ」

「あ、ああ、すみません」

　照れているのかと思ったが、本気で迷めい惑わくそうである。しかし、そんなことでめげる人永ではない。隙すきあらば口く説どき落おとしてやろうと心に決めた。

「あ、あの、このお方はもしかして……」

　咲さき姫ひめが遠えん慮りよがちにヘッポコを見上げる。気になっていたが訊きくに訊けなかったようだ。

「こいつはヘッポコ。私の家来です。──ちょ、痛いたッ、思い切り噛かむな!?」

　ヘッポコを引ひっ掴つかんで引ひき離はなす。「がるる」と人じん永えいを威い嚇かくするヘッポコを見つめながら、咲姫は何度も首を横に振ふった。

「いえ、そんなはずは、………。けれど、この偉い力りよくは天アマ照テラス様のもの」

「わかるんですか？」

「微び弱りよくながら霊れい力りよくを感じます。やはり、そうなのですね」

　ヘッポコは偉えらそうに腰こしに手を当てて「あい」と頷うなずく。驚おどろいた。ヘッポコの姿すがたから天アマ照テラス大オオ御ミ神カミに行き着くなんて。本体である天照から分けて貰もらった分の霊力がまだ少し残っているようだ。あれ以来、全然変身しないから底をついたとばかり思っていたのだが。

「おんぞん」

　ケチっていたのか。

　咲姫は目をしばたたきながら、人永とヘッポコを交こう互ごに見つめた。そして、最初に聞くべき質問を思い出す。

「妾わらわに何用があって参まいられたのでしょう？　主ぬし様たちは一体……」

「申もうし遅おくれました。わたくし、品しな部べ人永と申します。こいつはヘッポコ。お気づきの通り、天照様の分身にして、役立たずで無む駄だ飯めし喰ぐらいでその上アル中というどうしようもないマスコット神様です。今日伺うかがいましたのは他でもありません。咲姫様の雲くも隠がくれを止めに来たんです」

　紹しよう介かいの大部分が悪口であるにも関わらず、「マスコット」という単語が気に入ったのか、ヘッポコはむしろ喜んでいる。頭が弱くて助かる。

　人永の科白せりふから二人の関係が窺うかがい知しれたのだろう、咲姫は特に追つい及きゆうすることもなく、人永の目的に興きよう味みを示した。

「……雲隠れを止めるとはどういうことでしょう？　妾はこの通り現げん界かいしております。何かの間ま違ちがいではありませぬか」

　そう言われては身も蓋ふたもない。あくまでも三神が騒さわいでいるだけで、咲姫自身が違ちがうと断だんじてしまえば説得も何もないのだ。

　三神のことをどう口にすればいいのか迷まよう。正直に話しても呆あきれられるような気がするし。黙だまり込こむ人永に、咲姫がおずおずと口を開いた。

「あの、天照様はどうしてこの品部殿どのに憑ついていらっしゃるのですか？　いえ、どうしてそのようなことが叶かなうのでしょうか!?」

　懇こん願がんするようにヘッポコを見上げた。そのあまりの必死さに唖あ然ぜんとする。

　だが、ヘッポコは聞いているのかいないのか、その問いに答えようとしなかった。

「ええっと、どういう意味ですか？」

　人じん永えいだけが置いてきぼりを喰くっているみたいで面おも白しろくない。質問を返しても咲さき姫ひめは「なんでもありません」としか答えなかった。

「……今のは忘わすれてくださいまし。戯ざれ言ごとでございます。妾わらわは雲くも隠がくれしませんからご安心を、」

　そのとき、遮さえぎるように別の声が割って入った。

「皆みなまで申すな！　その先はわしが言おうっ！」

　声のする方──本ほん殿でんの屋根の上に視し線せんを飛ばす。月明かりに浮うかぶシルエットには見覚えがあった。短足、ぽっこり腹、可か愛わいさよりも憎にくたらしさが勝つその瞳ひとみ。人永は呆ほうけた面つらでククリの登場を眺ながめていた。

　おまえ、なんでここにいる？

「ククリ？」

　咲姫もククリ神の姿すがたを認みとめて呟つぶやいた。ククリは咲姫目がけて屋根から跳ちよう躍やくした。果たしてタヌキのヌイグルミは咲姫に抱だきつかんと降ふってきた。

「咲姫様あー、好きじゃーっ！」

「………」

　咲姫は半歩下がってこれを避よけ、ククリは勢いきおいそのままに地面に激げき突とつする。息をつく間もなく、今度は背はい後ごから別の声が。

「テメエ、ククリぃ！　抜ぬけ駆がけしてんじゃねえぜえ！」

「ミキ？」

　戸と惑まどう咲姫を無む視しして、石いし段だんを駆け上ってきたチャラ男が咲姫目がけて突とつ進しんする。

「咲姫ぇー、オレの女になりやがれぇーっ！」

　闘とう牛ぎゆう士しのようにひらりとミキをかわす。目もく標ひようを失ったミキは停てい止しすることなく、咲姫の後ろに転がっていたククリを踏ふんづけてバランスを崩くずし、茂しげみの方に突つっ込こんでいく。

「ちょ、ちょっと待ってよーっ！」

　そして運悪くその茂みから美少女、ではなく美少年の神様が顔を出した。

「ず、ずるいよ二人とも！　僕だけ置いていくなん、てッ!?」

「どけぇーっ！」

　図体のでかいミキが勢いそのままにハトリにタックルをかまし、なんの不幸かハトリの頭がミキの鳩尾みぞおちに深くめり込んだ。二人は悶もん絶ぜつしながら地面に転がった。

「ハトリまで」

　突とつ如じよ現れた三神は、勝手に自じ滅めつして場をシンと静めた。はあ、と溜ため息いきを溢こぼしたのは咲姫である。完全に呆あきれていた。

「これは、なんの真ま似ねですか？」

　あくまでも涼すずしげな口調で問とい質ただすが、その表情は固かたい。額ひたいに僅わずかに青あお筋すじが浮かんでいるのがえらい迫はく力りよくである。大和やまと撫子なでしこは静かに怒いかる。

　三神は慌あわてて起き上がり、言いい訳わけを口にする。

「違ちがうんじゃー、わしゃやめようって言ったんじゃがな？　ミキの奴やつが聞かんでの？」

「んだとテメエ!?　吹かしてんじゃねえ！　抜ぬけ駆がけしたのはテメエだろ、ククリッ！」

「ぼ、僕はそのっ！　ククリとミキに無理やり連れ出されて！　不ふ快かいに思われたのなら謝あやまります。二人を責せめないであげてください！」

「こりゃ！　わしらを悪者扱あつかいするなーっ！　性格悪いぞ、ハトリッ！」

「誰だれもテメエなんか呼よんでねえっつーの！　責せき任にん逃のがれしてんじゃねえ！」

「ほ、本当のことなんだからしょうがないでしょ！　だから僕はあれほど嫌いやだって、」

「被ひ害がい者しや面づらするでないわっ！　性格悪いぞ、ハトリ！」

「テメエ一人だけいい子ぶってんじゃねえ！　テメエらが行くっつーから慌あわてて止めに入ったのはオレなんだぜ！」

「「嘘うそ言うなっ！」」

　責任の所しよ在ざいを擦なすりつけ合う三神。傍はたから見ても非ひはそれぞれにありそうだった。

　パン、と手て拍びよう子しが鳴る。咲さき姫ひめが罵ののしり合あう三神を牽けん制せいした。

「醜みにくい諍いさかいを妾わらわに見せるために参まいったのですか？　お主ぬしらは」

　喧けん騒そうがピタリと止む。咲姫の迫力に気け圧おされていた。

「ここへは来るなと以前申もうしたはず。揃そろいも揃って約を違たがえるとは如い何かなる了りよう見けんでしょうか」

　目が据すわっている。ガラリと雰ふん囲い気きを変えた咲姫に三神はビクビクと震ふるえ上あがった。先さき程ほどまでの控ひかえめな咲姫はどこへやら。忘わすれそうになるが、この娘こも神様なのだと思い知る。

　三神は身を縮ちぢめて石いし段だんまで後こう退たいするが、小声で互たがいに罪つみを押おしつけ合っている。咲姫の細い足がそれぞれの顔を蹴けり上あげた。

「さっさと出て行かぬかっ、この痴しれ者ものどもがぁーッ！」

　石段を転がり落ちていく三神。ぎゃー、という悲鳴が遠ざかっていった。

　戦せん慄りつする人じん永えいに何事もなかったかのような笑みを浮うかべて振ふり返かえる。

「品しな部べ殿どの、どうかごゆるりと。妾は用事を思い出しました故ゆえ、しばらくは戻もどらぬかと思います。では、いずれまた」

　咲姫は猛もう然ぜんと石段を駆かけ下おりていく。三神にトドメを刺さしに行ったのだろう。

　寸すん劇げきを鑑かん賞しようしたかのように上じよう機き嫌げんにコロコロ笑うヘッポコの下で、人永は苦い表情を浮かべた。確かく認にんするまでもなく、咲姫と三神の仲は最悪だった。咲姫の態たい度どを見た限かぎり、今日のようなことは初めてではないようだ。てことは、三神が求愛するのも初めてじゃないということで。

　告白したら現げん界かいするという約束はどうした。まさか、恋が成じよう就じゆするまで続ける気じゃねえだろうな？　三神とも？　ははは、まさかそんな。…………。

　人永は小こ町まちに滞たい在ざい期間をさらに延のばしてもらう言い訳を必死で考えるのだった。






　　　　　幕間　　其の壱










　身分違ちがいの恋が、なぜ、悲ひ恋れんへと変わってしまうのか。

　理り屈くつではないのだ。階かい級きゆうに魅ひかれたのではなく、侍さむらいに憧あこがれを抱いだいていたわけでもない。感覚として互たがいを求め合った結果、身分という壁かべがつきまとったというだけのこと。

　ただ、恋こい慕したった相手が決して交わらない人間だったというだけの話。




　霞かすみもそんな悲恋を辿たどった娘の一人である。

　世間に心中話が流は行やっても、そもそも物語を読めるほどの教きよう養ようすらなく、その日暮ぐらしで手て一いつ杯ぱいの村娘に恋をする暇ひまなどあるはずもなかった。

　金も身寄りもない霞は、帯おび岸きし村むらの肝きも煎いりの下で下女として働いていた。決して冷れい遇ぐうされていたわけではないが、内向的な性格で他の下女と比べても要よう領りようが悪かったため、人前で笑うことがなかった。自他ともに認みとめる日ひ陰かげ者もの。人生は諦てい観かんして過ごすものだと彼女は本気で思っていた。

　霞は一日のほとんどを屋おく内ないで過ごし、出ても屋や敷しき裏うらの洗い場で物を洗うときくらいだ。外の世界に興きよう味みがないわけじゃない。しかし、それを目まの当たりにしたところで何が変わるでもないと霞は諦あきらめている。

　そんな霞の心を動かしたのは、稲いねの収しゆう穫かくで活気づく秋のことだった。ある日、屋敷にやって来た武ぶ士し階級の青年に茶を出すよう命じられ、霞は青年とそこで初めて顔を合わせた。青年は年ねん貢ぐ決ぎめのために代官と村々を回る検け見み役やくであった。それまでも何度か足を運んでいたが、お互いを知ったのはこのときが初めてだった。

　一目で魅かれた。理屈なく、青年の存そん在ざいそのものに否いや応おうなく心奪うばわれていた。その日以来、霞は青年を意い識しきし始め、青年が村回りでやって来る日は積極的に茶を出した。青年も状じよう況きようを見計らっては霞に一言二言言葉をかけてくれた。たったそれだけのやり取りでも霞の世界は一変した。人生は諦てい観かんするものではなく、青年と添そい遂とげたいという夢物語へと変わっていく。

　一年が経たった頃ころ、青年とのささやかな交流で霞の性格も若じやつ干かん明るいものになっていた。同どう僚りようと話す機会も増ふえ、教養を身につけ、外の世界に興味を持ち始める。胸むねの内に憧れが膨ふくれ出だし、霞は歳とし相そう応おうの娘らしく色気づいていく。

　青年との出会いが霞の世界を変えた。それが誇ほこらしく思えて、青年への恋れん慕ぼもより激はげしいものになっていく。霞は生まれて初めて神に感かん謝しやした。

　──しかし、終わりはあっけなく訪おとずれた。

　青年が近々妻つまを娶めとるという。縁えん組ぐみの話はすでに成立しており、一月も経たないうちに祝しゆう言げんを行うという話だった。同どう僚りようが話す下げ世せ話わを聞いて、霞かすみは涙なみだを止めることができなかった。

　一人浮うかれて青年を想い続けた。愚おろかにも、この心がいつか実を結ぶと疑っていなかった。

　そもそも成り立つはずのない恋なのだ。青年は将しよう来らいを約束された武ぶ士し、片かたや娘は出しゆつ自じも定さだかでない孤こ児じ。身分の壁かべは天よりも高く、どう足あ掻がこうと決して乗り越えることはできない。

　それでも青年は霞に会いに屋や敷しきを訪おとずれた。村回りのついでではない。霞を迎えにやって来たのだ。青年に結婚の意志はなく、勝手に進められた縁えん組ぐみに憤ふん慨がいさえしていた。霞の手を取り、迎えに来ることを約束する。

　だが、二人の駆かけ落おちは周囲によって止められる。青年を気に入り贔屓ひいきにしていた肝きも煎いりは、彼の将来を優ゆう先せんし、霞に暇ひまを出して屋敷から追い出したのである。行く当てのない霞は途と方ほうに暮くれ、村から出て山に籠こもることにした。

　青年に会うことができればあるいは駆け落ちも叶かなうかもしれないと考えたが、村人たちは霞を警けい戒かいし執しつ拗ように周辺を見み張はった。村に近づくことも隣となり村むらに行くことも、できなくなった。

　霞は呪のろった。自身の境きよう遇ぐうを、青年との仲を引ひき裂さいたすべてのものを呪った。山中で唯ただ一人、世を儚はかなんで自殺する。今わの際きわに身を寄せた場所は桜の木。霞の恨うらみ言ごとはすべて桜木が聞いていた。

　──悲ひ恋れん桜ざくら。後にそう呼よばれる桜に宿りし精せい霊れい・咲さき姫ひめは、訪れる人々に破局の呪いを振ふりまくのだった。
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　心なるものは不ふ可か思し議ぎにござります。

　喜き怒ど哀あい楽らくはさることながら、惚ほれた腫はれたも自制の利きかぬものでございます。要らぬと捨てられれば如い何かほど楽でございましょう。されど、心は原動力。失くしてしまえばそれは物言わぬ人形に成り下がりまする。また、心があるからこそ人生は楽しく彩いろどるのでございます。

　とは言え、道ならぬ恋に身を焦こがすは苦しく、決して『楽』なことばかりではありませぬ。時に悩なやみ時に憂うれうが醍だい醐ご味みなれど、当人たちにそのようなものを楽しむ余よ裕ゆうなどありませぬ。あな、いたわし。わたくし、見ちゃいられませぬ。

　帯おび岸きしという名の地を訪おとずれたわたくし品しな部べ人じん永えいは、三さん柱はしらの神様の恋の行方を見守る運びになり申した。お相手は『花はな降ふり神社』の咲さき姫ひめ様。見み目め麗うるわしゅう桜の女神様にございまして、三柱の神様では荷が重いように感じられまする。俺が代わってやる、と申もうし上あげたいところではございますが、お役目である『神々の現げん界かい』を果たすにも三神にはこの恋を成じよう就じゆして頂いただかなければならぬのです。当面は、三神の恋を応おう援えんするより他はないように思われまする。

　ちょっとお待ち頂きたい。三神に対し、咲姫様はおひとり。仮かりに実る恋がございましても、失われる心は二つございます。その場合、どうなるのでございましょう。嗚あ呼あ、想そう像ぞうするだにしたくねえ。見守ることさえやめとうございます。

　こうなったら、いらぬ混こん乱らんが生じる前に、わたくしが咲姫様を落としにかかるというのは如何いかがでしょうか。






　　　　＊




　人永が目を覚ましたのは、暗くら闇やみの中で蠢うごめく何かに気づいたからだ。

　駅前のビジネスホテルである。咲姫の一いつ件けんについてあれこれ考えているうちに眠ねむってしまっていた。ネクタイ、ワイシャツを脱ぎ散らかし、靴くつ下したは履はいたまま。飲みかけの缶かんビールが、温ぬるくなった上に気が抜ぬけているだろうと思うともったいない。ベッド脇わきのデジタル時計が朝方四時を示していた。二時間ほど眠っていた。

　すかさず周囲の状じよう況きようを確かく認にんしたのは習しゆう慣かんで、半分以上は寝ね惚ぼけていたからだろう。違い和わ感かんの正体を探さぐろうという思考がその後徐じよ々じよに起き上がる。

「───」

　何かいる。

　暗いと言っても目に見えないほどの闇ではない。蠢く何かは影かげとしてはっきり見えた。それはベッドの上にいて、人永の足元から這はい上あがってくるようにゆっくりと動いた。

　最初ヘッポコかとも思ったが、大きさと形が違ちがう。それはちゃんと人ひと型がたをしており、確たしかな重みも感じた。ぎしり、とスプリングが軋きしむ。衣きぬ擦ずれの音に混まじって砂が流れるような音が聞こえた。人影の中に浮うかび上あがる、おそらく双そう眸ぼうの光が、長く細い髪かみにところどころ隠かくれる。とても長い髪かみだ。さらさらと、シーツの上を流れている。

　悲鳴を上げなかったのは金かな縛しばりに遭あっている証しよう拠こだった。

　身体の自由が利きかない不安と迫せまり来くる影かげへの恐きよう怖ふ。脳のうは危き険けんを訴うつたえているのに為なす術すべなく、焦しよう燥そう感かんが沸わき起おこり、噴ふき出でる汗あせが不ふ快かい感かんさえもごちゃ混まぜにする。

　ぐびり、と喉のどが鳴った瞬しゆん間かんに、声の出し方を思い出す。影は首くび筋すじまで伸のびていて、顔の正面にやって来るのも時間の問題だった。いまだ夢うつつにあったのかもしれない。目が合った瞬間に悲鳴を上げてやろうと決意したのも傍はた目めから見れば愚おろかしい。声を出せるのならば、動けるのならばすぐさま行動に移うつすべきところを、人じん永えいはあえて影を待った。

　頭の片かた隅すみに浮うかんだ像ぞうは、その影に最も近しいシルエットをしていた。成人にはない小こ振ぶりな体つき、長い髪、潤うるんだ瞳ひとみ、──数時間前に出会った一ひと柱はしらの女神を思い起こさせた。

　咲さき姫ひめ。

　不安や恐怖が期待に変わる。もう一度喉が鳴ったが意味が違ちがう。

　こんな夜よ更ふけに寝しん台だいに潜もぐり込こもうとはなんと大だい胆たんなことか。胸むねの高鳴りは極きよく限げんにまで上りつめ、すぐにでも抱だきしめたい衝しよう動どうと懸けん命めいに闘たたかう。数分の間で心しん境きようはころころと移り変わり、そんな自分がどうしようもなくおかしかったが、今顔を崩くずすわけにはいかない。

　完全に寝ね惚ぼけていた。でなければ、すぐに気づいたはずだ。

　息のかかる距きよ離りに影の顔が近づいた。鼻び腔こうをくすぐる甘い香かおりは女性特有のもので、それだけで酔よいの種類が変化した。タヌキ寝ね入いりで影を引き寄せる。まだ遠い。目覚めるタイミングと攻せめ手ての手しゆ段だんを考こう慮りよしつつ、人永はそのときを待つ。

　そして、不意に唇くちびるに柔やわらかいものが押おし当あてられた。長い髪が人永の耳にかかってくすぐったく、頬ほおを包む掌てのひらが微かすかに震ふるえていて愛いとおしい。タヌキ寝入りはもうやめだ。

　うっすらと目を開けた。目の前にいる影はやはり女性で、目が合った瞬間に唇を離はなして僅わずかに微ほほ笑えむ。

　咲姫、と呟つぶやくすんでのところで意い識しきが覚かく醒せいした。

「んふふ」

「さ、っ、……お？」

　咲姫じゃ、……ない。似にた背せ格かつ好こうをしていたので見み間ま違ちがった。これは、こいつは……。

「タヌキ寝入りしておったろう？　儂わしを誘さそい込こむとはようやくその気になったようじゃな」

「あ、あまてらす、」

「ヘッポコじゃ。そう呼よべと何度も言わすなよ」

　人永の唇を指で撫なで、影は艶つやっぽい声で囁ささやくように笑った。

　ヘッポコの真の姿すがた──アマテラスの降こう臨りんだった。登場するのは久しぶりで、それも以前は八頭身の美女だったはず。今目の前にいる女性、いや、女の子は十四、五歳、下へ手たをすればもっと下にすら見える容よう姿しをしている。どうしてそんな姿なのか、いやいやどうして今になって変身した？　つーか、おまえ闇やみに乗じて何をした!?

　あらゆる疑問と、咲さき姫ひめと間ま違ちがえた後ろめたさに人じん永えいは固かたまった。

「夜よ伽とぎじゃ。観念せぃ」

　わお。これ以上ない単純明快な答えである。そして、アマテラスは人永の考えなどすべて見み透すかしていた。

「儂わしを誰だれと間違えたのじゃ？　答え如何いかんによっては攻せめ方かたも改めねばならぬな」

　間近に迫せまった口元から犬歯が覗のぞく。……何をする気ですか？

「そなたが儂の物である証あかしをその身に刻きざんでくれようか。んふふ、呆ほうけた面つらも愛ういのう」

「ぅむ……っ!?　──どわっ」

　もう一度唇くちびるを奪うばわれてから完全に起き上がる。アマテラスを引ひき離はなし、ベッド脇わきに設せつ置ちされた電気スタンドを点けた。オレンジの光が室内を暗く照らし出す。

「っ、なんつー格かつ好こうしてるんだ、おまえは」

　人永に跨またがるアマテラスを見て、思わず額ひたいを押おさえた。

「そなたならば気に入ると思うてな。んふふ、儂も少しドキドキしておるぞ」

　扇せん情じよう的てきという点で言えば、これ程ほど威い力りよくのある格好もそうはない。

　人永が脱いで床ゆかに放ったはずのワイシャツを着ていた。少女の背せ格かつ好こうでは袖そでが余あまっており、あろうことか下着すら着けていないために隙すき間まから胸むな元もとが丸見えだ。ボタンを一つ越しにかけているのは絶ぜつ対たいにわざとであり、それ以外に何も纏まとっていないなんて挑ちよう発はつするにも度が過ぎる。これでは襲おそわれている人永の方が犯はん罪ざい者しやだ。

「……色々と訊ききたいことがある。まず、その姿すがたはなんだ？」

「そこに落ちておったのでな、思いついたので着てみただけじゃ。しかし、良いものじゃな。まるで人永に抱だかれておる気がして安心する。んふふふふ。好きじゃ」

　ワイシャツの袖で頬ほおを撫なでてうっとりとする。その姿に思わず見み惚とれてしまった。

「じゃなくてっ！　おまえの体のことだ！　なんでちっさい!?　ああいや、どうして元の姿に戻もどったんだ!?」

　そっちか、とアマテラスは少しだけ不満げな顔をする。

「言うたであろ？　霊れい力りよくは温おん存ぞんしておったのじゃ。いつでもこの姿に戻れるわ。しかし、昼間は陽ひが出ておる。儂は『天アマ照テラス』じゃぞ。それだけで力の消しよう耗もうが激はげしい。じゃが、夜ならば月読ツクヨミが支配する刻こく限げんじゃ。無む駄だな消しよう費ひは抑おさえられる」

　よくわからないが、昼間よりも夜間の方が変身しやすいということか。アマテラスの霊力の残量が少ないからこその節約なのだろう。あと何回元の姿に戻れるかはアマテラス本人にしかわからないからすげえやりにくい。

「まあいい。それで？　どうして今になってその姿に？」

「そなたが咲姫の偉い力りよくに当てられて欲情しておるのがわかったからのう。じゃからこうしてその毒を吸い出してやろうと体を得たのじゃ。んふふ、命令すればいつでもどこでも応こたえてやるものを。そなたはなかなか無ぶ粋すいじゃ」

　ちらりと太ふと腿ももをさらけ出す。据すえ膳ぜん食くわぬは、と言いたいらしい。

「待てこら。それじゃ俺が万年盛さかってるみたいじゃねえか」

「女のケツばかり追っておる奴やつがよく言うわ」

　それは事実なので反はん駁ばくのしようがない。けれど、見み境さかいなしと決めつけられるのは心外である。人永はその手のことにかけてはいつだって真しん剣けんなのである。

「本当に心に決めた女性なら軽い気持ちで手は出さねえよ」

「……ほ、ほほう」

「っ、違ちがう。おまえのことじゃない。頬ほおを赤らめるな」

　調子が狂くるう。この状じよう況きように飲まれている。話が変な方向に逸それているので修しゆう正せい。

「咲さき姫ひめ様の毒ってなんだよ？」

　若じやつ干かんわざとらしい話の転てん換かんに、アマテラスは意地の悪い笑みを浮うかべて応こたえた。

「あやつはほんの数百年前に生まれた神じゃ。土地神には違いないが位は決して高くない。あやつをそこまで押おし上あげたのは信しん仰こうという名の呪のろいじゃな。顕けん現げんするだけで呪いを為なしておる。境けい内だいに人ひと気けがなかったのもそのためじゃ。そなたを取り込もうとさえするのじゃぞ？　毒と呼よばずしてなんと呼ぶ」

「……悪い、もう少しわかりやすく言ってくれ」

　話が見えない。咲姫が呪われている？　そんなふうには感じられなかったが。

「花はな降ふり神社という名前からもわかるじゃろう。花が降ふる、花が散る、何を連想する？」

　いきなりなぞなぞを出されても困こまるが、頭は咄とつ嗟さに回答を求めて稼か動どうする。花が何を意味するのか、それだけの連想問題。

「捻ひねりなく考えれば、命か、恋か」

　そして、アマテラスの言動に隠かくされたヒントを元に答えを導みちびき出だす。

「命、と言いたいところだけど、おまえの落ち着き払はらった態たい度どからして違うな。人の心を惑まどわすことが毒なら、つまり失しつ恋れんを意味する隠いん語ごだな」

「その通りじゃ。咲姫に近づけば誰だれ彼かれをも飲み込む呪い。男ならば発情を迎え、女ならば嫉しつ妬とに駆かられる。たとえ偽いつわりの感情であったとしても、恋人との仲を裂さくには十分じゃ。人の縁えにしとはそれほどに脆もろい」

「……俺が咲姫様に心を奪うばわれたと言いたいのか？」

　アマテラスはにんまりと笑う。人永の物分りの良さに満足しているのか、それとも簡かん単たんに心奪われたことを怒おこっているのか。……後者だろうなあ。目、笑ってないもん。

「誤ご解かいだよ。おまえが言ったことじゃねえか。万年盛ってんだろ、俺は」

「床とこに潜もぐり込こんだ儂わしを咲姫と勘かん違ちがいしたであろうが。それこそが心惑わされておる証しよう拠こじゃ。寝ねても覚めても咲さき姫ひめばかりを想い、近しい者への配はい慮りよを失くす。めでたく人間関係崩ほう壊かいじゃな」

　真しん剣けんな表情が嘘うそ偽いつわりないことを告げている。最高神がそう言うのだから、人じん永えいは確たしかに咲姫に魅ひかれつつある……のか？

「あやつの呪のろいは、ククリとは真ま逆ぎやくの理。其その存そん在ざいは『縁えにしを断たつ』信しん仰こうから生まれておる。神には感かん謝しやされ祀まつられた善ぜん神しんと、畏おそれられ封ふじ込こめられた悪あく神じんの二種類があることは知っておろう。咲姫は後者じゃ。由来は知らぬが、人間を不幸にする災さい厄やくを抱かかえておる。あの神社に人が訪おとずれぬのもそのためよ」

　境けい内だいが寂さびれていたのはそのせいか。目には見えずとも信仰が先にあれば、呪いは確かく実じつに力を宿す。人々にとってあの神社は咲姫を封じるための牢ろう獄ごくなのだ。

「あやつが人永を惑まどわすならば全力で止めねばならぬ。咲姫を殺してでもな。じゃが、それではそなたが困こまるであろ？　ならば、取るべき手しゆ段だんは一つじゃ」

　四よつん這ばいになって人永を押おし倒たおし、請こうような瞳ひとみで見つめた。

「儂わしを抱だけ」

　さすれば、天アマ照テラスの加か護ごにより呪いは相そう殺さいされると。甘い蜜みつのような空気が鼻先を掠かすめた。

　しかし、

「……引っかかるか。仮かりに俺が呪いを受けていたとしても、解かい呪じゆ方法がこれしかないってのが嘘くさい。都合のいいことしか言ってないだろう、おまえ」

　そもそも咲姫に魅み了りようされているというのが間ま違ちがいなのだ。確かに可か愛わいい娘こだとは思うが、理性を失うほど陶とう酔すいしてもいない。好きな女性を挙あげろと言われれば真っ先に小こ町まちが出てくるし。

　アマテラスは咲姫を口実に夜よ這ばいしようとしているだけなのだ。

　ガードの固かたい人永に、アマテラスは表情を綻ほころばせた。

「んふふ。相変わらずよく頭が回る。よくぞ見み抜ぬいた。じゃが、この状じよう況きようでその冷静さはちと癇かんに障さわるのう。口車に乗せられて押し倒せば良いものを、まったくいけずじゃな。人永がより欲情するようにわざわざ童わらわ女めの姿すがたになってやったというに」

「ちょっと待てっ！　聞き捨てならねえぞ！　そのちっさい体はわざとなのか!?」

　て言うか、俺にそんな趣しゆ味みはねえ！　無理やり体を起こすと、小さなアマテラスは押おし退のけられた勢いきおいでゴロンと後ろに転がった。しかし、乱れた髪かみの隙すき間まから覗のぞいた瞳は細く嫌いやらしく笑っている。

「何を言うておる？　そなた、咲姫やハトリのような幼おさな子ごに見み惚とれておったではないか。知らぬとは言え男お神がみであるハトリを口く説どいておったのはそういうことではないのかよ？」

　顔が紅こう潮ちようする。あれは人生最大の汚お点てんだ。野郎の手を握にぎって愛を囁ささやいていたなんて。記き憶おくだけでなく歴史すら消してほしい。

「いつの間にそのような好色に成り下がったのじゃ？　まあ、儂は構かまわぬがのう。この姿は好きではないが、そなたが喜ぶならばいつでも変身してやるぞえ、お兄ちゃん♪」

「やめろーっ！　俺にそんな趣しゆ味みはねえっ！」

　肩かたで息をしながら全力で否ひ定ていする。これ以上からかわれると精せい神しん的てきにやばいので、誤ご解かいであることを一から説明する。光源氏がどうの、と話し始めた辺りでアマテラスは目に見えて引いてくれた。これは酷ひどい拷ごう問もんである。

「……そなたが阿あ呆ほうであることは重々承しよう知ちしておるわ。しかし、女のこととなると見み境さかいなくすのはもはや病気じゃな」

　もう見境なしでも節せつ操そうなしでもいいです。早くこの話題が終わってくれることを文字通り神に祈った。が、アマテラスは楽しそうにトドメを刺さしにきた。

「滑こつ稽けいじゃな。神が成長するじゃと？　そのようなことはありえぬ。よいか。儂わしらは信しん仰こうに沿そった形でこの世に現げん界かいしておるのじゃ。つまり、全ぜん盛せい期きの姿すがたというわけじゃな。信仰の中身が変われば容よう姿しも変わるじゃろうが、それもそう簡かん単たんにはいくまいて」

　神々は神話に語られる姿でしか現界できない。つまり、幾いくら年月を重ねても成長しないし歳としも取らないのだ。咲さき姫ひめがどんなに美しく成長しようとも現世でそれを拝おがむことは叶かなわない。考えてみればその通りで、そこまで頭が回らなかったことが非ひ常じように悔くやしい。

「…………、でもヘッポコは大きくなったり小さくなったりできるよな？　他の神様もそうじゃないのか？」

「儂は例外じゃ。語られるべき神話がないでの。元は天アマ照テラスじゃが、今はヘッポコじゃ。別の存そん在ざいならば縛しばられることもない」

　それはそれは便利なことだと思うが、アマテラスは元の姿以外はお気に召めさないようで、話している間もずっと仏ぶつ頂ちよう面づらである。

　アマテラスは居い住ずまいを正すと、人じん永えいに挑ちよう発はつ的てきな視し線せんを投げかけた。

「この姿ではその気にならぬか。ならばそなたの望む容貌かたちに変わってやるとするかの」

　アマテラスの体がにわかに光り出し、むくむくと大人の姿に変化する。袖が余っていたワイシャツが胸むな元もとから押おし上あげられ、丸みを帯びた腰こし回まわりが露あらわになる。人永は思わず鼻を押さえた。大人へと化けたアマテラスが妖よう艶えんな仕草で迫せまり来る。

「んふふ。その目、堪たまらぬ。魅み了りようするとはこのことを言うのじゃ。ほれ、儂を抱だくがよい」

　遠回しはやめて直球で挑いどんできた。籠ろう絡らくされまいと人永は固かたく目を瞑つむり、こいつはヘッポコ、と頭の中に反はん芻すうする。

「……抱いてはくれぬのか？」

　アマテラスは、ほれ、と胸むねを強調して押おし迫せまるが、人永は一いつ顧こだにしない。
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「頼たのむから、そういう冗じよう談だんはやめてくれ。抱く理由もなくなった」

「神とは言え女から誘さそっておるのじゃぞ？　恥はじをかかせるでないわ。ほれ、寵ちよう愛あいしてたもれ？」

　ギュッと抱だきついてきた。しかし、人じん永えいの信念は崩くずせない。

「明日も早い。さっさと寝ねるぞ。……その格かつ好こうだと風か邪ぜを引く。着物を着ろよ」

　アマテラスはぷーっと頬ほおを膨ふくらませたが、優やさしく諭さとされたのが効きいたのか素す直なおに引き下がってくれた。

「よかろう。気分も萎なえたわ。今後、そなたには別の手で迫せまってみるとしよう」

　勘かん弁べんしてくれ。こんなことが毎晩続いたら堪たまらない。

「明日、儂わしは天アマ照テラスの姿すがたでいることにする」

「……絶ぜつ対たいに何もしねえからな」

「勘かん違ちがいするでないわ。そなたのことではない。咲さき姫ひめにかかずらうのは面おも白しろくないでな。儂に良い考えがある。あの三神どもを儂の虜とりこにしてくれる」

　妙みよう案あんじゃろ？　と不ふ敵てきな笑みを浮うかべる。すみません。意味がわかりません。

「あやつらは咲姫に惚ほれておって現げん界かいどころではない、というのが今回の肝きもじゃろう。ならば、咲姫よりもずっといい女である儂が登場すればあやつらの目も覚めるはずじゃ」

　人永はごろんと横になり、かけ布ぶ団とんを肩かたまでかけた。「無む視しするでないわ！」という声を丸っきり無視する。

「んふふ、なんじゃ？　妬やいておるのか？」

　で、なぜか勘違いされる。

「バカ。変なこと言ってないでさっさと寝ねろ。三神は俺がなんとか説得してみせるから」

　むう、と不満げな声を出すものの、アマテラスはそれ以上口にはしなかった。思いつきだけで行動しようとしやがって、まったく。もしもアマテラスが三神を虜とりこにしてみせたとしても、咲さき姫ひめからアマテラスに靡なびいただけで実情は何も変わらない。それくらい気づけ。

　アマテラスはヘッポコの姿すがたには戻もどらずに人じん永えいの隣となりでちょこんと横になる。ライトを消し、人永もすぐに目を閉じた。ベッドから追い出してもよかったが、添そい寝ねができて嬉うれしそうなアマテラスを見ていたらそんな気も失せてしまった。

　こいつはどうして俺なんかを気に入っているのだろうか。

　ヘッポコが天アマ照テラスの分身だと知ってからは何度も自問した。最高神に好かれる理由も取とり憑つかれている理由も一切わからない。ただ、もはや離はなれては過ごせない程ほどの絆きずながあることは認みとめている。ヘッポコのいない生活なんて想そう像ぞうすることさえ難むずかしかった。たとえアマテラスの姿に変わっていても、それはヘッポコに違ちがいなく恋れん愛あいの対たい象しようには決してならない。こいつは俺の分身でもあるんだ。そう思う。

　背せ中なかを向ける人永のシャツをギュッと握にぎった。闇やみの中、小さな声がやけに響ひびいた。

「じ、ん、え、い」

「なんだよ」

「好きじゃ」

　背中に額ひたいを押おし当あてて、鳴くように囁ささやいた。

「大好きじゃ♪」

　こいつといつまで一いつ緒しよに生きていけるのだろうか。

　なぜか胸むねに不安が込み上げてきたので、人永は考えることをやめて眠ねむりについた。




　　　　＊




　朝、目が覚めて隣を見ると、アマテラスはヘッポコの姿に戻っていた。憎にくたらしい寝顔を見ていると昨夜ゆうべのことが夢みたいに思えた。

　だが、すぐに現実だったと思い知らされる。ファーストフードで胃いを満たすと、ヘッポコはアマテラスに変身して意い気き揚よう々ようと歩き出す。

「さて、どいつから行くかの？　ここからならばククリが一番近いか」

　やる気満々である。本気で三神を靡かせるつもりのようだ。そんなことで現げん状じようが好転するとは思わないが、今のところ三神を現界させる材料が何もないので、アマテラスの好きにやらせてみるのもいいかもしれない。

「勝手にしろ」

　若じやつ干かんの期待はある。以前のように、天照の後ご光こうで神々を従したがわせることだってありえるのだ。そうなりゃ儲もうけもの。一息にすべてが解かい決けつし、人じん永えいのクビが繋つながる結果になる。何より楽だし。

　昨夜ゆうべ、想い人に足あし蹴げにされたククリは一体どうしているだろうか。恋心も冷めているかもしれないと考えるのは虫が良すぎるか。

　森緑公園は相変わらず人ひと気けがなく、閑かん散さんとしている。木々が荒あら々あらしくざわめき、小鳥は怯おびえたようにさえずり始めた。風の唸うなる声が怨えん嗟さのごとく耳に響ひびく。それらがあたかも人永の侵しん入にゆうに抗こう議ぎしているかのようである。なんとなくククリの心しん境きようを表しているのではないかと疑ってしまう。

　大池に沿そって園内を歩いていくと、もはや見み慣なれた杉の木の下に都合良く三神が揃そろっていた。近づくにつれ、額ひたいを突つき合あわせての密みつ談だんが聞こえてきた。

「咲さき姫ひめ様、ますます塞ふさぎ込こんでしまわれたわい」

「テメェのせいだろ、ククリ。咲姫に勝手に告コクりやがって。抜ぬけ駆がけは禁止だと何度も言っただろうが！」

「そう言うミキこそ、オレの女になれー、って言ってたじゃない。二人して約束破るなんて」

「ハトリ、おまえよりかマシじゃわい！　何着も着物を仕立ておってからに。物で釣つろうなどと浅ましいにも程ほどがあるわ！」

「そうだぜ！　男なら心意気だけで勝負しろってんだ！」

「ミキだって咲姫様のためにお酒造つくってるじゃないか！　僕だけ悪く言わないでよ！」

「……ミキもハトリも卑ひ怯きようじゃ。『縁えん結むすびの神』であるわしには贈おくれる物など何もないんじゃぞ」

「………」

「………」

　ひし、と肩かたを抱だき合あうタヌキとチンピラと美少年。慰なぐさめ合あう男たちって遠目からだとすごく悲しく見えてしまう。やべ、涙なみだが出そうだ。同情している場合じゃないってのに。

「ウジウジと情なさけない奴やつらじゃのう。落ち込む暇ひまがあるならもっと己おのれを磨みがかずしてどうする。咲姫でなくてもフラれて当然じゃ」

　ひでえ。三神でなくてもグサリと来るお言葉。

「ちと灸きゆうを据すえねばなるまいな。性しよう根ねを叩たたき直なおしてくれるわ！」

「待てこら。おまえ、当初の目もく的てきを忘わすれてる」

　腕うでを捲まくるアマテラスの首根っこを押おさえる。思いつきのまま行動するのはやめてほしい。

「俺がまず説得してみる。おまえは頃ころ合あいを見てから出てきてくれ」

　やっぱりアマテラスに任まかせておいたらどうなるかわかったもんじゃない。いきなり説教し始めて三神を雲くも隠がくれに追い込みかねないのだ。それだけはなんとしても避さけたい。

　出で端ばなを挫くじかれたアマテラスは仏ぶつ頂ちよう面づらになりはしたものの素す直なおに言うことを聞いてくれた。木こ陰かげに隠かくれるのを確かく認にんしてから、人永は三神に歩み寄った。

「皆みなさんお揃そろいで何をしているんですか？」

　おいおい、と泣いていた三神が顔を上げ、声の主が人じん永えいだと気づくと「なんだ、おまえかよ」とつまらなそうに溜ため息いきを吐ついた。いちいち癇かんに障さわる神々だ。

「おまえさんには関係なーい。咲さき姫ひめ様にフラれたのもおまえのせいじゃー」

「役立たずはすっこんでな！　テメェさえいなけりゃうまくいったのによ！」

「品しな部べさんに期待することはもう何もありませんよ」

　こ、こいつら。昨夜ゆうべ、咲姫と会話している最中に乱らん入にゆうしてきたのはおまえらの方だろ。むしろ、俺の邪じや魔まをしやがって！

　そもそも、人永は咲姫に雲くも隠がくれしないよう説得しに行ったのだ。なのに、咲姫は雲隠れする意思はないと言う。三神が言っていたこととまるで噛かみ合あっていない。

「あのですね、おたくらは咲姫様が雲隠れしなければ現げん界かいすると約束しましたよね？」

　三神は示し合わせたかのように視し線せんを泳がせる。

「咲姫様に愛の告白ができれば現界すると、確たしかにそう仰おつしやいましたよね？　ククリ様」

「知らんのー。んな昔の話、憶おぼえておらんのー」

「昨日のことです。憶えてないわけねえだろっ」

「オレたち神はよ、日夜働きづめで疲つかれてんだ。些さ細さいなことまで憶えていらんねえんだよ」

　ミキは傷いたんだ髪かみの毛先を弄いじくりながら説明した。人間に神しん徳とくを与あたえていないくせに何が働きづめだ。

「それに、咲姫様は雲隠れするって言ってましたよ？　品部さん、約束が違ちがうじゃないですか。咲姫様を止めてくれなきゃ僕たちだって現界しませんから」

「なっ!?」

　そんな馬鹿な、と開いた口が塞ふさがらない。咲姫の口から、雲隠れしません、と確かに聞いたのだ。三神は明らかに嘘うそを吐いている。

　結局、三神は咲姫と結ばれるまで現界する気がないのだ。説得してどうなる相手ではないと確かく信しんした。こうなりゃヤケだ。アマテラスにすべてを委ゆだねよう。

　人差し指をちょいちょいと動かし合図を送る。しかし、いつまで経たってもアマテラスは現れない。

「失礼」

　三神の元から離はなれ、待たい機きしている木こ陰かげまで戻もどってみると、アマテラスは涎よだれを垂たらして眠ねむりこけていた。

「寝ねるな！」

「ふがっ、……なんじゃ？　もう飯の時間かよ」

「さっき食ったばかりだろっ。何しに来たんだ、おまえは」

「あー、そうじゃったそうじゃった。……なんじゃ、面めん倒どうじゃのう」

　ほんの数分のうちにこの気の変わりよう。気まぐれにも程ほどがある。

　欠伸あくびを噛かみ殺ころすアマテラスを引ひっ張ぱって三神の前にやって来る。三神はぽかんと口を開けてアマテラスを凝ぎよう視しした。

「おお、なんと美しい……」

「こ、この女は一体っ!?」

「……ぽーっ」

「ご紹しよう介かい致いたします。こちら、天アマ照テラス様の御分身であらせられますヘッポコ様でございます。本日は皆みな様にご挨あい拶さつをと申もうされておりまして」

「気持ち悪い言葉遣づかいしおって。こやつらに畏かしこまる必要などないであろう。──何をじろじろと見ておるんじゃ？」

　三神はアマテラスの美び貌ぼうに見事に見み惚とれてしまっている。まあ、無理もない。天女と見み紛まがうほどに神こう々ごうしく、それでいて妖よう艶えんな色いろ香かを振ふりまく絶ぜつ世せいの美女が突とつ然ぜん目の前に現れれば目を奪うばわれるのも当然だ。

　アマテラスは着物の裾すそからすらりと伸のびる素す足あしをわざとらしく見せつけて、三神に一歩近づいた。マヌケ面づらを晒さらす三神の様よう子すはアマテラスにその嗜し虐ぎやく性せいを起こさせた。

「儂わしを前にして無礼な奴やつらじゃのう。ほれ、二度とない機会じゃぞ？　儂を愉たのしませよ」

　足を舐なめろ、と言っているようにも聞こえる。いくら三神であってもこの態たい度どにはさすがに怒おこり出だすだろうと窺うかがってみると、

「あ、あの、これっ！　差し上げます！　貴女あなたのために仕立てました。どうぞ着てみてください！」

「お、おまえ、この酒やるからオレの女になれ！」

「わしゃー、そのー、一目会ったその日から、貴女様を心に思わなかった瞬しゆん間かんはなくー」

　求愛していた。

　てめえら、なんなんだその節せつ操そうのなさはっ！　酒も衣服も咲さき姫ひめへの贈おくり物ものじゃなかったのか!?　ククリに関してはどうでもいいが。

　しかし、アマテラスはそれらを笑って受け取った。

「ふむ、良い品じゃ。ほほう、儂の寸すん法ぽうにぴったりではないか。服部ハトリという名も伊だ達てではないらしい」

　純白のスリットドレスを体に当てて喜ぶと、ハトリは「ありがたき幸せ」と頭こうべを下げた。瞬間、アマテラスは実に嫌いやらしい笑みを溢こぼして、

「じゃが、この程てい度どでは儂には釣つり合あわん。ハトリい、儂を飾かざりたくばこれぐらいは仕立てて来るがよい」

　そう言って虚こ空くうに手を伸のばし、何もない空間から神々しく光ひかり輝かがく羽は衣ごろもを取り出した。これでもかと見せつけて、「儂が仕立てた物じゃ」と格かくの違ちがいを叩たたきつける。

「な、なんて見事な織おり物ものなんだ……っ!?　負けた」

　ハトリ、撃げき沈ちん。

「オレの酒ならどうだ！　文もん句くあるめえ!?」

「ほう！　これはまた美う味まい！　真の美酒とはこのことであったか！」

　一いつ升しよう瓶びんをラッパ飲みするアマテラスにミキは嬉うれしそうに「へへへ」と笑うが、一升瓶をぐいぐいと飲のみ干ほさんとする勢いきおいに顔を引きつらせ始めた。

「ぷはぁ！　んふふふ。何なん杯ばいでもいけるぞ。うむ、苦しゅうない。ほれ、もっと出さぬか！」

「こ、これ一升作るのにどれだけ時間がかかったと……っ!?」

「なんじゃ、もうないのか。つまらぬ。出直して来い」

「ああ!?　酒の神であるこのオレが酒を切らすなんて……ッ!?　ま、負けたぜ」

　ミキ、撃沈。

　なんだか憐あわれだ。アマテラスを相手にしたが最後、ただフラれるだけでなく自じ尊そん心しんまで傷きずつけられるなんて。

「貴女あなた様の美しさは唯ゆい一いつ無む二に、わしゃーその美び貌ぼうに出で逢あうべく生まれてきたのじゃー」

　愛を囁ささやくククリであったが、アマテラスは嘲あざけるような笑みを浮うかべて、

「んふふ。歯の浮くセリフばかり並ならべよって。それで腹が膨ふくれると思うたか」

　ぐしゃり、とククリを踏ふみつけた。

「ぷぎゃあ!?」

「良い踏み心地じゃ。んふふふはっ、踏まれて悦よろこぶでないわ！　この痴しれ者ものめ！」

「も、申もうし訳わけありませぬ！　女王様ーっ！」

「もっとじゃ！　もっと鳴き上ぐがよいわ！　ほれほれぇ！　これまでで一番愉たのしいぞ！　褒ほめてつかわすぞお、ククリぃ！」

「もったいないお言葉でございます！　女王様ーっ！」

　なんだこれ。もはや告こく白はく劇げきでもなんでもない。人じん永えいは悲ひ惨さんな三神に心から同情し、今にも泣きそうな顔でアマテラスの肩かたを掴つかんだ。

「もうやめてあげてくれ。頼たのむ！」

　注意されて不満げな表情を浮かべたアマテラスは、興きよう醒ざめじゃ、と言わんばかりに最後に思い切りククリを踏みつけた。「ぴぎゃあ!?」

「……儂わしの気を引きたくばもっと精しよう進じんするがよいわ」

　捨すて台詞ぜりふも完かん璧ぺきだ。髪かみを掻かき上あげて一仕事終えたとばかりに息を吐つく。

「どうじゃ、人永よ。儂の魅み力りよくが如い何かに人じん智ちを超えておるか理り解かいしたかよ？」

「……おまえ、一体何がしたかったんだ？」

「おおっ！　大切なことを忘わすれておったわ！」

　こりゃいかん、とばかりに三神を振ふり返かえり、ビシッと指を差して言い放つ。

「儂わしは身も心も人じん永えいの物じゃ！　どう足あ掻がこうが貴き様さまらに靡なびくことはない！　身の程ほどを知るがよいわ、下げ郎ろうども！　んふふふはっ！」

　ついでに後ご光こうも放つ。……いや、ほんと何がしたいんだこいつ。

「おまえ、もう引っ込め。これやるから」

　酢すコンブを箱ごと渡わたす。これ以上引ひっ掻かき回まわされたら三神が気の毒だ。アマテラスは酢コンブを受け取ると満足したように大人しく引き下がってくれた。

　男心を弄もてあそばれた三神はと言えば、「やはり咲さき姫ひめ様が一番だ」と囁ささやき合あっている。ダメだこいつら。

「とにかく咲姫様の雲くも隠がくれをどうにかせねばならんのう」

「ったく、強情な女だぜ！　ま、そこが可か愛わいいんだけどよ！」

「でもこのままだと本当に雲隠れしてしまうよ。どうしよう？」

　三神は本気で咲姫が雲隠れするものと思い込んでいる。その理由は知らないが、ここはきちんと説明しておいた方がいいだろう。

「咲姫様なら雲隠れしないって言ってたぞ。ちょっと心配しすぎなんじゃないか？　それにこう言っちゃなんだが、女は咲姫だけじゃないぞ？」

　すでにフラれているのだから、たとえ咲姫が雲隠れしても三神には関係ないと思うのだが。未み練れんがましい男はそれだけで別の出会いを逃のがしてしまうものなのだ。親切心でそう諭さとしてやると、三神は怒いかりも露あらわに振ふり返かえった。

「嘘うそを言うでないわ！　咲姫様は確たしかに雲隠れすると言っておったわ！」

「何も知らない奴やつが口を挟はさむんじゃねえ！」

「僕たちにとって咲姫様は特別なんです！　あのお方以上の女神は存そん在ざいしません！」

「……その割にはアマテラスに見み惚とれてたじゃねえか」

　三神はあさっての方角を向く。

「それとこれとは別じゃ」

　その言葉には人永も妙みように納なつ得とくしてしまった。綺き麗れいな女に目がないのは男の性さがなのだ。

「何やら咲姫に思い入れがあるようじゃのう。なんぞあるのかよ？」

　酢コンブを咥くわえてはもはも言いながらアマテラスが口を挟んできた。確かに、ただ可か愛わいいだけの女神なら探さがせばいるはずで、咲姫に拘こだわる理由が他にもあるように思えた。

「咲姫様だけなんじゃよ。わしらには、咲姫様しかおらんのじゃ」

　ククリが観念したかのように溜ため息いきを吐つき、ミキもハトリも黙だまって頷うなずいた。

　ククリの瞳ひとみがここではない遠い場所を映し出す。

「むかーしむかし、あるところに一匹のタヌキがおった。山で暮くらし、たまに人里に下りては畑で野菜を食い散らかしておったわ。そいつには仲間がぎょうさんいてのう。それはそれは幸せに暮らしておったんじゃ」




　ある日のこと、村人たちは畑を荒あらす狸たぬきを一いつ掃そうすべく山やま狩がりを行った。村人たちが獲え物ものとしたのは狸だけに留とどまらず、食料となる猪いのししや鹿しかなども狩しゆ猟りようしていった。

　動物たちは逃にげ惑まどった。狩りをする人間は珍めずらしくないが、そのときは雰ふん囲い気きが違ちがった。ただ殺すことが目的の狩猟は山を震しん撼かんさせた。自然の摂せつ理りを無む視しした殺さつ戮りくが行われ、人間の業ごうの深さに動物たちは恐きよう怖ふするのだった。

　彼かの狸もまた必死に逃げ惑った。仲間たちが次々と殺され、独ひとりぼっちになりながらも山中を駆かけ回まわる。しん、とした森の中。動物たちはどこにもいない。そして狸は山を追われ人里に下り、そこで罠わなにかかってしまう。

　足を金具で挟はさまれる。血が流れ、身動きも取れず、狸は衰すい弱じやくしていく。

　死の淵ふちにいた狸を救い出したのは、村人ではないどこかのお侍さむらいだった。侍は罠を解とくと狸を抱かかえて走り出した。大おお屋や敷しきの裏うら手てに回り、そこにいた下女に狸の治ち療りようを頼たのんだ。事じ情じようを知らない侍に下女は戸と惑まどっていたが、侍の熱意に圧おされ言われるがままに狸の手当てをした。それ以来、侍と下女は村人には内ない緒しよで狸の世話をし続けた。

　一年が過ぎ、狸の怪け我がはすっかり治なおって、山に帰されることになった。狸は命を救ってくれた二人の人間に感かん謝しやしながら山に帰っていく。

　下女は最後に狸に向かって「ありがとう」と口にした。

　やがて侍と下女が恋仲になり、二人を結んだ狸は縁えん結むすびの神として祀まつられるようになる。

　狸は二人への恩おんを一生忘わすれない。




「わしが今こうしていられるのも咲さき姫ひめ様のおかげなんじゃ」

　人じん永えいとアマテラスは顔を見合わせて首を傾かしげた。

　今の話はククリが神に祀られる経けい緯いであって、咲姫が特別な存そん在ざいだという説明にはなっていない。疑ぎ問もん符ふを浮うかべつつ、ミキやハトリに目を向けると、二人も神しん妙みような顔で俯うつむいていた。

「あい。わかった」

　アマテラスが得心した面おも持もちでふんぞり返る。

「咲姫のことは儂わしらに任まかせるがよい。貴き様さまらの言うように咲姫が雲くも隠がくれするというならば阻そ止ししてくれよう。その代わり、貴様らもそれ相そう応おうの対たい価かを用意せい」

「と、言いますと？」

「ハトリは着物を、ミキは酒をありったけ献けん上じようせよ。ククリ、貴様は縁結びの神しん徳とくを捧ささげるのじゃ。気休めじゃがの、儂と人永を結ぶ呪じゆ力りよくは多い方が良い。わかったかよ？」

　三神は顔を見合わせ、縋すがるように懇こん願がんする。

「咲姫様にはどうか現げん界かいし続けてほしいんじゃ。アマテラス様、何なに卒とぞよろしくお願い致いたします」

「お、オレからも頼む！　咲姫がいなくなっちまったら、オレァ耐たえられない！」

「僕からもお願いします！　貴女あなた様に似に合あう一枚をきっと縫ぬい上あげてみせますから！」

「んふふ。よい返事じゃ。大船に乗った気でおれ。人じん永えいがなんとかするでな」

　俺かよ!?　と思わず突つっ込こみたくなる。そして、三神からは疑いの視し線せんを向けられた。

「こいつで大だい丈じよう夫ぶかのう」

　ククリもミキもハトリも、信用ならん、という態たい度どだ。だんだん苛いら々いらしてきた。

　何よりも人永に対して見返りが何もないというのが納なつ得とくいかない。こっちは仕事で来ているのだから、三神が現げん界かいを約束してくれるのであれば尽じん力りよくもしよう。しかし、やる気の量はご褒ほう美びの質で決まるのである。単なるワガママに振ふり回まわされるのだから人永にこそ十分な対たい価かを用意してもらいたい。というわけで、

「ククリ様」

「なんじゃい？」

　ククリだけを引ひっ張ぱって耳打ちする。アマテラスが不満げにこちらを見ているが、どうせ人永の考えていることなどお見通しだろうから、気にしない。

「咲さき姫ひめ様を説得できた暁あかつきには俺の恋愛運を上げてくれ。それが条件だ」

「……アマテラス様と同じことを言っているのと違ちがうのか？」

「全然違う。とにかく、わかったな？　あと、あんたらも素す直なおに現界してくれよ。俺のクビがかかってんだからさ」

「……おまえさんの働き次し第だいじゃ。咲姫様さえ雲くも隠がくれしなければそれでよい。成功報ほう酬しゆうじゃぞ？」

　よし。これで今度こそやる気が出てきた。咲姫から雲隠れしないという言げん質ちを取ればいいのだから楽な話だ。そんなことでご褒美がもらえるなんて運がいい。もちろん、ククリから頂いただく神しん徳とくとは小こ町まちとの恋愛運である。

「ククリ様、ミキ様、ハトリ様！　この品しな部べ人永にお任まかせください！　必ずや咲姫様を説得してみせましょう！」

　高々と拳こぶしを掲かかげる人永に、三神は不安げな眼まな差ざしを、アマテラスはじと目を向けるのだった。




　　　　＊




　結局、成功報酬を取りつけただけで現げん状じようは何も変わっていない。

　三神を現界させるには、まず咲姫を雲隠れしないよう説得し、その後で三神の恋の応おう援えんをしなければならない。しかし、三神全員がフラれるのは目に見えているし、もし万が一、一人の恋が実っても残りの二人は雲隠れしてしまうだろう。

　どうすりゃいいんだ。全員を現界させるなんてまず不ふ可か能のうだ。

「くそ。おまえが天アマ照テラスの威い光こうであいつらを従したがわせれば簡かん単たんだったのに」

「はっ！　恋に落ちた者に妥だ協きようという言葉は存そん在ざいせぬ。主しゆ従じゆうを裏うら切ぎり愛に走って身を滅ほろぼす、古今伝わる英えい雄ゆう譚たんには外せない要よう素そじゃ」

「関係ねえよそんなもん。俺は他人の恋路に興きよう味みがないんだ」

　とは言え、成功させれば小こ町まちとの仲を取り持ってくれるのだ。諦あきらめるわけにはいかない。

「咲さき姫ひめにお願いしてみるか。三神に現げん界かいしてもらって競わせるんだ。誰だれが一番人間の役に立つかってな。優勝した奴やつがめでたく咲姫とゴールイン」

「あやつが乗るとは思わんがの。それで、残りの二人はどうなるんじゃ？」

「さあ。制せい限げん時間を百年にでも設せつ定ていすれば、その頃ころには俺も関係なくなる。勝手に雲くも隠がくれでもなんでもしてくれ」

「そううまくいくものか。いくら長ちよう寿じゆであっても、神々は気の長いものではないぞ」

　信しん仰こうがある限かぎり半永久的に存そん在ざいできる神々は、だからこそ暇ひまを弄もてあそぶ。たかが百年であっても一心に何かをし続けるには長すぎるのだろう。

　名案だと思ったのだが、アマテラスがそう言うのならば他の手を考えるか。どちらにせよ、咲姫に会って雲隠れについて確かく認にんしなければならない。三神のことはそれから考えよう。

　一いつ旦たんホテルに戻もどり、ついでに昼食を取るつもりで駅前まで移い動どうした。アマテラスはヘッポコの姿すがたに戻らず、威い風ふう堂どう々どうと町中を立ち歩く。いつもの柿かき色いろの着物は、織おり物ものが名物の町ならばこそその存在感が人目を惹ひいた。不本意にも、美女を傍かたわらにつけていることに優ゆう越えつ感かんを覚えてしまい、それを悟さとられたくなくてついつい足早になってしまう。

　と、アマテラスが不意に立ち止まった。

「あやつ、何をしておるのじゃ？」

　視し線せんを辿たどっていくと、電柱に半身を隠かくしながら本屋を覗のぞき込こんでいる咲姫を見つけた。周囲の人間が寄せる視線も気にせずにそわそわしていて挙きよ動どう不ふ審しんだが、神社まで行く手間が省けたので助かった。早さつ速そく声をかけようとしたのだが、アマテラスに止められる。

「面おも白しろそうじゃ。もう少し観察してみるぞ」

　賛成。少しだけ咲姫の様子には興味が湧わいた。人じん永えいたちは少し離はなれた位置から咲姫を窺うかがう。

　咲姫は出入り口を見つめながら電柱を指で突つついてモジモジしたり、感情が高ぶったのか電柱を殴なぐりつけたりしている。興こう奮ふんの度合いがこちらにまで伝わってきた。

「……病んでおるようじゃのう」

　アマテラスらしからぬ哀あわれむような声だった。一体何が咲姫をそこまで追い込んだのやら。

　買い物袋を手にした背の高い男性が店から出てくると、咲姫は弾はじかれたように身を強こわ張ばらせた。じっと男性の動向を目で追い、彼が歩いていく方向に合わせて次の電柱へと移動する。人永たちもそれを追う。

「あの人間を追っておるようじゃのう」

「……あの人、見たことないか？」

「知らぬ。人間はどいつもこいつも同じにしか見えぬわ」

　それは人じん永えいだって同じだ。男の顔なんていちいち憶おぼえていない。しかし、つい最近も似にたような感覚に陥おちいったような。どこでだっけか？

　咲さき姫ひめは男性が商店に入る度たびにその場でソワソワと落ち着かずに待ち続け、男性が出てくる度に緊きん張ちようし、一定の距きよ離りを置きながら尾び行こうする。いつまで続ける気なのか、いい加か減げんアマテラスが苛いら々いらし始めたそのとき、男性はマンションの中に消えていった。それを見み届とどけた咲姫は実に晴れやかな表情で額ひたいの汗あせを拭ぬぐっている。どうやら尾行は終わったようだ。

「何かのスポーツかの？」

「たぶんな。あれはストーキングっていう立りつ派ぱな競きよう技ぎだ。警けい察さつに見つかったら色々と終わってしまう危き険けんなものらしい」

　現げん行こう犯はんを見かけたのは初めてである。見てはいけないものを見てしまった気がした。今さら声をかけにくい。

「さて、どうするかな。なあ、ヘッポコ…………あれ？」

　電柱の陰かげに身を寄せていた人永は、傍かたわらにいたはずのアマテラスがいなくなったことに気づき周囲を見み渡わたした。

「咲姫よ、あの人間になんぞ用でもあったのかぇ？」

　アマテラスはいつの間にか咲姫の目の前に移い動どうしていた。こういうときアマテラスの、微び妙みような空気さえぶち壊こわすその行動力が羨うらやましくなる。空気が読めない性格はある意味で最強なのだ。そして、矛ほこ先さきを向けられた方は最悪である。突とつ如じよ現れたアマテラスに咲姫は一いつ瞬しゆんキョトンとしていたが、次し第だいに顔を紅こう潮ちようさせ、わけがわからなくなって大声で叫さけぶ。

「いやあああああああああっ！　────わぶっ」

　人永のいる方へと走り出し、何もないところで盛せい大だいにこけた。……よく転ぶ娘こである。慌あわてて走り寄って手を差し出すと、今度は怯おびえたように悲鳴を上げた。

「ひぃいいいいいいいいいっ!?」

「落ち着くがよい。貴き様さまがどんな性せい癖へきを持っていようが他た言ごんはせぬ。安心せい」

　おそらく一番無む慈じ悲ひなセリフだったに違ちがいない。人永とアマテラスに挟はさまれて、逃にげ場ばがないと確かく信しんした咲姫は地面に両手をついて項うな垂だれた。

「……このような醜しゆう態たいを晒さらしてはもう生きていられませぬ」

「辛つらいのはわかるが手首を見つめるのはやめてくれ。怖こわいから」

　死に急ぐ咲姫を宥なだめつつ場所を移動する。道路の真ん中で悲鳴を上げた以上、この場にいるのは危険だった。

　人ひと気けのない近所の児童公園にやって来た。ベンチに座すわり一息吐ついた頃ころには、咲姫は何事もなかったかのように大人しくなっていた。

「品しな部べ殿どの、奇き遇ぐうでございますね。このような場所でお会いするなんて。そして、こちらはアマテラス様ですね。昨夜ゆうべはおもてなしもできず失礼いたしました」

　何もなかったことにしたいらしい。まあ、気持ちはわかるが。

「して、あの男は何じゃ？　貴き様さまはなぜあの男を付け回しておるのじゃ？」

　アマテラスにはそんなもの通用しないのだ。咲さき姫ひめはわかりやすく顔を引きつらせた。

「なんのことでしょう？　妾わらわにはわかりませぬ」

「ならよい。人じん永えいよ、あの男の元に行くぞ。部へ屋やは知らぬが、すべてを尋たずね回まわれば行き着くじゃろう。咲姫のことをあの者に伝えた方が、」

「あの者の名は黒くろ木き一いつ平ぺい。妾の知人にございます」

　途と端たんに素す直なおに話し出す咲姫を睨にらみつけて、アマテラスは「初めから白はく状じようしておればよいのじゃ」と鼻息を荒あらげた。人永はどっちの味方につくべきかすごく迷まよう。

「すべて吐はくがよい。こっちは貴様に振ふり回まわされておるのじゃ。雲くも隠がくれするだのしないだの、どうせあの人間が絡からんでおるのじゃろう？」

「どういうことですか？」

　咲姫は眉まゆを顰ひそめた。良い機会なので、人永がこの町に来た目的と、三神が現げん界かいしない理由を説明した。

「……ククリたちがそのようなことを」

「昨夜、貴女あなたは私に言いましたよね？　雲隠れする気はない、と。あれは嘘うそだったのですか？」

　咲姫は俯うつむいたまま、観念したように小さく息を溢こぼした。

「……わかりました。お話ししましょう。結論から申し上げますと、妾は雲隠れするつもりでおります。嘘を吐ついて申もうし訳わけありませぬ。妾に構かまって頂いただきたくなかった故ゆえ」

　その声には、悲観も諦てい観かんも、あらゆる感情が抜ぬけていた。ただ事実のみを語る。

「ご存ぞん知じかもしれませんが、妾は『破局の女神』として花はな降ふり神社に祀まつられております。参さん拝ぱいする者に縁えにしを断たち切きる呪のろいを浴びせ、妾自身もまたその業ごうから抜け出すことができませぬ」

「信しん仰こうは一種呪いを有しておる。人間どもがそうあれと願った形が今の咲姫なのじゃろう」

　本来、悪あく神じんは祟たたりや怒いかりを鎮しずめるために祀られる。大事に奉たてまつることで呪いを回かい避ひし、崇あがめぬ者に祟りをもたらすのが一いつ般ぱん的てきだ。だからこそ信仰は深まるのだ。

　しかし、花降神社の場合、崇める者を祟るという本ほん末まつ転てん倒とう的てきな信仰で成り立っていた。おそらく妖よう怪かい信仰と同じで、危あやうきに近寄らずを推すい奨しようしている。

「帯おび岸きし町まちに古くから伝わる『悲ひ恋れん桜ざくら伝説』が信仰の礎いしずえとなっているようです。妾を畏おそれて敬うやまう人もおりましょうが、近ちか頃ごろでは誰だれ一人として神社を訪おとずれませぬ。妾は現界しているだけで災さい厄やくをもたらします。消えてしまった方が世のためとなりましょう」

　だから雲隠れをすると言っているのだろうか。しかし、それでは辻つじ褄つまが合わない。消えたいと願うならば、半年前に日本中の神々が雲隠れした時期に一いつ緒しよに消えてしまえばよかったのだ。

　なぜ今さら。

「世のため、か。それならばちゃんと意味を成しておる。人じん永えいよ、世の中がククリのような縁えん結むすびの神で満たされておるとして、果たして人間は幸せになれると思うか？」

「あ？　それは……」

　どうだろう。誰だれもが想い人と結ばれるならばきっと幸せに違ちがいないが。

「恋の形は様々じゃ。純じゆん粋すいなものならともかく、邪よこしまな情じよう念ねんが叶かなえば必ず誰かが不幸になる。好きでもない人間と結ばれでもしてみよ。これほどの不幸があろうか」

「その通りでございます。他にも幾いく人にんもの人間が一人を相手に奪うばい合あえば、叶わぬ恋は必ず生まれます。そのとき、縁結びの神の神しん徳とくを授さずかる者は一人だけ。あとの者は『縁えにしを断たち切きった神』を呪のろい恨うらむのです」

「それら怨うらみ辛つらみを一身に受けた神が咲さき姫ひめじゃ。咲姫が何をしなくても、叶わなかった恋の原げん因いんはすべて咲姫の呪いとなって帰結する。咲姫がおるから叶わぬのか、叶わぬ想いが集結して咲姫を形作っているのか。どちらであったとしても、咲姫がおることで縁結びの神徳とバランスを保っておるのだから貴き様さまの存そん在ざいは無む駄だではない」

　それは慰なぐさめではなく、咲姫を諭さとすような口ぶりであった。

「まさか、それが理由で雲隠れするなどとほざいたわけではあるまい。まだあの男のことを聞いてはおらぬぞ？」

　咲姫はキュッと唇くちびるを結んだ。ここからが本題だ、と言わんばかりに緊きん張ちようが走る。

「あの者は、──黒くろ木き一いつ平ぺいは妾わらわと恋仲にありました」

　目を伏ふせて、懺悔ざんげするように告白する。人永とアマテラスはふんふんと頷うなずいた後で、「恋仲!?」素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「一平は度たび々たび境けい内だいを訪おとずれ、妾の話し相手になってくれました。境内にある桜の花が好きで、幼おさなき頃ころから桜の精せいでもある妾に会いに来てくれました。妾は次し第だいに彼に惹ひかれ、彼もまた妾に偽いつわりの愛を寄せるようになったのです。妾は人心を惑まどわす怪かい異いゆえ」

「……なるほど。そういうことかよ」

　アマテラスはすべて納なつ得とくがいったという顔で頷うなずく。が、人永はそれ以上にショックを受けていた。咲姫様に恋人!?　こんな可か憐れんな少女とあの野郎はデキていたというのか!?　信じられない。信じたくない!?　羨うらやましいことこの上ない！

　放心する人永を放っておいて話は進む。

「あの男の後を追っておったのも懸け想そうしておるからか。ふん。幼よう稚ちなことじゃ」

「むっ……。た、確たしかに神としてどうかと思いますが。もう致いたしませぬ！　雲くも隠がくれする前に今一度姿すがたを見ておきたかっただけですから！」

「あれ？　てことは、以前公園で会ったときもあの人をストーキングしてたのか」

　ククリを現げん界かいさせたときのことである。近くに黒木一平がいたのかもしれない。

　と、咲さき姫ひめが頬ほおを膨ふくらませながら人じん永えいを睨にらみつけている。余よ計けいなことだったか。

「ふむ。つまり貴き様さまは一いつ平ぺいを取り込んだことを悔くいて雲くも隠がくれすることを選んだのじゃな。好いた者を惑まどわしていることに耐たえ切きれぬ、と。偽いつわりの愛ではお互たがい辛つらいだけじゃものなあ」

「……わかるのですか？」

「儂わしとて女じゃ。男を立ててこそ良き女と思うておる」

　咲姫は安あん堵どしたような表情を浮うかべた。

　好きになった男を惑わし、我が物にしたことへの罪ざい悪あく感かん。それを同じ女神であるアマテラスに同情されたことで少しだけ肩かたの荷が軽くなったのだ。男のために呪のろいを解とかんと雲隠れすることは間ま違ちがいではない、と背せ中なかを押おされた気がした。

「一平にはすでに別れを告げております。半年前、彼の前に二度と現れないと誓ちかいました。今年も花を咲かせたら雲隠れしようと決めたのです。桜の精せい霊れいでもある妾わらわの最後の仕事でございます。一平の大好きな桜を咲かせたら、それが叶かなえば何も後こう悔かいはありませぬ。──これでよいのです。妾のせいで一平には遠回りさせてしまいました」

　そこにどれほどの葛かつ藤とうがあったのか想そう像ぞうもつかない。人永は咲姫の一いち途ずな想いに胸むねを打たれていた。なんていい娘こなんだろう。

　アマテラスは、しかし合が点てんがいかぬと顎あごを掻かく。

「身の程ほどを知る程てい度どには賢さかしいようじゃのう。だが、少々卑ひ屈くつが過ぎる。それがなんじゃと言うのじゃ？　好いた男を手中に収おさめられたのじゃから万ばん々ばん歳ざいではないか」

　唖あ然ぜんとする。咲姫は裏うら切ぎられた顔でアマテラスを見つめた。

　アマテラスは残ざん虐ぎやくな笑みを浮かべて、咲姫の心を踏ふみにじる。

「阿あ呆ほうじゃな。一平とやらのために貴様が犠ぎ牲せいになる必要がどこにある？　貴様は一平を手に入れて幸せだったのじゃろう？　ならばそれでよいではないか。雲隠れなんぞ、それは貴様の自己満足に過ぎぬ。偽りであれ、恋が芽め生ばえたのなら手放すでないわ」

　咲姫の行こう為いを、覚かく悟ごを偽ぎ善ぜんだと笑う。

　神として存そん在ざいするならばその特性を利用すべきである。それこそが神の特とつ権けんだと言わんばかりの口調に、咲姫は目を怒いからせた。

「それでは一平が幸せになれませぬ。妾は神です。人間とは生きている時間が違ちがいます。いつか妾といることに苦く痛つうを感じるはず。そうなっては遅おそいのです！　一平には妾ではなく、本来結ばれるべき人間の女がおりましょう。その方と結ばれるのが自然なのです」

「はっ！　何を言うかと思えば！　ならば訊きくがの、貴様が雲隠れすれば一平は幸せになると本気で思っているのかよ!?　先に言うたが、雲隠れすることは貴様の自己満足に過ぎぬ。それで満たされるのは貴様の感かん傷しようだけじゃ」

「違います！　妾は決してそのようなことはっ、」

「甘ったれたことを言うでないわ！　貴様は一平の幸せと口にしておいて逃にげておるに過ぎぬ。幸せなど他人が量れるものではない。量ることができるのは自分の欲求しあわせだけじゃ！　雲くも隠がくれしたいと言うのであれば無理には止めぬ。じゃが、一いつ平ぺいに未み練れんたらたらの貴き様さまが真に望んでおるのはそうではあるまい」

　もう姿すがたを現さないと決めてから半年。最後に桜を咲かせられればよい、とする決意は甘えに違ちがいなかった。一平の後を追い、隠かくれて一平の姿を見守り続けている咲さき姫ひめは、アマテラスの言う通り未練を燻くすぶらせている。

「欲しいなら奪うばえ。心の赴おもむくままに自らを解かい放ほうせい。少なくとも貴様の欲求だけは満たされるぞ？　二人が不幸になるよりはよっぽどマシじゃろう」

「いい、一平を不幸にしてまで幸せにはなりたくありませぬ！」

「偽ぎ善ぜんじゃな！　たわけがっ！　なぜ一平が不幸になると決めつける!?　貴様はただ一平を我が物とし、一平を幸せにしてやると毅き然ぜんと構かまえておればよいのじゃ！　上等ではないか？　呪のろわれし姫君が人間をひとり誑たぶらかしたとて誰も文もん句くは言うまい。それで嘆なげく者があれば指を差して笑ってやるがよいわ！　他人の不幸が何よりの馳ち走そうではなかったか！　それでこそ『裂さき姫ひめ』ではないのかよ！」

「違う、違いますっ！　わ、妾わらわは、妾は………ッ!?」

「ヘッポコ……」

　言いすぎだと嗜たしなめようとする人じん永えいだが、アマテラスは歯し牙がにもかけずトドメを刺さした。

「自うぬ惚ぼれるでないわ！　悪あく神じんならば足あ掻がいてみせよ！　貴様にまっとうな道など初めから存そん在ざいせぬわ！」

「もうおやめくださいましっ！」

　暴ぼう風ふうを巻まき起おこす。咲姫は両手を突つき出だした格かつ好こうでアマテラスに向けて偉い力りよくを放った。それ以上の暴ぼう言げんは聞きたくない、と。アマテラスは強い衝しよう撃げきを受けたかのように弾はじかれ、背はい後ごに数メートル飛ばされた。人永が慌あわてて走り寄ったが、アマテラスから溢あふれ出だす殺意を感じ取って戦せん慄りつする。

　アマテラスは笑っていた。

「この痛いたみ……ッ！　んふふふふ、図星だったと見えるわ」

　弾き飛ばされた怒いかりよりも、咲姫の心の奥おく底そこが見えた喜びが勝っているようだった。くつくつと肩かたを震ふるわせた。

「愉ゆ快かい、愉快。貴様も愉たのしかろう？　取とり繕つくろうことなく偉力を放つ気分はどうじゃ？」

「……それ以上愚ぐ弄ろうすることは許ゆるしませぬ」

「んふふ。昨夜ゆうべ、儂わしになんぞ訊きいておったではないか？　人間に取とり憑つく術すべがあるのか、と。それこそが貴様の本性じゃ。一平に取り憑き、一平を不幸にしてまで自身を満たさんとするとは見上げたものじゃな。雲隠れなど馬鹿馬鹿しいと思わぬか？　貴様はもっと正直に生きるべきじゃ。その恋、応おう援えんしてやるぞぇ？」

「─────くっ！」

　咲さき姫ひめは二にの句くが継つげなかった。言葉ではなく偉い力りよくを放っての抵てい抗こうはアマテラスに負けを宣せん言げんしたようなものである。

　人じん永えいが睨にらみ合あう二人の間に割り込んだ。アマテラスにこれ以上挑ちよう発はつさせないためだ。説得するつもりが、この押おし問もん答どうのおかげで咲姫をますます意い固こ地じにさせている。アマテラスがどうして咲姫を追いつめているのか知らないが、人永にとっては最悪の展てん開かいになりつつあった。

　咲姫に声をかけようとした瞬しゆん間かん、咲姫の体が花びらとなって空に吹き上がる。

『失礼致いたします。もう妾わらわに構かまわないでくださいまし』

　その言葉だけを残して、花びらは常とこ堀ほり山やまの方角へ飛んでいく。アマテラスの舌した打うちが虚むなしく響ひびいた。

「逃にがしたか。ちい、あやつ手て加か減げんなしに偉力をぶっけおって」

　腕うでをさすり痛いたみに顔を歪ゆがめる。が、すぐに笑みを作った。

「まあよい。これであやつも踏ふん切ぎりがつくじゃろう。どちらに転ぶか運次し第だいじゃが、一度でも感情的になれば掌てのひらの上で転がしやすい。──ん？　どうした、人永？」

「……おまえってやつは」

　どちらに転ぶかなんて決まっている。あれだけ啖たん呵か切られて素す直なおに現げん界かいし続けるとは思えない。そして、そこから反対に転ばせるなんてもっとありえない。

「案ずるな。咲姫の一いつ平ぺいとやらに対する想いはそうやすやすとなくなりはせん。きっかけは与あたえた。あとはあやつが自分に正直になるのを待てばよい」

「あれだけ後ろ向きな性格してるんだ。落ちるとこまで落ちたらもう聞く耳持ってくれないぞ」

「何を言う？　この世すべての災さい厄やくを抱かかえていると思い込むような奴やつじゃぞ？　あの手の女はのう、甘かん言げん一つでコロッと騙だまされるのがオチなんじゃ。それに、こちらには稀き代だいの詐さ欺ぎ師しがおるでな。んふふ、ここからが見物ぞ」

　咲姫に対する印いん象しようは人永とアマテラスで異ことなっていた。

　負の感情が強い咲姫はより大きな正の感情で引き上げるのが正せい解かいだ、と人永は思っている。対して、アマテラスは負に負の感情をぶつけて正に転てん換かんさせる方が楽だと言っているのだ。

　優やさしく説得するか、突つき放はなして暴ぼう走そうさせるか。そういう議論だ。

「で、最後に甘言を囁ささやくのは俺の役目ってか。勘かん弁べんしてくれ。可か愛わいい娘こを騙して喜ぶ趣しゆ味みは持ち合わせていねえよ」

「……別に騙せとは言っておらぬ。あやつをその気にさせてやればそれでよいのじゃ」

　人永は「けっ」と不満げに舌したを鳴らした。その悪あく態たいに、アマテラスの額ひたいに青あお筋すじが浮うかぶ。

「何が気に入らぬのじゃ？」

「咲姫、いい娘じゃないか。好きな男のために身を引く健けな気げさ。その弱みにつけ込んで自じ暴ぼう自じ棄きに走らせるなんてやっていいことじゃない」

「……そなたらしくもない。結果がすべてじゃなかったのかよ？　咲さき姫ひめが現げん界かいし続けさえすればもうこの町からはオサラバじゃ。あやつを焚たきつけたのもそのためだったのじゃぞ？」

「誰だれが頼たのんだよ！　俺はできるだけ穏おん便びんに事を解かい決けつさせたいんだ。咲姫だって、事じ情じようはどうあれ話せばわかってくれたかもしれないだろう？」

「話すじゃと!?　何を甘えたことをっ！　この先どれだけの神々を現界させていくと思うておるのか!?　一々相手にしておっては時間などいくらあっても足りぬわ！」

　そんなことはどうでもいい。先のことなんて考えていない。いつかは辞やめようと思っている仕事なのだ。だからこそ一つ一つを大事にしていきたい。

　それに、麗うるわしの女神様が悩なやんでいるってのに半はん端ぱな気持ちで臨のぞめるかってんだ！

「とにかく、おまえはもう余よ計けいなことすんな！　咲姫のことは俺に任まかせておけ！」

「ぬけぬけと！　そなた、もしやこの期ごに及およんで咲姫を口く説どこうなどと考えてはおるまいな！　ええっ!?　目を逸そらすでないわ！」

　ちっ。見み抜ぬかれたか。傷しよう心しんしている女性を放っておくほど人じん永えいは愚ぐ鈍どんではない。

　ぐいっと胸むな倉ぐらを掴つかまれる。鋭するどい視し線せんが人永を突つき刺さした。

「女が関わると途と端たんにお人好しになるのはそろそろ直した方がよいぞ？　儂わしとて寛かん大だいにはなれぬ。嫉しつ妬ともしよう。いつまでもそなたの傍そばにおると思うなよ」

「………ッ!?」

　体が震ふるえた。アマテラスはどんなつもりでそんな言葉を吐はき出だしたのか。思考するよりも先に呆ほうけてしまった。

「……………………」

　そんな人永を見つめて、アマテラスもまた呆けたように身動きを止めた。自分が言った科白せりふに驚おどろいたのか気まずそうに視線を逸らす。

「もうよい。そなたの好きなようにせい。……儂は少々疲つかれた。咲姫め、悪あく神じん故ゆえに偉い力りよくの質も不快極まりないわ。体が思うように動かぬ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　支ささえようと差し出した手を軽く払はらわれる。アマテラスは仏ぶつ頂ちよう面づらを作って光を放った。

「ヘッポコに戻もどる。介かい抱ほうせい」

　アマテラスの姿すがたは徐じよ々じよに小さく縮ちぢまっていき、やがていつもの憎にくたらしいヌイグルミに戻りこてんと転がった。慌あわてて拾い上げると、ヘッポコは豪ごう快かいに寝ね息いきを立てていた。

「……こいつなりに俺の役に立とうとしたのかな」

　大きなお世話だが、気持ちだけは受け取っておこう。

　ヘッポコとは違ちがうやり方で、この一いつ件けんを必ず解決させてやる、と決意する。




　　　　＊




　遅おそめの昼食を取り、気を失ったヘッポコをホテルに置いて来るかどうか悩なやみ、結局持ち運ばうと決めて花はな降ふり神社に向かった。このときすでに時刻は午後四時を指しており、西の空は朱しゆに染そまりつつあった。

　境けい内だいに咲さき姫ひめの姿すがたはなかった。すでに雲くも隠がくれしてしまったのか、それともどこかに身を潜ひそめて人じん永えいをやり過ごそうとしているのか、どちらにせよヘッポコが目を覚まさない限かぎり見つけ出すことは不ふ可か能のうだった。

　夕焼けが降おりて夜の帳とばりに包まれ始めた頃ころ、外灯が点り出すのを確かく認にんするまで、境内の石いし段だんに腰こしを下ろして咲姫を待った。咲姫はきっとどこかから人永のことを見ているはずだ。説得するにも相手が姿を見せてくれなければ意味がない。根こん競くらべだ、と気合を入れて待ってみたが、やはり咲姫は現れなかった。

　あれだけ言い負かされたのに平気な顔して出て来られるわけがないのだ。

　人永は溜ため息いきを吐ついて腰こしを上げた。今日のところは出直すほか仕様がないらしい。

　石段を下り切り、バス停ていに足を向けると、

「あれ？」

「……ああ、奇き遇ぐうですね」

　ベンチに知った顔が座すわっていた。昨日、同じくこの場所で出会った男性。昼間、咲姫が尾び行こうしていた男性だ。

　黒くろ木き一いつ平ぺいが膝ひざの上に組んだ手を見つめながら俯うつむいて座っていた。その横顔はやっぱり以前にも別の場所で見た覚えがあった。……はて、どこでだろう？

　胸むねのうちにあるモヤモヤは一ひと先まず置いておいて、人永は腕うで時計を確かく認にんする素そ振ぶりを見せ、

「駅行きのバスはまだ着てませんか？」

「え？　ああ、どうでしょう。まだだと思いますけど」

　自然な動作で一平の隣となりに腰を下ろした。一平は不ふ審しんそうに人永を窺うかがっている。

「あの、……昨日も参さん拝ぱいしにいらしてましたよね？」

　旅行者でも二日続けて同じ場所に参拝する人は珍めずらしい。まして人永はスーツ姿なのだから。仕事の息いき抜ぬきで巡めぐるにしても、こんな山やま奥おくの神社を訪おとずれるなんてどんな変わり者だろうと訝いぶかしがられるのも当然だ。

　人永はヘッポコをベンチに置いて、懐ふところから名めい刺しを取り出した。

「私、こういう者です」

「……やおよろず神議会？」

「はい。文部科学省の内部機関より派は遣けんされてきました。実は、神の雲隠れが地ち域いきにどのような影えい響きようを与あたえているかを検けん分ぶんして回っているんですよ。失礼ですが、貴方あなたは昨日も神社においでになってましたよね？　よろしければ、この花はな降ふり神社のことを教えて頂いただけませんか？」

「ええ。構かまいませんよ」

「ありがとうございます。ええっと、───」

「黒くろ木きです。黒木一いつ平ぺい。この町の住人です」

　互たがいに自己紹しよう介かいを済すませる。黒木は駅前にある印いん刷さつ会社に勤つとめており、暇ひまを見つけては花降神社を訪おとずれているらしい。

「僕、ここの神社から見る景色が好きで、小さい頃ころからよくこの石いし段だんを上ってたんです。境けい内だいにある桜の木も花をつけたらそれはもう見事なもので！　……周りの友人からは、よく飽あきないな、と呆あきれられています。ですけど、やめられないんですよね。ははっ、この歳としにもなってお恥はずかしい限かぎりですが」

　照れくさそうに笑って頭を掻かく。この人、人が良さそうだ。

「ということは、咲さき姫ひめ様にもお会いになったことがあるんですか？」

「はい。咲さきちゃんは、──っと、すみません。咲姫様でした。あはは、神様にちゃんづけなんて罰ばち当あたりですね。初めて出会ったのが、僕がまだ小学生の頃でした。最初のうちは、咲お姉ちゃん、と呼よんでいたと思うんですけど、神様って歳を取らないから僕が中学高校と進むにつれて呼び方も咲ちゃんに変わっていきました。あ、どうでもいいですよね。こんなこと」

「いえ、大変興きよう味み深ぶかいお話です。咲姫様のことは呼びやすい方で仰おつしやって結けつ構こうですよ。咲姫様とは交流があったんですね」

「ええ。咲ちゃんとは、よく遊んだりお話をしたりしました。彼女は可か憐れんで美しくて、僕の初恋の人でした。友人たちからは呪のろわれるからやめておけと随ずい分ぶん冷やかされましたけど、当時、中学生だった僕は、咲ちゃんと結婚するんだ、って本気で口にしてたんです。咲ちゃんにも同じことを言っていた気がします。今思うと恥ずかしいですね」

　聞いているこっちまで恥ずかしくなったのは、自分も中学時代に似にたような経けい験けんをしていたからで、人じん永えいは自己防ぼう衛えいする意味でも先を促うながす。

「その呪いについてなんですけど、やっぱり昔からここの神社は忌き避ひされていたんですか？」

「ほとんど人が来ませんでしたから、たぶんそうだと思います。おかしな話ですよね。破局の呪いなんて言われていましたが、普ふ通つうだったら参さん拝ぱいしない人が祟たたられるはずなのに、花降神社は逆ぎやくなんです。訪れる者を祟るって言われているんです。咲ちゃんも、おかしいねって言って笑っていましたが、あれは自じ嘲ちようしていたんじゃないかと思います」

　昼間、咲姫が見せた寂さびしげな様子を思い出す。

　黒木一平には本来結ばれるべき相手がいて、それを自分が邪じや魔まをしていると彼女は苛さいなんでいた。人を惑まどわす悪あく神じんというレッテルに、一平が絡からんだことで心はますます疲ひ弊へいした。

　一平を見ていればわかる。この人は純じゆん真しんだ。長年見守ってきた無む垢くな笑顔は、次し第だいに咲姫を責せめ立たてるものに変わっていったのかもしれない。

「僕は咲さきちゃん一ひと筋すじだったし、浮ういた話になんて縁えんがありませんでしたから、呪のろいのことなんか全然気にしていなかったんです。咲ちゃんと会っているから彼女ができないんだ、なんて言われたこともあったっけ。でも、それでいいと思っていました。ずっと彼女の傍そばにいることができるならこんなに幸せなことはない、と」

　一いつ平ぺいは目を細めた。肩かた越ごしに振ふり返かえり、遠く霞かすむ石いし段だんの先を見み据すえて静かに口を開いた。

「僕、この春、結婚するんです」

　それは、若じやつ干かん寂さびしさを伴ともなった告白だった。

「会社の同どう僚りようの女性です。就しゆう職しよくしてからは咲ちゃんともあまり会えなくなって、会えても以前のように接せつしてくれなくなりました。半年前、神々が雲くも隠がくれした事件を受けて咲ちゃんも雲隠れしてしまい、そのとき言われたんです。もう二度と会わない、と」

　悔くいるように拳こぶしを固かためる。突とつ然ぜんの別れに、一平がどれほどの絶ぜつ望ぼうを背せ負おったか想そう像ぞうに難かたくなかった。

「寂しくなったんです。そんなとき、同僚から優やさしくされて、僕はけじめをつける意味でも結婚を決意したんです。あ、誤ご解かいしないでください。その彼女のことは本気ですし、愛しています。だから、そのことも含ふくめて咲ちゃんにはきちんと挨あい拶さつしなくちゃって思って」

「……ここに通い続けているわけですか」

　力なく、はい、と頷うなずいた。

　人じん永えいは咲さき姫ひめのことについて言げん及きゆうしない。

　咲姫はまだ現げん界かいしていて、これから雲隠れしようとしていると告げたところで結果は変わらない。悲しい別れと直面させるだけだ。

「咲姫様が雲隠れすると桜が見られなくなっちゃうんですね。それは残念です。あ、あと呪いを受ける人がいなくなりますね。こっちは良かったように思えますけど」

　あくまでも仕事上の会話というスタンスを貫つらぬく。一平はそれに合わせるでもなく、

「咲ちゃんが誰だれかを呪ったりするとは思えない。呪いによって恋人と別れた人なんて聞いたことないですよ。だって、誰も花はな降ふり神社を訪おとずれないんですから」

　会えなくなることだけが辛つらいのではない。

　咲姫が寂れた神社に一人きりでいることが悲しいのだ。一平以外の誰かが会いに来ることはないだろう。もう人前に姿すがたを現すことも。

「僕だけが幸せになるなんて耐たえられない。咲ちゃんを独ひとりぼっちにしたくないんです」

　嘆なげくように本音を口にする一平に、人永は言わずにはいられなかった。

「黒くろ木きさん、神様はいずれまた姿を見せると思います。そのときまた、咲姫様に会いに来てください」

「……さっきから気になっていたんですけど、その子って神様ですよね？」

　ベンチで豪ごう快かいにいびきをかいているヘッポコを覗のぞき込こむ。人じん永えいは頷うなずき、「雲くも隠がくれしていたんですけど、現げん界かいして出てきてくれたんです」と言った。嘘うそも方便だ。一いつ平ぺいは納なつ得とくして頷うなずいた。

　連れん絡らく先さきを交こう換かんしたところで、バス停ていにバスが一台停車した。目的地が違ちがったので、そのバスには一平だけが乗車し、行ってしまった。

　咲さき姫ひめが桜を咲かせようとしている理由を思った。

　きっと、一平への餞はなむけなのだろう。結婚する彼に宛あてたせめてもの贈おくり物もの。そして、桜を見に来た彼に破局の呪のろいを与あたえないために雲隠れするのだ。

　なんて哀かなしい恋だろうか。お互たがいを想い、行き着いた果てには別れるしか選せん択たく肢しがなかったのだから。

「……んだよ、結局、両思いなんじゃねえか」

　呪いなんて関係ない。咲姫は一平に、一平は咲姫にゾッコンなのだ。今も昔も。

　他人の恋愛に興味のない人永であったが、今さら降おりられないことを自覚して、深く溜ため息いきを吐つくのだった。







　ホテルに戻もどり、フロントで届とどいていた書類を受け取って部へ屋やに入る。

　咲姫に関する資し料りようにあらかた目を通していると、腹の虫が鳴った。時刻は午後八時を回っている。軽く伸のびをして体をほぐし、人永は立ち上がって上着を手に取った。

「ヘッポコ、飯食いに行くぞ」

　窓まどから外を眺ながめているヘッポコに声をかけた。さっき目を覚ましてからずっとこの調子で、一点を眺めてぼーっとしている。ヘッポコは振ふり向むかない。

「いらん」

「？」

　珍めずらしい。食うか寝ねるかしかしないヌイグルミが食事を拒きよ否ひした。明日は槍やりが降ふるかもしれない。

「一人で行くぞ？　いいんだな？」

「…」

　返事はない。人永は溜め息を吐いて、部屋を出た。帰りにコンビニで弁当でも買ってきてやるか。そんなことを思って寛かん大だいな気持ちになる。

　思えば、このときすでに異い変へんは始まっていたのだ。

　槍どころの話ではなかった。






　　　　　幕間　　其の弐










　それは、まだ神々が一いつ斉せい現げん界かいを果たす以前のこと。

　国内で都市計画の機運が活発化し、中でも帯おび岸きし町まちは織おり物もの・酒しゆ造ぞうを中心とした工業の地ち域いき開発が進められた。それ以前から継けい承しようされてきた文化はこれを機に統とう廃はい合ごうがなされ、各部門では祀まつるべき神の統とう一いつが求められた。ミキとハトリが信しん仰こうを得たのはその頃ころのことである。

　現界し、人々の前に姿すがたを現したミキとハトリは、その地域を治おさめる産ウブ土スナ神カミに参さん上じようすることが習いとされているため、常とこ堀ほり山やまに鎮ちん座ざする産土神・咲さき姫ひめの元を訪おとずれた。

　美しく可か憐れんな咲姫に、ミキもハトリも一目で心奪うばわれた。その憂うれいを帯びた瞳ひとみが何を映しているのかを知りたいと、強く願うほどに。

　そして、彼らは自らを形作る信仰に思いを馳はせる──。







　昔々、あるところに一匹の蛇へびがいた。

　蛇はあるとき子供の悪戯いたずらで石の下した敷じきになる。困こまり果はてていた蛇は、通りかかった村の青年に助けられるのだった。その青年は病を患わずらっており、医者からは余よ命めい幾いく許ばくもないと宣せん告こくを受けていた。恩おん人じんである青年を励はげましてやりたくて、けれど蛇の身にできることなど何もない。蛇は御お山やまに向かい、山に棲すむ女神に相談した。すると女神は、「自らを漬つけた酒をその者に飲ませなさい」と助言する。蛇は早さつ速そく実行し、自らの命を絶たって神しん秘ぴの酒を作り出す。

　その酒を口にした青年はたちまちに快復し、家中の者は大いに喜んだと云う。以来、蛇は酒の神「お巳ミ岐キ様」として、その地域で祀られることになる───。

　酒造メーカーの創そう作さく神話である。信仰と呼よべるほど高こう尚しようではなく、単なるキャッチコピーとしての色が強い。蛇も、病弱な青年も、山の女神もすべてデタラメだ。

　しかし、蛇ミキは思うのだ。

　あの女神は、きっと咲姫に違ちがいない、と。




　昔々、あるところに機はた織おりの神がいた。

　来る日も来る日も機を織り、神々に衣服を献けん上じようしていた。機織の神にとってそれだけが生いき甲が斐いで、機を織ることに幸せを感じていた。

　あるとき地上に降おり立たった機織の神は、山やま奥おくの湖で一いつ糸し纏まとわず沐もく浴よくをする女に一ひと目め惚ぼれをする。天女と見み紛まがうばかりに美しいその女に、機織の神は衣服を捧ささげたいと思い機を織る。そして、人間の姿すがたに化けて女の元へと向かうのだが、女は真まことの天女であり、人間に化けた機はた織おりの神は相手にされなかった。一度人間に化けてしまった者は神に戻もどることができない。それでも機織の神は諦あきらめきれず、人間のまま天女へ贈おくる衣服を縫ぬい続つづけたと云う───。

　それは帯おび岸きし町まちに伝わる笑わらい種ぐさの一つである。山の女神に恋をした機織の神が勘かん違ちがいをして人間になり、再ふたたび神になろうとして必死で機を織り続けている。

　けれど、服部ハトリは思うのだ。

　神に戻れなくてもいい。あのお方に最高の一枚を献けん上じようしたい、と。
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　恋は曲くせ者もの、という言葉がございます。

　恋に溺おぼれ心掻かき乱みだし、意中の相手のためならばどんなことでもしでかしてしまう。そんな恐おそろしい側面が恋愛には潜ひそんでいる、と謳うたった慣かん用よう句くでございます。

　我を忘わすれるほどの一いち途ずな恋。わたくしもそのような恋を一度でいいからしてみたい。

　しかし、想われる相手にしてみれば、そのような恋心は如い何か様ように映るのでありましょうか。一方的な恋心は時として相手を傷きずつけるものにございます。何事もほどほどが一番。恋愛の中にも思いやりの気持ちが肝かん要ようなのでございます。

　咲さき姫ひめ様の想いを知ったわたくしは事じ態たい解かい決けつへの手しゆ段だんを模も索さくしておりましたが、思いつくには至いたらず。今少し、と手を伸のばせども、妙みよう案あんはすんでのところで掻き消えてしまうのです。あともう一手がいと遠し。花は折りたし梢こずえは高し、とはこのことでございましょうか。

　お役目に従じゆう事じしている傍かたわらで、何やらヘッポコ様のご様子がおかしくなったようにお見受け致いたします。ご乱らん心しんでありましょうか。

　まさか恋は曲者でもありますまい。






　　　　＊




「君が品しな部べ君？　随ずい分ぶん若いんだな。君で大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　町役場の応おう接せつ室しつで、人じん永えいは町長に会うなりそんな文もん句くを拝はい聴ちようした。

　本来ならば出向した初日に挨あい拶さつを済すませておきたかったのだが、町長側の都合が合わず今日まで先さき延のばしにされていた。アポイントメントは小こ町まちが取ってくれていたはずなのに、受付で随分待たされ、しまいには「突とつ然ぜん来られても困こまる」と直じかに文句を言われる。その上、やって来たのが政府高官ではなく歳とし若わかい人永だったので、町長は仏ぶつ頂ちよう面づらを隠かくそうともしない。きっと正直者なのだ。仲良くなれそうにないと思った。

「さっさと神様たちを働かせてくれないかなあ？　困るんだよねえ。ほら、花見の時期じゃない？　稼かせぎ時どきだってのに売る酒がないんじゃ赤字だよ、赤字！」

　地ち域いき活性化を図るための対たい策さくを検けん討とうしたいと持ちかけた返しがこれである。「そりゃおたくの仕事でしょ？」と取り合う素そ振ぶりを見せない。

　三神の現げん界かいは帯おび岸きし町まちにとって死活問題だ。一いち応おう、現げん状じようだけはきちんと伝えておく。後で「聞いていない」と文句を言われて困るのは小町であるし、仕事を進める上でも地方との衝しよう突とつはできるだけ避さけたいところだ。

「咲姫？　ああ、あの恋人を別れさせるとかいう女神様ね。んな物ぶつ騒そうな神様いなくなってくれた方がいいじゃないか！　何を言ってるんだ君は！　事じ情じようなんて知らないよ！　君は神様を説得して働かせりゃそれでいいんだから、頼たのむよほんとに！」

　人永の表向きの仕事は布ふ教きよう活動と対策の提てい案あんである。やおよろず神議会にすべてを任まかせきっている町長は、図らずも人じん永えいの本当の仕事を指し摘てきした。取とり繕つくろわなくて済すむのは楽でいいが、責せき任にんを押おしつけられた感があって面おも白しろくない。

「君はまだ若いから理り解かいできないかもしれないが、この世界は夢や希望だけでは渡わたっていけないんだよ。信しん頼らいを得たいのなら相そう応おうの結果を出してくれなくちゃ。私を頼たよりたい気持ちもわからんでもないがね、まずは自分の役割をしっかりこなしてだね、それから面会に来てもらわなくちゃ困こまるよ、ったく。忙いそがしい中時間を取ってあげたんだから、それくらい考えられないもんかねえ。近ちか頃ごろの若いもんは！」

　町長は多た忙ぼうらしいので早々に切り上げることにした。応おう接せつ室しつの扉とびらを開けると、入いれ違ちがいに職員が入ってきて、次回のゴルフコンペは云うん々ぬんと切り出した。応接室を出て、扉を思い切り蹴けりたい衝しよう動どうをぐっと抑おさえ込こむ。

　舐なめられるにしても、ここまでコケにされては屈くつ辱じよくだ。だが、こんなことで怒おこっていてはこの先やっていけないだろう。大きく息を吐はき出だすと、平静を装よそおって歩き出す。

　視し線せんを上げると、清せい掃そう員いんがモップを片かた手てに人永をじっと見ていた。どこかで見た顔である。目が合い、清掃員のおっさんはにんまりと笑みを浮うかべた。

「なかなか楽しそうでよろしいですなあ、品しな部べさん」

「……は？」

「私ですよ、私。以前、お会いしたでしょう」

　清掃員はそう言って、空いている方の手で顔を擦こする。すると、顔がのっぺらぼうに変へん貌ぼうした。

「ひっ！　──あ、思兼神オモイカネ様!?」

　再ふたたび顔を擦り上げると、元の清掃員の顔に戻もどった。突とつ然ぜんだったので、本気で吃驚びつくりした。心臓に悪い。

　そう言えば、この顔は以前出向した温おん泉せん街がいで出会った、あの役場の広こう報ほう担たん当とう者しやだと思おもい至いたる。

「何してるんですか、こんなところで」

「いやあ、暇ひまなもんで清掃をね。これ、やってみると結けつ構こう楽しいですよ？」

「偶ぐう然ぜん、……なわけないですよね」

　呆あきれてみせると、オモイカネは大口を開けて笑った。

「まだその顔で活動しているんですか？」

「ええ。ちょっと気に入りましてね。本人に出会わなければ問題ありません」

　思兼神は天アマ照テラス大オオ御ミ神カミに仕えている知恵の神様である。権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけ、必要に応おうじて人間に化ける能のう力りよくを持っている。そのために「顔無し」になったらしいが、本人は逆ぎやくにそれを気に入っているようだ。現在は、天アマ照テラス本体ではなく、分身であるヘッポコの世話を焼いている。

「今日はどういった御用向きで？」

「町長に会いに来たんです。てか、そういうあんたもどうして清掃員なんかに扮ふん装そうしているんですか？」

「言ったでしょう。暇ひまなんです。だからまあ、できるだけ渦か中ちゆうにいた方がいいかなあと思いまして。ほら、おかげで品しな部べさんとも会えましたし」

「……あんたが無む駄だなことをするわけありませんもんね。知恵比べじゃ敵かなわない」

　おそらく、オモイカネは人じん永えいが訪おとずれるのを待っていたのだろう。

　町長と面会することも知っていたはずで、わざと惚とぼけているのは自身が部外者だと暗に示しているからだ。人永が、と言うよりはヘッポコがオモイカネを召しよう喚かんするときに備そなえて情じよう報ほう収集も行っていたはずで、役場に潜もぐり込こんでいるのもそういった理由からだろう。清せい掃そう員いんに興きよう味みがあったかどうかは知らないが。

「なんだか大変なことになっているようですな」

「説明が省けて助かります。とりあえずやれるだけのことはやりますんで、オッサンは暢のん気きに構かまえていてくださって結けつ構こうです」

「ええ、ええ、そのつもりです」

　まったく。こっちが困こまっているのも知っているくせに。そして、人永の諦あきらめの悪さも承しよう知ちしているので、こちらが音ねをあげるまで絶ぜつ対たいに手を貸そうとはしないのだ。

「あ」

　とは言え、気にかかることがある。咲さき姫ひめや三神のこととは別べつ件けんなので、頼たよってもいいだろう。

「ヘッポコのことなんですけど、どうも様子がおかしいんです」

「ほほう。何かありましたか？」

　今朝の出来事を思い返してみる。

　まず人永が起き床しようした頃ころにはすでにヘッポコは起きていて、昨夜ゆうべと同じように窓まどの外を眺ながめていた。就しゆう寝しんするときもなお同じ体たい勢せいでいたので、もしかしたら一晩中身動きしなかったのかもしれない。ヘッポコに声をかけたが「しらん」か「いらん」の単語を発するか、あるいは無む視しされた。「しらん」は人永の質問に対して、「いらん」は朝食のことである。これで昨晩と合わせて二食抜ぬいたことになり、これほどの奇き行こうは今までに見たことがなかった。極めつけは、外出するとき人永の頭に乗ろうとしなかったことである。人永の手を振ふり払はらい、留る守す番ばんすると言って憑つかれたように外を眺め続けていた。おそらく、今もまだ銅どう像ぞうのままだろう。

　オモイカネは顎あごに手を添そえて考える素そ振ぶりを見せる。

「ふうむ。なるほどなるほど。つまり、昨日咲姫の偉い力りよくを直じかに浴びた後から様子が変わってしまったというわけですか」

「ええ。──って、そんなことまで知ってるんですか!?」

「当然でしょ。見てましたし」

「………」

　もういいや。今後、オモイカネには一切説明しない。推すい測そくだが、ヘッポコの異い変へんも実は知っていたんじゃないだろうか。

「それで品しな部べさんは心穏おだやかではいられないわけですか」

　鬼おにの首でも取ったかのように笑った。明らかに人じん永えいの狼ろう狽ばいを楽しんでいる。

　不ふ機き嫌げんになって歩き出す人永と肩かたを並ならべて、

「ま、ま、そう怒おこらずに。とりあえずアマテラス様を診みてみましょう。遠目からでしたので、重大な見落としがあったかもしれません。私にかかればどんな病やまいもちょちょいのちょいです」

　本当に苛いら立だたしいのは、そんなオモイカネの言葉一つで安心している自分自身だった。




　ホテルの部へ屋やに戻もどると、そこにいたのはアマテラスの姿すがたに変わったヘッポコだった。

　男二人が押おし入いってきたのだからさすがのアマテラスも振ふり返かえる。その表情は呆あきれ果はてたように淡たん白ぱくだった。

「……何用じゃ、オモイカネ」

「アマテラス様のお顔を拝はい見けんしたくなった、ではいけませんか？」

「口が減へらん。貴き様さまのお守りはうんざりじゃ」

「そう仰おつしやらずに。私の楽しみの一つなんですから」

「まるで孫を相手にするジジイじゃな。貴様のそういうところが嫌いやなんじゃ」

　これは参まいった、とピシャリと額ひたいを打つ。どこまでも親父臭くさい行動にアマテラスも眉まゆを顰ひそめる。

「で、なんじゃ？　用件があるならさっさと申せ」

「いえね？　アマテラス様のご容よう態だいが芳かんばしくないとのことでしたので、不ふ肖しよう私が検けん診しんさせて頂いただこうかと」

　アマテラスの顔に険けんが宿る。

「容態じゃと？　まるで儂わしが臥ふせっているかのような物言いじゃのう。無礼者めっ。根こん拠きよはなんじゃ!?」

「おまえが飯を抜ぬいたりするから調子が狂くるったんだ。どこか悪いとこあるなら素す直なおにそう言え」

　人永が叱しかるようにして言うと、アマテラスの視し線せんが動いた。

「───」

　その感情の宿らぬ双そう眸ぼうに背せ筋すじがぞっとした。

　今初めて気づいた、とばかりに人永を見み据すえる。だが、すぐにオモイカネに目を向けた。

「いらぬ世話じゃ。儂はどこも悪くない。ちと食欲がなかっただけじゃ。今は腹の虫が飯を寄越せとうるさくての、早さつ速そくじゃが外に出る。オモイカネ、ついて参れ」

　オモイカネが恭うやうやしく頭を下げ、アマテラスの後ろにつく。

　素す通どおりしていくアマテラスに、人永は慌あわてて声をかけた。

「お、おい、勝手に行くな!?　俺も行くっ！」

「………」

　振ふり返かえるアマテラスの目が刃やいばのように尖とがっていた。路ろ傍ぼうの石が喋しやべった、それが気に喰くわないと言わんばかりの目つきだ。初めて見る形ぎよう相そうに、人じん永えいは知らず身み構がまえた。

　アマテラスは舌した打うちすると、忌いま々いましげに口を開いた。

「儂わしが勝手をしようと貴き様さまには関係ないであろ。そこにおれ。目め障ざわりじゃ」

　不ふ愉ゆ快かいが荒あら々あらしい足音になって響ひびく。ずかずかと部へ屋やを出て行くアマテラスに、人永は二にの句くが継つげない。

「……確たしかに様子がおかしいですなあ。まあ、アマテラス様もああ仰おつしやってますし、品しな部べさんはここで待たい機きしていてください。私が不ふ機き嫌げんな理由を探さぐってみますので」

「オモイカネッ！　はよう来んか！」
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　では、と会え釈しやくしてオモイカネも部屋から出て行った。残された人永は膝ひざから崩くずれてその場に尻しり餅もちをつく。放心していた。

　アマテラスに貴様呼よばわりされたのは初めてだ。そのことで心を痛いためている自分がさらにショックだった。ぞくぞくと足元から這はい上あがったのは怒いかりか、それとも悲ひ哀あいか。

　思えば、部屋に入った当初から、アマテラスは一度も人永を見ようとしなかった。空気のように通とおり抜ぬけ後ろにいたオモイカネとだけ会話した。

　それは意い識しきした無む視しではなく、眼がん中ちゆうにないということ。置物と同列で、最後まで声をかけなければアマテラスはきっと人永に気づかなかった。

　何が起こっているのかわからない。

　あいつは気まぐれだから時間をおけば元に戻もどるだろう、とどういうわけか楽観できなかった。怒おこっている原因を掴つかんで謝あやまり倒たおせば許ゆるしてもらえる、なんて考えも現実味がない。

　人永に対して感情が抜ぬけ落おちた態たい度どに何を取とり繕つくろえと言うのだ。

　人永は固かたまったまま、アマテラスの残のこり香がを嗅かいだ。




　　　　＊




　気がつけば、人永は花はな降ふり神社に向かっていた。

　ヘッポコの様子がおかしくなったのは、咲さき姫ひめの偉い力りよくを浴びたあのときからだ。咲姫ならば何かわかるかもしれない、と無我夢中で石いし段だんを駆かけ上のぼっていた。

　しかし、やはり境けい内だいに咲姫の姿すがたはなかった。人永と気づいて姿を隠かくしているのかもしれず、大声を張はり上あげて咲姫を呼び続けたが返答は一切ない。

「………………黒くろ木きさんのとこか？」

　じっとしていられなかった。ここで咲姫を待ち続けるよりも探さがし回まわった方が気は紛まぎれると思った。

　一いつ平ぺいの住むマンションへ行き、一平が立ち寄りそうな場所を巡めぐったが咲姫はどこにもいなかった。安直すぎるな、と自分でも思う。いくら小さな町だからと言って、探せば見つけられるほど狭せまくもない。咲姫がいつも一平を尾び行こうしているとも限かぎらない。

　駆けずり回ってようやく我に返った。何を混こん乱らんしているのか、俺は。

　ヘッポコが臍へそを曲げてケンカしたことなんてこれまでいくらでもあっただろう。偶たま々たまアマテラスの姿で暴ぼう言げんを吐はかれたから戸と惑まどってしまったのだ。気に病むことではないのかもしれない。そうとも。あいつの気まぐれ加か減げんは俺が一番よく知っている。時間をおけば機き嫌げんも直るさ。

「あ、仕事か」

　目の前をサラリーマン風の男性が横切り、気がついた。一平は、もしかしたらこの時間は勤つとめ先さきにいるのではないか。いや、たぶんそうだ。平日の真っ昼間から街中を歩いているとは思えない。昨日一平が外出していたのは休日だったからかもしれない。仕事の休みが交こう替たい制せいなのだろう。

　そう当たりをつけて、急いで一平の職場に向かった。




　昨日と変わらぬ姿し勢せいで電柱に張はりついている咲姫に、背はい後ごから声をかけた。

「周囲に不ふ審しんがられてますよ」

　案あんの定じよう、「ひいぃ!?」と声を上げて逃にげ出だす咲姫を咄とつ嗟さに捕つかまえた。ジタバタと抵てい抗こうし、「暴ぼう漢かん！」と叫さけばれる。失礼な。

「品しな部べ人じん永えいです。探さがしましたよ、咲さき姫ひめ様」

　動転していてすぐに気づいてもらえなかったが、やがて人永だとわかると落おち着つき払はらった様子でそっと目を伏ふせる。柔やわらかい笑みさえ浮うかべながら、

「まあ、品部殿どの。ご機き嫌げんよう」

　この娘このキャラもなんとなく掴つかめてきた。

　一いつ平ぺいから貰もらった名めい刺しに記しるされていた住所にはビルが一ひと棟むね建っており、そこの二階に勤つとめ先さきの印いん刷さつ会社が入っている。外からでは当然中の様子などわかるはずもなく、咲姫が張はり込こんでいることに意味があるのかどうか疑問である。

「四六時中黒くろ木きさんを追っかけているんですか？」

「な、なんのことでしょう？　妾わらわにはさっぱりです」

　惚とぼけるのも下へ手たである。が、あまり追つい及きゆうしても逃にげられるのが落ちなのでそれ以上は言わなかった。

　咲姫はキョロキョロと周囲を見み渡わたし、怯おびえるように人永を見上げた。

「あ、あの、アマテラス様は、今日は……」

　苛いじめられた挙あげ句く、突つき飛とばしてしまった最高位の神の存そん在ざいがやはり気になるらしい。そのことで話がある、と前置くと咲姫は不安げな面おも持もちで人永の後についてきた。

　そう言えば、朝から何も食べていない。人永は近場の食しよく事じ処どころに咲姫を連れて入ると、奥おくのテーブルに座すわりメニューを広げ、適てき当とうに注文を取った。食事が運ばれてきてもまだ、咲姫は初めて触ふれる人間社会に戸と惑まどっているのかあわあわと落ち着かない。

「ああ、遠えん慮りよせずに食べてください。デザートは要りますか？」

「あの、こ、これはなんでしょうか？」

　テーブルの隅すみに置かれたボタンを恐おそる恐おそる押おすと、店内に呼よび出だし音おんが鳴なり響ひびき、次いで店員が機き敏びんな動作でやって来た。咲姫は目を丸くするだけで身動き一つ取れない。

「お客様、如何いかがなさいました？」

「この抹まつ茶ちやアイスを食後につけてください。ええ、一つでいいです」

　店員は営業スマイルを振ふり撒まいて厨ちゆう房ぼうへと戻もどっていく。それを見送った後、咲姫は大きく息を吐はき出だした。

「このような場所に来るのは初めてです」

「だと思ったけど、……今までに黒木さんとデートとかしたことないんですか？」

「でえと？」

「逢あい引びきのことです」

「あいっ!?」

　ガタンッ、と席を立つ。そのまま逃げ出そうとしたので慌あわてて取り押さえた。

「混こん乱らんしたらまず逃げるのはやめてください！」

　なんとか落ち着かせて席に座すわらせる。咲さき姫ひめはまだ顔を真っ赤にして、誤ご魔ま化かすように目の前の料理をもそもそと食べ始めた。気をつけよう。今後は刺し激げきのない言葉を慎しん重ちように選んでいかなければ。……「デート」は刺激的だろうか？　絶ぜつ対たいに誤ご解かいしている。

「い、一いつ平ぺいとは境けい内だいでしか会っておりませぬ。そ、そんな不ふ埒らちな仲なかではございませぬっ！」

　それでも十分逢あい引びきだと思うが、言わないでおこう。

　しかし、一平は思っていた以上に生き真ま面じ目めな性せい格かくらしい。好きな女の子をデートにも誘さそわないとか、プラトニックも行きすぎている。咲姫の反はん応のうから見ても、それで満足しているようだ。悔くやしいくらいに似に合あいのカップルである。

「ちくしょう」

「はい？」

「いいえ、なんでもありません。さ、冷めないうちに食べましょう」

　食事を済すませ、咲姫がデザートのアイスに衝しよう撃げきを受けている間中、人じん永えいはじっと咲姫を観察していた。この娘こはどうして一平の後をつけ回しているのだろうか。雲くも隠がくれする気なら半年前にしていればいい。アマテラスの言うように未み練れんを燻くすぶらせているのは、いまだに一平に恋れん慕ぼを抱いだいているからだろう。ならば雲隠れすることは、一平を言いい訳わけにした逃にげではないのか。

「咲姫様は、本当は黒木さんと一いつ緒しよになりたいんじゃないんですか？」

　思わず口にしていた。一平を不幸にしたくない、なんていう建たて前まえではなく、ただ本心が聞きたかったのだ。カタン、とスプーンが落ち、咲姫は呆ほうけたように人永を見つめた。

　泣き笑いのような笑みを浮うかべて、

「……神と人間は決して結ばれてはならぬのです。ですが、妾わらわは一平の傍そばにいたい。ずっと傍にいて一平の幸せを見守り続けたいのです」

「なら、雲隠れなんかしなくても、」

「妾がいては一平が幸せにはなれませぬ。傍にいたくてもできないのです。……もうお許ゆるしください」

　それ以上、何も言えなかった。欲よく望ぼうの赴おもむくままにすればいい、と口にすればアマテラスと同じだ。咲姫の献けん身しんはあまりにも尊とうとく、それを貶おとしめるなんてしていいはずがない。

　無言のまま店を出て、二人は商店街を歩いた。人永は気まずい雰ふん囲い気きを作ったことを反省し、努めて明るく振ふる舞まって咲姫をエスコートする。一時間ほど商店を巡めぐっては冷やかしているうちに、咲姫も緊きん張ちようが解とけたのか自然と人永の横を歩くようになった。

　歩道橋を渡わたる途と中ちゆう、咲姫から言葉をかけられた。

「随ずい分ぶん買い物をなさるのですね」

「上じよう司しへのお土産みやげです。仕事柄がら、色んな場所に行きますから、その土地の名物を買っていくと喜んでくれるんですよ」

　かさばるお土産は事務所に直ちよく接せつ配送するように手配し、持ち歩ける小物類はコートのポケットに収おさめた。一いつ刻こくも早く小こ町まちに手て渡わたしたい。小町の喜ぶ姿すがたを想そう像ぞうするだけで頬ほおがにやけそうだ。

「その方のこと、とてもお好きなんですね」

「え？　どうして？」

「顔が笑っております」

　すでににやけていたようだ。照てれ隠かくしに頬を掻かき、話題を変えようと咲さき姫ひめを見たとき、

「───」

　人じん永えいは言葉を失った。咲姫が優やさしく微ほほ笑えんでいた。後ろ向きな性格で、いつも自じ虐ぎやくめいた笑みしか浮うかべない咲姫が可か憐れんに笑っているのだ。

「どうかしましたか？」

　そう言って、咲姫は呆ぼう然ぜんとする人永の顔を覗のぞき込こんだ。

「いえ、咲姫様の笑顔がとても素す敵てきだったから。うん、実にいい！　やっぱり可か愛わいい女の子には笑顔が一番似に合あいます！　貴女あなたの笑顔に出で逢あえるなんて、僕ぁなんて幸せなんだ！」

「はあ……」

　まさか褒ほめられるとは思っていなかったのか、咲姫は要よう領りようを得ない顔で頷うなずいている。

　そして、「そう言えば」と視し線せんを遠くに投げて呟つぶやいた。

「以前にも、似たようなことを言われた気がします」

「えぇっ!?」

　誰だれ!?　どこのどいつだそいつは!?　咲姫に手ぇ出そうなんて許ゆるさねえ！　まさか一いつ平ぺいではあるまい。彼からそんなキザったらしい言葉が出てくるとは思えない。

　咲姫は歩道橋の手すりに手をついて、眼がん下かを行き交う車の列を眺ながめながら、ふっと息を溢こぼした。

「今日は妾わらわを楽しませようとしてくださったのですか？」

「え？　ああ!?」

　すっかり忘わすれていた。なぜ咲姫を探さがしていたのか。ヘッポコのことで相談したいことがあったのだ。どうも咲姫は人永が気を利きかせてくれているものと誤ご解かいしているようで、今さら本当のことを言うのが躊躇ためらわれる。

「あのぅ、実はですね……」

　咲姫の偉い力りよくを浴びてからヘッポコの様子が変わったことを打ち明けると、咲姫は呆あきれた表情になった。

「どうしてそのような大事なことをすぐに仰おつしやらなかったのですか!?」

　咲姫と過ごす時間が楽しかったから、とは死んでも言えない。

「そうですか。アマテラス様が………………うふふ」

　くぐもった笑い声が聞こえてきた。見ると、咲姫が青ざめた表情で口元を歪ゆがめていた。

「アマテラス様にまで呪のろいを与あたえるとは。妾もとうとうここまで来てしまいましたか」

　目は全然笑っていない。自じ嘲ちようは波となって咲さき姫ひめ自身を震ふるわせた。怖こわい。

「もはや生きていても世のためになりませぬ。この罪つみ、死んで償つぐないましょう」

　体を欄らん干かんに乗り上げて飛とび降おり自殺を図ろうとする。「そんなことしても神様は死にませんから！」と必死で抑おさえ込こみ、小さな体を抱だきかかえた。

「離はなしてください！　品しな部べ殿どのも呪のろわれてしまいます！」

「呪われませんよ！　俺は！」

　腕うでの中に抱きすくめ、咲姫の目をまっすぐに見つめる。

「呪われません。絶ぜつ対たいにです！　もしも貴女あなたに惑まどわされているとしたら、それは貴女自身の魅み力りよくに惹ひかれているからです。それは呪いでもなんでもありません。もっとご自分に自信を持ってください。僕は至いたって冷静です。信じてください」

「………そう思い込んでしまうことが妾わらわの呪い、」

「違ちがいます！　現に今僕はアマテラスのことで頭が一いつ杯ぱいです！　あいつを正せい常じように戻もどすには貴女の力が必要なんだ！　わかってください！」

　咲姫は明らかに動どう揺ようし、瞳ひとみを揺ゆり動うごかした。

「アマテラス様のことはすっかり忘わすれていたくせに」

　そこを突つかれると困こまる。たとえ咲姫が相手でなくても、女が絡からめばヘッポコのことなど忘れていただろう。人じん永えいはそういう奴やつなのだ。

「とにかく！　逃にげようなんて考えないでくれ！　逃げていても何も変わらない！」

　言いい訳わけが思いつかないので大声を出して誤ご魔ま化かした。ところが、咲姫にはその言葉が一番響ひびいたようだった。

　咲姫は急に大人しくなると、人永に背せ中なかを向けた。

「……アマテラス様のところへ案内してください。呪いは解とけませんが、妾にもできることがあるかもしれませぬ」

　人永はほっと胸むねを撫なで下おろす。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。あいつ、腹が減へるといつも不ふ機き嫌げんになるんです。今回もきっとそうです。呪いのせいじゃない。大分時間も経たってるし、今いま頃ごろは腹の虫も収おさまっていますよ」

　咲姫を安心させようとして出た言葉は、同時に自分自身に言い聞かせるものでもあった。




　　　　＊




　ホテルに戻ると、そこにはオモイカネしかいなかった。

「おや？　品部さん、お盛さかんですね。アマテラス様のことは忘れてガールハントですか？」

「ガールハントって、……古い表現だな」

　もちろん咲姫を見て言った科白せりふである。横文字に疎うとい咲姫は「があ？」と首を傾かしげた。

「アマテラス様でしたら、おそらくまだ外をほっつき歩いていると思います。すみません。ちょっと目を離はなした隙すきに撒まかれてしまいました」

　オモイカネは飲食店で会計している最中にアマテラスを見失ったらしい。あいつ、初めから財さい布ふのつもりでオモイカネを同行させていたようだ。

「まったく困こまったお人です」

「何嬉うれしそうに笑ってるんですか、まったく。あいつを一人にしたら何しでかすかわからないってのに。被ひ害がいを受けるのはいつも俺なんだ」

「大だい丈じよう夫ぶでしょう。お金を持たせてませんから、お腹なかが空いたらじきに帰ってきますよ。あれでプライドだけは高いですからね、拾い食いや食くい逃にげは絶ぜつ対たいにしないはずです」

　従じゆう者しやとは思えない発言である。気がかりは食い気だけでなく、あいつの横着な性格の方が問題なのだ。誰だれ彼かれ構かまわずトラブルを起こしていたらどうしよう。

「心配なさらずに。アマテラス様ならどんな相手だって屈くつ服ぷくさせますよ」

「それが心配なんだよ、俺は！」

「ところで、────桜の精せいよ」

　オモイカネの声せい質しつが変わった。アマテラスに苦手意い識しきがあるのか、アマテラス不ふ在ざいを知ってどこか安あん堵どしていた咲さき姫ひめが途と端たんに背せ筋すじを伸のばした。

「咲姫、とお呼よびすればよいでしょうか？」

「は、はい！　お初にお目にかかります。思兼神オモイカネ様」

　まったく意識していなかったが、オモイカネもそこそこに位の高い神である。咲姫の緊きん張ちようした様子を見るにつけ、普ふ段だん「オッサン」と呼よんでいる人じん永えいは複雑な気持ちになる。

「ふうむ。なるほど。確たしかに業ごうは深そうですな。花はな降ふり神社を訪おとずれる男女の仲は必ず引ひき裂さかれる、と。──なるほどなるほど。迷めい信しんを現げん象しように変えられるなんて大したものです。それはそれで立りつ派ぱなことですから恥はずかしがる必要はありませんよ？」

「………」

　咲姫は渋しぶい表情を見せた。望んで得た力でなくともその業は誇ほこるべきだ、となぜか諭さとされたからだ。人永は気づいていた。オモイカネは咲姫をからかって楽しんでいる。

「オッサン、少しは気を遣つかってくれ。咲姫様に悪意はないんだ」

「何を仰おつしやる。本気で感服しているんですよ。人間ならともかく、神をも呪のろうその偉い力りよくは称しよう賛さんに値あたいします！　いや、素す晴ばらしい！」

　パチパチパチ、と拍はく手しゆが虚むなしく響ひびく。人永と咲姫は目を見開いて固かたまった。

　その嫌いや味みは、つまり、アマテラスが呪いにかかっていることを示しているのだ。

「じゃあヘッポコは不ふ機き嫌げんになっているわけじゃなくて、本気で俺を嫌きらってる？」

「それもちょっと違ちがいます。観察してみてわかったのですが、品しな部べ人永に興きよう味みをなくしたように感じられましたな」

　オモイカネはショックのあまり呆ほう然ぜんとする人じん永えいにお構かまいなく、胸むねポケットからタバコを一本取り出し、指に挟はさんで遊ばせる。

「アマテラス様はあれで本体の一万八千分の一の霊れい力りよくしか持っていません。本体から霊力を貸かし与あたえられたと言っても分身である以上放出する力には限げん度どがあります。土地神の呪のろい程てい度どであっても今のアマテラス様には脅きよう威いでしょうなあ。……灰はい皿ざらはどこでしょうかね？」

　この部へ屋やが禁きん煙えんであることを教えると、渋しぶい顔をしながらタバコを箱に戻もどした。その一つ一つの動作が咲さき姫ひめを責せめ立たてているようにも感じた。咲姫は顔を青くしている。

「品しな部べさん、タバコをおやめになったので？」

「……元々、あまり吸う方ではありませんから。そんなことより、ヘッポコのことです。あいつにかかった呪いは解とけるんですか!?」

「それは咲姫に訊きいた方が早いでしょう。どうなんです？」

　二つの視し線せんに刺さされ、咲姫は一歩後ずさった。その様子からも答えは察さつせられた。先せん刻こくも、咲姫の口から呪いは解けないと聞いていたのを思い出す。

「……妾わらわが招まねいた破局が打ち破られたことはございませぬ」

　申もうし訳わけなさそうな口調に、人永は一つ提てい案あんを思いつく。

「そうだ！　ククリならどうですか!?　あいつは縁えん結むすびの神様です。もしかしたら、咲姫様の呪いを相そう殺さいすることもできるんじゃ、」

「まず無理でしょうなあ。ククリの神しん徳とくにそれほど効こう力りよくはありません。咲姫のような悪あく神じんは異い例れいでしてね、規き模ぼが違ちがうんですよ。だから多くの神が縁結びの神徳を持つことでそのバランスを取っているんです。ククリだけでは太た刀ち打うちできません」

　すかさず差し込まれた反論にぐうの音ねも出ない。恋人を破局させる神徳なんてそうそうあり得るものではない。妖よう怪かいならいざ知らず、神社に祀まつられている神が持つような神徳ではないのだ。だからこそ強力であり、数を圧おして縁結びの神徳との均きん衡こうを量っているのである。オモイカネの言葉は正論だった。

「咲姫にお聞きしたかったのですが、貴女あなたには呪いがかかったかどうかを確かく認にんする術すべはあるんですか？　そこら辺がどうもあやふやでして。目に見えたり、知覚できたりします？」

「それは、……できませぬ」

　やはり、と頷うなずくオモイカネにたまりかねて質問する。

「どういう意味ですか？」

「咲姫の呪いは無む意い識しきに発生しています。いえ、無自覚ですねこの場合。ですから、咲姫は力を行使して呪うのではなく、自然と呪いを為なしているのです。自覚がないということはいつ誰だれを呪ったのかもわからないし、また呪いをかけたことすら気づかない。逆ぎやくも言えますな。咲姫が原げん因いんではないのに、別れ話はいつも咲姫のせいにされる。自覚がなくて当然です」

　人永は一いつ平ぺいの言葉を思い出していた。誰も神社を訪おとずれないのに呪いによって別れさせられたなんて話はおかしい。そんな内容だったはず。

　そう言えば、アマテラスも似にたようなことを言っていなかったか。其その存そん在ざいは『縁えにしを断たつ』信しん仰こうから生まれている、とかなんとか。

「咲さき姫ひめの呪のろいとはつまり結果論なわけですな。原げん因いんとは関係なく、破局を迎えればそれすなわち咲姫の呪い。因いん果がを無む視しした悪意の押おしつけは人間の得意とするところです。こうなると、呪われているのは咲姫の方だと言えるかもしれませんね。──さて、話は戻もどりますがアマテラス様のことです。これらを踏ふまえた上で、どうしたらアマテラス様を元に戻せるのでしょうかね？」

　人じん永えいはすでに黙もつ考こうに入っていた。オモイカネの声は耳に入っていない。

　咲姫の呪いは元々迷めい信しんから生まれている。花はな降ふり神社をカップルで訪おとずれると破局するというジンクスである。迷信を現げん象しように変えた、とオモイカネは説明したが、反対に、事実が迷信としてこじつけられたとも言えるのである。卵が先か、ニワトリが先か。

　咲姫が原因かどうかはあまり問題ではないのだ。オモイカネの言うように、『破局の原因はすべて咲姫にある』とされるこの町の土ど壌じようそのものが呪い。だとすれば、咲姫が呪いを自覚できないのも当然だ。あることないこと全部咲姫のせいにされるのだから。

　──ん？　ということは、

「つまり、この町で起こる別れ話は全部咲姫様の呪いだと言えますよね。じゃあ、ヘッポコが心変わりしたのもやっぱり呪いとして解かい釈しやくできますよね？」

「ええ、そういう屁へ理り屈くつが成り立ちますなあ。……それで？」

　人永は思いつく限かぎりの情じよう報ほうを巡めぐらせて憶おく測そくを立てた。伊だ達てに『神かみ探さがし』をしてきていないのだ。経けい験けん則そくが解答を模も索さくする。呪い、迷信、つまり信しん仰こう。信仰はより強い信仰で書かき換かえられる。

「ヘッポコが俺を嫌きらっている理由はわかりませんが、呪いである以上打ち消すこともできる」

　咲姫が驚おどろいたように人永を振ふり返かえり、オモイカネが冷めた瞳ひとみで先を促うながす。

「説明してください」

「迷信には迷信を。咲姫様の呪いを打ち消すくらいに強い信仰をぶつければいいのではないでしょうか？」

　ほほう、とオモイカネが顎あごを掻かく。

「では、その信仰とやらはどこにあるのですか？」

　咲姫が不安げに人永を見つめた。そんなものがあるのか、と。縋すがるような視し線せんを受け止めて、慎しん重ちように口にした。

「この町で咲姫様以上の信仰はあり得ません。しかし、全国的に知られている信仰ならば対たい抗こうできるんじゃないでしょうか。……ここからはもう思いつきです。笑わないで聞いてください。俺が考えたのは、解かい呪じゆのアイテムです」

　咲さき姫ひめもオモイカネも身動きを止めたが、人じん永えいは臆おくすることなく続ける。

「我ながら幼よう稚ちだとは思いますけどね。古今東西、その手の話はよくあるでしょう」

　それこそ迷めい信しんである。悪あく魔まに聖せい水すい、鬼おにに桃もも。元がん来らい、病やまいに罹かかった患かん者じやの体から毒どく素そを追い出す術じゆつ式しきの道具として用いられてきた。御お伽とぎ噺ばなしの中の神々が実じつ際さいに現げん界かいしている世界だ。目に見えない厄やくを追おっ払ぱらうアイテムがあっても不思議じゃない。

　もちろん、呪のろいを打ち消す物だってあるかもしれないのだ。

「どうですか？」

　半ば縋すがるようにオモイカネを見た。

　これが駄だ目めなら御お祓はらいという手も考えている。しかし人永が真に懸け念ねんしていることは、そういったものが神に対しても有ゆう効こうであるか否いなかである。所しよ詮せんは人間が編あみ出だした迷信だ。多くは期待できない。

　と、思っていると、

「いやあ、吃驚びつくりです。まさか満点に近い答えを導みちびき出だすとは。ただ少し補ほ足そくが要りますね。迷信は迷信でも、神々にも伝わる迷信ならば神様にだって効ききますよ。そこら辺、確かく信しんなかったでしょう？」

　オモイカネがにんまりと笑った。その表情だけで、人永は試されていたのだと気づかされる。思い返してみても、オモイカネに誘ゆう導どうされていた節があった。会話の中にわざとヒントを織おり交まぜて、人永の反はん応のうを窺うかがっていたのだ。

「……やっぱり、あんたはこの状じよう況きようを面おも白しろがっているんだろ」

「食えないのはお互たがい様さまです。普ふ段だんアマテラス様を邪じや険けんにしつつも、アマテラス様に嫌きらわれたままというのは我が慢まんできないみたいですね。そのお気持ち、わかります」

　そう言うと、悪戯いたずらっぽく片かた目めを瞑つむってみせた。後々冷やかしのネタにされるのを覚かく悟ごしておいた方がよさそうだ。

　と、咲姫が物言いたげにオモイカネに手を伸のばす。しかし、オモイカネは首を横に振ふった。

「残念ですが、そのアイテムは貴女あなた自身の信しん仰こうを打ち消すことができません。咲姫を形作っているのはこの町の人々の思い込みです。貴女自身の呪いを消すには、迷信をなくす以外にありません」

「……そ、そうですか。そうではないかと思っておりました」

　咲姫は落らく胆たんを隠かくすことなく大きく息を吐はき出だした。そして、決意新たに顔を上げる。

「ですが、これでアマテラス様を元に戻もどすことができるのですね!?　妾わらわが蒔まいた種です。妾も協力させてくださいまし！」

　これまでのような悲観や後ろ向きな姿し勢せいは見当たらない。良い傾けい向こうである。

「そう言えば、ヘッポコの呪いは結局何が原げん因いんなんだ？　咲姫様に吹っ飛ばされたのは関係ないんですか？」

「関係はありますよ。本来ならば、咲さき姫ひめの力では神を呪のろうことなどできません。しかし、先さき程ほども言いましたが、御分身では霊れい力りよくに限かぎりがあります。ヘッポコという名前の神に信しん仰こうなどありませんから、その分呪いも受けやすかったのではないかと思います」

　これもまた元ある信仰をより強い信仰が飲み込んだ結果なのだろうか。今のヘッポコは咲姫の呪いと溶とけ込こんで別の存そん在ざいになっているのだ。元に戻もどすには、それすら打ち消すほどの強い信仰をぶつけることだ。

「で、そのアイテムが何でどこにあるのか。オッサンは知ってるんだろ？」

　もったいぶらずに言えよ、と催さい促そくしてみるが、オモイカネの表情はパッとしない。

「……まあいいでしょう。お教えします。今のところ私が考えているアイテムは、桐きりのかんざしです」

「っ、……かんざし、ですか」

「？　どうかしましたか？」

「いえ、別に……」

　不意にコートのポケットに手を忍しのばせそうになったが、なんとか思い止まる。オモイカネは特に気にすることもなく続けた。

「順番に説明しましょう。桐の木は神しん聖せいな木として名高く、その桐から作り出されたかんざしには破は魔まの力が宿ることでしょう。かんざしは女性の髪かみに挿さすことで霊れい気きを宿します。厄やく除よけにも、もちろん解かい呪じゆにも役立ちます。ですが、ただの桐の木ではそれほどの霊力を宿しておりません。あなた方に探さがして頂いただきたいのは、野生の桐、それも鳳ほう凰おうの止まり木にまで神しん格かく化かした桐の木です。これならば、咲姫の呪いも恐おそるるに足らず、ですよ！」

　固かたい表情とは裏うら腹はらに楽しそうにそう説明した。薀うん蓄ちくを語るのが好きなようだ。

「その鳳凰の止まり木、ですか。それってよくあるものなんですか？」

「それが一番の問題でして。たいてい、産ウブ土スナ神カミのいる御お山やまには一本くらいあると思うんですけどね、咲姫はご存ぞん知じですか？」

　咲姫は「そのような木があることも知りませぬ」と首を横に振ふった。予想していたのか、オモイカネはやや困こまったように笑う。

「鳳凰ならともかく、止まり木程てい度どでは霊力は微び弱じやくです。気づかれないのも無理はないでしょう。しかしこの木はとても貴き重ちようでしてね、神々の間でも人気が高いんです。そこから削けずり出だされたかんざしは女神の憧あこがれ。それこそ天アマ照テラス様くらいに高こう貴きな方でなければ手が出せない一品なんです」

　咲姫はみるみるうちに萎い縮しゆくする。世間に疎うとい自分を恥はじているらしい。

「申もうし訳わけありませぬ。妾わらわは、その、神社の境けい内だいと町の一部しか知りませんから、山のことも神々の噂うわさも特に興きよう味みはありませんでした」

「そうでしょうなあ。引ひき籠こもりには過ぎた質問でした」

　また棘とげのある言い方をする。目に涙なみだを浮うかべる咲さき姫ひめがあまりにも不ふ憫びんだったので繕つくろうように口を挟はさんだ。

「わかった。その木を見つけ出せばいいんだな？　御お山やまに一本しかない鳳ほう凰おうの止まり木か。しんどそうだな」

「咲姫が知っていれば苦労はなかったんですがね。あの広大な常とこ堀ほり山やまからあるかどうかもわからないたった一本を見つけ出すのは骨ほねですよ」

「ごめんなさいぃ……ッ！」

　うわ、泣かした。アマテラスを呪のろった張ちよう本ほん人にんが許ゆるせないのか、オモイカネも遠えん慮りよがない。可か哀わい相そうに。袖そでで目元をぐじぐじと拭ぬぐう咲姫は見た目相そう応おうの女の子にしか見えなかった。くそ。可か愛わいいな。

　人じん永えいは咲姫の肩かたに手を置いて、優やさしく、力強く勇気づける。

「大だい丈じよう夫ぶです！　僕が絶ぜつ対たいに見つけ出してみせますから！　二人で憎にくきアマテラスを呪いから解かい放ほうしてやりましょう！」

「品しな部べ殿どの……ッ」

　見つめ合う二人。そんな様子を眺ながめつつ、

「まるでアマテラス様が倒たおすべき悪の化身みたいですなあ」

　オモイカネがほのぼのと呟つぶやくのだった。

　今後のことを検けん討とうする中、突とつ如じよノックもなしに部へ屋やのドアが開け放たれた。派は手でな登場にも関わらず不ふ機き嫌げんを貼はりつけたその顔はアマテラスのものだ。

「オモイカネ、金を用意せい！　たこ焼きの屋台を見つけたは良いが金がないのは拷ごう問もんじゃぞ！　今すぐ食いに行く、供ともをせい！　──む？　なぜ貴き様さまがここにおるのじゃ？」

　その視し線せんの先には、窓まどを開けて逃にげ出だそうとしている咲姫がいた。人永が慌てて取とり押おさえていると、つかつかとやって来たアマテラスに突つき飛とばされる。腕うでを掴つかみ、顎あごを持ち上げて咲姫を睨にらみつける。蛇へびに睨まれたかのように咲姫は固かたまってしまった。

「んふふ。よもや男を漁あさりに下げ界かいに下りてきたのではあるまいな？　ようやくその気になったか？　浅ましいことじゃ」

「っ、違ちがい、ます」

「ならば、オモイカネに用でもあったのかよ？　儂わしに働いた無礼を忘わすれ、儂の物に手をつけるとは恐おそれを知らぬようじゃ。この首へし折られたいかよ？」

　両の腕が咲姫の首に伸のびる。細やかな指が滑なめらかに首くび筋すじを這はい、爪つめが皮ひ膚ふに食い込む。

「……逃げぬのか？」

「─────っ！　……逃げませぬ」

　だが、咲姫は歯を食くい縛しばってアマテラスを見つめた。体は震ふるえ、すぐにでも逃げ出したいはずなのに、咲姫はアマテラスから視線を逸そらさない。そこには確かつ固こたる決意が溢あふれていた。

「に、逃にげてはいては何も解かい決けつ致いたしませぬ。そう教わりました故ゆえ」

　アマテラスは手を離はなし、冷めた瞳ひとみで咲さき姫ひめを見下ろした。

「……つまらぬな。無む駄だと知りつつ足あ掻がくことほど見苦しいものはない。貴き様さまが選ぶべき道は唯ただ一つじゃ。人の縁えにしを断たち切きり、気に入った者を取り込んでいくがよい。永遠に悪あく神じんとして生き続けよ。高き梢こずえに手を伸のばすよりは楽であろうよ」

　興きようが醒さめた、と咲姫を解かい放ほうし、そのまま踵きびすを返す。傍かたわらにいた人じん永えいに気づいたのか、横目で舐なめた。その見下した表情に、人永はカッと頭に血を上らせた。

「ヘッポコ、おまえ……ッ」

　これはヘッポコの本心ではない。すべては呪のろいのせいなのだ。

　そう言い聞かせてきたが、咲姫への悪あく態たいは許ゆるせるものではなかった。人永を流し見たときの双そう眸ぼうの冷たさは背せ筋すじを凍こおりつかせたと同時に、腹の底に溜たまっていたものに火を点けた。

　構かまわず掴つかみかかろうとする人永を、アマテラスはひらりとかわし殺意を宿した目で射い抜ぬいた。

「貴様、今なんと口にした？」

　アマテラスは華きや奢しやな腕うでを高々と振ふり上あげて、ばしん、と人永の頬ほおを叩たたいた。

「下げ郎ろうめっ！　二度と儂わしをヘッポコと呼よぶでないわっ！」

「………」

「行くぞ、オモイカネ！」

　二つの足音が遠ざかり、咲姫が嗚お咽えつを漏もらしても、人永は打たれた状じよう態たいで立たち尽つくしていた。

　ジンジンと頬が痛いたい。あいつ、遠えん慮りよなしに殴なぐりやがった。口の中を切ったようで鉄の味が口内を満たした。気を抜ぬけば腹の底から感情が湧わき上あがってきそうになる。それを必死に抑おさえ込こんだ。

　これが呪いの効こう果かか。今のヘッポコは人永のことを有う象ぞう無む象ぞうの一人くらいにしか思っていない。それを強く実感し、心が揺ゆらいだ。

　痛いくらい拳こぶしを握にぎり、強く歯を噛かむ。叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられて、代わりに近くにあった椅い子すを思い切り蹴けりつけた。それだけで呼こ吸きゆうが乱みだれ、自分がいかに冷静でないかを思い知る。

「し、品しな部べ殿どの……ッ!?」

　咲姫の怯おびえた声が一いつ層そう苛いら立だたせた。感情をぶつける対たい象しようが見当たらず、無ぶ様ざまな姿すがたを見られ続けていることに羞しゆう恥ちを覚え、だがどうすることもできない。

　心の裡うちに巣す食くうのは、怒いかりだ。

　誰だれに対して？　わからない。ただ、理り不ふ尽じんな怒りが誰を彼をも傷きずつけたいと息を巻まく。

　絶ぜつ対たいに許さねえ。なんに対して？　何かに対してだ。こんな思いをさせた一連の騒そう動どうに決ケ着リをつけてやる。絶対に、逃がしゃしねえぞ！　何を？　…………。

　そうして、人永はくつくつと笑い出す。

　即そく物ぶつ的てきなご褒ほう美びのためではなく、単たん純じゆんに気を晴らしたい一心で仕事に臨のぞもうと思ったのは初めてだった。




　　　　＊




　オモイカネから携けい帯たい電話に連れん絡らくが入った。アマテラスのお守りで手が離はなせそうにないので、あとは二人で頑がん張ばってほしい、というものだった。鳳ほう凰おうの止まり木に関する情じよう報ほうはなく、自力で探さがすほかないらしい。

　それともう一つ。おかしなことを言っていた。

『アマテラス様を見み張はっている者がいます。タンクトップを着た長い茶ちや髪ぱつの男です。霊れい力りよくを感じ取ったので神であることは間ま違ちがいないんですが、ありゃ一体なんでしょうかねえ？』

　傍かたわらには咲さき姫ひめが、人じん永えいの顔色を窺うかがいつつ一定の間合いを空けて歩いている。アマテラスと不仲にさせてしまった責せき任にんを感じているのだろうが、腫はれ物ものに触さわるかのように距きよ離りを置かれるのは面おも白しろくなかった。そんなに怖こわい顔をしているのだろうか。

　否いや応おうなくアマテラスのことを考えてしまう。破局の呪いによって感情が入れ替わってしまったアマテラス。人永への好意が反転して嫌けん悪おに変わった。いや、嫌悪ならまだ良かった。好きも嫌きらいも相手に関心があるから成り立つ感情である。アマテラスが人永に向けた眼まな差ざしにはそういったものがなかった。無関心。どうでもいい存そん在ざいは嫌われることよりも悲しいのだと知った。

　元に戻もどすには、鳳凰のかんざしをアマテラスの髪かみに挿さす以外方法はない。鳳凰の止まり木という、あるかないかもわからないものを山の中から一本だけ見つけ出すというのは確たしかに骨ほねだ。もしかしたら、オモイカネはアマテラスを口実に面めん倒どうを避さけたのではあるまいか。

「鳳凰というのはどういう存在なんですか？」

　急に話を振ふられた咲姫は肩かたを震ふるわせたが、人永の口調に親しみを感じたのか、なるべく落ち着いた声で答えた。

「詳くわしくは存ぞんじませんが、風の精せいとも火の精とも呼よばれる神しん鳥ちようでございます。元は大陸に棲すむ神だったのですが、いつの頃ころからか日本にも飛来するようになりました。まさか、各地に止まり木を作っていたとは知りませんでしたけど」

　止まり木というのは、言いい換かえれば別べつ荘そうのことである。鳥は木に巣すを作る習しゆう性せいがある。桐きりを選ぶのは鳳凰の習性なのだろう。

「鳳凰ってのは結けつ構こう有名ですからね。名前くらいは俺も聞いたことがあります。神しん格かくもそれだけに高いと思いますから、あるいは山の奥おく深ふかくに巣を作ると思います」

「妾わらわもそう思います。人の手の入っていない山さん頂ちよう部ぶ辺りではないでしょうか」

　咲姫と意見が一いつ致ちした。高位の神は人世と深く関わろうとしない。なぜなら神しん秘ぴ性せいが神格を押おし上あげるからだ。人間に目もく撃げきされることを嫌うので、人里近くに巣を作るはずがない。

　これだけでは心こころ許もとないが、闇やみ雲くもに探さがすよりは当たりをつけた方がやりやすい。

「ところで、咲さき姫ひめ様。さっきから後ろが騒さわがしいんですけど」

「申もうし訳わけありません。あの声はハトリでしょう。妾わらわをずっと尾つけているようです」

　背はい後ごで「咲姫様っ」という呟つぶやきが何度も聞こえた。それは人じん永えいと会話をしたり、道を曲がったりしたときに発せられた。咲姫の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに反はん応のうしているようだ。

　ミキもハトリも人永がアマテラスではなく咲姫と行動をともにしているのが気に入らないのだろう。後をつけて様子を窺うかがっているのだ。だが、今はあの二人に構かまっているときではない。

　もはや仕事どころではなかった。三神を現げん界かいさせるという本来の目的は一時保ほ留りゆうである。今は、──今はともかくヘッポコを元に戻もどすことが先決だ。

　商店街を抜ぬけ、国道を横おう断だんし、道なりに進む人永に咲姫が堪たまらず声をかけた。

「あの、どこに向かっているか教えて頂いただけないでしょうか？　この先には公園しかありませぬ」

「その公園に用があるんです。あいつなら常とこ堀ほり山やまの地理に詳くわしいでしょうから」

　そう。かつて常堀山を駆かけ回まわっていた狸たぬきならば、鳳ほう凰おうの止まり木について何か知っているかもしれないのだ。

　森緑公園、杉すぎの木の下にククリはいた。咲姫の来らい訪ほうに動転していたが、傍かたわらに人永を見つけて偉えらそうにふんぞり返る。どうやら格かつ好こうつけたいらしいので好都合。

「んん？　鳳凰の止まり木とな？　もちろん知っておるぞー。なんたって、わし、神じゃもの」

「本当ですか!?　ククリ、なんと頼たよりになるのでしょう！」

　咲姫に手（前足？）を握にぎられて「ぬほほほほ」と照れ笑う。扱あつかいやすくて助かる。

「確たしか、神社から少し上った場所に生えておったはずじゃ。なんならわしが案内してやってもよいぞ？」

「よろしくお願いします！」

　人永と咲姫は頷うなずき合あった。少々拍ひよう子し抜ぬけだが、これでアマテラスを元に戻すことができる。

「して、その止まり木を見つけてどうする気じゃ？　咲姫様もなぜこのような人間と？」

　はて、と首を傾かしげるククリ。人永は道すがらアマテラスのことを説明するつもりでいたのだが、油ゆ断だんした。もっと慎しん重ちようにいくべきだった。

「鳳凰の止まり木から彫ほり出だされたかんざしには咲姫様の呪のろいを解とく効こう果かがあるそうなんです。それを使って俺は──」

「なんと!?」

　先頭に立つククリが目を見開いて振ふり返かえった。ククリの驚おどろき様ように目を奪うばわれた瞬しゆん間かん、

「ククリぃ!?　そいつを止めろーっ！」

「咲姫様を守るんだ！」

　ミキとハトリが背後から飛びかかってきた。突とつ然ぜんのことで思考が追いつかず、人永はされるがままに取とり押おさえられる。

「お主ら、なんの真ま似ねですか!?」

「こいつは咲さき姫ひめを誑たぶらかそうとしてんだよ！」

「なんだとう!?」と、声を上げたのはククリと人じん永えいである。

「ククリ、その止まり木まで案内して！　僕たちが先に手に入れなくちゃ！」

「ど、どういうことじゃ!?　いや、待て待て。咲姫様の呪のろいを解とくと言っておったが、もしやこやつ────っ」

「そのまさかだぜ！　この野郎はアマテラスから咲姫に乗のり換かえやがった！」

「咲姫様の呪いを解いて、咲姫様を連れて行く気なんだ！」

「そんな馬鹿な!?」と、ククリと人永の声が被かぶる。

　人永は後こう悔かいした。迂う闊かつにククリに相談したことが仇あだとなってしまった。まさかこんな展てん開かいになるなんて。三神からすれば、咲姫を連れて歩く人永は嫉しつ妬との対たい象しようにしかならない。悪わる巧だくみしていると勘かん違ちがいされても無理はなかった。

　ミキに後こう頭とう部ぶを殴なぐられ意い識しきが遠のいた。その隙すきを見計らい、三神は一いつ斉せいに常とこ堀ほり山やまに向かって駆かけ出だした。

「待ちなさいっ！　誤ご解かいです！　妾わらわと品しな部べ殿どのは───っ」

　その声はもはや三神には届とどかなかった。咲姫も後を追おうと駆け出すが、倒たおれ伏ふす人永を振ふり返かえり慌あわてて駆け寄った。

「品部殿!?　しっかり！」

「ぐ、痛いてぇ～っ！　あの蛇へび野や郎ろう、遠えん慮りよなしかよ……ッ！」

　咲姫に支ささえられてなんとか立ち上がる。急いで後を追わないと、かんざしどころか止まり木すら持って行かれてしまう。

「まずい。急ぎましょう。あいつらよりも早く見つけ出さないと」

「けれど、妾たちは止まり木の在しよ処ざいがわかりませぬ。それにもう、あやつらに追いつくことは……」

　決して足が速いわけではないが、すでに距きよ離りを稼かぜがれているので今から走っても間に合わないだろう。しかし、

「大だい丈じよう夫ぶ。人間と神様の違ちがいってやつを教えてやりますよ！」




　夕ゆう暮ぐれ時どき、あと少しすれば完全に陽ひは落ちる。西日が照りつける中、花はな降ふり神社正面門の前にそのタクシーは停とまった。

「あ、領りよう収しゆう書しよお願いします。はい、やおよろず神議会で」

　文明の利器の勝利である。途と中ちゆう、必死に駆ける三神を車内から見かけた。その気になれば空だって飛べるはずなのに、三神の頭からは抜ぬけ落おちていたようだ。車内で哄こう笑しようする人永の隣となりで咲さき姫ひめはずっと複雑な表情を浮うかべていた。

「なぜかあやつらが憐あわれに思えてなりませぬ」

「あいつらの自じ業ごう自じ得とくです。でも、単たん純じゆんな分だけ想いも一いち途ずなんですよ」

　なんとなくフォローしてみる。隣れに思ったのは咲姫だけではない。

　本ほん殿でんの裏うら手てから雑ぞう木き林ばやしの中に入る。神社から少し上った先、とククリは言っていたので神社を見下ろせる角度を保たもちながら山を登っていく。

　花降神社の周りは森に囲まれており、そこからさらに踏ふみ入いるともはや前ぜん人じん未み踏とうである。けれど、標ひよう高こうはあまり高くないし、勾こう配ばいもなだらかであったのが救いだった。湿しめり気けのある土が若じやつ干かん歩きにくい。咲姫は何度も躓つまずきかけ、呼こ吸きゆうも乱みだしてきた。

「咲姫様、お手をどうぞ」

　足場の悪い森の中を女性と同どう伴はんしているこの状じよう況きようで、手の一つでも取ってやるのが紳しん士しである。咲姫はその申もうし出でを断ことわり続ける。

「いけませぬ。妾に触ふれれば品しな部べ殿どのも呪のろわれます」

　今さらだとも思うが、アマテラスさえも呪ったのだ、根は深い。けれど、困こまっている女性を助けないでは紳士とは呼よべないのだ。

　そして、手を握にぎれるチャンスをむざむざ棒ぼうに振ふる人じん永えいでもなかった。

　咲姫の手を無理やり掴つかんで引き寄せる。すっぽりと腕うでの中に納おさまった咲姫は驚おどろいた顔で人永を見上げた。
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「何度でも言います。僕は呪われません。絶ぜつ対たいに」

　小さな背せ中なかに腕を回し、そっと抱だき寄よせる。

「それに、もしも呪われたとしても、僕は決して後こう悔かいしませんから。貴女あなたのことを好きになって幸せにならない男なんていませんよ」

「……品部殿」

「絶対です。信じてください」

　咲姫の体から徐じよ々じよに硬かたさが取れていく。咲姫は俯うつむいたまま表情を見せないが、胸むねに寄りかかる重みが増ふえたことが心を許ゆるした証あかしだった。たとえ神様であってもか弱い女の子には違ちがいなく、人永は優やさしい顔の裏に邪よこしまな笑みを浮かべるのだった。

　そのとき、どこからともなく飛んできた木の枝えだが人永の頭に直ちよく撃げきし、思わず膝ひざを折った。

「お、おおぅ!?」

「品部殿、どうかなさいましたか？」

「いや、あれ？　今、棒か何かをぶつけられたような……」

　周りを見み渡わたしても誰だれもいない。三神に追いつかれたかと身み構がまえるも、三神なら直ちよく接せつ邪じや魔ましてくるはずなので、こんな姑こ息そくな手を使うとは思えなかった。まさか降ふってきたわけでもあるまい、と人永はアホみたいに頭上を見上げた。

「気のせい、か。……いえ、大だい丈じよう夫ぶです。先を急ぎましょう」

　咲さき姫ひめの手を取ると、今度は抵てい抗こうしなかった。彼女をエスコートしながら先を目指す。

　途と中ちゆう、何度となく足を取られて躓つまずく咲姫を抱だき留とめたが、その度たびに木の枝えだが飛んできた。これで気のせいと流せるほど人じん永えいも抜ぬけてはいない。咲姫も異い変へんに気づき、周囲を警けい戒かいし出す。

「……この山には他にも神様がいるんでしょうか？」

「おります。産ウブ土スナ神カミとして統とう括かつしているのは妾わらわですが、山は精せい霊れいたちの住すみ処か、妾でさえ把は握あくしていないモノたちも無数に存そん在ざいしましょう。ですが、───」

　わけもなく悪意をぶつけてくるのはおかしい。

　妨ぼう害がい自体はささやかなものだが、棒ぼうを投げつけるのはいつも人永が咲姫に密みつ着ちやくしたときだ。もしかして、咲姫に魅み了りようされた精霊が人永に嫉しつ妬としているのか。可か能のう性せいとして十分にあり得た。

「放っておいてもよさそうですが、少し目め障ざわりですね。撒まけますか？」

「どうでしょう。品しな部べ殿どのだけならともかく、妾は足が遅おそい故ゆえ」

　かと言って、咲姫を置いていくと人永のモチベーションが下がってしまう。こうなりゃ強引に行くしかない、とおもむろに咲姫を抱きかかえた。

「な、ななななな!?」

　世に言うお姫様抱っこである。思った通り軽い。これなら走るのも苦ではない。

「しっかり掴つかまっていてください。桐きりの木を見つけるまでの辛しん抱ぼうです」

　人じん永えいは駆かけ出だした。文もん句くを言う咲さき姫ひめであったが、咲姫の歩調に合わせるよりも断だん然ぜん速いので、状じよう況きようを鑑かんがみた結果素す直なおにその身を委ゆだねた。人永は辛つらい顔を一切見せずに駆け上っていく。

　辛くないはずがない。人永はさほど運動が得意な方ではないのだ。それでも実力以上の力を発はつ揮きできるのは、可か愛わいい女の子と密みつ着ちやくできている今の状況が嬉うれしいからである。この旅で一番楽しいひとときかもしれない。

　恥はずかしがりつつも人永の服にしがみつく咲姫が可愛くて堪たまらない。この男にとって鳳ほう凰おうの止まり木は二の次になりつつあった。

　そしてまた、今度は一ひと際きわ大きい木もく片へんが顔面を捉とらえた。咲姫を抱かかえたままひっくり返り、瞼まぶたの裏うらで星を見る。

「ひぃ!?」

　人永を心配するより先に、咲姫は行く手を阻はばむ影かげを見み据すえて息を呑のんだ。荒あら々あらしい足音を立てて近づいてくるその人物は、頬ほおをひくつかせて人永を見下ろした。

「き、奇き遇ぐうじゃのう。ここで、な、何をしておるのじゃ？　───咲姫よ」

「アマテラス様っ!?　どうしてここに!?」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのアマテラスは決まり悪いのか視し線せんを遠くに飛ばした。人永は体を起こし、「ヘッポコ」と呼よびそうになるのをすんでのところで堪こらえた。また殴なぐられるのは勘かん弁べんだ。

　それよりも気になるのが、木の棒ぼうが飛んできた方向からアマテラスがやって来たことだ。単純に考えても人永に妨ぼう害がいを加えていたのはアマテラスだと思う。釈しやく然ぜんとしないが、不ふ機き嫌げんそうなアマテラスにそれを追つい及きゆうするのは躊躇ためらわれた。

「ありゃりゃ。アマテラス様、勝手をなさっては困こまります。これでは段だん取どりが、──おっと、品しな部べさん、奇き遇ぐうですねえ。こんな森深くで逢あい引びきですか？」

　肥ひ満まん気ぎ味みな体に鞭むち打うって駆かけ寄よってきたオモイカネが、親父臭くさく嫌いやらしい冗じよう談だんを吐はいた。途と端たんに顔を真っ赤にした咲姫が「違ちがいますッ！」と人永の腹に拳こぶしを打つ。……なぜ？

「冗談です。その様子だとまだ鳳凰のかんざしを手に入れていないようですね。せっかくですから一いつ緒しよに行きますか？　当てもなく探さがし回まわるより、私に案内された方が早いですよ」

「止まり木を見つけたのですか!?」

　咲姫に縋すがられて、にんまりと笑みを浮かべた。

「ええ。アマテラス様が心配ですからね、私も探しに来たんです。偶ぐう然ぜん、品部さんたちよりも先に見つけてしまい、どうしたもんかと思っていたんですよ」

　あんなことを言っているが、そのおかげである疑ぎ惑わくが浮ふ上じようした。

　人永はオモイカネを信用しない。このオッサン、最初から鳳凰の止まり木の在あり処かを知っていたに違いない。人永たちをけしかけて様子を見て楽しんでいたのだ。

　そして、おそらくオモイカネの溢こぼした「段取り」という言葉は、その企たくらみを指してのものだろう。アマテラスのせいで人永たちの前に姿すがたを現さざるを得なくなったのだ。

「オッサン、頼たのむからこんな遠回しなことやめてくれ」

「はて、なんのことでしょう？」

「惚とぼけるな。どうせ最後には鳳ほう凰おうのかんざしが俺の手に渡わたるよう計画してるんだろう。思い出したよ。あんた、脚きやく本ほんの神でもあったんだっけ」

　オモイカネは涼すずしい顔して横を向く。言いい訳わけしない辺り潔いさぎよいが、その態たい度どは完全に小馬鹿にしている。

　憤いきどおる人じん永えいにオモイカネが擦すり寄よってきて、「しかし、良い思いもなさったのでしょう？　むしろ感かん謝しやしてもらいたいですな」と恩おんを売りつける。それについては反はん駁ばくしようもないので逃にげるように無む視しした。

　とにかく優ゆう先せんすべきはかんざしの入手である。アマテラスの目の前で、アマテラスのためにかんざしを手に入れるというのはなんとなく照てれ臭くさいものがある。どうしてこいつを連れてきたんだか。

　先頭を切って歩き出したのはアマテラスだ。ずんずんと先を行くアマテラスに追おい縋すがるように咲さき姫ひめも懸けん命めいに歩を進めた。傍かたわらにつく人永が咲姫の手を取っていると、アマテラスが忌いま々いましげに振ふり返かえる。

　人永、咲姫、と順に眺ながめ、舌した打うちしつつ声を荒あらげた。

「おい、オモイカネ！　本当にこの先に鳳凰の止まり木があるのかよ!?　面おも白しろいものが見られると聞いたから来てやったのじゃぞ!?」

　殿しんがりにいるオモイカネが嘆たん息そくしながら頷うなずいた。

「ええ。鳳凰が止まり木を選ぶとき、ちょっとした法ほう則そく性せいみたいなものがありまして。地形とか諸もろ々もろの条件が適かなった場所がこの先にあるんです。もう少しですからちょっとは辛しん抱ぼうしてください」

「なんじゃその言い草はっ!?　儂わしをこのような寒々しい場所に連れてきおって!?」

「だから言ったじゃないですか。アマテラス様がいてはかえって邪じや魔ま、いえいえ足手まとい、でもなくて、アマテラス様のご気分を害されるかもしれません、と」

「本音がだだ漏もれではないか!?　よいわっ！　貴き様さまにはもう聞かん！」

　そして、人永にじと目を向けると、頬ほおを膨ふくらませたまま傍そばまで寄って来て腕うでに縋りついた。

「歩きにくいでな。貴様の腕を借りてやるわ。儂を支ささえるがよい」

「……ッ!?」

　人永はびくりと体を震ふるわせた。動どう揺ようが伝わったのか、咲姫が怪け訝げんそうに人永を見つめる。

「……品しな部べ殿どの、お顔が真っ赤でございます」

「な、なんでもありません。ちょっと驚おどろいただけですから。ははは」

　咲姫と手を繋つないだ高こう揚よう感かんが萎しぼんでいく。代わりに、アマテラスにも挟はさまれたこの状じよう況きようにどういうわけか背せ中なかが汗あせを掻かき始はじめる。

「ふん。儂わしに触ふれられるなぞ、これほどの幸運はあり得ぬぞ。先に褒ほう美びとして受け取るがいい。代わりに儂を疲つかれさせるでないぞ、人間」

「くっ、…………わかりました」

　アマテラスに上から命令されて面おも白しろくないはずなのに、どういうわけか頬ほおが緩ゆるんでしまう。それを必死に堪こらえようとして、表情がおかしくなる。咲さき姫ひめの冷めた視し線せんが痛いたい。

「いやあ、両手に花とは羨うらやましいですなあ。品しな部べさん」

　オモイカネの皮肉は耳に入らなかった。

　代わりに、アマテラスに耳元で囁ささやかれる。

「……変なところに触れでもしたら、殺すぞぇ」

「ッッッッッッ!?」

　背せ筋すじが震ふるえた。脅おどされているのにどうして高こう揚ようするのか、俺。悪あく態たいも吐つけず、従したがわされることに快感を覚え始めている!?　これでは完全なるマゾだ！　精せい神しん的てきにやばいので、早くかんざしを手に入れて元のヘッポコに戻もどしたい。

　物ぶつ騒そうな言葉を吐はきつつも、アマテラスはますます体を摺すり寄よせてきた。アマテラスの温ぬくもりとか、アマテラスの柔やわらかさとか、アマテラスの匂においとかに襲おそわれて、人じん永えいは喉のどを鳴らした。色んな感情がごちゃ混まぜになってバカになりそうだ。

「……妾わらわとくっつくよりも鼓こ動どうが速くなっておりますよ。品部殿どの」

　なぜか嫌いや味みを言う咲姫の顔は怖こわくて見られそうになかった。どうしてこんなことになっているんだろう。

　遅ち々ちとした歩調でも目的地には確かく実じつに近づいている。オモイカネが前に躍おどり出でて、前方を指差した。

「ほら、あそこです。見事な桐きりの木が立っているのが見えますか？」

　オモイカネに言われずともその存そん在ざい感かんは他を圧あつ倒とうしていた。落らく葉よう樹じゆであるらしいので、今の季節では葉は一枚もない。しかし、枯かれ木きでありながらも神こう々ごうしさを感じさせるのはやはり鳳ほう凰おうの止まり木ならばこそか。人永たちは息を呑のんで止まり木に近づいた。

「ほう。これかよ。確たしかに霊れい力りよくを感じるわ。じゃが、この程てい度どでは見み世せ物ものとしては三流じゃ。オモイカネ、これが面白いものか？　儂を謀たばかったのか？」

「アマテラス様が来たいというから連れてきたんじゃないですか。言いがかりはやめてくださいよ。それに、本番はこれからですよ」

　オモイカネはもったいつけるようにアマテラスに、人永たちに視線を送る。さあお立会い、と言わんばかりに両手を広げ、桐の木に向かい合う。

　両手を幹みきに添そえると、むん、と押おし出だすように力を込めた。桐の木が梢こずえの先まで金色に輝かがやき始める。

「木に宿りし精せい霊れいよ。其そに命ずる。其の姿すがたをかんざしに変え、我に賜たまわんことを」

　キン、と甲かん高だかい音が鳴り、熱風が吹ふき抜ぬけた。金色の光が梢こずえから放たれキラキラと舞まい、それらが空中で一つに重なり合い、玉となる。ゆっくりと時間をかけて光の玉が落ちてきた。

「ほう」

　アマテラスが感心するように声を上げた。

　光の中にうっすらと棒ぼう状じようの物が見えた気がした。あれがかんざしだろうか。

　光を受け止めようと両手を高々と掲かかげた。まっすぐに人じん永えいの元へ──。

「もらったぁーっ！」

　触ふれる瞬しゆん間かん、どこからともなくやって来たククリがかんざしを掠かすめ取とり、両手は宙を掴つかんだ。

　見事に着地したククリはかんざしを持ち上げて得意な顔で叫さけぶ。

「わしが頂いただいた！　これはわしのモンじゃーっ！」

　てってけてー、と駆かけて行く。人永たちは呆あつ気けに取られてククリを見送った。

　後ろから走り込んできたミキとハトリが、まっすぐククリの元へ合流する。

「でかしたぜ！　これさえあれば咲さき姫ひめはっ！」

「うん！　咲姫様は幸せになれるんだ！」

　三神は喜びを分かち合いながら、そのまま山を下っていく。いち早く我に返った咲姫が弾はじかれたように後を追って駆け出した。

「ま、待ちなさいっ！　そのかんざしは、そのかんざしはっ！」

　咲姫と三神は山を駆け下り、木々が邪じや魔まをして間もなくその姿すがたも見えなくなった。

「………」

　しばらく人永たちは無言で立たち尽つくした。頬ほおをぽりぽりと掻かきながらアマテラスが口を開く。

「けしからんな」

　この状じよう況きように見合う言葉は思いつかなかったが、人永は堪たまらず笑いにも似にた息を漏もらしていた。三神もなかなか見上げたものである。してやられた感はあるが、知らず肩かたの力を抜いていた。

　オモイカネが首を傾かしげた。不思議そうに人永を見つめて、

「品しな部べさんは追わんのですか？」

「追いませんよ。ここに大木がまだ残っているのに、あの一本を奪うばい合あう必要はないでしょう」

　人永は走り去る三神を眺ながめてせせら笑い、アマテラスも「まったくじゃ」と首を振ふる。

　そうとも。ここにかんざしの材料が残っているのに目を血走らせて追いかける必要性がどこにある。

「おや？　言いませんでしたか？　一本の鳳凰の止まり木から作り出されるかんざしは一つだけです。精せい霊れいの霊れい力りよくを使い果たしてしまいましたからな。もうこの木から破は魔まのかんざしは二度と生み出されません」

　当然のように話すオモイカネを咄とつ嗟さに振り返り、

「「はあっ!?」」

　驚おどろきの声が二つ重なる。見ると、アマテラスが慌あわてて口元を押おさえていた。

「ん、む、そうじゃな。そうでなければ有あり難がた味みがないよな。んふふふふ」

　なぜか引きつった表情で乾かわいた笑い声を出す。

「もう一つ言いい忘わすれていましたが、あのかんざしの破は魔まの効こう力りよくは一度だけです。最初に身につけた者にのみ効力は発はつ揮きされます。──さて品しな部べさん、追わなくていいんですか？」

　オモイカネのしたり顔を見つけて、一気に頭に血が上った。

　性しよう悪わるダヌキめ。この展てん開かいを予よ測そくしてわざと肝かん心じんな部分を伏ふせていたのだ。人じん永えいがアマテラスのためにどれだけ必死になるかを試していたのだろう。オモイカネは従じゆう者しやとして、いつだってアマテラスのことを考えていた。

　アマテラスの顔を見た。そこには置物を見るような、関心すら示さない冷たい表情だけが浮うかんでいた。

　心臓を鷲わし掴づかみにされたかのような痛いたみが胸むねに走る。

「くっそおおおおおおおおおおっ！」

　だっ、と駆かけ出だした。三神の姿すがたはどこにもない。オモイカネがもったいつけていたせいでかなりの時間ロスである。懸けん命めいに腕うでを振ふって夕ゆう暮ぐれの残光で影かげを落とす森を走る。

　──くそ、くそ、くそっ！

　三神はかんざしを使えば咲さき姫ひめと結ばれると勘かん違ちがいしているはずだ。この後、三神は一つのかんざしを巡めぐって争うだろう。奪うばい取とったかんざしを、隙すきを見て咲姫の髪かみに挿さし、呪のろいを解といて我が物にしようと画かく策さくしている。

　かんざしを使われてしまうとヘッポコを元に戻もどす手しゆ段だんが断たたれる。かんざし一つでヘッポコにかかった呪いが解けるかどうかわからないけれど、オモイカネが推おしてくれたのだ、これが一番確かく実じつな方法なのである。それを、今、手放してはならない。

　小石に躓つまずいた。

　大きくバランスを崩くずして派は手でにすっ転ぶ。コートが泥どろと枯かれ葉はで汚よごれた。幸い、どこも怪け我がしていないし痛みもない。けれど、人永はすぐに立ち上がれなかった。

「──」

　なぜこんなに必死になっているのか、と怖こわいくらいに冷静になって思った。ヘッポコがいつかのように突とつ然ぜんいなくなるわけじゃない。人永に興きよう味みをなくし、そのまま人永の元から離はなれるだけの話。それが呪いであろうとなかろうと、納なつ得とくするしないに関わらず、順序立った別べつ離りならばさほどのショックはないはずだ。

　そもそも、ヘッポコのせいで人生をめちゃくちゃにされていた。好きな女の子と仲良くなるのだって難むずかしい。こんな下らない仕事に手を染そめることもなかった。ヘッポコのおかげで苦労をかけられてばかりだ。

　今回のことは不運な出来事だった、と諦あきらめればいい。

　いつか呪のろいが解とけてヘッポコが帰ってくるのを待てばいい。そのときは、また違ちがった形で関係を作っていけるだろう。たとえ帰ってこなくても、ヘッポコのことは思い出として片かた付づけられる。寂さびしくはあるけれど、いつまでも一いつ緒しよだとは思っていなかったのだ。ずっと。

　──本当か？

　心のどこかで不安に感じていたんじゃないのか。

　おまえは、ヘッポコに、嫌きらわれたままでいいのか？

　起き上がり、コートを脱ぎ捨てネクタイを外した。夕焼けの光はもはやなく、夜の気配に包まれた森の中を再ふたたび走り出した。







　咲さき姫ひめは三神に喰くらいついていた。距きよ離りは縮ちぢまらないが離はなされることもなかったのは、咲姫の足が三神と均きん衡こうしているからではなく、三神がわざと距離を保たもっていたからにすぎない。

　必死に駆かけてくる咲姫を置いていくことなどできるはずがない。三神は度たび々たび振ふり返かえりながら懇こん願がんする。

「咲姫様っ！　もうご無理をなさらないでくだされ！」

「あとはオレたちに任まかせておけよ！」

「僕たちがきっと咲姫様を幸せにしてみせますから！」

　咲姫には三神が何を言っているのかわからなかった。三神は一体何を考え、かんざしをどこに運ぼうとしているのだろうか。

　詮せん無なきことだ、と首を振る。あのかんざしは取とり戻もどさなければならない。

　人じん永えいとアマテラスの仲を裂さいた挙あげ句く、その呪いを解くかんざしは咲姫に恋れん慕ぼを寄せる三神に奪うばわれてしまった。

　──妾わらわは疫やく病びよう神がみじゃ。誰だれとも関わってはいけなかった！

　長年、心の中に増ぞう幅ふくさせてきた自じ虐ぎやくの念が咲姫の意思を挫くじこうともがき始める。

　──すべては妾が蒔まいた種。妾が雲くも隠がくれさえしていればこんなことにならなかったものを。

　いっそ逃にげ出だしたい。自分さえ消えてなくなればすべては元通りになるはずだ、と根こん拠きよのない可か能のう性せいに縋すがりたくなる。

　しかし、自分が蒔いた種なのだ、見み届とどけなくてどうする。逃げても何も変わらない、と人永が諭さとしてくれた。何も変わらないのなら、変える努力をすべきだ。

　アマテラスを元に戻す。そのために、何がなんでもかんざしを取り戻す！

「はあ、はあ、はあ、─────」

　三神が立ち止まっていた。根こん競くらべに負けたように、観念した面おも持もちで咲姫を眺ながめている。咲姫は膝ひざに手をついて呼こ吸きゆうを落ち着け、意を決したように面おもてを上げた。

「そのかんざしを渡わたしなさい」

　三神は顔を見合わせて、ククリが代表するように一歩前に出た。

「それだけはできませんのじゃ。咲さき姫ひめ様にはもっと相応ふさわしい男がいるはずじゃ」

「そうだぜ！　あんな余よ所そ者ものに本気で惚ほれちまったわけじゃねえだろう!?」

「咲姫様はまた逃にげようとしています！　ヤケにならないで！　もっと自分のことを考えてください！」

[image: ]

　追つい従じゆうするミキとハトリ。やはり三神は人じん永えいとの仲を誤ご解かいしている。そして、かんざしの効こう力りよくについても『咲姫と真しんに結ばれるもの』と思い込んでいる。咲姫の髪かみに挿さした者は破局の呪のろいにかかることなく愛を全うすることができるのだ、と。

　そんな都合の良いモノが存そん在ざいするはずないのに。

　若じやつ干かんの嘲ちよう笑しようを従したがえつつ、咲姫は諭さとすように口を開いた。

「勘かん違ちがいしないでください。そのかんざしは──」

「大体、あんたには好きな奴やつがいるだろうがよ！　あの一いつ平ぺいとかいう人間のガキだ！　あんた、そいつのことも忘わすれちまったのかよ!?」

「───」

　呼こ吸きゆうが止まった。突とつ如じよ出されたその名に、心臓が跳はね上あがった。

「な、なぜ一平のことを!?」

「見くびるんじゃねえ！　オレたちゃあんたのことをずっと見てきたんだ！　咲さき姫ひめが本当に好きな相手ぐらい端はなっから知ってたぜ！」

「咲姫様、わしらはこのかんざしを一いつ平ぺいに届とどける気でおった。一平が貴女あなた様の髪かみにかんざしを挿させば、きっと二人の仲は元に戻もどるものと思うておったのじゃ」

「一平さんのことで塞ふさぎ込こんでいたのも知っています。咲姫様、考え直してください！　貴女は一平さんと結ばれるべきなんです！　好きなんでしょ!?　咲姫様っ!?」

　三神の言葉がことごとく咲姫の心を突つき刺さした。

　三神が真に望んでいることを思い知る。咲姫の本心を見み抜ぬき、何もかもから逃にげ出だそうとする咲姫を必死に食い止めた。すべては咲姫のために。

　どうしてそうまでして自分に構かまうのか、理り解かいできない。人心を惑まどわし、悪あく神じんと称たたえられ恐おそれられてきたのに。三神にも冷たい態たい度どを取ってきたのに。自分さえいなくなれば災さい厄やくは消えてなくなるというのに、なぜそうまでして妾わらわを引きとめようとするのか！

　なぜ、一平との幸せを願うのか。

「違ちがう。……違います。妾は幸せになるべきではないのです」

　なれるはずがない。アマテラスも言っていた。咲姫として現げん界かいする限かぎり、真っ当な道は存そん在ざいしないのだ。人ひと並なみの幸せを望むことこそおこがましい。人心を惑わすのが嫌いやならば、誰だれとも関わらずに生きていけ。そうして心を保たもってきたのだ。

　今、咲姫を突き動かしているものは罪つみの意い識しき。誰かと結ばれようなんて思っていない。

「……そのかんざしはアマテラス様を元に戻すためのもの。一平とは関係ありませぬ」

「アマテラスなんざ関係ねえ！　あんたがどうしたいかだ！」

　一平はもはや思い出だ。彼の後をつけていたのは、結末を見届けたいという未み練れんである。一平の隣となりにいるはずの誰かに自分を重ねることはしなかった。

　我が名は『裂さき姫ひめ』。人の縁えにしを断たち切きることに悦よろこびを覚える悪神。そうあれと命じられて全うしてきた道だ。今さら足あ掻がいて何になる。

「いえ、妾はやはり人心を惑わす悪神。どうして人間と結ばれることができましょうか」

　神と人間が結ばれるなんて不ふ可か能のうだ。

　そんな夢む幻げんは捨ててしまおう。アマテラスを元に戻した暁あかつきには、ひっそりと雲くも隠がくれしようと心に決めるのだった。

「咲姫様……」

　三神は続く言葉が思いつかない。咲姫の目に映る全てを投げ捨てた諦てい観かんは、どんな言葉も受け付けないと語っていた。

「かんざしを渡わたしなさい」

　手を差し出す咲姫に、ククリはたじろいだ。かんざしを掌てのひらの中で遊ばせて、決意を込めて高々と掲かかげる。

「今一度考え直してくだされ！　これさえあれば一いつ平ぺいと結ばれる！　貴女あなた様の運命はこのかんざし一つで覆くつがえるのじゃぞ!?　どうか、今一度！」

「………」

　咲さき姫ひめは悲しそうな表情で、しかし差し出す手を下ろすことはなかった。三神の意気込みが消しよう沈ちんしていくのがわかった。

　咲姫にはもうどんな言葉も届とどかないのか。

　そして、かんざしを掲かかげた手を下ろそうとしたそのとき、

「寄よ越こせッ」

　横の茂しげみから飛び出てきた人じん永えいに殴なぐり飛とばされた。ククリの手から零こぼれ落おちたかんざしを拾い上げると、人永は勢いきおいそのままに茂みの中へと駆かけ戻もどっていく。

　三神が雄お叫たけびを上げた。

「待てコラァ─────────ッッッ!!」

　人永を追って三神も茂みの中へと飛び込んだ。それら喧けん騒そうは森がすべて吸きゆう収しゆうし、後には風の音だけが響ひびき渡わたった。

　その場に取り残された咲姫は、緊きん張ちようが解とけたようにがくりと膝ひざから折れた。突とつ如じよ訪おとずれた静寂しじまに、若じやつ干かんの寂さびしさを感じる。

　かんざしを取り戻した今、咲姫がすべきことはなくなった。

　人永はアマテラスの呪のろいを解とくだろう。かんざしは霊れい力りよくを失い、ただのかんざしになってしまうのだ。今になって後こう悔かいが過ぎるが、その無念ごと雲くも隠がくれすべきだと改める。

　悲ひ恋れん桜ざくらの御お伽とぎ噺ばなしもようやく閉へい幕まくを迎えるのだ。

「咲姫よ、貴き様さまはどれだけの想いを踏ふみにじれば気が済すむのじゃ？」

　背はい後ごからかかった声に飛とび跳はねた。振ふり返かえるまでもなく、アマテラスだと気づいた。どうしてここにいるのか。

　アマテラスは咲姫の正面に回り込み、座すわり込こむ咲姫を見下ろした。「んふふふ」と冷れい酷こくな笑みを携たずさえて。

「儂わしにかかった呪いを解かんと懸けん命めいに走ったようじゃのう。苦しゅうないわ。その義、褒ほめてつかわすぞ？」

「っ、当然です！　妾わらわのせいなのですから、妾が動かずしてどうしますか!?」

　罪つみ滅ほろぼしのつもりだったのだ、褒められる謂いわれはない。

　違い和わ感かんを覚えた。アマテラスの言葉は呪いにかかっていることを自覚したものだった。もしや、と思い顔を上げると、アマテラスの顔から笑みが消えていた。重い声こわ音ねが降ふりかかる。

「なぜその努力を自らのためにせんのか。幸せになろうと足あ掻がくことは、みすぼらしくはあるが罪ではない。まして貴様を後あと押おしせんとする者もおる。応こたえてやるが礼れい儀ぎではないかよ？」

　アマテラスは、ふん、とつまらなげに息を吐はいた。

「滑こつ稽けいじゃな。ほとほと見下げ果てたわ。他者を蹴け落おとしてでも好いた男を手に入れるのが最上。己おのれを卑ひ下げし信しん仰こうに頼たよらんとする気持ちも、まあわからんではない。が、未み練れんがましく喰くらいついていながら臆おくするとはどういうわけじゃ？　諦あきらめることは最も忌いむべき罪つみじゃぞ」

　手しゆ段だんはどうあれ目的を実現させることに、幸せにならんとすることに罪はない。問われるべきは手段であり、意志そのものは称しよう賛さんされるべき原動力。

　逃にげる行こう為いが大たい罪ざいである、とアマテラスは糾きゆう弾だんする。

「自身の存そん在ざいが一いつ平ぺいを不幸にすると申しておったな。故ゆえに雲くも隠がくれするのじゃと。──たわけ。貴き様さまはそれほど大した存在ではないわ。全知を語るな。身の程ほどを知れ、下げ郎ろう」

　一平の幸せを決めるのは、誰だれでもない、一平自身である。自分に見えるものは自身の幸福だけだ。咲さき姫ひめの諦てい観かんは一平を言いい訳わけにしているにすぎない。

　──すべては妾わらわの思い上がりだと？

　アマテラスはそれをわからせるためにこの場にやって来たのだろうか。

「よく考えるがよいわ。貴様の幸せを願う者たちのためにも、貴様が真に願う幸せがどういったものであるかをな」

　アマテラスは踵きびすを返して去っていく。

　咲姫は打ちのめされたようにその場から動けない。







　うまくいった。

　三神が咲姫に気を取られている間に作戦を立てていた。かんざしの強ごう奪だつは賭かけだったが、幸い一番襲おそいやすいククリが手にしていたので奪うばい取とるのも簡かん単たんだった。

　人じん永えいはアマテラスを探さがさずに鳳ほう凰おうの止まり木を目指して走り、途と中ちゆうで脱ぎ捨てたコートを見つけて拾い上げた。かんざしをポケットに入れて、再ふたたび茂しげみの中に放り投げる。

　どうせ三神に追いつかれるに決まっているのだ。今度三神に襲おそわれれば人永だってひとたまりもない。数ですでに負けている。かんざしを持っていたら再び奪われるのも目に見えている。ならば、かんざしを隠かくしてしまえばいい。あいつらはアホだからそこまで頭が回らないことを信じている。

　予想通り、アマテラスとオモイカネの姿すがたは止まり木の近くになかった。気の短いアマテラスが一いつ箇か所しよに留とどまっているはずがなく、これから森を駆かけ回まわって探し出すのも面めん倒どうだ。一度山を下って身を隠し、ほとぼりが冷めた頃ころにコートを回収しにくればいい。

　逃げの態ていで山を下っていると、後ろから地じ響ひびきが追せまってきた。駆かけ足あし程てい度どならば人永も無む視ししていたが、轟ごう音おんと振しん動どうが足元に迫せまる感覚にはさすがに振ふり向むかざるを得なかった。

　後ろを振り返った人永は、思わず足を止めてしまっていた。

『フウウウウウウウウウウゥゥゥゥゥゥッッッッッ！』

「───」

　眼がん前ぜんに迫せまった巨きよ体たいに呼こ吸きゆうが止まった。悲鳴すら上げることができず、立たち竦すくむ。

　最初、熊くまかと思った。冗じよう談だんでもなんでもなく、本当にそう見えた。頼たよりない月明かりの中に浮うかび上がるシルエットは巨きよ大だいな黒き雲のようだった。野太い唸うなり声ごえが獣けものであることを証しよう明めいし、闇やみよりも深い黒に覆おおわれた目周りと足先から鋭するどい眼がん光こうと爪つめが鈍にぶく光る。

　人を丸まる呑のみしそうなほどでかい口から湯気のような息を吐はき出だした。

『わしを怒おこらせたな。ここならば人目がない。心置きなく貴き様さまの無礼を清算することができる。痛いたい目を見たくなければ、鳳ほう凰おうのかんざしを差し出せい！』

　ククリだった。これが真の姿すがたなのか。狸たぬきもここまで巨大化すると一いつ般ぱん的てきな可か愛わいらしいイメージは粉こな々ごなに崩くずれ去さる。恐おそろしい獣でしかない。

　背はい後ご、山が隆りゆう起きしたかの如ごとく、二つの大きな影かげが人じん永えいを飲み込んだ。

　そこにいたのは巨大な蛇へびと鶴つるだった。ミキとハトリだろう、とぐろを巻まいた蛇は長い舌したを突つき出だしておぞましく雄お叫たけびを上げた。

『シャアァァァァァァァッッッッ！』

『クワアァァァァァァァァァァ！』

　追つい従じゆうするように威い嚇かくする鶴は嘴くちばしを鋭えい利りな刃は物ものに見立てて人永に狙ねらいを定める。

　なぜか笑いが込み上げてきそうになる。ククリとミキはわかるが、ハトリは奇きを衒てらいすぎだ。

　そりゃ機はた織おりと言えば鶴かもしれないが、普ふ段だんの大人しいハトリからはイメージがかけ離はなれている。

　人永を追ってきた形けい跡せきがはっきりと窺うかがえた。木々は倒たおれ、地面は抉えぐれ。それがどれほど脅きよう威い的てきで、絶ぜつ望ぼう的てきかを物語る。三つの重じゆう圧あつに見下ろされ、人永は今さらのように恐きよう怖ふを感じた。

『怖こわかろう？　わしらとてここまでしとうなかったわい』

『そら、大人しくかんざしを渡わたしやがれ！』

『僕をこの姿に変えた罪つみは重い。品しな部べさん、覚かく悟ごはいいね？』

　だが、救いがあるとすれば、獣たちが正気を保たもっていたことだった。見た目は恐ろしいが中身はかつての三神のままだ。会話が通じるだけで怖さは半はん減げんする。

「いやあ、吃驚びつくりしました。あんたら、本当に神様だったんですね。並なみの神しん格かくじゃないでしょう？」

『ほう。悲鳴を上げぬとは大したもんじゃが、煽おだてても無む駄だじゃぞ？』

　せめて時間を稼かせごうと思った。アマテラスの後ご光こうと同じく、三神も今偉い力りよくを発散させているはずだ。オモイカネが気づいて駆かけつけてくれるかもしれない。

『かんざしを渡せ。さあッ！』

　ククリの前足がのそりと人永の眼前を踏ふみ抜ぬく。噴ふん出しゆつする汗あせには気づかないフリをして、あくまでも冷静に言葉を繋つなぐ。

「……どうしてもと言うのであれば素す直なおに従したがいます。ただ、その前に教えてくれませんか。かんざしを使って何をする気です？」

　三神は思い込みだけで真の姿すがたを晒さらしているのだ。かんざしの本当の効こう力りよくについて説明したところで信じてくれないだろう。下した手てに出て会話を引ひき伸のばそうと思った。

　だが、

『テメェに言う必要はねえよ！　さっさと出せやコラァ！』

　ミキがその体を鞭むちのようにしならせて地面に打ちつけた。巻まき上あがった泥う土いじが全身に飛びかかる。それは脅おどし以外の何物でもない。次はないぞ、と三神の押おし黙だまった空気が否いや応おうなく告げていた。

　実のところ、人じん永えいは三神と咲さき姫ひめの会話を漏もらさず聞いていた。三神が咲姫のために、一いつ平ぺいにかんざしを渡わたそうとしていることも知っている。一いちか八ばちかだが、ここに賭かけるしかない。下へ手たな刺し激げきは与あたえたくないが、三神に耳を傾かたむけさせるには一平の名前を出す必要があった。

「どうして咲姫様と黒くろ木きさんを？　あんたらだって咲姫様のことを、」

　右半身に衝しよう撃げきが走る。分厚い壁かべに殴なぐられたような感かん触しよく。宙に浮うき上あがり、一いつ瞬しゆん後のちに地面に叩たたきつけられた。呻うめき声こえすら上がらない。必死に息を吐はき出だすだけで全身に痺しびれた。

「────────っ、がふっ!?」

　胸きよう部ぶに激げき痛つうが走った。拳こぶし大だいの生き物が体内から這はい出でようと蠢うごめいているみたいに、肺はいの辺りをズクズクと刺激する。噴ふき出でる汗あせが体温をさらっていく。悪お寒かんとともに込み上げてきた吐はき気けは堪たまらずに口から溢こぼれた。血。

　のしのし、と巨きよ体たいが再ふたたび近づいてくる。ククリだろうか。顔を上げることができない。

　自分の体を確かく認にんしたくなかった。これ、もしかして、肋ろつ骨こつが折れ、

「ぁぁぁぁあああああアアアアアアアッッッッ!?」

　今度は腕うで。もがき伸のばした右腕の骨ほねが折れる音をはっきりと聞いた。ククリの前足が容よう赦しやなく肘ひじ辺りを踏ふみ抜ぬいていた。

『痛いたかろう。余よ計けいなことを口にした罰ばつじゃ』

　ぐるぐると回る視し界かいではもはや何も見えない。あらゆる衝撃が頭の中を真っ白にするが、全身を駆かけ巡めぐる痛みで無理やり思考は回復し、同時に植うえつけられた恐きよう怖ふと相まって人永はただ逃にげることしか考えられなくなった。

　素直にかんざしを差し出して許ゆるしを乞こえ、と。

　ガクガクと全身が震ふるえた。あまりの恐怖に涙なみだが出た。絶ぜつ対たい的てきな暴ぼう力りよくの前では口先などなんの武ぶ器きにもならないと思い知る。

　助けてくれ。人永の頭には命いのち乞ごいしか思い浮かばない。

『同どう情じようはしねえぜ。咲姫に手ぇ出そうとしたんだ。死ななかっただけでも感かん謝しやしろい』

　ミキの言葉が有あり難がたい。無む駄だに命まで取る気はないらしい。安心するとまた涙が出た。

『咲さき姫ひめ様を好きになったよしみですからね。僕たちだってこれ以上はしたくない。さあ、かんざしを渡わたしてください。動けますか？』

　ハトリの気き遣づかいに感かん謝しやする。そうとも。咲姫を泣かせる真ま似ねだけはしたくないのだ。三神も人じん永えいを死なせてはまずいとわかっている。

　だが、拒きよ絶ぜつすればすかさず命を奪うばいに来るだろう。

　かんざしを渡すだけでいい。そうすれば助かるのだ。安あん堵どが全身の痛いたみを忘わすれさせた。

「─────」

　……ただ、腑ふに落ちない。こんな状じよう況きようなのに、どうして俺は屈くつする気になれないのか。口でならいくらでも命いのち乞ごいできる。神を相手にプライドなんて言葉は紙かみ屑くずも同然だ。なのに、心の底では負けを認みとめたくないと憤いきどおっている。これは、なんだ？

『悪く思わんでくれ。おまえさんにもわかるじゃろう？　好きな女子のためならば何だってできるんじゃ。人間を殺すのだって躊躇ためらわん。他人を蹴け落おとす覚かく悟ごがわしらにはあるんじゃよ』

　………………………………。

『咲姫様には笑って頂いただきたい。その一心だけじゃ。本気で惚ほれておるからのう。咲姫様が幸せになるのならどんなことだってしてやるわい』

『咲姫を幸せにできんのは一いつ平ぺいしかいねえ。辛つらいとこだが、オレたちゃ応おう援えんすることしかできねえんだ。けっ、情なさけねえぜ！』

『情けなくてもいい。僕たちは咲姫様を見守ることが幸せなんだ。僕はこんなことしかできなくても自分を誇ほこりに思うよ』

　そうか。だから三神は咲姫の雲くも隠がくれを止めたがっていたのか。咲姫のためにあえて道化を演えんじていた。一いち途ずさもここまでくると大したものだ。その馬鹿さ加か減げんは間ま違ちがってない。恋多き人間を代表して、敬けい意いを表したい気持ちになる。

　涙なみだと涎よだれと血でベトつく顔を、なんとか持ち上げた。

　四よつん這ばいの格かつ好こうで立ち上がろうともがく。激げき痛つうが走るだけで動かしたくもない右みぎ腕うでは使い物にならない。左手と両りよう膝ひざを使って上じよう体たいをなんとか起こすともう一度血を吐はいた。全身がガクガクと震ふるえ、膝は捻ねじ曲まがったのかまっすぐに立ってくれない。

　へっぴり腰こしで、泣なき面つらのままで、それでも人永は堪たまらず笑みを湛たたえた。

「……あ、貴方あなたたちの気持ちは、わ、わかりました。人間、ふ、風ふ情ぜいには、出過ぎた真ま似ねでした。申もうし訳わけありません」

　はあ、と息を吐き出し、上体を仰のけ反ぞらせた。三神が横よこ並ならびに人永を見み据すえている。見上げた視し線せんは、その背はい後ごで煌こう々こうと照る月に釘くぎ付づけになる。

　こいつらは本当に咲姫のことが好きなのだと痛つう感かんした。咲姫のためならば雲隠れはおろか己おのれの信しん仰こうがなくなるのさえも辞じさない構かまえだ。その覚悟の底には人永も知らない深い理由があるのかもしれない。

『さあ、かんざしを渡わたせ！　まだ抵てい抗こうするならば、』

『シャアァァァァァァッッッッ！』

『クワアァァァァァァァァァァ！』

　威い嚇かくが森に反はん響きようする。もう一度無む駄だ口ぐちを叩たたけば命はなさそうだ。

　恋は曲くせ者もの。愛する者のためならばなんだってできる。たとえ人を殺しても、愛の重さは変わらない。それに気づいたのだろう。

　人じん永えいを殺してでもかんざしを奪うばい取とるその意気やよし。

　それでも、人永は、言うのだ。

「好きな女のためならなんだってできる、か。それは、──てめえらだけじゃねえんだよッ！」

　心が屈くつしなかった理由はそれだけだ。

　アマテラスを、ヘッポコを元に戻もどすためならば他人を蹴け落おとす気き概がいくらいすでに持ち合わせている。三神に諭さとされるまでもなく、人永はそうやって生きてきた。

「かんざしは渡さねえ！　てめえらには絶ぜつ対たいに屈しない！」

　無ぶ様ざまに足あ掻がく。人永にできる最後の抵抗であった。

　瞬しゆん間かん、体が吹き飛んでいた。

　ククリの前足に蹴けられたのか、ミキの尾に張はり飛とばされたのか、ハトリの翼つばさに叩はたかれたのか、よくわからなかった。重力が消失し、逆さかさまの世界を見つめて無音を聞いた。突とつ如じよ、落下の感覚に襲おそわれて、気がつけば地面に倒たおれていた。背せ中なかを強く打ちつけたようで呼こ吸きゆうが苦しい。土と枯かれ葉はの匂においの中に血の気配を感じ取る。自分の容よう態だいがどうなっているのか、もうどうでもよかった。仰あおいだ空は木々が折り重なってよく見えず、直後現れた三神によって完全に視し界かいから消えた。三神が人永を見下ろして、ごそごそと体をまさぐる。何か喋しやべっている。けれど、薄うすれゆく意い識しきは容よう赦しやなく人永の聴ちよう覚かくを奪うばい去さり、次し第だいに目の前もぼやけていく。

　落ちた。

「品しな部べ殿どの？　──品部殿!?　しっかりしてくださいまし！　お主ら、これは一体なんの真ま似ねです!?」

　その声がやけに耳に届とどいた。おかげで意識が浮ふ遊ゆうし始める。

「さ、咲さき姫ひめ様、こ、これにはわけがありまして!?」

　薄うす靄もやの中で三神の姿すがたは元に戻っていた。皆みな、怯おびえた様子で咲姫と話している。咲姫は小さな掌てのひらで人永の体をまさぐり、息を呑のむ。

「なんということを!?　──はっ！　な、内ない臓ぞうが………っ!?　これでは、とても……」

　物ぶつ騒そうなことを言われた気がする。やばい。何も考えられない。

　視界が再ふたたび闇やみに覆おおわれていく。そこに別の足音を聞いた気がした。咲姫と三神の突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやに戸と惑まどう気配を感じ取った。

「アマテラス様、……オモイカネ様」

「これは、……どういうわけじゃ？」

「申もうし訳わけありませぬ！　すべては妾わらわのせいです！　これより品しな部べ殿どのの手当てを行います！　妾の霊れい力りよくをもってすれば助かるかもしれません。妾も元は人間。波長を合わせられるはず」

「無む駄だじゃ。治ち癒ゆなど今の貴き様さまにできるはずがなかろうが。どけい、儂わしに診みせよ」

「お願いします！　妾にやらせてください！　これ以上罪つみを重ねたくはありませぬ！」

　咲さき姫ひめの嘆たん願がんが通じたのか、第三者は「まったく」と呆あきれたように呟つぶやいた。

「好きにするがよい。儂は儂で勝手にするがな。──オモイカネ、万ばん能のう薬やくを出せ！」

「うぇ!?　もしかしてスクナビコナから頂いただいたアレですか!?　嫌いやですよもったいないっ！　数千年に一つと言われる神しん薬やくなんです！　そんな貴き重ちようなものを人間に使うなんてどういう神しん経けいしてんですか!?」

「やかましい！　さっさと出さぬかっ！」

「はあ～、仕方ないですなあ。──ま、いいでしょう。持っていても使い道なんてありませんし。コレクションというものは他人には理り解かいしがたいもの。消しよう耗もう品ひんは使ってなんぼです。使用するなら今をおいて他にないでしょう。ええ、そう思いますよ」

「はようせんかっ！」

　死しに体たいだと言うのに、その賑にぎやかな声に気持ちが安らいだ。意い識しきが闇やみの底に沈しずむのを感じながら、どういうわけか不安はない。

　咲姫の声が遥はるか遠くから届とどいた。

「──品部殿、どうか目を覚ましてっ」

　その瞬しゆん間かん、温かい香かおりに包み込まれた。人じん永えいは安心したようにその温もりに身を委ゆだねる。

　意識が閉じるのと同時に、悲ひ恋れん桜ざくらが見てきた光景が人永の中に流れ込んできた。




　花の匂においがする。

　武ぶ士しの姿すがたをした青年と年とし端はのいかない美しい娘。二人の出会い、恋、悲しき運命。引ひき離はなされた二人が辿たどった結末をありありと見せつけられる。

　それは、資し料りようで知った悲恋桜伝説とは異ことなる内容だった。

　これが桜の精せい霊れいが辿った本当の歴史なのだろうか。

　なんて悲しくて、──なんて美しい恋だろうか。




　ぼんやりと宙を見つめていた。

　温かくて柔やわらかい何かに頭を乗せている。いい匂いがした。はあ、と息を吸い込んで意識を覚かく醒せいさせた。

「ん？　目が覚めたかよ？　どうじゃ？　気分は」

「……悪くない。すごく気持ちがいい」

「そうじゃろうのう。儂わしの膝ひざ枕まくらを味わえるのはこの世でそなたくらいのものじゃ。堪たん能のうせい」

　その言葉に甘えるように目を細める。額ひたいを撫なでる手の冷たさが気持ちよく、ついつい眠ねむりに落ちてしまいそうになる。

　頭を浮うかして周囲に視し線せんを投げる。少し離はなれた場所に三神が縄なわで縛しばられており、その傍かたわらには咲さき姫ひめの姿すがたがあった。じっとこちらを窺うかがっていて、目が合った瞬しゆん間かん安あん堵どした表情を浮かべてくれた。

「これ。どこを見ておるのじゃ？」

　そして、先ほどから膝を貸かし与あたえてくれている「誰だれか」の声が懐なつかしいものであることに気づいた。

　驚おどろくほど穏おだやかな声が口から出ていた。

「ヘッポコ」

「万ばん能のう薬やくを使ったは良いが確かく証しようを持てなかったのでな。心配したぞ。なかなか目を覚まさんのでな、黄よ泉み路じまで迎えを遣やろうかと迷まよっていたところじゃ。よほど悪運が強いと見える。儂が傍そばにおるうちは、伊イ邪ザ那ナ美ミもそなたを敬けい遠えんしたいらしい。ざまあないわ」

　んふふふふ、と艶つやっぽく笑う。確たしかに、地じ獄ごくの閻えん魔ま様もこのアマテラスを相手に喧けん嘩かをしようとは思わないはずだ。人じん永えいもつられて笑みを溢こぼした。

　駆かけ足あしが迫せまってきて、視し界かいの隅すみにオモイカネが現れた。

「ありました、ありました！　いやあ、見つけるのに苦労しました」

　手には人永のコートが握にぎられている。オモイカネは人永を見下ろすと片かた目めを瞑つむってみせた。

「これはまた羨うらやましいですなあ。アマテラス様の膝枕で死ねたならどのような極ごく楽らくに突つき落おとされることでしょうか」

「世せ辞じなのか嫌いや味みなのかようわからんことをっ。それより、早くそれを渡わたさぬか！　そこにかんざしが隠かくしてあるのじゃろう!?」

「ええ。思った通りでした」

　オモイカネからコートを受け取り、内側のポケットを漁あさってかんざしを取り出す。人永が「あっ!?」と声を上げた。

「お、おお!?　これかよ、人永が命いのち懸がけで守まもり抜ぬいたかんざしとやらは！」

「いや、そ、それは、」

「んふふふふ。なんとも良い気分じゃな。好いた男が儂のために血を流し、愛を囁ささやきながら髪かみにかんざしを挿さすのじゃ。おおう、考えるだけで身が悶もだえるわ！　んっふふふふふ。さあ、人永よ！　儂にいつまでも傍にいてほしいと囁いてたもれ。そして、儂を抱だきしめよ！」

「………」

　──ちょっと待て。かんざし？

　思い出す。なぜかんざしを手に入れようと必死になっていたのか、どうして森の中で瀕ひん死しの状じよう態たいで倒たおれていたのか、それはすべてヘッポコのためじゃなかったか。

　ああ、色々と思い出してきた。何を暢のん気きにおしゃべりなんかしているのか、俺は。

「んふふふふ。ん？　どうした？」

「おまえ今、名前で呼よんだ」

　呪のろいはまだ解とかれていないはずなのに、アマテラスの態たい度どは以前のものに戻もどっている。アマテラスも思おもい至いたったのか「ああ」と納なつ得とくし、何事もなかったかのような口調で、

「呪いのことかよ。あれは嘘うそじゃ」

　文字通り目が点になる。

「そなたが儂わしを想い駆かけずり回まわる様を見てみたかったのじゃ。んふふ、なかなか良かったぞ。愛される悦よろこびというものを味わえた。人じん永えいよ、天あつ晴ぱれであったわ！」

　コロコロと笑うアマテラスを頭上に見上げ、魂たましいの抜ぬけ切きった顔で上じよう体たいを起こした。

　アマテラスからコートを奪うばい取とって立ち上がり、よろよろと体を揺ゆり動うごかしながら歩き出す。

「人永？　どうしたのじゃ？　ほれ、かんざしを挿さしてたもれ。念願がようやく叶かなうのじゃぞ？　怒おこっておるのか？」

　どこに向かうのか知らないが、人永は振ふり向むかない、足も止めない。

「これ、無む視しするでないわ！　なんじゃ～、照れておるのかよっ！　愛うい奴やつめ！　んふふふふ！」

　追おい縋すがり執しつ拗ように纏まとわりつくアマテラスであったが、人永の顔を覗のぞき込こんだ瞬しゆん間かん息を呑のんだ。

「そなた、…………泣いておるのか？」

「ッ!?　うるさい！　こっち見るんじゃねえ！」

　アマテラスの腕うでを強ごう引いんに振ふり解ほどき、でたらめに顔を拭ぬぐった。

　空気が張はりつめた。ともすれば、風の精せい霊れいも通とおり抜ぬけるのに躊ちゆう躇ちよしそうな間が森の世界を埋うめ尽つくす。

　ゆっくり、ゆっくりと、アマテラスが表情を崩くずしていく。

　残ざん酷こくな追おい討うち。

「んふふふはははははははははははははははははははははははははははは─────ッ！」

　大口を開けて下品に馬鹿笑った。地面に突つっ伏ぷしてバンバンと土を叩たたく。ヒィヒィと苦しそうに息を吐はき出だし、それでも笑い続けた。オモイカネが気の毒そうに合がつ掌しようしている。

「な、なんという、なんという……っ!?　じ、じん、えい、はひっ、そな、そなた、なんと可か愛わいらしい奴じゃ！　っ、ぶはっははははははっはっはひぃひぃひぃッッッ!?」

　勘かん弁べんしてくれ、と涙なみだ声ごえで嘆たん願がんされる。アマテラスに背せ中なかを向けたまま、耳を真っ赤にして項うな垂だれた。

　ちくしょう。

　ちくしょう。

　ちくしょう───────ッ!!

　なんの言いい訳わけも、なんの文もん句くも口にできない。泣き顔のままどんな言葉を吐はき散ちらかしても笑いを加速させるだけだ。アマテラスの策さく略りやくに見事に引っかかってしまった後では、開き直るほど惨みじめなこともない。人じん永えい自身が負けを認みとめてしまっているのだ。どう繕つくろっても情なさけなさに拍はく車しやがかかってしまう。

　すべて演えん技ぎだったのだ。歯し牙がにもかけない態たい度ども、貴き様さま呼よばわりしたことも、頬ほおを殴なぐったことも、全部全部っ！　それらにいちいち心を傷いためて消しよう沈ちんしてきた自分がこの上なく憐あわれだった。

「ふう、ふう、済すまなかったのう人永。そなたがそれほどまでに儂わしのことを想っておったとは。んふふ、人永には惚ほれ直なおしてしまったわ」

　ぷい、とそっぽを向く人永に、さすがのアマテラスも後ろめたくなったらしい。若じやつ干かん遠えん慮りよするような声になる。

「いじめ甲が斐いのある奴やつは好きなんじゃが、拗すねられると面めん倒どうじゃのう。あい、わかった。かんざしは自分で挿さそう。そこで見ておくがよい」

　肩かたの後ろに手を回し、髪かみを纏まとめて捻ひねりを加える。そこにかんざしを挿して巻まき込こむと、アマテラスはくるりと回って人永に見せつけた。

「どうじゃ!?　似に合あっておるかよ!?」

「ああ、そうだな。やるよ、それ」

「んふふふふ。嬉うれしいのう。人永からのプレゼントじゃ！」

　満面の笑みでくるくる回るアマテラス。その周囲だけが花畑に変わったように華はなやいだ。

　何も言うまい。

　人永の胸むねの裡うちに悪意が満ち満ちていく。今回の騒そう動どうにケリをつけようと、脳のう内ないで目まぐるしく計画が構こう築ちくされていく。

　咲さき姫ひめを見み遣やる。彼女は視し線せんに気づくと、申もうし訳わけなさそうな笑みを浮うかべ、寂さびしそうに顔を俯うつむかせた。

　咲姫を幸せにすること。それが今回の解かい決けつの肝きもである。




　──さあ、終しゆう幕まくの始まり。桜咲く春の宴うたげを堪かん能のう致いたしましょう。






　　　　　幕間　　其の参










　狸ククリと蛇ミキと鶴ハトリは御お山やまの女神に一目で惚ほれた。咲さき姫ひめの美しさに、可か憐れんさに、匂においに、その何もかもに魅み了りようされた。

　近世に作られた神話であっても、三神の女神への恩おんは数百年にも及および強く根を下ろしている。語られた虚きよ構こうの歴史は、三神の想いの前に覆くつがえされる。蛇へびにとっては村人の命の恩おん人じんであり、鶴つるにとっては機はたを織おるきっかけとなった天女であり、

　狸たぬきにとって咲姫は、肝きも煎いりの下で働く下げ女じよであり、幸せになってほしい尊そん敬けいすべき人間であったのだ。

　三神は常とこ堀ほり山やまに足あし繁しげく通った。呪のろわれし神社、呪われし姫君。かの精せい霊れいに遭そう遇ぐうすれば破局の災わざわいを被こうむることになる、と帯おび岸きし町まちでは当たり前のように囁ささやかれていた。

　どうしても我が慢まんならなかったのだ。我らが恩人はそのような悪あく神じんなどでは決してない。姫はとても優やさしくていい匂いがする春の女神だ。人間どもはそれを知らない、受け入れない。長い間、歯は痒がゆい想いを抱かかえながらずっと姫を見つめてきた。

　境けい内だいに立たち尽つくす姫は寂さびしそうに下げ界かいを眺ながめている。

　──妾わらわは呪われております。人が来ぬのもそのためでしょう。

　誰だれがなんと言おうと否ひ定ていする。咲姫様は呪われてなどいない、と。

　なのに、当の姫が自らを貶おとしめる。そんなことはない、と必死になって訴うつたえた。もっと強く御自分をお持ちくだされ。どのような嘘うそも信じた瞬しゆん間かん本物になってしまうのです。だから、どうか────。

　それでも姫は破局の呪いをその身に宿す。心が負けてしまった証しよう拠こである。

　あの日、境内から蹴け落おとされた後、追ってきた姫が寂さびしそうに呟つぶやいた。

　──妾は雲くも隠がくれ致いたします。もう邪じや魔まをしてはなりませんよ。

　ならば、我らが再ふたたび雲隠れいたします。我らが疎うとましいのであれば消えましょう。我らにはその覚かく悟ごがあります。だから、貴女あなたは消えないでくだされ。

　ただ一人の女のために、己おのれの存そん在ざいすら消す覚悟。馬鹿さ加か減げんもここまで来るといっそ清すが々すがしい。笑わば笑え。三神の想いは一いち途ずに咲姫の雲隠れを止めにかかる。

　──妾はこの地で独ひとり朽くち果はてよう。ここへはもう来るでないぞ。

　どれほど冷たくあしらわれようとも、三神はしつこく咲姫につきまとう。




　恩があるのだ。




　これだけは絶ぜつ対たいに譲ゆずれない。

　咲さき姫ひめには幸せになってほしかった。






[image: 巻ノ四百花繚乱]







　その神社には、とある怪かい談だんが囁ささやかれておりました。

　曰いわく、恐おそろしき形ぎよう相そうをした女の妖よう怪かいが、訪おとずれた人間の心を惑まどわして連れ去り魂たましいを喰くらう。

　これは子供たちが花はな降ふり神社に近づかぬようにと大人が考えた作り話でございます。元々人ひと気けのない神社、どのような災さい厄やくが起こるかわからぬ故ゆえ、子供たちを近づけまいとして古くより語られるようになりました。犯はん罪ざいが横おう行こうする昨さつ今こん、こうした怪談は珍めずらしいものではありませぬ。

　危あやうきに近寄らず。その教えは、神々が一いつ斉せい現げん界かいを果たす以前から伝えられております。

　帯おび岸きし町まちにおきましては、花降神社の怪は当然の如ごとく信じられておりました。

　──ここに一人の少年がおりました。名を黒くろ木き一いつ平ぺいと申します。

　一平は小学生に上がる年に、一人前の証あかしとして、独ひとりで花降神社を訪れました。長い長い石いし段だんを上り切り、寂さびれた境けい内だいを恐る恐る探たん検けんし、妖怪の存そん在ざいを確たしかめようとしたのです。なんという蛮ばん勇ゆう。幼おさなさ故ゆえに考えが及およばなかったのでございましょう。迷めい信しんは信じられたそのとき本物になることを一平は知らなかったのでございます。

　妖怪の正体見つけたり。あわれ、一平はその妖怪に心を奪うばわれてしまいました。

　桜木の枝えだに腰こし掛かける少女に一ひと目め惚ぼれしてしまったのです。

　──ここに一ひと柱はしらの女神がおりました。名を咲さき姫ひめと申します。

　御ご神しん木ぼくである桜木に宿る精せい霊れいにして、悲ひ恋れん桜ざくらの伝説を元に呪のろいを受けて生み出された薄はつ幸こうの女神でございます。咲姫として祀まつられてよりどれほどの月日が流れたことでしょう。神社に縛しばられ身動きも取れず、ただ町を眺ながめております。現げん界かいを果たす以前から何百年も独りぼっちで過ごして参まいりました。

　その年の春もまた満開の桜を咲かせておりました。訪れる者などいないのに、と自じ嘲ちようを浮うかべ、吹ふき荒あれる春風に髪かみを靡なびかせ目を細め、───。

　そして、少年と女神は出で逢あうのでございました。






「もうここに来てはなりませぬ。ご両親も心配なさっていることでしょう」

　咲姫はそう何度も諭さとした。しかし、一平は頑がんとして言うことを聞かない。

「嫌いやだ。咲さきお姉ちゃんに会いたいもん。明日も来るからね！」

　初めて出逢った日から一平は毎日のように境内を訪れるようになった。咲姫とて嬉うれしくないわけではない。しかし、咲姫は歴れきとした悪あく神じん。迷信を具ぐ現げん化かする妖怪として語られている以上、一平を呪ってしまいかねない。ただそれだけが恐ろしかった。

「お姉ちゃんは妖怪なんかじゃないよ。僕にはわかる。みんな知らないくせに勝手にお姉ちゃんのこと怖こわがってる。でも、僕だけはちゃんとわかってるから！」

　一平の純じゆん真しんな眼まな差ざしが咲姫の心を溶とかしていく。

「僕はお姉ちゃんをひとりぼっちにしないよ。絶ぜつ対たいに」

　涙なみだが出た。人々に疎うとまれ、なのに心から人間を怨うらめない咲姫はもしかしたらこの言葉をずっと待っていたのかもしれなかった。

　ただ一人訪おとずれる少年を、いつからか心待ちにしている自分がいた。初めこそ愛いとしい我が子を想う母になったつもりでいたのに、一いつ平ぺいが成長するとともに胸むね張はり裂さけんばかりの恋れん情じようを膨ふくらませていた。

　一平は少年から青年へと成長を遂とげ、咲さき姫ひめは少女の姿すがたのまま時を止めていた。神と人間の決定的な違ちがいを前にして咲姫は絶ぜつ望ぼうする。

　年ねん々ねん歳さい々さい花はな相あい似にたり、歳々年々人同じからず。

　何を期待していたのか。一平が寄せる想いに気づき、その心地よさに囚とらわれてありえない夢を見続けた。いつか一平と夫婦めおとになる、などと夢物語もいいところだ。

　神と人間は決して一いつ緒しよになることはできないのだ。

　神々が一いつ斉せい雲くも隠がくれをした日、咲姫は一平に別れを告げた。

「一平には本来結ばれるべき女性がおりましょう。妾わらわのことはもう忘わすれてくださいまし」

　一平は必ひつ死しで咲姫を引き止めようとしたが、咲姫の決心は堅かたかった。

　この身は破局の呪のろいを具ぐ現げん化かするモノ。人々に忌いみ嫌きらわれた望まれざる女神。

　裂さき姫ひめ。

　どうして一平の傍そばにいることができようか。

　神と人間が結ばれる神話は数多く存そん在ざいするが、そのほとんどが残ざん酷こくな結末を迎えている。身分違ちがいの恋は神かみ代よの頃ころより悲ひ劇げきであると相場が決まっているのだ。

　咲姫は苦笑する。かつて身分という壁かべを疎うとましく思っていた自分が、今度は身分を盾たてにして一平の想いを裏うら切ぎったのだから。『裂き姫』とはよく言ったものだ。

　一平がこの春伴はん侶りよを得るという話を耳にした。喜ばしいことである。

　咲姫は胸むねの裡うちにある微かすかな嫉しつ妬とを抑おさえ、桜木が開花するその日を待つ。




　　　　＊





　わたくし、姓は品しな部べ、名は人じん永えい。

　人呼よんで『語り部じんえい』と申します。

　縁えん結むすびの神・菊クク理リ媛ヒメノ大オオ神カミ様の類神ククリ様ならびに酒の神・巳ミ岐キ様、機はた織おりの神・服部ハトリ様を現げん界かいさせんが為ため、ヘッポコ様をお供に連れて、帯おび岸きしという名の地に赴おもむき候そうろう。常とこ堀ほり山やまの咲姫様を巡めぐって一ひと悶もん着ちやく、かくなる上は神々すべてを巻まき込こんだ神かみ芝しば居いを催もよおす覚かく悟ごなり。

　ご静せい聴ちよう願いまする。

　新説・帯岸町悲ひ恋れん桜ざくら伝説────噺はなしの種を蒔まき初そめて、桜おう花か咲く春待つものならし。









　花はな降ふり神社の境けい内だいで、人じん永えいは咲さき姫ひめにある相談を持ちかけた。

「──挙きよ式しきを？　この神社で？」

　頷うなずくと、咲姫は要よう領りようを得ない面おも持もちで続く人永の言葉を待った。

「咲姫様の呪のろいは町の迷めい信しんから来ています。払ふつ拭しよくするにはイメージを変えるしかない。そこで最もわかりやすく効こう果か的てきなのが結婚式です。この神社で夫婦になった男女は一生離はなれることがない、と新たな信しん仰こうを作って人々に信じさせるんです。そうすれば、咲姫様も悪あく神じんなどと呼よばれなくなります」

　はあ、とこれまた歯切れ悪く返事をする。突とつ拍ぴよう子しもないのは人永も重々承しよう知ちだ。

　そんな簡かん単たんなことで呪いが解とけるのならこれまで苦労はしていなかっただろう。しかし、簡単だからこそ思いつかない。実行しない。そもそも咲姫が何もしてこなかったのは、迷信を覆くつがえそうとする意志がなかったからである。まずはやってみなければ始まらないのだ。

　そして、そんな簡単なことが一番難むずかしい、と咲姫は思っているはずだ。

　花降神社で挙式をしようとする人間などいるはずがない。帯岸町の住人ならばまず忌き避ひする場所であるし、他よ所その人間にはこの神社の存そん在ざいすら伝わらない。迷信はそれほどまでに強く町に根を下ろしている。

　しかし、だ。人永とて考えなしに提てい案あんしているわけではない。

「前代未聞のことを仕出かせば話題に上ること間ま違ちがいありません。根回しは私がしておきますから、咲姫様は挙式の準じゆん備びをお願いします」

「前代未聞とは、……品しな部べ殿どの、一体何をなさる気ですか？」

　その問いには答えず、人永は人差し指を立てて突つき出だした。

「その前に一つお訊ききします。もしも信仰が変わり、悪神でなくなったなら、貴女あなたは黒くろ木きさんと一いつ緒しよになるおつもりですか？」

　咲姫は目を丸くする。思いがけない質問であったが、すでに答えは決まっていたのか、咲姫は一息の間を置いて静かに口にした。

「いいえ。妾わらわは神です。人間と結ばれることなどありえません」

　悪神であるからと、一いつ平ぺいを不幸にするからという理由はもはや通用しない。善ぜん神しんになれたとしても咲姫は一平に別れを告げるつもりでいるのだ。

　そこにかつて見た悲観や諦てい観かんはなかった。神としての役割を全うしようとする意志が双そう眸ぼうに燦さん然ぜんと輝かがやいていた。人永は大きく頷うなずいた。

「わかりました。そこがはっきりしていないと今回の作戦は成立しないんです。良かった。これでうまくいきそうです」

　咲姫は眉まゆを顰ひそめた。人永の作戦が自分の意志とどう関係するというのか、不安が過よぎった。

「私が考えた前代未聞の作戦とは、────神と人間の結婚式です」

「───」

　案あんの定じよう、咲さき姫ひめが唖あ然ぜんとしてくれたので人じん永えいは嬉うれしくなった。

　この作戦がうまくいけば、咲姫は善ぜん神しんとなり現げん界かいし続けてくれるだろう。そうなれば、三神もまた現界してくれる。人永の仕事は一いつ挙きよに解かい決けつするのだ。

　そして、人永のささやかな復ふく讐しゆうも遂すい行こうされる。

　人永は邪よこしまな心を隠かくしながら、丁てい寧ねいに説明する。咲姫はゆっくりとだが理り解かいを示してくれた。

「……ですが、果たしてうまくいくでしょうか？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。人間はインパクトある出来事に弱いですから。信しん仰こうは一いつ瞬しゆんで覆くつがえります」

　咲姫は目を閉じた。不安を抑おさえ込こもうと自らに言い聞かせているのかもしれない。

「今こそ不ふ遇ぐうを変える努力をすべき時なのでしょう」

　そう言って、決意を固めた。前に人永が言った言葉が咲姫を前向きにしているのならば、これほど嬉しいことはない。

「では、咲姫様。よろしいでしょうか？」

「────はい」

　咲姫は紅こう潮ちようした顔で人永を見上げる。その潤うるんだ瞳ひとみをまっすぐに見つめた。

「僕と結婚してください」

　人永は悪あく魔まのような笑えみを浮うかべる。







　境けい内だいを出て、石いし段だんを下る途と中ちゆうで携けい帯たい電話を取り出し発信ボタンを押おした。電話の相手はやおよろず神議会所長の高たか峰みね小こ町まちである。

　あらかた説明し終えると、小町はいつもの如ごとく溜ため息いき混まじりに苦笑を漏もらした。

『じんえい君ってどうしてこう、』

「面めん倒どう事ごとばかり背せ負おうのか、ですよね。俺だってこんなことに関わりたくありませんよ」

『そうね。いえ、貴方あなただから神様たちも甘えてしまうんじゃないかしら。神様を惹ひきつける何かがじんえい君にはあるのよ。きっと』

　そんな特とく殊しゆ体質なんて嬉しくない。せめて女神にだけ好かれたいなあ。

「それで、使用許きよ可かの件けんなんですけど」

『任まかせておいて。「上」の威い光こうを借りれば帯おび岸きし町まちの町長さんも無む下げにはできないはずよ。顰ひん蹙しゆくは買いそうですけどね。それよりも、本当にそれだけでいいの？　神社でイベントを開く許可だけじゃなく、費ひ用ようを出させることだってできるわよ？』

　咲姫の信仰を塗ぬり替かえるために、町内だけでなく全国的にも花はな降ふり神社での挙きよ式しきをアピールするつもりでいるのだ。一大企き画かくな上に町名まで出すのだから当然町の許可が要る。そこをクリアしたとしてもイベント費の問題が残る。少しでも捻ねん出しゆつする術すべがあるのだから使わない手はない。

　しかし、人じん永えいは必要ないと断ことわった。

「そこは有志にお願いしますから大だい丈じよう夫ぶです。町のことはそこに住む人たちに解かい決けつしてもらいます。それに、万が一失敗したときに金銭での遺い恨こんがあると今後の活動に支し障しようが出ます。どこの地方もやおよろず神議会を敬けい遠えんするでしょうから」

　また、唆そそのかしたのが人永であっても文もん句くを言われる筋すじ合あいはない。町まち興おこしの対たい策さくを提てい示じするのは業ぎよう務むの一いつ環かんであるし、町民主体という体てい裁さいさえ整えば仮に失敗したとしてもその責せき任にんは町が持つ。幸い、町長からも「自分の役割をこなせ」と指示を承うけたまわっている。やおよろず神議会は神々の現げん界かいを目指す組そ織しきだ。やるべきことしかしていないし、それ以外する気もない。

「ＰＲにインパクトさえあれば、あとは勝手に進んでいきます。野や次じ馬うま根性ってのが一番強力なんですよ。マスコミも、それらしいこと匂におわせたら食いついてきます。なので、広告費ひ用ようも必要ありません」

　電話越しにしばしの間をおいて、呆あきれたような声が漏もれた。

『すごいわね。屁へ理り屈くつだけで実現させようとする貴方あなたの自信はどこから来るの？』

　それを口にするのは躊躇ためらわれた。文字通り『神かみ頼だのみ』なのだから。

　人間の心をコントロールするのは至し難なんである。失敗したとき、やおよろず神議会に責任はないと言ったところで町長が許ゆるすとは思えない。それは町民だって同じだし、マスコミにも叩たたかれるかもしれない。

　だが、そんな心配も吹き飛ばせるほどには、神々をコントロールする自信が人永にはあるのだ。人間よりもまっすぐで裏うら表おもてのない神々を、あまり認みとめたくないが、一番信しん頼らいしていた。

「成功を祈っていてください」

『ええ。もちろんよ。成功しないと私も困こまるもの』

　軽口を最後に通話を切った。小こ町まちのためにも必ず成功させなければ。

　正しよう念ねん場ばである。




　ホテルに戻もどり部へ屋やの扉とびらを開けると、待ちかねたかのようにヘッポコが飛んできた。

「じんえい！」

　ぽふ、と胸むねに抱だきつき肩かたよじ登り、定位置である頭の上まで来て、はう、と息を吐つく。

「おそい！」

　ペシペシと額ひたいを叩たたかれた。のっぺらぼうのオモイカネがそれを見て笑う。

「はっはっはっ、品しな部べさんがいらっしゃらなくてずっと落ち着かなかったんですよ。かんざしを着けてはニヤニヤしたりして。ここまでしおらしいアマテラス様も珍めずらしい」

「うるさい！」

　照れなのか、ヘッポコは両手で人永の額を連打する。どうでもいいが俺に当たるな。

　ヘッポコがヌイグルミに戻っているのは、アマテラスの姿すがたに変身しすぎたせいで霊れい力りよくを大量に消しよう費ひしてしまったからだ。霊れい力りよくは使わなければ貯たまるというわけでもないが、無む駄だ遣づかいを極力なくしたいのと体力を回復するために元の姿すがたに戻もどっている。

　ヘッポコだろうとアマテラスだろうと騒さわがしいことに変わりはないのだが。

　人じん永えいの頭の上でコロコロ笑い、ペシペシ叩たたき、かんざしを褒ほめろと言わんばかりにちょっかいを出してくる。人永はこれを完全に無む視しした。

「品しな部べさんのお怒いかりはごもっともですよ。アマテラス様も、少々悪乗りが過ぎましたな。今はほら、時間と距きよ離りを置いて頭を冷やす必要があるんじゃないですかね、お互たがいに」

「むー」と口をへの字に曲げるヘッポコを、いたたまれないのかオモイカネが補ほ足そく的てきな説明でやんわりと宥なだめた。良い従じゆう者しやだ。

　人永がヘッポコを連れずに外を歩けたのも、オモイカネのそういった配はい慮りよにヘッポコが渋しぶ々しぶ納なつ得とくしたからだった。外出から帰ってきたのだから機き嫌げんも直っているだろうと即そつ決けつするヘッポコは、人永を騙だましたことに罪ざい悪あく感かんをさほど覚えていないのだ。

　いつまで経たっても構かまってくれないので、ヘッポコはとうとう痺しびれを切らして頭上から跳ちよう躍やくし、霊力の温おん存ぞんも忘わすれてアマテラスに変身する。ありったけの後ご光こうを差して人永を睨にらみつける。

「何が気に入らぬのじゃ!?」

　そういうところがだ、と言ったところで逆ぎやくギレれされそうなので言わない。

「そりゃ確たしかに少々やりすぎたとは思うがよ、そなただって必死になってくれたではないか。儂わしを好いておるならばこれくらいの悪戯いたずらも笑って許ゆるせよ」

「アマテラス様、人の心というのはデリケートなものなんです。誰だれしも貴女あなた様のような残ざん忍にんな心を持っているわけではありませんで」

「貴き様さまは喋しやべるな！　いちいち儂を鬼き女じよの如ごとく言いくさりおって」

「しかしですなあ、お芝しば居いとは言え、品部さんを殴なぐったり殺意を向けたりするのは少々やりすぎだったのではないかと」

　む、と眉まゆを寄せる。それがどうした、と表情が訴うつたえる。アマテラスにとってそれは行きすぎた行こう為いではなかったらしい。それどころか、

「なんじゃあ、そんなことかよ。いや、あれは良かった。人永を殴ったのはちと心苦しかったがな？　人永の絶ぜつ望ぼうしたあの顔は、んふふ、思い出しても総そう身みが震ふるえるわ」

　肩かたを抱だいて恍こう惚こつとする。とんでもない女王様である。

「やりすぎと言うが、筋すじ書がきを作ったのは貴様じゃろうがオモイカネ！　すべてを儂のせいにするとは言ごん語ご道どう断だん！　真に謝しや罪ざいすべきは貴様であろうに！」

「そうでしたな。品部さん、申もうし訳わけありませんでした。アマテラス様がどうしても品部さんに自分のことで気を揉もませたいとのことでしたので、嫌いや々いやながら私がかんざしを口実に一計を案じさせて頂いただきました。アマテラス様のワガママを止めきれなかった私がすべて悪いのです」

　素す直なおにそう謝あやまってさっさと水に流す。しかも、どことなく言いい逃のがれしているところがさすがである。完全に悪者扱あつかいされたアマテラスは額ひたいに青あお筋すじ。

「オモイカネ、きさま～」

「それに、アマテラス様も考えなしじゃないんですよ？　咲さき姫ひめを焚たきつけようという思おも惑わくもあったんですから。よっぽど品しな部べさんのお役に立ちたかったんですなあ。可か愛わいいらしいじゃありませんか」

　それが余よ計けいなフォローだったのか、アマテラスは焦あせったように「違ちがうわ！」と声を荒あらげた。

　思い当たる節ふしがある。咲姫が信しん仰こうを変えようと前向きになっていたことに若じやつ干かん違い和わ感かんを覚えていたのだ。咲姫のことだから、雲くも隠がくれするのだから必要ない、と拒きよ絶ぜつするものと構かまえていたのに。もしかしたら人永の与あずかり知しらないところで咲姫を改心させていたのかもしれない。

「ほらほら、品部さんにちゃんと謝あやまりましょう。一度も頭を下げてないんですから」

　人じん永えいは部へ屋やに戻もどってからこれまで一言も口を利きいていない。アマテラスもここに来てようやく事の深しん刻こくさをなんとなく察さつしたらしかった。ぶす、と頬ほおを膨ふくらまして、

「すまなかった。人永、許ゆるしてたもれ」

　上うわ目め遣づかいに人永を窺うかがう。よほど屈くつ辱じよくなのか見る見るうちに顔が赤くなる。

「……許してはくれぬのか？」

　普ふ段だんもこれぐらい素す直なおなら可愛いのに。人永はとうとう顔を崩くずした。

「もう怒おこってねえよ。そんな顔するな」

「まことか!?」

　笑って頷うなずくと、アマテラスはパッと顔を輝かがやかせて、安あん堵どするように息を吐ついた。人永は内心でしたり顔をする。

　何か言おうと口を開きかけたアマテラスに、人永は一息に近づいた。

「じ、人永!?」

　息を呑のむ。そりゃそうだろう。鼻と鼻がくっつきそうなくらい顔を近づけており、人永の腕うではアマテラスの腰こしに回っているのだから。

　思わぬ抱ほう擁ようがアマテラスをカチコチに固かためた。

「ヘッポコ」

「な、ななななんじゃ、」

「式を挙あげよう」

　ぶほぉ、と咳せき込こんだのはオモイカネだった。

「し、式ッとは、な、なんのことじゃ!?」

「決まってるだろ。結婚式だ」

「───」

　げほげほ、と気き管かん支しと闘たたかっているのはオモイカネである。

「花はな降ふり神社で挙きよ式しきするんだ。咲さき姫ひめの信仰を塗ぬり替かえるためのイメージ戦せん略りやくだよ。もちろん式自体はフリだが、俺たちもそろそろ身を固かためてもいいんじゃないか？」

　アマテラスは目を見開いて、人じん永えいの言葉をゆっくりと咀そ嚼しやくする。全身にその意味を染しみ渡わたらせたとき、思いがけず、アマテラスの瞳ひとみが潤うるみ始はじめた。

「……儂わしでよいのか？」

　いつもの強気な態たい度どはどこへやら。言葉には怯おびえの色が潜ひそんでいた。

「おまえしかいないんだよ、ヘッポコ。いや、おまえじゃなきゃ嫌いやだ」

「人永」

「オッサンも協力してくれませんか？　式を盛もり上あげたいんです。神々や人間たちに挙きよ式しきがあることを広めてください。三神には俺から話します。あと、黒くろ木きさんにも」

　そうして、オモイカネは何かに気づいたかのように人永を見た（気がする）。のっぺらぼうはじっと人永に顔を向けたまま、

「なるほど。それは実に良い案です。私が協力すれば一気にすべてが解かい決けつしますな！　ははっ、これは面おも白しろくなってきました！　アマテラス様のために一ひと肌はだ脱ぐことにしましょう！」

　嬉うれしそうな声。おそらくオモイカネは気づいている。人永の本当の企たくらみに。

　かんざしのことも、咲さき姫ひめと三神の想いも、黒木一いつ平ぺいのことも、もちろん人永の怒いかりがいまだ収おさまっていないことも知っているはずだ。オモイカネは人永の企みを承しよう知ちした上で、協力を約束してくれた。言葉を交わさずとも考えを瞬しゆん時じに理り解かいしてくれるオモイカネは味方にすると頼たのもしい。

　胸むねの中でアマテラスが甘えた声を出す。

「じんえ～、儂は幸せじゃ。そなたに求婚されるなぞ思いもよらなかったわ。んふふふふふ」

　返答は首に回された腕で伝わった。不意に唇くちびるを奪うばわれ、顔中にキスされる。

「っ、ちょ、ちょっと待て!?　舞まい上あがるのはいいが、とりあえず落ち着け」

「んふふ、じ～ん～え～いい～、儂らはこれより夫婦めおとよな？　ならば、やることは一つじゃ！」

「待て！　話を聞け、うわっ!?」

　馬鹿力で突つき飛とばされ、そのままベッドの上に押おし倒たおされる。三日月のような笑みと血走った双そう眸ぼうを従したがえて人永の服を無理やり脱がしにかかる。んふふふふふはははははははははは。

「怖こわっ！　お、おいヘッポコ！　それはまずい！　まずいって!?」

　馬乗りになったアマテラスにシャツを引ひき裂さかれ、ズボンを剥むかれる。やばいまずい怖い！　アマテラスの理性が外された今、どんな言葉も届とどかない。貞てい操そうの危き機きだった。

「オ、オモイカネ様ぁ、助けてくれ！」

「いやあ、羨うらやましいですなあ。私がいてはお邪じや魔までしょうから、二時間ほど外に出ていましょう」

「ご冗じよう談だんを!?」

「これ、こちらを向けい。儂の物である証あかしをその身に刻きざんでくれるわ！　覚かく悟ごは、──んふふ、聞くのも野や暮ぼよなぁ？」

「いやあ────────────っ！」

　その後、激はげしい抵てい抗こうの末、一線を越えることだけはなんとか食い止めた。

　しかし、それが人じん永えいの心に深いトラウマを植うえつけることになる。

　すごいことをされた、とだけ記しるしておく。











　あな、目め出で度たし。

　わたくし人永は、ついにヘッポコ様と祝しゆう言げんをあげる運びになり候そうろう。

　成り行き上仕方なしとは言え、このような下々たる人間が最高神であらせられる天アマ照テラス様と夫婦めおとになるなど誰だれが想そう像ぞうしたでありましょうか。

　さりとて天照様の喜よろこぼふ様さまを見るにつけ、わたくしも自身の身分を忘わすれ、天にも昇のぼる気持ちでございます。

「宴うたげを催もよおせ！　式は華はなやかに、大々的に執とり行おこなう！　オモイカネ、支し度たくせい！」

　こうなっては止めるも無ぶ粋すい。女子おなごであれば誰もが夢見る晴はれ姿すがた。一生に一度の記念にと、人も神をも巻まき込こんで、挙きよ式しきの準じゆん備びが速すみやかに整いて候。

　どれほど絢けん爛らんたる式典になるのでありましょうか。

　わたくし今から楽しみでなりませぬ。












　一いつ旦たん東京に戻もどり別件の仕事をこなしつつ挙式に向けて準備を整えている間に、『縁えん結むすびのククリ様』はちょっとしたブームになっていた。

　一週間ぶりに訪おとずれた森緑公園には疎まばらではあるが人の姿があった。『縁切り』の言こと霊だまを与あたえていたために恐おそれられていたククリを遠方からカップルが訪たずねて来るまでに、風ふう評ひようは改善されつつあるようだ。もちろん根回しをしたのはオモイカネである。帯おび岸きし町まちの住人からは相変わらず避さけられているらしいので、園内にいる人間のほとんどが観光客と見てよいだろう。

　ククリに脚きやつ光こうが当たったのは、『神と人間の結婚式』が話題になっていることも一いち因いんとして強かった。ククリにお参まいりするついでに花はな降ふり神社について調べる観光客も多いらしい。

　そのことに、ククリは若じやつ干かん辟へき易えきとしていた。

「わし、まだ現げん界かいするつもりないんじゃがのう」

「ちゃんとご利り益やく与えてるくせに何言ってんですか？　もう十分現界してますよ」

　そう言うと、ククリはジロリと人永を睨ねめつけた。

「おまえさんがおかしなことをしでかすからじゃ！　ふん。咲さき姫ひめ様への信しん仰こうが変わると言うから言う通りにしておるだけじゃわい。もしもその挙きよ式しきがうまくいかず咲姫様の呪のろいが消えなければ、わしは再ふたたび『縁えん切きり』を、───いや、雲くも隠がくれしてやる！」

　人じん永えいは苦笑を浮うかべた。ククリたち三神には誰だれと誰の結婚式か教えていない。花はな降ふり神社での神前婚がうまくいけば咲姫は善ぜん神しんとして生まれ変わるかもしれない、と説明しただけだ。

　今日訪おとずれたのは他でもない。挙式の本当の目的を教えに来たのだ。

　幸い、ヘッポコは人永を騙だましたことに負い目があるので、帯おび岸きし町まちでは人永の言うことを渋しぶ々しぶだが聞いてくれる。今、ヘッポコは駅前の喫きつ茶さ店てんにオモイカネと待たせてある。密みつ談だんするなら今しかない。

「以前雲隠れしていたのも咲姫様のためですか？」

　まず初めにそれだけは聞きたかった。三神の行動の裏うらにはいつだって咲姫がいる。人間に愛あい想そを尽つかしたというのは単なる口実だったのだ。

「……咲姫様に雲隠れさせまいと必死じゃった。そのためなら、わしは消えてもよいと思った」

「神しん徳とくを授さずけたくなくて逃にげ回まわっていたんですよね？　思い出したんです。以前、ククリ様を現げん界かいさせたとき、最初にククリ様に参さん拝ぱいしに来た男性のことを。あれは黒くろ木きさんだった」

　一いつ平ぺいと石いし段だんの下で挨あい拶さつを交わしたとき、見たことあると感じたのは一度すれ違ちがっていたからだ。一平は人永のことを憶おぼえていなかったようだが。

「憶えておらんのう」

　そして、嘘うそか本当かククリも知らないと口にする。誤ご魔ま化かしているのかと思ったら、神徳を授けた大おお勢ぜいの中の一人など一々気にしていないという意味で口にしているとわかった。

　そうか。ククリはもう腹を括くくっているのだ。

「咲姫様と黒木さんをくっつけたかった貴方あなたは、度たび々たび訪れる黒木さんから逃げていたんですね。すべては咲姫様のために」

　思い出したのだ。一平がククリに何を願ったのか。

　それを叶かなえることは咲姫の恋の破局を意味した。

「なんのことかのー、わしにはさっぱりじゃわい。──ところでおまえさん、油を売っとる暇ひまなんぞないんじゃろう？　何かわしに用でもあるんか？」

　ククリならばわかってもらえる。そう確かく信しんし、人永は作戦のすべてを説明した上で、最大の肝きもをククリにぶつけた。

「頼たのみがあるんです。挙式当日、黒木さんを連れてきてほしいんだ」

　ククリは目を点にした。

「……おまえ、一体何を考えておるんじゃ？」

　常とこ堀ほり山やまを眺ながめ、悲ひ恋れん桜ざくら伝説に思いを馳はせる。

「みんなの幸せですよ」

　人じん永えいから話を聞き終えたミキは、思わず笑みを溢こぼしていた。

「なるほどな。考えやがったな、この野郎！」

　正直、見直した。初めは頼たよりないガキだと思い、かんざしを巡めぐって争ったときは咲さき姫ひめをつけ狙ねらう小こ悪あく党とうだとして許ゆるせなかった。しかし、今は違ちがう。同じく咲姫の幸せを願う同士として受け入れていた。

「あ、あのよぅ、この前は悪かったな。森ん中でその、なんだ、やりすぎちまったじゃねえか？　怪け我がはもういいのかよ？」

　人永は首を振ふり、オモイカネが持っていた薬のおかげで全快したことを告げると、ミキは破は顔がんして人永の背せ中なかをバシバシと叩たたく。お土産みやげに一いつ升しよう瓶びんを無理やり持たせて人永を見送った。

　酒しゆ造ぞう蔵ぐらの入り口に立ち、常とこ堀ほり山やまを眺ながめて思う。

　──ようやく恩おん返がえしができそうだ。

　咲姫が幸せになるならばこれ以上嬉うれしいことはない。あの可か憐れんな笑顔を今一度見たいと思い奮ふん闘とうしてきた。それがようやく叶かなうのだ。若じやつ干かん寂さびしくはあるが、喜ばしいことだ。

　ミキは、むん、と気合を入れる。爬は虫ちゆう類るいの眼めをギョロリと輝かがやかせ、蔵くらの中へと入っていく。

「オラァー、テメエら！　シャキシャキやらんかい！　オレ様が神しん徳とくを与あたえてんだ！　美う味まい酒造んなかったら承しよう知ちしねえぞ!!」

　おうさッ、と蔵人くろうどが呼こ応おうする。男たちの酒造りは活気に満ちて頼たのもしい。ミキはその様子を満足げに眺めて、杜とう氏じとともに蔵を取り仕切る。

　挙きよ式しきの日まであとわずか。




　人永が去った後、ハトリは常堀山に視し線せんを向けた。

　神話に登場した天女の顔をハトリは覚えていない。そも、話の中の機はた織おりの神と現げん界かいしているハトリではイメージが違っている。どうやら縫ほう製せい工場内で囁ささやかれる「どうせなら美少年がいい」という希望がハトリに今の姿すがたを与えているらしい。山に天女がいたかどうかなんてハトリにとってどうでもいいことだった。

　しかし、二十三年前のあの日、現界したハトリが産ウブ土スナ神カミと顔を合わせたあの瞬しゆん間かん、天女の存そん在ざいを認みとめた。咲姫様こそが話に伝わる天女様。彼女のために神位を捨てた機織の神の気持ちをそのときようやく理り解かいしたのだった。

　機を織り続けたのは、なにも咲姫様の心を射い止とめたいという下心だけではない。足あし蹴げにされようと罵ば倒とうされようと、最後には「しようのない子ですね」と呆あきれながらも溢す笑みが見たかったからだ。呪のろいのせいで心を閉ざす咲姫様に少しでも癒いやしを与えられたら、少しでも気を紛まぎらわせることができたなら、一人の女に忠ちゆう誠せいを尽つくす大馬鹿冥みよう利りに尽つきるというもの。

　それももう終わるのだ。

　咲さき姫ひめ様に真の笑顔を与あたえられる者が現れたとき、取とり巻まきは潔いさぎよく身を引くべきなのだ。

　そうあろうと三神は決めていた。咲姫様が雲くも隠がくれしようとすれば全力で止めたし、呪のろいのせいで自らを貶おとしめるようならばそれ以上に道化を気取ってみせた。

　無む謀ぼうと知りつつも咲姫様に求愛を重ね、その愚ぐ行こうを恥はじと笑われれば言い返してやった。

　──僕たちはバカかもしれない。でも、初めから諦あきらめている奴やつはもっとバカだ。

　咲姫様にこの想いが伝わったかどうかわからない。けれど、咲姫様はかつての自分を捨て去って幸せになろうと努力しているのだから、今までの行こう為いは無む駄だじゃなかったと信じたい。

　それにしても、

「品しな部べさんも人が悪いなあ。何も咲姫様を騙だますようなことしなくても」

　信しん仰こうが変わるとき、咲姫様は本当の幸せを手に入れる。

　──機はたを織おろう。せめてもの餞はなむけに。

　我は機織の神・服部ハトリである。天アマ照テラス様に負けないくらい神こう々ごうしい花はな嫁よめ衣い裳しようを織ってみせよう。











　三神様は咲姫様の幸せだけを願っていたのでございます。可か憐れんな笑顔を咲かせたいと想い続けて数百年、身を引く覚かく悟ごで道化を装よそおい、女神に癒いやしを与あたえておりました。なんという献けん身しん、なんという一いち途ずな愛でございましょう。心穢けがれたわたくしからすれば誠まことに尊とうときことなれど、咲姫様を誑たぶらかす気持ちは少しも揺ゆらいでおりませぬ。

　はてさて。空は快晴、絶ぜつ好こうの挙きよ式しき日和びよりとなりました。花嫁はいと清く美しく、わたくしであっても鼻の下が伸のびるというもの。

　はい？　花嫁は誰だれか、でございますか？　天照様？　それとも咲姫様？

　どちらも捨てがたいところではございますなあ。両手に花は如何いかがでしょう。

　恋の花咲く春到とう来らい。惚ほれた腫はれたは過去のこと。目め出で度たきことも連なれば、大だい団だん円えんまであとわずか────。












　式当日。人じん永えいとアマテラスは前夜入ったホテルの一室で式本番を今か今かと待っている。

「善よき日和じゃ。まるで儂わしらを祝福しておるような快晴ではないか。のう、人永？　ハネムーンはどこが良いかのう？　子は何人欲しい？　これ、構かまってたもれよ！」

　コロコロ笑いながら頬ほおにキスされる。こいつ、式を挙げると言ったときから随ずい分ぶん遠えん慮りよがなくなってきた。正直、鬱うつ陶とうしい。

　アマテラスはその権けん威いを武ぶ器きにして、神々に結婚式の旨むねを伝えていた。聞いたところによると、これまで現げん界かいしてきた神様やまだ見たこともない龍りゆう神じんや自し然ぜん霊れいなど、多くの神々を招しよう待たいしたようだ。自分のこととなると途と端たんに良い仕事をするのは予想通り。

　そう。アマテラスは自分の結婚式だと思い込んでいる。

　人じん永えいは落ち着いた様子でテレビ画面に見入っている。どのチャンネルも花はな降ふり神社で行われる前代未聞の『神と人間の結婚式』の報ほう道どうで忙いそがしい。




『私は今、帯おび岸きし町まちは花降神社前に来ています。皆みなさんは、今日ここで何が行われるか知っていますか？　──そうなんです！　今日花降神社では神様と人間の結婚式が行われるのです！　えー、この結婚式は花降神社のＰＲ活動の一いつ環かんでして、本当に結婚するわけではないみたいです。しかし、このように神様と人間が一いつ緒しよになって開くイベントは初めてのことでして、世間での注目度も高いようです！』




『ご覧らんください。人、人、人！　全国から多くの参さん拝ぱい客きやくが花降神社に集まっています。また人間だけじゃなく、たくさんの神様もこのイベントを見物しようと押おし寄よせています！　雲くも隠がくれした神々が人前に姿すがたを現すのは半年ぶりのことで、カメラに映せないのが残念でなりません！　──え？　大だい丈じよう夫ぶ？　失礼しました！『神じん権けん』で規き定ていされている通り神様の無む許きよ可かでの撮さつ影えいは禁止されていましたが、許可が出ているようです！　生放送ですので報道に不ふ備びがあることご了りよう承しようください！』




『イベント自体は有ゆう志しの方々で運営されています。主に、帯岸町の酒しゆ造ぞうメーカーの社員や蔵人くろうどさん、縫ほう製せい工場の職員の皆様が取りまとめているようです。境けい内だいでは参拝客にお酒を振ふる舞まい、有志の方が作ってこられたお弁当を広げて、まるでお花見のような状じよう態たいです。境内は活気に溢あふれています！』




『新婦役の女神様の映えい像ぞうを入手しました！　こちらをご覧ください！　えー、わかりますでしょうか。少し遠いのでわかりづらいかと思いますが、こちらです！　花降神社の主神、咲さき姫ひめ様です！　なんと可か憐れんで美しい女神様でしょうか！　帯岸町に住む人々も咲姫様のお姿を見て驚おどろいていました。取材してみたところ、なんでもこの咲姫様は破局をもたらすと言われ、』




『──花降神社の神かん主ぬしをしております。境内にこれだけの人が集まるのは初めてのことでして、咲姫様もお喜びなっておられます。咲姫様の晴れ姿を拝はい見けんできる日が来ようとは夢にも思っていませんでした。大変嬉うれしく思います。すでに、全国からこの神社で式を挙あげたいとの問い合わせをたくさん頂いただいておりまして──』




『新郎役の男性は一いつ般ぱんの方の中から選ばれたようなのですが、詳くわしい情じよう報ほうは入っていません。まだ会場にも現れていないようです。情報が入り次し第だいお伝えいたします。以上、中ちゆう継けいをお伝えしました』




「のう、人じん永えい。……こ、こやつらは何を言っておるのかのう？」

　アマテラスの額ひたいに青あお筋すじが浮うかんでいた。さすがに気づいたか。今日の主役が誰だれであるかを。

「もうすぐ始まるな。そろそろ行くか。咲さき姫ひめ様の花はな嫁よめ衣い裳しようは生で見たいし」

「無む視しするでないわ！」

　アマテラスは今にも牙きばを剥むいてきそうな表情で人永を睨にらみつけている。いい気き味みだ。

「俺はな、やられた分だけやり返さないと気が済すまない性た質ちなんだ」

「じ～ん～え～い～ッッッ!!」

　人永は笑ってみせた。実に清せい々せいとした顔つきであった。











　破局の女神咲姫様の、一世一度の晴はれ姿すがた！　拝おがまなにゃ損そん々そん、罰ばち当あたり。参まいらにゃ損々、復ふく縁えんならず。本日をもって咲姫様を、復縁の女神と崇あがめ奉たてまつり候そうろう。春の咲姫、桜の女神。これより後は花はな不ふ離り神社、花見をもって供く物もつを捧ささげん。

　はてさていよいよ挙きよ式しきの刻こく限げんを迎えまする。

　さあさ、新郎新婦のご登場。皆みな々みな様方、拍はく手しゆでお出迎えくだされ。












　咲姫は本ほん殿でんの中で外の喧けん騒そうに耳を傾かたむけていた。この神社に人がいる。それもたくさんの人がお祭まつりを楽しみにしてきている。誰だれも怖こわがってなどいない。呪のろいを恐おそれてさえいない。なんという奇き跡せきか、と咲姫はひっそりと涙なみだを流した。

　ミキから頂いただいたお神み酒きと、ハトリから頂いた美しい花嫁衣裳。それを眺ながめて自分のために皆が努力してくれたことを痛つう感かんし、また涙が止まらなかった。

　成功させなければ。

　挙式の間は心からの笑顔を見せなければ。この神社で執とり行おこなわれる結婚式は幸せの具ぐ現げんなのだと人々に印いん象しようづけなければ、信仰は塗ぬり変かわらない。

　初め、人永にこの話を持ちかけられたとき、うまくいくはずがないと思った。挙式を見に来る野や次じ馬うまがいるとは夢にも思わなかったからだ。どうやら人間を見くびっていたようだ。幸せあるところに人々は必ず駆かけつけるのである。なんと素す晴ばらしき習性かな。

　あとは新郎役の人じん永えいが迎えに来るのを待つだけなのだが、咲さき姫ひめは少しだけ不ふ審しんに思っていることがある。式の段だん取どりを一切打ち合わせていないこと、何よりも新郎役である人永が予行練習をしていないことだった。また、アマテラスが宣せん伝でんのためとは言え人永との挙きよ式しきを許ゆるしたというのも信じがたい。主役であるはずの自分が、蚊か帳やの外に置かれているような気分である。

　なんとなく、企たくらみの気配すら感じていた。

　人永はなんと言っていただろうか。一いつ平ぺいのことに未み練れんはないのか、と訊たずねられたことを不意に思い出し、もしやと腰こしを上げたそのときだった。

　本ほん殿でんの扉とびらが開かれる。薄うす暗ぐらい部へ屋やの中に外の光が差し込んだ。光の中を背せの高い人ひと影かげがまっすぐに歩いてくる。咲姫は唇くちびるを噛かんでその人物をじっと見つめた。

「久しぶりだね。咲ちゃん」

　──ああ、やっぱり。

　黒くろ木き一平だった。優やさしい顔は昔からで、人ひと懐なつっこい笑顔は相変わらずで、咲姫を呼よぶ声は頼たよりげのあるものに変わっていた。

　妾わらわに会いに来てはいけないとあれほど言ったのにと憤いきどおる心は、会いに来てくれた喜びにあっさり塗ぬり替かえられた。気を抜ぬけば涙なみだしそうな感情の揺ゆれに戸と惑まどう。自分がどれほど寂さびしかったかを思い出した。会いたかった。会いたかった。会いたかった───。

　会ってはいけなかったのに。

「……品しな部べ殿どのをお怨うらみいたします」

「どうして？　僕は嬉うれしかったよ。新郎役を僕に勧すすめてくれたんだ。他の誰だれかの横に立つ咲ちゃんを、正直見たくなかった」

　一平が紋もん付つき袴はかまを着ているのはそういうことである。人永は初めから一平を新郎役に据すえて結婚式を挙あげるつもりでいたのだ。

「わかっているのですか？　貴方あなたにはすでに婚約者がいるのですよ？」

「咲ちゃん、僕と式を挙げるのは嫌いや？」

「そ、そんなことを言っているのではなく、」

「僕は咲ちゃんの相手ができて嬉しいよ」

「はっ、みゅう……」

　言いかけた言葉はよくわからない溜ため息いきに変わる。

「このような姿を見せて、もし一平の婚こん約やくが破局してしまうようなことにでもなれば……」

　それすらも破局の呪のろいの一つとして帰結されるのだ。一平を不幸にしたくない一心で偽いつわりの結婚式を挙げるのに、これでは本ほん末まつ転てん倒とう。この業ごうからはどう足あ掻がいても抜け出せないのか。

　表情を暗くする咲姫に、一平は自信に満ちた瞳ひとみを向けた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、咲ちゃん。絶ぜつ対たいに成功するから。──それに、もし僕の結婚が白紙になったとしても、僕は後こう悔かいしない。そのときは咲ちゃんと一いつ緒しよになることを誓ちかうよ」

「──。ば、馬鹿を仰おつしやいますな！　妾わらわは、そなたを不幸には、───はっ」

　手を握にぎられる。眼がん前ぜんに迫せまった一いつ平ぺいの表情はとても優やさしいものだった。

「どうして不幸だなんて言えるの？　僕の幸せは僕が決める。僕の幸せは、咲さきちゃんが幸せになることだ。そのためならどんなことだってするよ！」

「………」

　──ああ、そうか。そうでしたね。自分の幸せを決めることができるのは自分だけ。

　途と端たんに、咲姫はすべてを理り解かいした。

　人じん永えいはこのことを伝えるために一平を寄よ越こしたのだと知った。

　咲姫の覚かく悟ごに後あと押おししてくれたのだ。

「……妾の幸せは、一平が幸せになることです」

　誰だれかの幸せを願うこと。それすらも幸せの形であると咲姫はとうの昔に知っていた。

「咲ちゃん、──さあ」

　行こう、と手を引かれる。境けい内だいにはたくさんの人間と神々が咲姫の晴はれ姿すがたを待っている。

「……妾が幸せならば、皆みなは幸せになれるのでしょうか？」

「もちろんだよ。咲ちゃんの笑顔は幸せをもたらすものだって信じている。僕は絶ぜつ対たいに幸せになるよ。だから、咲ちゃんも幸せにならなくちゃ」

　扉とびらの前に立つ。春の陽よう光こうに目が眩くらみ、その中に祝しゆく福ふくしてくれるたくさんの想いを見つけた。

　一平を見上げると、力強く頷うなずいてくれた。

　お膳ぜん立だては整った。咲姫のために皆が努力して作ってくれた舞ぶ台たいだ。これ以上の幸せがどこにある。ようやく咲姫も笑うことができた。

　──この人のためにも、妾を支ささえてくれるたくさんの想いのためにも、幸せにならなければ嘘うそなのでしょうね。

　境内は両人の登場でにわかに活気づき、その中を一平と手を繋つないだ咲姫が胸むねを張はって歩き始める。式しき次し第だいは滞とどこおりなく進む。指ゆび輪わの代わりに一平が取り出したのは、鳳ほう凰おうのかんざしだ。驚おどろく咲姫の髪かみにすかさずかんざしを挿さした。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆに包まれて、咲姫は一平を見上げて口にした。

「ありがとうございます。お芝しば居いとは言え一平と式を挙あげることができて妾は幸せでございます」

　もう逃にげませぬ。本当の幸せを得るために、一平を、皆を幸せにして差し上げましょう。

　かんざしが光ひかり輝かがやく。呼こ応おうするように、御ご神しん木ぼくである桜木が目を覚ました。

　たちまちに開花した桜木を見上げて参さん拝ぱい客きやくは感かん嘆たんの声を上げ、レポーターとカメラマンもその光景を逃のがすまいと高こう揚ようしたように報ほう道どうを続け、──ついには言葉を失った。

　満開の花びらが山を覆おおい尽つくした。風に吹かれて宙を飛び交い、空はピンク色に染そまり、町中に桜が降ふり積つもる。

『……視し聴ちよう者しやの皆みな様、ご覧らんになっていますでしょうか。花びらが空から降ふってきます。──なんということだ。こんなの、見たことがない』

　そこにいるすべての人間と神々が空を見上げ、この世のものとは思えない光景に心を奪うばわれた。中には涙なみだする者まで現れる。

　魅み了りようされること。恍こう惚こつに支配され放心する喜びは何物にも勝る絶ぜつ頂ちよう感かん。刹せつ那なの幸福は、短命たる桜の在あり方かたに酷こく似じした。然さもありなん。人々が桜を愛してやまない理由はそこにある。花はな降ふり神社の咲さき姫ひめ様こそ幸せの具ぐ現げんであったのだと気づかされた。

　呪のろいが消えていくのを実感する。訪おとずれる者に破局をもたらすなどという迷めい信しんはもはやない。

　信しん仰こうが新しく築きずかれる。すなわち、訪れる者には復ふく縁えんが約束される。

　咲姫は一ひと筋すじの涙を溢こぼした。まるで桜の花びらが舞まい散ちるかのように可か憐れんで美しく、

　それは別べつ離りを決意した涙であった。




　その光景を本ほん殿でんの裏うら手てから眺ながめていた。

「ぶっすう───────────────ッ！」

　アマテラスがわかりやすくむくれている。人じん永えいもさすがに苦笑いを浮うかべた。

「そう怒おこるな。ようやくすべて解かい決けつしたんだから」

「それはそなたの都合であろう。儂わしがどれほど恥はじをかいたかわからぬのかよ!?」

「俺もおまえに一いつ杯ぱい食わされたんだ。お互たがい様さまだろ」

「ぶっすう─────────────────ッ！」











　年ねん々ねん歳さい々さい花はな相あい似にたり、歳々年々人同じからず。

　古き言葉にありますように、花はどれほどの年月を経へても同じ姿すがたでございますが、人は年を経ふる毎ごとに容貌かたちを変えていきます。それを無む常じようと嘆なげくのでありましょうが、故ゆえに人間は必死に生きていくのです。幸せを求めるのです。

　花もまた、容貌こそ違ちがえども、想いは同じものと信じておりまする。

　咲姫と一平殿の行く末に幸多からんことを。

　さて、天アマ照テラス様は不ふ機き嫌げんにあらせられますが、時間をかけて宥なだめることに致いたしましょう。ご自身の祝しゆう言げんだと勘かん違ちがいしておられましたが、思兼神オモイカネ様の配はい慮りよにより、触ふれ回まわった者へは直後に誤ご解かいである旨むねを伝えておいたのです。ですので、誰だれも騙だまされてはおりませぬ。

　知らぬは天照様ばかりなり。いやはや笑いが止まりませぬ。

　これにて新説・帯おび岸きし町まち悲ひ恋れん桜ざくら伝説、真まことの幕まく引ひきにござります。

　めでたし、めでたし。












「して、何なに故ゆえあそこに鳳ほう凰おうのかんざしがあるのじゃ？」

　人じん永えいは笑うのをピタリとやめた。どうしても触ふれてほしくなかった事こと柄がらである。

「のう、人永？　まさかとは思うが、儂わしにニセモノを宛あてがって喜ぶ様さまを内心で笑っておったのか？　んふふ、ここまでコケにされたのではもう我が慢まんの限げん界かいじゃ！　人永ッ、あやつらの挙きよ式しきを台無しにされたくなければ愛ある弁べん解かいをしてみせよ！」

「何勝手なこと言ってんだ!?　コートん中から持ち出したのはおまえだろうが！　誰だれも、そのかんざしが鳳凰のかんざしだと言った覚えはないぞ！」

　ふん、とそっぽを向く。大声で切り返したのは誤ご魔ま化かしているからにすぎない。アマテラスもそのことを思い出し、決まり悪そうに視し線せんを逸そらした。が、すぐに別の疑問に辿たどり着つく。

　どうして人永はかんざしを二本持っていたのだろうか。

　アマテラスは挿さしてあるかんざしを抜ぬき取とりまじまじと見つめた。霊れい力りよくは欠片かけらも感じられない、そこらの商店に売っていそうな安物のかんざしである。鳳凰のかんざしに比べて見み劣おとりするそれをアマテラスは疑いもなく挿していたのだ。

「人永よ。これはいつ買ったのじゃ？　儂は知らん。ということは、儂が芝しば居いをしておったあの折、呪のろいを解とかんと駆かけずり回まわっておったときに買ったということじゃ。んん？　どういうことじゃ？　このかんざしは誰のために買ったのかのう？」

　じろり、と睨にらみつけられる。ああ、火に油だ。どうしていつも裏うら目め裏目に出るのだろう。

　人永は決心し、アマテラスを正面から見み据すえた。

「おまえのために買ったんだ」

「嘘うそを吐つくでないわ。どうせ小こ町まちへの土産みやげじゃろうが」

　一いつ瞬しゆんで見破られる。なんだよぅ、ちょっとくらい信じろよぅ。人永は己おのれのことを棚たな上あげにして薄はく情じようなアマテラスに背せを向けた。呆あきれるような溜ため息いきが聞こえてきた。

「はあ。儂らはお互たがいに道化を演えんじておったわけじゃ。──見よ、あやつらを。幸せそうな顔をしおってからに。騙だまされておるとも知らずにヘラヘラと」

　アマテラスの視線の先には咲さき姫ひめと、咲姫を取とり巻まくミキとハトリの姿すがたがあった。

「あやつらは騙せても儂の目は騙せんぞ？」

「なんのことだ？　俺は別に誰も騙しちゃいねえよ」

「惚とぼけおって。──ふん、まあよい。聞かせるがいい。なぜ一いつ平ぺいと結婚式の真ま似ね事ごとをさせたのじゃ？　一平には婚こん約やく者しやがおるんじゃろう。咲姫のやつ、ますますつけ上がるぞ？」

　たとえ真似事であっても式を挙あげたとなっては一平への想いも再さい燃ねんするかもしれない。一平の婚約を解かい消しようさせ本気で一平を求めることもあり得るぞ、とアマテラスは指し摘てきしているのだ。

「知らねえよ、あとのことなんて。このまま夫婦になろうが、決めていた通り一いつ平ぺいと別れようが、咲さき姫ひめの自由だ。俺は三神さえ現げん界かいしてくれればそれでいい」

「ならば、新郎役をそなたがすればよかったじゃろうが。三神は納なつ得とくせぬかもしれんが、信しん仰こうさえ変わればよいのじゃからな」

「そういうことはさ、ほら、好いた者同士がいいだろう。芝しば居いとは言え、雰ふん囲い気き出るし。それに、俺が相手だと絶ぜつ対たいに邪じや魔ましただろ？　おまえ」

　その科白せりふにはアマテラスも嬉うれしそうにコロコロ笑った。

「わかっておるではないか。しかし、お人好しなのか極悪人なのかようわからん奴やつじゃのう、そなたは」

「だから、なんのことだよ？」

　アマテラスに白しらを切っているとミキとハトリ、そして紋もん付つき袴はかまからスーツ服に着替えた一平がやって来た。人じん永えいを見つけて手を挙あげた。

「品しな部べさん、探さがしましたよ」

「おいおい、咲姫を放っておいていいのかよ!?」

「そうですよ、一平さん!?　もう帰るつもりですか!?」

　ミキとハトリは一平を止めるつもりでついて来たようだ。披ひ露ろう宴えんはまだ続いているにも関わらず、すでに着替え終えている一平は帰かえり支じ度たくを整えたように見えたのだろう。咲姫と結ばせようと奔ほん走そうしていたミキたちにとって面おも白しろくない展てん開かいである。

「どうして咲姫様の傍そばにいてあげないんですか!?」

「………」

　一平は困こまったような笑みを浮うかべた。それを人永だけがすべて承しよう知ちした上で労いたわった。

「ご苦労様です。すみませんでした。無理を言って」

「いえ、……しかしこれで本当に良かったんでしょうか？」

　一平は心配そうに咲姫の方に視し線せんを飛ばした。一平がいなくなって騒さわいでいる様子はない。マスコミに囲まれ、たくさんの人や神に祝われて嬉うれしそうな笑みを浮かべている。その表情を見るにつけ、人永の中にも若じやつ干かんの罪ざい悪あく感かんが芽め生ばえた。

「……咲姫は、本当はずっと強い娘こなんです。きっと大だい丈じよう夫ぶです」

「だといいんですが」

　そんな二人の落ち着いたやり取りが気に入らないのか、ミキが掴つかみかからん勢いきおいで一平に迫せまった。

「テメェ、なんのつもりだ!?　だといいんですが、だって!?　なに他ひ人と事ごとみたいに言ってやがんだよ！　咲姫はようやく夢が叶かなったんだ！　テメエもそうだろ!?　品部に頼たのまれたから来てやったみたいに言いやがって！」

　しかし一平は、平然とミキとハトリに視線を投げた。

「頼たのまれたから来たんです。しかし、こういうのも悪くないですね。フリとは言え、結婚式を行えたのは貴き重ちような体たい験けんです。品しな部べさん、ありがとうございました」

　人じん永えいはどういう顔をしていいかわからない。ミキたちを前にして正直に語りすぎである。案あんの定じよう、ミキとハトリがその挑ちよう発はつに乗って殴なぐりかかろうとした。

　それを、アマテラスが苛いら立だたしげな口調で遮さえぎった。

「いい加か減げんにせぃ。なんのつもりか知らぬが、戯たわむれもそこまでじゃ！　ミキ、ハトリよ。貴き様さまらも少々大人しくしておれ」

　アマテラスに言われては引き下がる他ない。ミキたちが一いつ平ぺいを睨にらみつけたまま渋しぶ々しぶ後ろに下がると、今度はアマテラスが一平に近づいた。

「ふん。回りくどいことをしおって。下へ手たな小細工ほど癇しやくに障さわるものじゃ。さあ、早う儂わしにもわかるように説明せんか！　──ああその前に、オモイカネよ、さっさと元の姿すがたに戻もどれ。一平のままではやりにくい」

「おおっと、こりゃいかん！」

　一平はおどけて見せ、両手で顔を擦こすり上あげた。すると、一平の顔はたちまちにオッサン顔に変わり、細身の体型も中年のそれに変化した。

「ええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇっっっっっ!?」

　ミキとハトリは目を剥むいたまま固かたまった。一平だと思っていた人間が実はオモイカネだったのだから驚おどろくのも無理はない。オモイカネは意に介かいさず大口を開けて笑った。

「わっはっはっは。さすがにアマテラス様には見破られましたな！」

　オモイカネの変身は『成り代わる』レベルで他人に化けられた。それは指し紋もんや声せい紋もん、癖くせや性せい格かくや記き憶おくすらもコピーするので本物と瓜うり二ふたつなのである。その上、オモイカネは霊れい力りよくを抑おさえていたので、それこそ完かん璧ぺきな人間を演えんじることができた。咲さき姫ひめたちが最後まで気づかなかったのもオモイカネの能のう力りよくの高さを物語っている。

「儂の目は節ふし穴あなではないわ。オモイカネ、貴様の仕草が随ずい所しよに出ておったぞ」

「ありゃ？　それは盲もう点てんでしたな。変身しても自じ我がは私のままですからなあ。今後は気をつけることにしましょう」

「なんてこった……っ!?」

　咲姫の相手役をこんなオッサンに任まかせていたのだから衝しよう撃げきも大きいだろう。ミキは膝ひざをついて項うな垂だれ、ハトリは咲姫を憐あわれに思って泣いた。

「……随ずい分ぶん失礼なこと考えてませんか？　お二人とも」

「どうしてこんな真ま似ねを!?　一平さんが来られなかったのなら、品部さんが新郎役をすればよかったのに！」

「いやあ、できることなら俺もそうしたかったんだけどな」

　アマテラスに睨まれる。騙だました上に咲姫と結婚なんてしていたら、きっと殺されていた。

「くっそおおおおおっ！　なんでだ!?　どうしてこんなことに!?　……はっ！　ククリはどうした!?　あいつが一いつ平ぺいを連れてくるんじゃなかったのかよ!?」

「残念ですが、ククリも共きよう犯はんですよ。知らなかったのは貴方あなたたちだけです。──あ、品しな部べさん、気がかりが一つ。咲さき姫ひめもどうやら私の正体に気づいていたようです」

　え!?　と思わず咲姫を振ふり返かえってしまった。会話が聞こえるはずないのに、境けい内だいの中央にいる咲姫は人じん永えいと目が合うと柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

　ぽりぽりと頭を掻かく。咲姫はオモイカネだとわかった上で挙きよ式しきを進めてくれたのか。どうやら咲姫を一番見くびっていたのは自分だったようだ。そう思うと申もうし訳わけない気持ちが膨ふくれ上あがった。

「なるほどの。好いた男が本物かどうかくらい、あやつにもわかるようじゃな。んふふ、少しだが見直したわ。──で、なぜオモイカネが化けておったのじゃ？　本物の一平はどこにおる？」

　人永は降こう参さんとばかりに手を上げた。咲姫に気づかれている以上、もったいぶるのも格かつ好こう悪い。

「単純な話、咲姫と黒くろ木きさんを引き合わせたくなかったんだよ。お互たがい未み練れんたらたらな上に両想いなんだから、きっかけ与あたえたら突つき進すすんじまう。おまえはそっちの方が面おも白しろいんだろうけどな」

「煮にえ切きらん態たい度どは苛いら々いらするでな。儂わしはそうなるように仕向けたつもりじゃが。……なんじゃ、あやつらがくっつくのがそんなに面白くないのかよ？」

「けじめの問題だ。二人がくっついてハッピーエンドも悪くないけど、それだとお互い成長しないだろう。また惚ほれた腫はれたで雲くも隠がくれ、なんてことになっても面めん倒どうだし」

　咲姫に関しては覚かく悟ごの程ほどを試したつもりだった。

　けれど、咲姫には余よ計けいなお世話だったようだ。彼女の言うように、もう一平に関して気持ちの整理がついているのだろう。神としての役割を全うしようと決意している。

「咲姫には後で説明するつもりだったけど、もうその必要はないみたいだな。やっぱり、恋愛事は女の方が強いし鋭するどい」

「当然じゃろう。その点、男はくよくよと後まで引ひっ張ぱるのじゃから不ふ憫びんな生き物よ。ああ、なるほど。そういうことかよ」

　合が点てんがいった、とばかりにアマテラスは嘆たん息そくする。が、ミキとハトリは話についていけない。

「どういうことだよ、おい？」

「この結婚式に黒木さんを呼よばなかったのは、黒木さんのためだったんだ」

　そう。問題は一平の方にあった。彼は婚約者がいるにも関わらず咲姫を探さがし求もとめていた。結婚することを伝えたいと言っていたが、咲姫のことを諦あきらめ切きれないでいるのは明らかだった。結婚式を行っていたら一平は止まらなくなってしまっただろう。

「どうせいつか後こう悔かいするんだ。今のうちに目を覚まさせてやらないと」

　神と人間の寿じゆ命みようは違ちがう。数百、数千年と時を生き続ける神々にとって、人間の生などほんの一いつ瞬しゆんにすぎない。咲さき姫ひめは今後も半永久的に今の姿すがたのまま存そん在ざいするのだ。

　ずっと一いつ緒しよにいることはできない。一いつ平ぺいはそのことできっと苦く悩のうする。咲姫を置いて死んでいくことに必ず耐たえられなくなる。一平はそれほどまでに純じゆん真しんなのだから。

　ミキもハトリも何も言えなかった。咲姫のことだけを考えていたせいで、相手のことまで頭が回らなかったのだろう。なぜ一平と結ばれることを頑かたくなに拒こばんだのか、その理由はここにあった。咲姫が懸け念ねんしていたのは、偏ひとえに一平のその純真さだったのだ。咲姫は一緒にいることができないのであれば雲くも隠がくれするしかないと考え、身を引くことでこの恋を終わらせようとしていたのだ。

「……僕たちは咲姫様のこと何もわかっていなかったんだね、ミキ」

「ちっ、そうならそうと最初に言えってんだ。あの姫様はよ」

　咲姫の優やさしさを理り解かいした。その慈じ愛あいは、呆あきれるほどに愛いとおしい。

「それでこそオレたちが惚ほれた女だぜ！　行くぞ、ハトリ！　咲姫を祝いわってやろうぜ！」

「うん！　僕たちは神だから一生お傍そばに仕えていられる！　品しな部べさん、ありがとう！　咲姫様の呪のろいを消してくれて！　あとは僕たちに任まかせてください！」

「ハトリい、早くしろい！」

　二人は咲姫の元へと駆かけ戻もどり、人ごみの中で咲姫の手を取るとそのまま胴どう上あげを始めた。歓かん声せいが木こ霊だまし、祭りはますます加速していく。

　これですべて片かた付づいた。咲姫を中心とした幸せの輪を感かん慨がい深ぶかく眺ながめる人永に対し、アマテラスはどういうわけか顔を俯うつむかせていた。

「……私、席を外しますな」

　オモイカネは一礼して、賑にぎわう会場に歩いていく。何事か、と首を傾かしげていると、不意にアマテラスに抱だきつかれた。

「ど、どうした、ヘッポコ？」

「そなたもいずれ後こう悔かいするかぇ？」

「───」

　言葉がない。それは咲姫たちだけの問題じゃなく、自分にも言えるのだと気がついた。

　人間である人永が先に死に、後に残されたヘッポコを想そう像ぞうしてみる。……やめよう。考えたくもない。人永は苦笑を漏もらしながらアマテラスを引ひき離はなす。

「バーカ。残念だけどな、俺は黒くろ木きさんみたいに純真じゃない。他人の後先のことまで考えるほどお人好しじゃねえよ」

　アマテラスは寂さびしそうな笑みを浮うかべて、

「咲姫と一平の今後を心配しておった者の科白せりふとは思えぬな」

「それはそれ、これはこれ」

「はっ！　都合の良いことばかり言いおって」

　くるりと背せを向ける。アマテラスは桜の木を眺ながめながら、手にしていた安物のかんざしを再ふたたび髪かみに挿さし、もう一度半回転。嬉うれしそうな笑顔に変わっていた。
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「のう、人じん永えい。神と人間の間に恋は成立せぬと思うかよ？」

「…………さあな」

「儂わしらで証明してみせようぞ。儂は、そなたの傍そばから一生離はなれぬ。絶ぜつ対たいにな。寵ちよう愛あいしてたもれよ、人永」

　コロコロ笑いにつられたわけじゃないが、人永も「仕方のない奴やつ」と呆あきれて笑う。




　山を賑にぎわす桜の花びらが帯おび岸きし町まちに降ふり注そそぐ。




　　　　＊




　森緑公園は観光客以外に帯岸町の住人も散さん策さくにやって来るようになった。その多くがククリ目当てで、中でも恋話に敏びん感かんな女子中高生たちは昼夜を問わずククリを追いかけ回している。以前はもてはやされることが楽しかったククリでも、結婚式で話題を集めている近ちか頃ごろはしっかり避ひ難なん場所も確かく保ほしていた。

　今ククリは杉すぎの木の下ではなく、公園の隅すみにある花か壇だんに囲まれた噴ふん水すいの裏うら手てに身を潜ひそめている。園内のどこからでも常とこ堀ほり山やまを望むことはできるが、その場所からだと木々の間かん隔かくが広いためかどこよりもはっきりと見えた。今いま頃ごろ、御お山やまでは挙きよ式しきの真っ最中か。

　できることならすぐにでも駆かけつけて咲さき姫ひめの晴はれ姿すがたを目にしたいところだが、商売の神とは違ちがい縁えん結むすびの神に休息はないのである。求められれば応こたえるのが神様だ。現げん界かいを約束したのならなおのこと役目を疎おろそかにできない。

　背はい後ご、ククリに呼よび出だされた青年が躊躇ためらいつつも口を開いた。

「……咲さきちゃんに会いに行ってはいけないだなんて、……どうしてですか？」

　握にぎり締しめた拳こぶしを小こ刻きざみに震わせている。彼にとって花はな降ふり神社の挙式は咲姫に会える絶ぜつ好こうの機会だったはずだ。

　半年以上もの間避さけられてきた。雲くも隠がくれしたものと思い、いつか出てきてくれると信じて待っていた。テレビ報ほう道どうで流れた咲姫の映えい像ぞうに、彼はすぐにでも会いたい衝しよう動どうに駆かられたはずである。

　ククリは事前に青年を呼よび出だしていた。用よう件けんを済すませたら花降神社に急行しようとする彼をこの場に引き止めるべく、行くなと命じたのだ。

「ククリ様は僕と咲ちゃんのことをご存ぞん知じのようですね？　そうです。僕は咲ちゃんのことが好きだ。だから、彼女に会いに行かないと」

　ククリは「むふう」と息を吐はき出だす。そして、ククリが語る口調はまるで気の抜ぬけたものだった。

「一いつ平ぺいと言ったかのう。おまえさん、咲姫様に会ってどうする気なんじゃー？」

　一平は答えない。だが、その表情にはある決心を覗のぞかせていた。おそらく、咲姫に求きゆう婚こんする気でいるのだろう。

　ククリはもう一つ溜ため息いきを吐つく。人じん永えいが言っていた通りになってしまい、少し面おも白しろくない。それが口実でこの場に縛しばりつけられていることも不満であるが、筋すじはきちんと通っているので文もん句くは言えなかった。そこまで計算ずくだったのか、と思おもい至いたるとさらに腹が立つ。

「……まあよいわ。これも縁結びの神の宿命か」

「え？」

「こっちの話じゃわい。気にするな。──それで、おまえさんは咲姫様に会うたらプロポーズでもする気なんかのう？　若いのう。青春じゃのう」

　馬鹿にされていると思ったのか、一平は首を振ふり踵きびすを返そうとした。

「一平にはもう将しよう来らいを誓ちかった女性がおるのではなかったかのう」

　一平の足が止まった。猛もう然ぜんと振り返り、感情を剥むき出だしにして噛かみついた。

「貴方あなたには関係のないことです。僕が誰だれを好きになろうと、それは僕の勝手だ」

「うむ。おまえさんの勝手じゃわい。……じゃがのう、無関係ではないんじゃな、これが。わしゃー、おまえさんを神社に行かせるわけにはいかんのじゃ」

「どうしてですか!?」

　そのときククリは初めて一いつ平ぺいを振ふり返かえった。その顔は普ふ段だんの間まの抜ぬけた狸たぬきのヌイグルミなどではなく、神の威い厳げんに満ちた険けわしいものであった。一平は思わず怯ひるんだ。

「おまえさんが行けば咲さき姫ひめ様は幸せになれぬからじゃ。あの心優やさしい女神様をこれ以上苦しめるのはよさぬかっ」

「なっ!?」

　聞き捨てならない、と反はん駁ばくしかけるも、あまりにも思いがけない科白せりふだったために一平はすんでで堪こらえた。咲ちゃんを苦しめている？　どういうことだ？

「咲姫様に依い存ぞんしすぎじゃと言っておるんじゃよ。咲姫様はのう、おまえさんを大切に思っておられる。その優しさにつけ込んで、いつまで咲姫様に甘えておるつもりじゃ？」

　カッと顔が熱くなった。「よく知りもしないで何を!?」と口に出ていた。

　約束があったのだ。幼い頃ころ、一人寂さびしく境けい内だいに佇たたずむ咲姫を見たときから一平の恋心は使命感へと昇しよう華かしたのだ。

「僕は咲ちゃんの傍そばにいたいんだ！　約束したんだ！　咲ちゃんを独ひとりぼっちにしないって！　だからっ、」

「たわけがっ！　思い上がるでないわ、人間！」

　一いつ喝かつされ、一平は目をしばたかせた。

「わしらは神じゃぞ。おまえさんら人間とは生きている時間が違ちがうんじゃ。わかるか？　どれだけの出会いと別れを繰くり返かえしてきたことか。想そう像ぞうできるかの？　独りぼっちでいる時の途と方ほうもない空くう虚きよ感かんを。わしらはそれらを乗り越えて今があるんじゃ。見くびるでないわ！　今さら、おまえさん如ごときの存そん在ざいで揺ゆらぐほど柔やわな精せい神しんしておらんわい！」

「………」

「じゃが、咲姫様は心優しいお人じゃ。おまえさんのことだけが気がかりで、いつも心配そうに見守っておられた。その優しさが仇あだとなってしまったのじゃ。咲姫様もおまえさんを恋こい慕したうようになり、それを罪つみであると苛さいなんでしまわれた。哀かなしいことじゃが、神と人間は一いつ緒しよに歩んではいけぬのじゃ」

　一平はその場に膝ひざをついた。思い当たる節がないわけではない。咲姫は執しつ拗ように踏ふみ込こむことを禁じてきた。一平には一平の、人間としての生活があるといつだって諭さとしてくれた。

「おまえさんを受け入れたことが咲姫様の罪。そして、その上に胡坐あぐらを掻かいて自分勝手に感かん傷しようを押おしつけてきたのがおまえさんの罪じゃ。──しかし、幸せなことじゃな。咲姫様はずっとおまえさんを想っておられた。一平を不幸にしたくない、と口くち癖ぐせのように言っておられたわ。一平よ、その心に応こたえてやってはくれぬか？」

　一平は感情が抜け落ちたように空を仰あおいだ。ともすると溢こぼれそうな涙なみだを堪えるためにそうしたのだが、それは罪を認みとめることと同意であった。

　咲さきちゃんを苦しめていたなんて。信じたくなかった。知りたくなかった。けれど、知らずにいれば同じ過ちを繰くり返かえしていたはずだ。

　受け入れがたい現実を前にして、一いつ平ぺいは心を掻かき乱みだす。

「…………僕は、どうすればッ!?」

　その問いに答える天てん啓けいは目の前にあった。

「一平よ、おまえさんが以前願ったことはなんじゃ？」

　ククリが雲くも隠がくれをやめたあの日、最初に参さん拝ぱいしに来た一平が望んだこと。

「婚こん約やく者しやと結婚した後、一いつ生しよう涯がい寄より添そえるよう神しん徳とくを欲したはずじゃ。わしはそれを叶かなえてやる。おまえさんはその願いを成じよう就じゆさせるべく努力を怠おこたるな」

　けじめをつけろ、とククリは諭さとす。

　一平が真に愛すべきは咲さき姫ひめではなくその女性なのだ。一平も口にはしないが理り解かいしているはずだ。一平は珍めずらしいくらいに真ま面じ目めで純じゆん粋すいで、咲姫を想う心があるうちは結婚してはならないと本気で思い込んでしまうくらいに誠せい実じつだった。ククリとて、一平のことは気に入っている。

　言わずにはいられなかった。

「咲姫様を忘わすれろとは言わん。おまえさんは人間としての生を全うし、──幸せになれ」

「う、うう、……うううっ」

　これで咲姫の恋も終しゆう焉えんを迎えることができる。今は辛つらいかもしれないが、この苦しみを乗り越えたそのとき新しい道が開けるのだ。そう、信じたい。

　常とこ堀ほり山やまから光が差した。見ると、御お山やまは次し第だいに桃もも色いろに染そまっていき、山全体で桜が開花した。直後、一平の掌てのひらに一枚の花びらが落ち、ククリは感かん嘆たんの声を漏もらした。

「おおっ！　ぬほほほほ、なんとも風流じゃのう！」

　天からは雪かと見み紛まがうばかりの桜の花びらが降ふり注そそぐ。気き象しよう庁ちようはこの日、帯おび岸きし町まちに起こった異い常じよう気象を『桜吹雪』と呼こ称しようした。それは、咲姫が一平に贈おくった餞はなむけであることをククリだけが知っている。

　遠く御山を望み、ククリは手を合わせて拝おがんだ。

「咲姫様、申もうし訳わけありませんじゃ。できるならば、一平との恋を応おう援えんして差し上げたかったのじゃが、そうもいきませんでのう。一平の願いを叶かなえてやらねばなりませぬ。だってわし、縁えん結むすびの神じゃもの」

　昔のことを少しだけ思い出した。

　村娘と武ぶ士し階かい級きゆうの青年を恋こい仲なかに結んだあのときの、娘の嬉うれしそうな笑顔だ。

　狸たぬきはそれを心に焼きつけている。

　たとえ実らぬ恋でも、振ふり返かえれば幸せであったと胸むねを張はれる日がいつか訪おとずれることを、

　狸だけが知っている。






　　　　　幕間　　其の肆










　一いつ平ぺいに扮ふんしたオモイカネにかんざしを挿さしてもらった瞬しゆん間かん、咲さき姫ひめは遠い記き憶おくを呼よび起おこしていた。

　それはまだ咲姫という神が生まれる前の話。

　帯おび岸きし村むらの肝きも煎いりの下で働く下げ女じよ・霞かすみが、武ぶ士しの青年に恋をしていた頃ころのこと。

　青年が怪け我がをした狸たぬきを抱かかえて屋や敷しきの裏うら手てに走り込んで来た。ちょうど洗い場で洗せん濯たくをしていた霞は飛び上がらんばかりに驚おどろき、思わず屋敷の中に駆かけ戻もどろうとした。

「お待ちくださいっ」

「………ッ」

「罠わなにかかって足を怪我しています。すぐに手当てをしなければ死んでしまいます！」

　霞は怖こわくなった。罠を仕し掛かけたのは村人で、狸に畑を荒あらされたことがきっかけだったのも知っていた。ここで狸を助けてしまえば霞が怒おこられてしまう。

「貴女あなたは薬を運ぶだけでいい。処しよ置ちはそれがしがしておこう」

　霞は狸と青年の顔を交こう互ごに見比べた。

「お願いします」

　なおも頭を下げる青年に、霞は言われるままに薬を取りに行った。狸が可か哀わい想そうだと思ったのは事実だ。しかし、霞の胸むねに広がったのは青年とともに何かを成したいという想いだった。

　手当てを済すませ、衰すい弱じやくし切った狸を介かい護ごしていたときである。

「霞どの」

「え？」

「……霞どのではなかったでしょうか？　お名前」

「は、あ、あの、そ、そう」

「………」

　咄とつ嗟さに言こと葉ばが出て来ず、まっすぐに見つめられて息が詰つまる。恥はずかしさが込み上げてきて紅こう潮ちようする顔を隠かくすと、青年は堪たまらず噴き出した。

「なんとも可か愛わいらしい方ですなあ、霞どのは」

「～～～～～～～～～～～～っ」

　このお方は意地悪だ、霞はそう思いつつも、狸を助けようとした青年の優やさしさと温かさにますます惹ひかれるのだった。

　時は流れる。春を迎え、桜が御お山やまを色いろ鮮あざやかに飾かざった。それを青年と肩かたを並ならべて眺ながめた。

「風流でいいものですね。それがし、桜を見るのが好きなんです」

「わたしも」

　そう言って微ほほ笑えむと、青年は「うん」と一つ頷うなずき、

「狸たぬきの怪け我がはだいぶ癒いえてきました。同じように、霞かすみどのも近ちか頃ごろはよく笑うようになった」

「え？　そうですか？」

「はい。笑う門かどには福ふく来きたる。良い言葉です。それがしも、霞どのの笑顔を見るだけで幸せを感じます」

「ご、ご冗じよう談だんはやめてくださいまし」

　さらりと世せ辞じを言われて、霞は顔を真っ赤にした。いつだってそうなのだ。霞がうろたえる様さまを眺ながめて面おも白しろがる悪い人。なのに、全然憎にくめないのはこの人に恋をしているからだろうか。

　霞は思う。いつか青年の妻つまとなり、同じようなことを言って笑い合っている未来はあるのだろうか、と。

　きっとあるはずだ。だって、今、こんなにも幸せなのだから。




　青年が妻を娶めとるという話を同どう僚りようから聞いた。ガラガラと足元から崩くずれ落おちていく感覚。霞はしばらく泣なき暮くらした。

　そんな霞を肝きも煎いりは心配し、青年のことは諦あきらめて村の者と結婚することを勧すすめてくれた。肝煎とて、霞と青年の仲を知らないわけではなかった。できることならば応おう援えんしてやりたい。けれど、身分の壁かべはどうしようもないくらい高く厚いのだ。

　ある夜、青年が屋や敷しきにやって来た。村回りのついでではない。霞に会いに来たのだ。霞と肝煎を前にして、青年は駆かけ落おちをしようと持ちかける。肝煎は反対するが、青年の熱意に圧おされ、最後には霞の判はん断だんに委ゆだねた。

　共に行こう、と青年は手を伸のばす。

　悲ひ劇げきの幕まく開あけ。悲ひ恋れん桜ざくら伝説の分ぶん岐き路ろに立たされる。

　そして霞は、────首を横に振ふるのだった。

「おめでとうございます。わたしは貴方あなたさまのご活かつ躍やくを願っておりまする」

　良家の娘との縁えん談だん。それを足あし掛がかりに青年は武ぶ士し階かい級きゆうの中で出世を約束されるのだ。霞が足を引ひっ張ぱるわけにはいかない。青年を愛しているならば、身を引く覚かく悟ごもできていた。

　青年は霞の覚悟の程ほどを知り、涙なみだを流して項うな垂だれる。

「笑ってくださいまし」

　霞は青年の手を取って、精せいいっぱい笑ってみせた。

「何を悲しむことがありますか。どうか笑ってくださいまし」

　涙は決して見せてはならない。

「貴方さまが仰おつしやったことではありませぬか。笑う門には福来る。わたしはそのお言葉にいつも助けられました。貴方あなたさまに出会って、すごく幸せでございました！　なのに、貴方さまが泣いていてはやりきれませぬ！」

「霞かすみどのはいいのですか!?　今ならまだ間に合う！　それがしとともに来てくだされ！」

　しかし霞は震ふるえる声で拒きよ絶ぜつする。

「なりませぬ。貴方さまには将しよう来らいがございます。いえ、貴方さまだけではありません。貴方さまのご家族、ご親族、それに御お館やかたさまも貴方さまには期待しておいでです。わたしなどのためにそれらを無む下げになさらないでください」

「霞どの……っ」

　それが青年との別れの夜だった。

　後日、霞は文ふみをしたためて青年の下に送った。




　──約束がございます。わたしを愛するとおっしゃるのならば、どうか御自身の行く道を大切になさりませ。それでも心惑まどうときがあるならば、そのときはあの御お山やまの桜を眺ながめてください。春には必ず、わたしは毎日桜の花を眺めて過ごしましょう。別の場所で貴方さまも同じ景色を眺めてください。そうすれば、想いはずっと繋つながったままです。わたしは貴方さまの傍そばにいられませぬが、心はずっとお傍に仕つかえておりまする。

　笑ってくださいまし。

　貴方さまが好きです。




　霞の恋はこうして幕まくを閉じた。しかし、その生しよう涯がいは決して不幸ではなかった。

　春になれば桜の花を見て過ごした。そのときだけは青年の心をすぐ傍に感じることができたのだ。たとえ妄もう想そうであったとしても、心を満たすものは青年との絆きずなだ。

　笑ってくださいまし。

　妾わらわは笑っております。

　桜の枝に腰こし掛かけて、境けい内だいで行われている挙きよ式しきを眺ながめた。

　半年の婚こん約やく期間を経へてついに結婚を決めた年若い男女は、花はな降ふり神社で式を挙あげた第一号カップルである。指輪の交こう換かんを終えると、二人は仲なか睦むつまじく笑い合う。

　新郎が桜の木を見上げて寂さびしげに目を細めた。視し線せんの先にはかつて愛した女神がいた。目が合った瞬しゆん間かん、幸せそうにはにかむ彼に対して、咲さき姫ひめは満面の笑みを咲かせるのだった。

　お幸せに。

　妾の幸せは貴方さまの幸せでございます。

　花を散らす風の中、かんざしを挿さした髪かみを靡なびかせる。






　　　　　エピローグ











　此こ度たびもまた、わたくしの語り事にお付き合い下さり恐きよう悦えつ至し極ごくに存ぞんじます。

　いつ終わるとも知れぬ旅路なれば、皆みな々みな様へ参まいらす物語はこれにて打ち切りになることもあり得ますので、感かん謝しやの意をここに表明しつつ結びとさせて頂いただきまする。

　わたくし語り部じんえいと、ヘッポコ様の旅日記。これにて閉へい幕まくにござります！




　──とは申せども、そうは問とん屋やが卸おろすはずもなく。

　都みやこに戻もどり、いざ『やおよろず神議会』の扉とびらを開けますれば、麗うるわしの小こ町まち殿どのが机にて書類整理をなさっておいでです。わたくしにお気づきなされますと、おや、笑顔を咲かせてございます。



「じんえい君、お帰りなさい」

　嗚あ呼あ、なんという慈じ悲ひ深ぶかさ。その一言でわたくしの心に春の日差しの如ごとく光が差し込み申した。やはり美人の笑顔は何よりの褒ほう美びでありまするなあ。

「ただいま戻りました。小町さん、会いたかったです」

　さりげなく手を握にぎりますと、おお、小町殿も手を握り返してくれるではありませぬか！

「わたしもよ。ポコさんもご苦労様でした」

「…」

　ヘッポコ様は小町殿の態たい度どがお気に召めさないご様子。わたくしもやや不ふ審しんに思いますれども、良いのです、小町殿の御み手てはスベスべで柔やわらかく気持ちのいいものでございますので、心ゆくまで堪たん能のう致いたします。

「話は聞いているわ。案あん件けんの三さん柱はしらの神様は問題なく現げん界かいしてくださったようよ。披ひ露ろう宴えんで振ふる舞まったお酒と、新婦が着ていた着物が評ひよう判ばんを呼よんでいるみたいで、どちらも注文が殺さつ到とうしていて困こまっているって町長さんが笑いながら報ほう告こくしてくださったわ」

　それは目め出で度たきことなれど、あの町長に小町殿のセクシーボイスを聞かせたかと思うと複雑な気分になりにけり。

「それから朗ろう報ほうよ。今回のことで帯おび岸きし町まちに大きな経けい済ざい効こう果かをもたらしたって、『上』の一部の方たちが褒ほめてくださったわ。当分、この事務所が攻こう撃げきされることはなさそうね。それもすべてじんえい君のおかげよ。ありがとう」


　嗚呼、なんという喜び様でございましょう。小町殿がどれほどお上からの内ない圧あつと闘たたかわれてきたかわかろうと言うもの。

　小町殿は眼鏡を外して微ほほ笑えみ、机の下から細長い箱はこを取り出しなされた。わたくしには見覚えのある箱はこでございましたが、ヘッポコ様は小首を傾かしげておいでです。



「それと、──驚おどろいたわ。いきなり送ってくるんですもの」

「いやあ、小こ町まちさんになら似に合あうと思って」

「…」

　箱を開けると中には着物が一枚入っておりました。白い生き地じに淡あわい桃もも色いろの花びらが舞まうその様さまは、まるで桜に彩いろどられた空の景色。可か愛わいらしい着物ではございますが、小町殿どのがお召めしになればきっと雅みやびやかに映えることでしょう。

「高かったでしょうに。いいの？　こんな物を頂いただいて」

「せっかく織おり物ものの町に行ってきたんですから、着物を買わないと損そんですよ。気に入ってもらえたのなら良かったです」

「ええ。大切にするわ」

「…」

　なんともったいないお言葉でしょうか。小町殿に喜んで頂けるならば、わたくし何枚でも買って差し上げたくなります。せっかくですから今度その着物を着てデート致いたしましょう。

「じんえい」

　ペシペシと額ひたいを叩たたきなさるヘッポコ様。なんだこのやろう、と見上げますると、ヘッポコ様は怒おこった顔でわたくしを睨にらみ下おろして候そうろう。

「わしは？」

　自分にはないのか、と仰おつしやる。はて。なんのことかわかりませぬが。

「おまえにはもうやったじゃねえか。かんざし」

「…」


　元々小町殿に贈おくるべく買ったかんざしなれば、もらえただけ感かん謝しやして頂きたいものでございます。金欠で苦しいというのに、まったく。

　すると、ヘッポコ様は頭上から飛とび降おりて姿すがたを変えなさります。げっ!?



「よもや小町に比べ安物を宛あてがわれておったとはのう！　いい度ど胸きようじゃ！　人永よ、そこに直れっ！」

　天アマ照テラス様のお姿にてわたくしに説教を開始なさる。嗚あ呼あ、このような醜しゆう態たいを小町殿に見られるのはいと心苦し。天照様に驚いたのか、小町殿は口を閉ざすことができないご様子。

「この姿を晒さらすのは初めてじゃったな。小町、儂わしはアマテラスじゃ。覚えておくがいい」

　そう申されると、今度はわたくしの首に抱だきついてとんでもないことを口になさる。

「人じん永えいは渡わたさぬぞ。いかに色目を使おうと無む駄だじゃ。人永は儂に惚ほれておるのじゃからな」

　んふふふふ、と得意の笑みを浮うかべてございます。なんたることをしでかしやがりますかこの女王様は!?　そっと小町殿を窺うかがいますると、小町殿もわたくしをじっと見つめて、

「そうでしたか。やはり、アマテラス様。……良かったじゃない、じんえい君。素す敵てきな恋人がいらしたのね。なら、この着物は受け取れません。アマテラス様に申もうし訳わけないわ」

「そんな……っ!?」

「物分りのよい女じゃ。ちと張はり合あいがないのは気に入らぬがな」

　小こ町まち殿どのは表情を変えず、ただ黙もく々もくと書類を封ふう筒とうに納おさめ、それを突つきつけなさいます。

「次の仕事よ。じんえい君が出向している間に追加で送られてきた案あん件けんが山ほどあるの。すべて片かた付づくまで休みはないと思ってください」

　そんなご無む体たいなっ。小町殿、表情を変えずともわかります、絶ぜつ対たいに怒おこっていらっしゃる！

「んふふ、平静を装よそおってみてもその程てい度どじゃ。小町、動どう揺ようがだだ漏もれじゃ」

「あら、なんのことでしょうか？」

「惚とぼけるでないわ。人じん永えいを取られて面おも白しろくないのであろ？　んふふふ、頭を下げれば一日くらい貸してやってもよいぞ？」

「それは助かります。アマテラス様のような美人な方とご一いつ緒しよですと仕事もはかどらないでしょうし。わたしが頭を下げるだけで済すむのならいくらでもお願い致いたします」


　アマテラス様は忌いま々いましげに舌した打うちをなさいます。

　なに、この空気？　わ、わたくしどういうわけか逃にげ出だしとうございます。

　小町殿から封筒をひったくり、足早に扉とびらを目指します。アマテラス様はヘッポコ様のお姿すがたに戻もどりなさると、わたくしの頭にひっ憑つき候そうろう。



「じんえい君、お仕事頑がん張ばってね」


　振ふり返かえると、小町殿は満面に笑みを湛たたえて手を振ってくださる。ヘッポコ様も笑って手を振り返し、わたくしは苦笑いを浮うかべるだけで精せいいっぱい。

　せめて小町殿の機き嫌げんが癒いえるまで仕事を懸けん命めいにこなしとうございます。



「やっぱり面白いわ、あなたたち」

　扉が閉まる刹せつ那な、そのような言葉が聞こえてきました。

「ごー」

「……気楽でいいな。おまえは」

　やはりと言いますか、わたくしの旅はまだまだ御開きにならぬ様子。締しめの挨あい拶さつを次回へ持ち越し、さては次なる新天地へいざ参まいらん。





（了）








　　あとがき







　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。山口幸三郎です。

　おかげさまで二巻を発表することができました。『神のまにまに！』を読んでくださった読者、各方面で支ささえてくださった関係者の方々には頭が下がる思いです。山口は幸せです。




　この作品は主に記き紀き神話の神様を扱あつかっています。もちろん下調べした上でキャラクターを設せつ定ていしておりますが、ストーリーの都合で無理にこじつけたり神話を歪わい曲きよくしたりしているので、そこらへんにお気づきの方は温かい目でスルーしていただけると助かります。

　前巻のあとがきで書くべきことだったのですが、すっかり忘わすれていました。この場をお借りしてあえて言わせていただきます。

「この物語はフィクションです。苦情等がございましたらそっと胸むねにしまっていてください」

　よし。

　これで言いい訳わけがついたので、一安心。日本神話に詳くわしい方々、もう私を苛いじめないで。




　魅み力りよく的てきなイラストを描かいてくださった天草帳先生。前巻に引き続き素す敵てきで可か愛わいいキャラクターを生み出してくださり、本当にありがとうございます。特にヘッポコは想そう像ぞうを超えたカワ憎にくたらしさで、今回もやっぱり一日中ニヤニヤしてしまいました。ご多た忙ぼうの中、いろいろと注文をつけてしまったことをここでお詫わびいたします。ごめんなさい。

　担当編集の荒木さん。面めん倒どう臭くさい設定に根気よくお付き合いくださりありがとうございます。作者である私が作品に混こん乱らんするという、あってはならない事じ態たいを収おさめたその手しゆ腕わん。見事です。今後もおそらく混乱すると思いますので先に謝あやまっておきます。ごめんなさい。

願い誤ご字じ脱だつ字じと稚ち拙せつな文の多さにきっとご迷めい惑わくをおかけした校こう閲えつさま。精しよう進じんいたしますので今回はお許ゆるしください。……これからもお許しください。

　謝ってばかりの私ですが、これからも支えてくださるとありがたいです。




　そして、この本を手にとってくださった貴方あなた。本当にありがとうございます。

　山口は幸せ者です。この幸せの万分の一でも拙せつ著ちよで届とどけることができるなら、と願いつつ。

　この物語を差し上げます。受け取ってください。





２００９年　夏　山口幸三郎
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山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう

１９８３年５月創業。現在、福岡にて店舗を構える。

営業時間：午前８時～翌午前２時（平日）。定休日：不定休。現在屋号を『山口幸三郎』と称し、稚拙な文章で作家業を営んでおります（ライトノベル始めました）。お客様のご来店を心よりお待ちしております。
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天あま草くさ帳とばり

しがない絵描き天草帳と申します。萌とエロが大好物です。

密かに一人悶々とするのが大好きです。今一番したい事は、小旅行で北海道に行って『親子の木』を見る事です。
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神かみのまにまに！②




～咲さき姫ひめ様さまの神かみ芝し居ばい～








山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう
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